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まえがき

　博物館において、民族資料の展示はどうあるべきなのだろうか？こんな疑問をもった
のは、1989年に国立民族学博物館で実施された第一回特別展「大アンデス文明展」の最
中であった。私はこの展覧会の実行委員のひとりであったが、入館者の動向が大変気に
なった。展示の中心になっていたのは、ペルー各地から借用した考古資料であり、これ
には人だかりがするほど人気があった。一方、民博で収蔵されていた民族資料を展示し
たコーナーは人影が少なく、閑散としていた。しかも、これらの民族資料の展示を主と
して担当していたのは、ほかならぬ私だったのである。
　それだけに私は責任を感じた。展示資料に問題があったのか、それとも展示方法が悪
かったのか、と考えた。たしかに、当時の私には展示経験がほとんどなく、展示方法は
常設展示を真似たものであった。また、展示のかなりの部分も展示業者まかせであった。
つまり、これまでの展示方法に対する反省もなく、工夫も足りなかったのである。
　では、博物館において、とくに展覧会において展示はどうあるべきなのか。この問い
に答えるために、1995年に私は民博において実験的な展覧会を実施した。それが、「ラ
テンアメリカの音楽と楽器」展であった。それから20年あまりの年月を経ているにもか
かわらず、なぜ、今さら、はるか過去の展覧会をとりあげようとするのか。その最大の
理由は、民博の入館者数の低迷状態に歯止めがかからないからである。実際、民博の展
示場がオープンした当時の年間の入場者数は約60万人であったが、それが今では20万人
前後と 3 分の 1 にまで減少しているのである。
　では、このような変化はなぜ生まれたのであろうか。入館者数の低迷状態を食い止め
る方法はないのであろうか。それを知る上で、有効な方法が入館者の意見や感想に率直
に耳を傾けることではないのだろうか。本稿は、このような視点にたち、企画展「ラテ
ンアメリカの音楽と楽器」におけるアンケート調査の結果を報告するとともに、分析す
るものである。さらに、この展覧会とともに、民博の常設展示場にも目をむけ、入館者
数の低迷の原因などについても考察する。これは民博としても初めての試みであり、民
博の展示はもとより、一般の博物館にとっても民族資料を展示するうえで貴重な資料に
なるであろう。入館者数の低迷は、民博だけに限ったことではなく、全国各地の博物館
が悩んでいる問題だからである。

山本紀夫著『展覧会の研究　「ラテンアメリカの音楽と楽器」展　アンケート調査を中心として』
国立民族学博物館調査報告　145：1－2（2018）
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山本紀夫著『展覧会の研究　「ラテンアメリカの音楽と楽器」展　アンケート調査を中心として』
国立民族学博物館調査報告　145：3－106（2018）

1 ．はじめに

　本稿は、1995年、国立民族学博物館（以下では民博と略す）において実施された企画
展「ラテンアメリカの音楽と楽器」（以下では楽器展と略す）のアンケート調査の結果を
報告するとともに分析したものである。1995年といえば、今から20年あまりも前のこと
であり、まずもって、なぜ、今さら、はるか過去の展覧会をとりあげるのか、それにつ
いて述べておくべきであろう。
　その最大の理由は、民博の入館者数の減少に歯止めがかからないからである。実際、
民博の展示場がオープンした当時の年間の入館者数は約60万人であったが、それが今で
は20万人前後と 3 分の 1 ほどまで減少している。この入館者数の減少に対して、大きな
期待がかけられたのが特別展示であった。常設展示だけでは、入館者の増加が期待でき
なかったからである。
　そして、これはたしかに大きな効果があった。第 1 回の特別展「大アンデス文明」展
は12万人に近い入館者を迎え、減少しつづけていた民博の入場者数に歯止めをかけた。
その後も、しばらくは特別展のおかげで、入館者数の減少はおさえられていた。しかし、
近年、この特別展の入館者も減少し、 2 万～ 4 万人前後と低迷している。かつて入館者
の増加に大きな期待をかけられていた特別展であるが、今ではその効果は小さいと言わ
ざるを得ない。
　では、このような変化はなぜ生まれたのだろうか。入館者の減少をくいとめる方法は
ないのだろうか。その方法を知るうえで、有効な方法が入館者の意見や感想に耳を傾け
ることではないだろうか。そのため、これまで何度か特別展でアンケート調査がおこな
われているようだが、公になったものはほとんどない。私が知るかぎり、アンケート調
査の結果が公刊されたのは、第 1 回の企画展「赤道アフリカの仮面」（1990年）だけで
ある。
　この「アンケート調査報告」は入館者の生の声が多数記載されており、展覧会を実施
しようとする者にとって貴重な指針となるものであった。しかし、この「アンケート調
査報告」は1991年に民博情報管理施設によって刊行された内部資料的なものであり、民
博の大半のスタッフにとって、その存在さえ知られていないかもしれない。また、 1 回
だけのアンケート調査では入館者の意見や感想を知るには十分ではない。展覧会の内容
によって、入館者の意見や感想も大きく異なると判断されるからである。
　これが、20年あまりも前の展覧会のアンケート調査を掘りおこし、いまあらためて分
析、検討しようとする最大の理由である。それというのも、この楽器展はさまざまな新
しい試みをし、それに対して入館者から賛否両論の多数の意見がよせられたからである。
また、楽器展は異常な状態のなかで準備が進められ、それが展覧会にも大きな影響を及
ぼしたことも言及しておかなければならない。
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　それは、1995年 1 月17日に神戸を中心としておこった阪神・淡路大震災である。この
大震災は、民博だけでなく、展覧会を準備中の楽器展にも大きな影響を及ぼした。この
大震災は20年以上も前のことなので、当時の状況をよく知らない方もおられるかもしれ
ない。そこで、大震災後の阪神地域における博物館等の被災状況を伝える新聞記事の見
出しを記しておこう。いずれも、大震災の 4 日後の1995年 1 月21日付けの新聞である

（宇野 1995: 103）。

兵庫県南部地震　文化・芸術にもツメ跡　危機管理の必要性浮き彫り
神戸・大阪の美術館・博物館　会の中止や一時休館など相次ぐ

　ここに記されているように、民博も設備の破損などのために45日間の臨時休館を余儀
なくされた。さいわい、 3 月中旬から開催にむけて会場での準備に入っていた展示資料
はほとんど被害がなかったが、このような状況のなかで楽器展も中止せざるを得ないか
どうか打診された時期があった。これが展覧会の準備に大幅な遅れを生じさせ、それは
展示の準備や図録の作成にも大きな影響を及ぼしたのである。
　楽器展は予定どおり、1995年 3 月15日に開催することが決まったものの、展示作業の
遅れを取り戻すために、開催期日が迫ると実行委員はほとんど毎日のように不眠不休の
作業を強いられた。後述するように、楽器展の会場には約1,000点の楽器や衣装などが
展示されたが、1,000本以上のドラム缶を積みあげて演出した展示構成は、地震後のこ
ともあり、何度も補強安全対策が練られたのである。
　それでも一部の作業は開催までに終わらず、最終的に展示が完成したのは開催後の約
2 週間あとの 3 月も末のことであった。また、展覧会開幕後も、大震災や、その後にお
こった地下鉄サリン事件等の影響による入館者の少なさに対応を迫られた。これらは民
博始まって以来の出来事であり、それへの対応の方法も貴重な記録になるはずである。
これも本報告を刊行しようとする、もうひとつの理由である。
　それでも、やはり「なぜ、20年も前の展覧会をとりあげようとするのか」と違和感を
もたれる方がおられるかもしれない。なかには、「なぜ、もっと早く報告しなかったの
か」という疑問をもたれる方もおられるかもしれない。たしかに、当時館長であった梅
棹忠夫も、「展示をチームによる共同研究の成果であると位置づけ、展示が完成するまで
のプロセスを論文にして残しておく必要性」を主張した（梅棹 1978: 53）。また、梅棹
は民博の『研究報告』 1 巻 1 号に、同誌がとりあつかうべき事項のひとつに「展示技術
の研究」、すなわち効果的な展示設計技術にもとづく表現について研究することをあげて
いる。
　しかし、民博の『研究報告』が刊行されてから40年の間、同誌に展示や展覧会に関す
る論文が発表されたことはほとんどない。それは、なぜなのか。おそらく、これは個人
の問題ではなく、民博に構造的な問題があることを物語っているのだろう。そこで、こ
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の点については終章であらためて述べることにしよう。
　ただ、開館前から長く民博を見てきたからこそ、わかることもある。実際に、私は第
1 回の特別展および企画展からほとんどの展覧会を見てきたので、近年になって民博に
着任してきたスタッフが気づかない問題点にも気づくようになっている。そこで、本稿
では民博の開館当時のこともふりかえりながら、楽器展に焦点をあてて、「民族資料の展
示はどうあるべきか」、「展覧会はどうあるべきか」、また民博の入館者数の低迷問題など
についても論じてゆきたい。

2 ．問題の所在とその解決策

�　入館者数の減少とその原因
　楽器展について述べる前に、民博および民博の特別展の入館者数の推移についてみて
おこう。楽器展の実施を決意させた最大の要因が、民博及び民博の特別展への入館者数
の減少だったからである。
　まず、図 1 を参照していただきたい。これは、民博の開館から2015年までの過去35年
間の民博の入館者の推移を示したものである。この図を全体として見れば、開館翌年の
1978年度の約58万人をピークとして、後はずっと減少傾向にあることがわかる。この数
年間はやや持ちなおし、20万人前後で入館者は上下しているが、それでさえピーク時の
3 分の 1 ほどと少ないのである。
　今（2017年 4 月）では開館当時のことを知るスタッフはひとりもいないので、すこし
当時のことをふりかえってみよう。つぎの文章は、開館 2 年目をむかえた1978年 1 月に、
当時の館長であった梅棹忠夫が読売新聞に寄稿した記事である。

大阪千里の万博記念公園のなかに建設中であった国立民族学博物館は、その第 1 期工事が完
成して、昨年の11月17日から公開された。民族「学」の博物館というので、一般市民からは
敬遠されはしまいかと心配していたが、開館してみると、予想をはるかにうわまわる人気
で、日曜祝日には、入館者 1 万人をこえる日が何日かあった。交通の便のわるいところにも
かかわらず、平日でも、1,000、2,000の観覧客をむかえている。国民が、いかにこの種の文
化施設の開設をまちのぞんでいたかが、この数字によってもわかる。ことしの 3 月、 4 月、
あたたかくなるころには、どれほどの入館者をむかえることになろうかと、いささか心配で
さえある。（梅棹 1990: 351）

やや長い引用をしたのは、ほかでもない、これが当時の民博の雰囲気を伝える貴重な
資料だと判断したからである。この文章からは、梅棹の驚きとともに、行間からは喜び
も伝わってくるものとなっている。
　開館 3 年目の1980年にも梅棹は次のように述べている。
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3 年間をふりかえってみておどろくのは、入館者の数です。この交通不便にもかかわらず、
すでに150万人をこえています。開館したころは、「そのうち閑古鳥がなくだろう」などとい
うひともありましたが、じっさいにはこの 3 年間でほとんど変動がありません。また、小・
中学生ばかりだろうと予想するひともありましたが、これもじっさいは過半数はおとなのひ
とです。この博物館がひろく市民一般に確実にうけとめられた証拠と、わたしどもはよろこ
んでおります。（梅棹 1990: 427）

　しかし、この喜びは長くはつづかなかったようだ。図 1 に示されているように、民博
の入館者数は開館 3 年目から急激に減少していったからである。このころ、民博におけ
る入館者の減少を心配する声が、館の内外からあがるようになっていた。次の声は、そ
のうちのひとつである。

民族学博物館に関心をもつジャーナリストの一人として、少し気がかりなことがある。年々
訪れる人が減っていることだ。開館 2 年目の観客が、 1 年目と比べて減少するのはやむを得
ないとしても、 3 年目でさらに少なくなったのは寂しい。今年 1 、 2 月の入館者から考える
と、 4 年目はもっと悪くなるのではと心配だ。（高橋 1981: 1 ）

　この予想は間違っていなかった。そして、開館10年目くらいで、入館者数はピーク時
の 2 分の 1 の30万人まで減少し、民博のスタッフにも大きな危機感が生まれるようにな
ったのである。
　この危機感を、もっとも強く感じていたのは、民博の創設に多大な貢献をし、当時館
長をつとめていた梅棹忠夫本人であったかもしれない。梅棹は、民博創設10年目の1984
年に、次のように述べているのである。

いま創設以来10年、これで、創業の時代はおわったのかもしれない。同時になにもかもルー
ティン・ワークになってきて、すこし創業の精神をわすれているんじゃないか。ちょっとだ
れているという感じがないわけではありません。もういっぺん創業時代のこと、なにをめざ
しどういう戦略でやってきたのか、みなさんおもいおこしてください。（梅棹 1990: 588）

　いまふりかえってみると、たしかに当時の民博にはそのような雰囲気があった。民博
創設からしばらくは、梅棹館長の「ご先祖さまになろう」という檄が功を奏し、館員全
員が新しい博物館づくりに全力を投入していた。しかし、1977年に民博の展示場が完成、
1979年には第 4 展示場（中国、北アジア、東アジア）も完成したことにより、「これで
民博の展示は一段落した」という安堵感が教員全員に漂うようになっていたのである。
　こうして展示場は着々と拡大していったが、それに反比例するかのように、入館者数
は減少していった。とくに、1984年から87年にかけての 3 年間の入館者数の減少は十数
万人に達した。それまでの40万人以上の入館者数が、ついに30万人を切ったのである。
この時のショックを、私はいまもなお想い返すことがある。
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　じつは、私は、この1984年から87年にかけての 3 年間、ペルーへの海外出張のために
民博を留守にしていた。そして、この出張から帰国後に展示場に足を運んで、あまりの
入館者数の激減ぶりに大きなショックをうけた。その頃、ある人を展示場に案内したと
き、「今日の民博は休館中ですか」と聞かれたことも、私のショックに拍車をかけた。た
しかに、そのときの民博の展示場は人影がすくなく、休館中と思われても仕方がなかっ
たが、開館中だったのである。
　こんなことがあってから、私は民博の展示場を見て歩くことを日課とし、入館者の反
応を知るように心がけた。さらに、招待券を友人や知人に積極的に送り、民博の展示に
ついての意見を聞くように努めた。それで明らかになったことは、民博が「くらい、か
たい、冷たい」というイメージをもたれていることであった。なかには、館員の対応が
悪かったのか、「民博には 2 度と行きたくない」と抗議した入館者もいた。
　民博が開館した当初は、露出展示やビデオテークなどの導入により、民博はこれまで
にない新しい博物館として歓迎されたが、それがいつのまにか、「くらい、かたい」博物
館というイメージがもたれるようになっていたのであった。このような状況のなかで、
大きな期待がかけられたものこそが、特別展であった。いつ来ても同じものが展示され
ている常設展だけの民博では、入館者の減少は当然のことと考えられたからである。
　実際に、第 1 回の特別展「大アンデス文明」（1989年）は、先述したように12万人近
い入館者を迎え、民博の入館者の減少に歯止めをかけた。具体的にいえば、前年の約27
万人の入館者数が36万人近くに達したのである。この第 1 回特別展は、私も実行委員の
ひとりであったので、この入館者の増加によって民博自体も活気をとりもどしたことを
よく記憶している。さらに、第 3 回特別展「大インド」も11万人近くの入館者を迎え、
民博の入館者数は30万人前後で推移するようになったのである。
　ここで、あらためて図 1 を参照されたい。もしアンデス展とインド展のふたつの特別
展を実施していなければ、民博の入館者数は開館後の10年にして30万人を切っていたに
ちがいないのである。さらに民博における入館者数の増加を後押しするような出来事が
1990年に万博公園にあった。大阪モノレールが延伸され、万博記念公園駅が開業したの
だ。これまで民博は地の利の悪さが指摘されていたが、それがようやく緩和されたこと
になったのである。このモノレールは1998年に彩都線が開通し、民博へのアクセスはさ
らに容易になった。にもかかわらず、この翌年の1999年 度には入館者数は20万人を切り、
約16万 6 千人となった。この低迷状態はその後も10年間かわらず、入館者数はピーク時
の 4 分の 1 の15万人前後と低迷したのである。
　だからといって、このあいだ特別展がおこなわれていなかったわけではない。表 1 に
示したように、特別展は毎年趣向をかえておこなわれていた。では、なぜ、特別展が毎
年おこなわれているにもかかわらず、入館者が増えないのだろうか。この原因を一言で
いえば、常設展だけでなく、特別展も入館者が減少したからであろう。実際に近年の特
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別展の入館者数は 2 ～ 4 万人のあいだを推移している。これを 1 日あたりの入館者数
（図 2 ）でみると、第 1 回の「大アンデス文明展」では約1,500人であったものが、近年
では200～400人ほどと少ないのである。開館当時の展示場の盛況を知る者にとって、ま
た第 1 回の特別展の実行委員であった者としても、閑散としている現在の展示場は淋し
いかぎりといわざるをえない。
　もちろん、このような状況を民博の館員も手をこまねいて見ていたわけではない。展
示場の拡張だけでなく、研究公演や映画会、さらに毎月のゼミナール、そのほか、さま
ざまな機会をとおして市民サービスにつとめてきた。その後、1989年からは、春に企画
展、秋には特別展を実施するようになった。また、1996年には常設展示場に、資料を自
由に手にもつことができる「ものの広場」を設置したり、2000年には「移動博物館」も
開始した。
　これらのなかで、入館者数の増加に大きな効果があったのは、常設展示場の拡充やリ
ニューアル、そして特別展と企画展の開催であっただろう。とくに、特別展と企画展の
展覧会は、初めての入館者はもちろんのこと、いわゆるリピーターとよばれる再入館者
の数も増やしてきたと考えられるからである。
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図 1 　国立民族学博物館における入館者の推移（民博管理部総務課広報係の資料による）
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図 2 　特別展および企画展の入館者数（民博管理部総務課広報係の資料による）
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表 1 　特別展入館者数状況（企画展は特別料金徴収分のみ）

年度 1989年度 1990年度 1991年度 1992年度 1993年度
期間 9 /14～12/12 9 /13～12/ 4 8 / 1 ～11/ 5 9 /10～12/ 8 9 / 9 ～11/30
名称 大アンデス文明展 モース・コレクション展 大インド展 オーストラリア・アボリジニ展 ジャワ更紗
個人 66,897 31,289 79,543 30,281 42,145
団体 51,927 35,326 29,731 27,055 21,238
合計 118,824 66,615 109,274 57,336 63,383
平均 1,523 925 1,349 735 880
日数 78 72 81 78 72

★1,030円 ★720円 ★1,100円 ★1,100円 ★790円

年度 1994年度 1995年度 1995年度 1996年度 1997年度
期間 9 / 8 ～11/29 3 /16～ 5 /30 9 /14～11/30 8 / 1 ～11/19 9 /25～ 1 /27
名称 絨毯シルクロードの華 ラテンアメリカの音楽と楽器 現代マヤ シーボルト父子のみた日本 異文化へのまなざし
個人 23,434 30,222 29,694 46,642 57,673
団体 12,914 21,029 18,502 14,951 17,920
合計 36,348 51,251 48,196 61,593 75,593
平均 505 765 719 642 748
日数 72 67 67 96 101

★790円 ★850円 ★790円 ★1,100円 ★1,250円

年度 1998年度 1999年度 2000年度 2000年度 2001年度
期間 7 /30～11/24 9 / 9 ～ 1 /11 3 /18～ 5 /14 7 /20～11/21 9 /20～ 1 /15
名称 大モンゴル展 越境する民族文化 みんぱくミュージアム劇場 進化する映像 ラッコとガラス玉
個人 81,410 17,649 9,520 19,602 15,376
団体 25,388 9,014 4,830 9,652 9,079
合計 106,798 26,663 14,350 29,254 24,455
平均 1,047 264 281 271 257
日数 102 101 51 108 95

★1,100円 ★1,200円 ★800円 ★1,200円 ★870円

年度 2002年度 2003年度 2004年度 2005年度 2006年度
期間 3 /21～ 7 /16 7 /24～11/25 9 / 9 ～12/ 7 9 / 8 ～12/ 6 9 / 7 ～12/ 5
名称 2002年ソウルスタイル 西アフリカおはなし村 アラビアンナイト大博覧会 インド　サリーの世界 更紗今昔物語
個人 36,764 26,803 33,005 23,854 16,713
団体 22,067 11,564 9,226 5,602 6,006
合計 58,831 38,367 42,231 29,456 22,719
平均 577 355 563 378 291
日数 102 108 75 78 78

★830円 ★830円 ★830円 ★830円 ★830円

年度 2007年度 2008年度 2009年度 2009年度 2010年度
期間 9 /13～12/11 9 /11～11/25 3 /12～ 6 /14 9 /16～12/ 8 9 /16～12/ 7
名称 オセアニア大航海展 アジアとヨーロッパの肖像 千家十職×みんぱく 自然のこえ　命のかたち エル・アナツイのアフリカ
個人 29,962 19,928 40,693 28,752 20,394
団体 5,856 3,280 4,726 4,590 2,582
合計 35,818 23,208 45,419 33,342 22,976
平均 453 352 622 433 319
日数 79 66 73 77 72

★1,000円 ★830円 ★600円 ★830円 ★830円

年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度
期間 9 /13～11/27 9 /19～12/ 3 9 /11～12/ 9 8 /27～11/10 9 / 8 ～11/29
名称 世界の織機と織物 渋沢敬三 イメージの力 韓日食博 見世物大博覧会
個人 23,193 18,866 32,266 20,460 37,532
団体 2,461 2,377 3,438 9,374 11,501
合計 25,654 21,243 35,704 29,834 49,033
平均 395 322 464 452 690
日数 65 66 77 66 71

★830円 ★830円 ★830円 ★830円 ★830円

国立民族学博物館管理部広報係の資料より筆者作成
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　ところが、近年、このような特別展や企画展でさえも、入館者数が減少傾向をみてい
るのである。つまり、入館者数の減少傾向に歯止めがかかっていないのである。これに
は、いくつかの要因が考えられるが、そのひとつに民博を取り巻く状況の大きな変化が
ありそうだ。そこで、民博の周辺の状況から見ておこう。まず、2003年、コンサート・
ホールとして使われていた万博ホールが建物の老朽化などのために閉鎖、2004年には民
博に隣接する国際美術館が中之島に移転し、その跡地は駐車場となった。また、2007年
には、万博公園に多くの入場者を迎えていたエキスポランドが事故のため休園、やがて
閉園となった。さらに、2009年には、民博の近くにあった国際児童文学館も閉館した。
これらの美術館や遊園地などのあいつぐ閉館、閉園は、同じ万博公園に位置する民博に
も大きな影響をおよぼしたはずである。後述するように、民博の入館者のなかには、周
辺の施設に来たついでに民博に立ち寄る人が少なくないからだ。
　さらに、一般の人びとが民博に対してもつイメージも影響している可能性がある。そ
れというのも、先述したように近年の民博は「くらい、かたい、冷たい」というイメー
ジがあるからだ。これは、入館者の博物館一般に対するイメージの影響もあるかもしれ
ない。多くの人びとが、「かたく、古めかしく、暗い」という博物館像を持っているから
である。布谷（2005）による調査によれば、博物館という言葉を聞くとどんな言葉が頭
にうかぶか、という博物館のイメージ調査では、マイナスのイメージ（陰気、つまらな
い、古いなど）の言葉の数は、プラス（新しい発見、驚き、ゆったりなど）の数のほぼ
倍であったそうだ。その結果、「博物館という機関は、まだ多くの人にとって、積極的に
行ってみようと思う場所ではないようである」と布谷は結論づけている。

特別展と企画展

　ここで、特別展と企画展の違いについて述べておこう。開館当時と現在では、この違
いがかなり異なっているからである。1990年に作成された『国立民族学博物館における
特別・企画展示の基本構想』によれば、特別展と企画展の違いについては、次のように
記されている（国立民族学博物館 1990）。

　特別展は、特別展示事業費の予算をもって実施する。原則として年 1 回の規模の大きな展
示で、特別観覧料をとる事業である。
　企画展は、経常経費の枠内で行なう比較的中・小規模の展示であり、館だけの主催で実施
する場合には、特別料金をとることを想定していない展示である。

　また、この『構想』は、常設展との関係についても次のように述べている。

1 ）特別・企画展示は、常設展とはことなる発想で行なわれる必要がある。常設展示とはこ
となるスタイルが、それぞれの展示ごとに模索されるべきである。
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2 ）常設展示で行なわれないパフォーマンスも特別展示館では実行可能である。

　現在の企画展は、常設展示場の一画を使った、かなり小規模な展示であり、当時のも
のとは大きく異なっている。一方で、現在春におこなわれている特別展は、かつての企
画展の流れをひくものであり、通常特別入館料を払わなくても入館できる。この点では、
私が実施した企画展「ラテンアメリカの音楽と楽器」展は、特別入館料を徴収したもの
であり、かなり異色の展覧会であったのかもしれない。
　さて、このように特別・企画展示は、常設展示と大きく異なった構想をもち、入館者
の増加にも大きな期待がかけられた。しかし、先述したように、このような特別・企画
展でさえも、入館者数が減少傾向にあるのだ。その結果、民博全体としても入館者数の
減少傾向に歯止めがかかっていないのである。
　ここで、大きな問題があることに気づく。それは、「本当に、民博の入館者数は減少傾
向にあるのか」という問題である。私は、民博開館以来の40年をとおして入館者数を見
ているので、その減少傾向に歯止めがかかっていないと印象をもっているが、これは民
博の教員でも受け取り方が異なっているようだ。実際に、民博の館員の中には、現在の
状況を「低止まり」していると判断している者もある。
　とくに、比較的近年になって民博に着任した教員であれば、現在の20万人前後の入館
者数に対して、さほど違和感をもたない可能性もある。民博の入館者数が20万人まで減
少したのは、いまから20年以上も前の1993年のことだからである。つまり、民博の入館
者数が少ないという現象は、この30年ほど常態化しており、それに違和感をもたないと
しても、それは当然のことであるかもしれないのだ。実際、近年の入館者数が少ないと
危機感を感じるのは、開館時の民博の盛況ぶりを知る人たちだけのようである。
　ここで、もうひとつの問題が浮上してくる。それは、はたして民博の入館者数はどれ
くらいが適正かという問題である。不思議なことに、これは民博ではほとんど議論にな
らなかったようであるが、唯一の指針となりそうなものがある。それは、梅棹が1978年
に、日本経済新聞に寄稿した次の一文である（梅棹 1990: 392）。

当初の計画では、他の類似施設の実績などを参考にして、 1 日平均800人という予想をたて、
その数字をもとにしてすべてを計算した。

　しかし、この 1 日800人という数字は、かなりひかえめであったのではないか。梅棹
自身も、この記事のなかで、「いちばんおおきく予想がはずれたのは、入館者の数であ
る」と述べているのである。
　このときから40年も経た現在では、社会情勢も、予算などの面でも民博をとりまく状
況も大きく変化しているので、単純に当時と現在の入館者数を比較することは無理があ
るかもしれない。しかし、その後、民博では入館者数の指針というべきものを示してこ
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なかったので、ここで、あえて当時と現在の状況を少しくらべてみよう。
　まず、開館当時と現在の民博が大きく異なっている点を、指摘しておかなければなら
ない。それは、展示場面積が大幅に拡大されたことである。すなわち、開館当時の民博
における展示面積が約4,400平方メートルであったのに対し、現在はその 2 倍以上に達
する9,700平方キロメートルになっているのである。
　一般公開された当初の民博の展示は、オセアニア、アメリカ、ヨーロッパ、アフリカ、
西アジア、東南アジア、東アジア（日本の文化）の 7 地域の地域展示と音楽および言語
の通文化的な展示、そしてビデオテークに限られていた。つまり、現在展示されている
中央・北アジア、東アジア（アイヌの文化、中国地域の文化、朝鮮半島の文化）、さらに
南アジアの地域展示を欠いていたのである（図 3 ）。

 1977年11月展示面積4,437㎡

図 3 　常設展示場の増加状況（国立民族学博物館 2006a ）

 1996年展示面積9,700㎡
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　また、現在は民博へのアクセスが飛躍的に容易になったことも指摘しておかなければ
ならない。開館当時は、しばしば民博は「陸の孤島」にあるといわれていたように、ア
クセスが非常に困難であった。この点については先述したが、最近では特別展期間中に
大阪モノレールの万博記念公園駅から民博まで、週末には無料のシャトルバスも運行さ
れるようになっているのである。
　さらに、開館当時の民博に、特別展示館がなかったことも強調しておかなければなら
ない。この点については、最近、民博を退任した須藤健一前館長の感想を、まず紹介し
ておこう。

……私が1993年にみんぱくを去り、2009年 4 月に館長として戻ってきて大変驚きました。
2008年の入館者数は15万人まで減少していました。みんぱくの教員たちがいろいろな新企画
をくみ、面白い展示を企画しているのにどうしたことか。開館以降展示を大幅に改変してい
ないため、同じものが展示されていて、展示がくすんでしまっている。人びとのみんぱくへ
の関心が失せ、見向きもされていないのだという意見もありました。（須藤 2017: 409）

　ここで述べられているように、2009年 4 月の時点では民博の展示の中心を占める常設
展は、「同じものが展示されていて、展示がくすんでしまっている」可能性を否定できな
い。だからこそ、特別展に大きな期待がかけられたのではなかったか。そして、実際に、
当初の頃は、特別展は多数の入館者をむかえ、民博の入館者数の減少に歯止めをかけた。
それは、先述したとおりである。

�　「ガラクタ」の展覧会へ
　入館者数の減少については、社会状況の変化も見逃せない。民博が開館した40年前に
くらべると、現在は海外からの情報量が飛躍的に増え、個人でも海外旅行がきわめて容
易になっている。聞くところによれば、いまや日本人の一年間の海外渡航者数は2,000
万人を突破しているそうだ。それだけに、海外からの民族資料、それらを中心に展示し
ている民博に対しても、入館者の意識も大きく変化しているにちがいない。そして、そ
れが入館者数の減少にも大きく影響していると考えられるのである。
　入館者の意識の変化とは、何か。それは、具体的にいうと入館者にとって民博の展示
物が珍しいものでも、とりたてて興味をひくものでもなくなったということではないか。
梅棹がしばしば民族資料は「ガラクタ」であると言ってきたが、今や入館者にとっても
民博の展示品が文字どおり「ガラクタ」に見えだしたのではないだろうか。
　この「ガラクタ」という言葉には説明が必要かもしれない。これは今から30年以上も
前の1984年に、当時館長であった梅棹忠夫が述べたものであり、当時の館員には共通認
識のようになっていたが、現在の民博の教員には知られていない可能性があるからだ。
　梅棹によれば、「民族学資料というのは、諸民族が日常生活において使用する雑器、い
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わば「ガラクタ」に類するもの」であり、「芸術的価値や経済的価値とは無縁の品物」で
あるというのである（梅棹 1990:  554）。この「ガラクタ」という言葉に違和感をもつ人
もいるかもしれないが、民博で展示される「モノ」には、そのような側面があることを
認めざるを得ないであろう。
　もちろん、民博の展示資料は、たとえ海外旅行に出かけたとしても、容易に見ること
ができるものばかりでないことはいうまでもない。しかし、テレビなどでの海外取材番
組などにより、入館者は海外からの民族資料を「ガラクタ」とは思わないまでも、さほ
ど珍しいものとは感じなくなったとはいえるであろう。
　じつは、このような現象は民族資料をあつかう博物館では早くから生じていた。元岐
阜市歴史博物館の学芸員である日比野光敏は、展覧会における民俗分野のハンディにつ
いて、次のように述べている。

現場にいて実感するのは、博物館を特殊な（ハレ）の場と考えている来館者の多さである。
彼らにとっての博物館は、貴重なモノ・めずらしいモノを見せてくれるところであった。絵
画や工芸品、古文書、埋蔵文化財などはそのイメージに適合する。これに対し、多くの民俗
資料は卑近なモノである。貴重そうには見えない、そして、さほどめずらしくもない、場合
によっては薄汚いモノが、博物館の展示室に並んでいることは、それこそ『予想外』のこと
である。ともすれば、「観覧料を返せ」という不平にもなりかねない。（日比野 1994）

　日比野によれば、博物館の入館者が観覧前に内容をもっとも予測しやすい展覧会は、
美術、考古、歴史などの分野である、という。そして、観覧前の期待と実際の展覧会（展
示）内容とのギャップが大きいと、展覧会の評価が芳しくないということになりやすい
と指摘している。
　この指摘は、まさしく民族資料に関してもいえることであろう。それゆえにこそ、民
博の特別展も、これまでの展覧会が考古展的なもの（「大アンデス文明展」）や歴史的な
もの（「モース・コレクション展」「シーボルト父子のみた日本展」）、さらに美術展的な
もの（「ジャワ更紗展」、「絨毯展」など）の傾向をもっていたといえるだろう。これらの
展覧会は、いずれも、観覧前に展示についてある程度の予測ができるからである。美術
展的なものでいうと、日比野の表現を借りれば、それは「美しいものを見たい人に、美
しいものを見せる」ことで十分なのである。
　しかし、考古学的なものにしても、歴史的なものにしても、さらには美術的なものに
しても、これらの資料を中心に展示できるのは、やはり特別展示だからこそであろう。
日常的な暮らしを展示している常設展では、やはり「ガラクタ」的な資料を中心とした
展示をせざるを得ない。このことは、博物館における特別展の重要性を物語るものでも
あるだろう。
　この点で、私は民博の第 1 回の特別展「大アンデス文明展」で興味ぶかい体験をした
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ので、それについても少し紹介しておこう。この特別展は、1989年におこなわれ、私も
実行委員のひとりであった。実行委員長は友枝啓泰教授（当時）、実行委員は藤井龍彦助
教授（当時）、そして私の 2 人であった。そして、この特別展の大きな特徴は、展示の中
心がペルー各地の博物館から借用した考古資料であったことだ。すなわち、今から1000
年も2000年も前の土器類や織物をはじめとして、日本人に人気のある黄金製品やミイラ
など約700点で、これらが 1 階の展示場を埋めつくしていた（写真 1 , 2 ）。これらの資
料は、日本では容易に見ることのできない、珍しいものばかりであり、この展示場では
あちこちに人だかりができていた。その結果として、この展覧会が12万人もの入館者を
むかえたことは先述したとおりである。
　しかし、この展覧会で、ほとんど知られていないことがある。それは、 1 階の展示場
の盛況ぶりにくらべて、 2 階の展示場は人だかりができることがなく、いつもひっそり
としていたことだ。そして、この 2 階の展示場で主として展示されていたものこそは、
民博が収蔵していた民族資料だった。しかも、この民族資料の展示を主として担当した
のが、私だったのである。

写真 1 　 ペルー各地の博物館から借用した先スペイン期（モチェ）の土器（1989
年）。

写真 2 　 ペルー各地の博物館から借用した先スペイン期の織物（1989年）。
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　このとき、私は入館者の考古資料と民族資料に対する反応の大きな違いに大変驚いた。
驚いた、というより、大きなショックであった。一方で、この特別展は、民族資料の展
示方法に大きな反省を迫るものとなった。当時の私には展示の経験がほとんどなく、特
別展での民族資料の展示方法は常設展のそれにならったものだった。こうして、私は民
族資料の展示方法、とくに「見せ方」には大きな工夫が必要であることを痛感するよう
になったのである。
　ここで、ひとつ検討しておくべき問題がある。それは、はたして入館者数が展覧会あ
るいは博物館の評価につながるのか、という問題である。私自身は、入館者数は必ずし
も展覧会や博物館の評価に直結するとは考えていないが、不思議なことに民博では入館
者数をもって展覧会を評価するきらいがある。実際に、民博で展覧会を実施した実行委
員長のなかには、入館者数が多かったからといって「大成功だった」と自画自賛してい
る教員もいるが、これははたして正しいのであろうか。
　たしかに、公立や民間の博物館では、入館者数の低迷はときに閉館を招くことがあり、
入館者数は成功の目安になっているようだ。しかし、展覧会が成功したかどうかは、
アンケート調査に示されているように入館者の展示に対する満足度によるのではないか。
極端なことをいえば、そして入館者数の増加だけを期待するのであれば、それこそ「ミ
ロのヴィーナス」像や「モナリザ」のような肖像画を借りてきて、それを展示すればす
む話である。しかし、民博は美術館ではないし、そもそも、それでは民博の存立理由も
ないであろう。じつは、私が実行委員のひとりであった「大アンデス文明展」にも、そ
のような傾向があったことを白状しておかなければならない。
　あとから振り返ってみると、「大アンデス文明展」は民博始まって以来、最多の12万人
近い入場者があったが、その最大の要因は、先述したように日本では容易に見られない、
ペルー各地の博物館から借用した考古資料のおかげであったと私は考えている。おそら
く、民博が収蔵している民族資料だけでは、これほど多数の入場者はなかったにちがい
ない。

�　実験的な展示とアンケート調査
　それでは、はたして本当に民族資料の展覧会では多くの入館者を望めないのであろう
か。見せ方によって、展示の方法によっては「ガラクタ」としか見えないものでも入館
者に興味をもってもらうことはできないのであろうか。このようなことを知るために、
きわめて実験的な展覧会をおこなうことにした。それが、1995年に実施した企画展「ラ
テンアメリカの音楽と楽器」であった。
　たしかに、この展覧会でも展示した考古資料はあったが、それは国内で借用した資料
であり、しかも展示した資料はわずかであった。展示の主役はあくまで多数の民族楽器
であった。それも、ラテンアメリカの人びとが日常的につかっている楽器ばかりで、い
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わゆる名品や逸品というものはなかった。名品どころか、鍬や山刀、フライパン、ドラ
ム缶など、楽器になるものは何でも展示した。この意味で、楽器展はまさしく「ガラク
タ」の展覧会であった。
　このような民族資料の展示では注意すべきことがある。それは、美術品とちがって、
民族資料のほとんどは、本来鑑賞される目的をもって製作されたものではなく、道具と
して特定の使用目的のために製作されたものであるということだ。したがって、民族資
料だけ、つまり「モノ」だけを展示すれば、その「モノ」は使用されるコンテキストか
ら切り離されることになる。その代表的な例が、楽器であろう。本来音楽を演奏する道
具であるはずの楽器が、博物館ではしばしばオブジェとして展示され、音を奏でること
がない。「音を出してこその楽器」が、音が鳴らず、単にオブジェとして展示されていれ
ば、展示を見る方は不満をかかえこむことになるだろう。
　そのため、楽器展では見せ方にさまざまな工夫をこらした。その工夫については後述
するが、実験的どころか、いささか冒険的と思える試みさえした。これらの試みをとお
して入館者がどのような反応を示すのか、いわば入館者の展示に対するニーズを知ろう
としたのである。その意味で、この展覧会はこれまでの特別展や企画展とは少し性格が
違っていたといってよい。従来の特別展は研究成果を発表する場と考えられていたが、
楽器展は展覧会そのものを新しい実験展示をする研究の場と考えたのである。
　実験という意味では、楽器展では展示だけでなく、広報の点でも、いくつかの新しい
試みをおこなった。たとえ斬新な試みをしようとも、その展覧会が一般の人びとに広く
知られなければ、入館者数の増加は期待できないからである。このため、従来からおこ
なっているポスターやチラシなどにも工夫をこらした。ポスターは、親しみやすいよう
にタイトルを手書き文字で書いたほか、チラシもイラストを多用した（図 4 , 5 ）。また、
マスコミによる大きな広報の効果を期待して、共催者に NHK きんきメディアプランを
選んだ。従来、特別展では共催者がつくことはあったが、企画展で共催のついた展覧会
は楽器展がはじめてのことであった。
　これらの試みに対する答えを知るために、展覧会の会期中はできるだけ会場にいて入
館者の反応をみたり、意見をきくようにした。さらに、不特定多数の入館者の意見の動
向や趨勢を知るためにはアンケート調査も実施した。すなわち、入館者の声に率直に耳
を傾けようとしたのである。それというのも、これまで民博では展示する側の議論はあ
ったが、展示を見る側の意見や感想にあまり耳を傾けてこなかったからである。
　じつは、これは民博だけのことではなく、多くの博物館でも同じようだ。元琵琶湖博
物館学芸員であった布谷知夫も、この点について次のように述べているのである。

　これまでの博物館に関する多くの議論は、そのほとんどが博物館を運営し、管理する視点
での議論であった。そのために議論の中心は事業の分類や運営方法、資料の保存管理、展示
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作りの技術などであった。（中略）しかしそのような議論において、利用者がどう利用する
のか、利用者にとって利用しやすいかどうか、というような視点をあわせて議論することが
できていなかった。（布谷 2005: 41）
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図 4 　楽器展のポスター。手書き文字によって親しみやすさをだした。
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図 5 　 チラシの裏面。チラシの表側はポスターと同じだが、裏面はイラストを多用して親しみやすさを出すよう
にした。
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図 6 　特別展示場平面図（楽器展のリーフレットより）
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3 ．楽器展への道

　ここで、楽器展を実施するに至った展示の趣旨や構想、概要などについても述べてお
こう。なお、以下のうち、「展示の趣旨」と「構想」は民博の展示委員会に提出した楽器
展の計画書の一部を転載したものであることをお断りしておきたい。

�　展示の趣旨
　ラテンアメリカの音楽は、日本をはじめ世界各国で受け入れられ、幅広く愛好されて
いる。日本でも、戦前からアルゼンチン・タンゴが親しまれ、その後も「コンドルは飛
んでゆく」に代表されるアンデス音楽、さらに1990年代ではレゲエやサルサなどカリブ
系音楽が人気を得ている。そして、これらの音楽で演奏される楽器もじつに多様性に富
んでおり、そのなかにはラテンアメリカの風土や歴史を反映したものが少なくない。そ
れは、広大で変化に富んだ自然条件のなか、そこでくり広げられた波乱に満ちた歴史に
由来している。すなわち、アメリカ大陸の先住民、植民地支配者としてのヨーロッパ人、
さらにアフリカから奴隷として連れてこられた黒人たちなどによって織りなされた征服
と融合の歴史が、ラテンアメリカの音楽と楽器に反映されているのである。
　この展覧会では、このような特徴をもつラテンアメリカの音楽と楽器を映像や音響資
料なども利用して紹介する。これらの音楽と楽器をとおして、ラテンアメリカの人びと
の生活や歴史、社会、文化などを見直すことは、国際理解の一助となるだろう。なお、
ラテンアメリカの音楽や楽器に焦点をあてた大規模な展覧会は先例がなく、映像・音響
資料をも駆使した展示は、この種の展覧会としては、わが国のみならず世界でも初の画
期的な試みとなろう。

�　展示の構想
　世界情勢が激動するなかで日本と諸外国、とくに発展途上国との関係は新しい局面を
むかえつつある。ところが、一般に日本人は発展途上国を多く含むラテンアメリカ地域
になじみが薄く、それらの国々についての知識はきわめて乏しい。このようななかで、
身近なものがラテンアメリカの音楽である。本展示の特色は、このように親しまれてき
た音楽やそれに使われる楽器をとおして、ラテンアメリカの人びとの暮らしや社会、歴
史などの全貌を理解してもらうことである。
　では、なぜ、今この展覧会を開催するのか、以下に、その主要なポイントをあげる。
1 ）現在は民族の時代とよばれ、多民族の共生・共存が叫ばれている。ラテンアメリカ
諸国は比較的短い歳月のなかで、多民族によってつくりあげられてきた歴史をもつ。そ
して、そこで親しまれ、愛されている音楽や使用されている楽器にはラテンアメリカの
歴史や風土をよく反映したものが多い。一方、これらの楽器のなかには近代化の波に押
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されて、急速に消え去ろうとしているものが少なくない。したがって、楽器に焦点をあ
てた今回のような展覧会の機会は今をおいてほかにない。
2 ）ラテンアメリカ諸国は経済的に苦しい地域が多く、政治的にも不安定である。しか
し、そのような状況のなかでも一般国民は様々な楽器を演奏し、音楽を楽しむ暮らしも
している。音楽や楽器をとおして、その文化的基盤となる社会を理解しようとすること
は、発展途上国に共通する、さまざまな問題に新しい視野を与える。
3 ）ラテンアメリカの諸国のなかには古くから日本人移住者を数多く受け入れてきた国
が少なくない。たとえば、ペルーもブラジルも移住100周年を迎え、両国での日系移民
の数は百数十万人におよぶ。現在、これらの日系人のなかには日本に働きに来ている人
が少なくない。このように、ラテンアメリカと日本の関係が一層強くなりつつあるこの
時期に本展覧会を開くことはラテンアメリカの国々について再考する絶好の機会となる。
4 ）アメリカ大陸が1492年に「発見」されて以来、500年あまりの歳月がすぎた。この
約500年のあいだに育まれ、発達してきたラテンアメリカ音楽が今や国境を越えて世界
各地で受け入れられていることを考えるとき、本展覧会は国際化時代の現代社会にとっ
て時宜を得た画期的な試みであるといえよう。

�　「楽器展」の概要
　展覧会について述べる前に、会場となった特別展示館における展示空間の紹介をして
おこう。特別展示館の建物は、地階から 4 階までの 5 層からなっているが、このうちの
1 、 2 階が展示空間である（写真 3 ）。この展示空間は、巨大な円形の 1 階展示場（面
積約850平方メートル）、高さ15.8メートルにおよぶ大きな吹抜け部、この吹抜けを回廊
状にとり囲む 2 階展示場（面積約630平方メートル）の 3 つからなりたっている（図 6 ）。

写真 3 　民博の特別展示館（1989年）。
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　さて、楽器展は、音楽と楽器を対象にしている点、さらに実験的な試みをいくつもし
ている点で、従来の展覧会とは大きく異なったものであった。それらの特徴を具体的に
述べると、つぎのようになる。
1 ）演奏の様子を示すマネキンを多用したこと
2 ）ビデオ・シアター、マルチメディア、指向性スピーカーなどによる映像音響資料の
利用
3 ）展示場内で現地の音楽家によるライブ・コンサートを毎日実施したこと
4 ）週末にもラテンアメリカ各地のレクチャー・コンサートを実施
5 ）楽器を自由に演奏できる試奏コーナーの設置
6 ）ボランティアの女性によるアルパの試奏
　これをもう少し具体的に述べておこう。まず、全体として意図したことがあった。そ
れは展示を「明るく、親しみやすい」ものにしようとしたことである。その背景には、
かなり以前から、先述したように民博の展示が「くらく、かたく、冷たい」というイメ
ージがあり、それが入館者の減少に関係しているという判断があった。このようなイメ
ージをくつがえすため、さらにラテンアメリカの雰囲気を少しでも出すため、会場には
色とりどりにペイントされたドラム缶約1,000本を配した。メインである 1 階の展示は、
このドラム缶が構成する曲線によって、ゆるやかなセクションに区分されている。ドラ
ム缶はオブジェであると同時に可動式の「間仕切り」としても機能しているのである（写
真 4 ）。

写真 4 　ドラム缶を積み上げた楽器展のエントランス部分（1995年）。



　　3．楽器展への道　

26 27

　そのため、 1 階展示場は従来のように間仕切りによって閉鎖的空間を作らず、吹き抜
けの天井まで見上げることのできるオープンな空間にした。具体的には、特別展示場の
高さ13メートルの天井ぐらいまで電柱のような太い柱を立て、その柱をまわりながら逆
さになって男性 4 人が下りてくる光景をあらわした。これは、メキシコ東部低地で先ス
ペイン期以来おこなわれてきた、伝統芸能の「ボラドーレス」（飛ぶ人たち）を再現した
ものであり、柱の上には太鼓と笛を演奏する楽士がいる（写真 5 ）。そして、このボラド
ーレスの展示の下には、ビデオを設置、そこで実際のボラドーレスの儀式と演奏が見ら
れるようにした。
　また、今回の展示の目玉はライブ・コンサートであったので、「展示場をコンサート・
ホールに」を合言葉にして、展示場中央に中米の古代遺跡を模したピラミッド型のステ
ージを設置、そこで毎日 4 回、約30分の生演奏を実施した。さらに、週末の土曜日と日
曜日にも、このステージを使ってレクチャー・コンサートをおこなった。
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写真 5 　展示場の 1 階部分中央。毎日ライブ・コンサートがおこなわれた（1995年）。
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　また、 1 階展示場では、中央のステージを囲むようにラテンアメリカの音楽と風土を
知ってもらうために、マネキン約100体を使って各地の代表的な楽団を、「伝統的世界」、

「ヨーロッパ的世界」、「アフリカ的世界」にわけて展示した。それぞれの楽団は民族衣装
をつけ、さまざまな楽器がどのように組みあわされて演奏されるかを示した。
　たとえば、「アフリカ的世界」では、一例としてベネズエラのバルロベント地方の太鼓
演奏の男性 5 人と、その演奏にあわせて踊る女性二人のマネキンを展示した（写真 6 ）。
また、「ヨーロッパ的世界」では、メキシコのマリアッチの楽団やブラジルのカーニバル
での演奏風景を（写真 7 ）、「伝統的世界」では、アンデスの農民が踊りながら演奏する
風景なども展示した。
　さらに、ラテンアメリカの音楽と楽器について、多角的に学び、楽しめるような入館
者本位の展覧会にしようと試みた。すなわち、「モノ」の展示以外にも、さまざまな企画
や映像音響メディアを取り入れたのである。そのなかでも、企画の当初から考えていた
ものが、入館者が実際に楽器を手にとって鳴らしたり、音楽の演奏を楽しむことのでき
る展示であった。
　さまざまな制約や条件のなか、会場内でライブ・コンサートを毎日 4 回おこない、演
奏者がくばる楽器で入館者も演奏に参加できるようにした。このライブ・コンサートで
は、期間の前半（ 3 月16日～ 4 月25日）がペルーから来日した 4 人の兄弟姉妹（写真
8 ）、後半（ 4 月27日～ 5 月30日）もパラグアイから来たふたりの姉妹によるもので（写
真 9 ）、家族的なあたたかみを出そうとした。また、週末におこなったレクチャー・コン
サートでは、演奏者が日本人であり、言葉の壁がなかったこともあり、楽器を手にとっ
て演奏法を学べるようにした。さらに、入館者が自由に楽器を鳴らすことのできる試奏
コーナーをもうけ、あまり知られることのない楽器約20種類に親しんでもらえるように
した。
　また、 2 階の回廊状の展示場はおおまかに 3 つの区画にわけ、主として壁面を利用し
て多種多様な楽器を展示した。すなわち、最初の区画では、管楽器を展示、次の区画で
は打楽器およびリズム楽器を（写真10）、そして最後の区画では弦楽器類を展示したので
ある（写真11）。
　このほか、実験的なメディアとしては、いくつかの映像音響設備とコンピューターが
ある。 1 階会場では、 3 つに分けたコーナーと中央ステージの 4 ヶ所にそれぞれテレビ
を設置、ラテンアメリカ各地の音楽に関連する文化や風土についてのビデオ番組をなが
した。さらに、ラテンアメリカ各地の音楽演奏を「メキシコ・中米」「カリブ海」「南ア
メリカ」の 3 地域にわけて鑑賞できるように、ビデオ・シアターとよぶコンピューター
を 3 台設置した。また、2 階の楽器展示の一角には、今回の展覧会のために IBMと共同
開発した、展示中の楽器182件を検索できるシステム、マルチメディア・コーナーの 2
台のコンピューターを設置した（写真12）。
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写真 6 　 マネキンを使った楽団の演奏風景。 ベネズエラ・バルロベント地方
の太鼓演奏と踊り（1995年）。

写真 7 　 マネキンを使ったブラジル・カーニバルの演奏と踊りの風景（1995
年）。

写真 8 　 会期の前半にライブコンサートをおこなったペルーのロドリゲス・
ファミリー（1995年）。
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写真 9 　 会期の後半にライブ・コンサートをおこなったパラグアイのサナブ
リア姉妹（1995年）。

写真10　 2 階展示場の打楽器のコーナー（写真は、株式会社「七彩」提供）。

写真11　 2 階展示場の弦楽器のコーナー（1995年）。
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　この情報メディアのうちのマルチメディアに関しては、すでに報告がなされているの
で（草場・高橋 1996）、その報告の一部を整理して引用しておこう。このマルチメディ
アでは、 2 種類のシステムが作成された。ひとつは、レーザー・ディスクにおさめられ
た楽曲を選択して再生し、文字情報を表示する「ビデオ・シアター」である。もうひと
つは、楽器標本に関連した文字情報・画像・映像を自由に検索しながら、展示されてい
る楽器について学習してもらう「学習コーナー」である。
　このうちの「ビデオ・シアター」は、中南米の楽曲を鑑賞するためのシステムであり、
決められたボタンを押すことで楽曲が選択できるようになっている。「メキシコ・中米」

「カリブ海」「南アメリカ」の展示場に 1 台ずつ、計 3 台のパソコンが設置された。各地
域の地図上でカーソルを希望の国にあわせれば、その国の楽曲があらわれる。そのなか
から楽曲を選ぶと、レーザー・ディスクの映像を再生し、その曲の説明がディスプレイ
に表示されるようになっているのである。
　もうひとつの「学習コーナー」は、楽器標本に関する知識を深め、学習してもらうた
めのシステムである。標本画像や演奏ビデオにつけられた楽器の種別や地域名から、演
奏風景や楽曲を検索できるようになっている。このため、展示場には、 2 台のパソコン
が設置された。
　以上述べた展示方法に対する入館者の反応については、楽器展そのものに対する反応
とは別にアンケート調査がおこなわれ、分析もおこなわれているので、詳しくは先述し
た草場・高橋（1996）を参照されたい。このように楽器展は、さまざまな情報メディア
や手法も駆使して、入館者がラテンアメリカの音楽と楽器を多角的に学び、肌で感じて
もらえるような工夫をしたのである。
　さらに、 1 階展示場にはベニヤ板を敷き詰め、これも木によるあたたかみを出そうと

写真12　 マルチメディアのコーナー。 パソコンの端末は、無機質な感じをあ
たえないようにダンボール紙でおおった（1995年）。
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した。そのため、警備員もこれまでは男性だけであったが、女性を中心にした。また、
2 階展示場の背景の壁紙もやわらかい雰囲気を出すためクラフト紙を使った。解説プレ
ートなどもクラフト紙にワープロ文字をコピーして、手作りの感じをだした。これは、
ラテンアメリカの楽器には手作りの素朴なものが多いため、その雰囲気を少しでも出そ
うとしたのである。さらに、楽器の演奏法なども写真パネルだけでなく、必要に応じて
イラストなども使った（図 7 ）。

図 7 　楽器の演奏法を示したイラスト（高戸涼子作画）

　このようなさまざまな実験的な試みを、民博だけでおこなうことは不可能であった。
そのため、マルチメディアの開発に IBM の協力を得たことは述べたが、このほか楽器展
には共催者があった。それが NHK きんきメディアプランである。民博の企画展として
は共催者のある初めての展覧会となったのである。そこで、その背景についても少し述
べておこう。当時の民博の企画展示には、特別展と企画展があり、通常、秋に開催され
る特別展は春の企画展より予算も規模も大きいものであった。また、特別展では展示資
料を国内外から借用することが多く、しばしば共催者がついていた。一方、企画展は館
蔵資料を使い、特別料金を徴収しないで、通常料金でおこなわれていた。
　ところが、企画展である楽器展では当初からライブ・コンサートを企画していたため、
共催を募らなければならなかった。民博の予算では海外からミュージッシャンを呼んで、
長期にわたり演奏してもらうことは不可能だったからである。また、ライブ・コンサー
トなどを広報してもらうためには、共催には映像関係のメディアが適切であるという判
断もあった。こうして、NHKきんきメディアプランが共催者となったのである。この結
果、展覧会は通常料金ではなく、特別料金を徴収することになった。これが、入館者に
展示が料金に見合ったものであるかどうかという厳しい目を注がせることにもなった。
　楽器展について述べようとするとき、阪神・淡路大震災と地下鉄サリン事件の影響も
忘れることができない。そこで、これらについても少し言及しておこう。阪神・淡路大
震災は、展覧会の準備が追い込み時期に入った1995年 1 月17日に発生した。その影響は
大きく、一時は楽器展の開催も危ぶまれた。実際、阪神間にある博物館や美術館には休
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館するところが少なくなく、中止になった展覧会も多かった。民博でも常設展示場は45
日間の休館を余儀なくされた。災害復旧などのさまざまな要因のため、楽器展の準備も
大幅に遅れることになってしまった。社会的にも「歌舞音曲」をひかえるなどの雰囲気
があり、とても「音楽と楽器」の展覧会をひらく状況ではないようにさえ思えた。復旧
事業では、ライフラインの情報が優先され、テレビや新聞などのマスメディアなども震
災復旧に関連するニュースに大きなスペースや紙面がさかれ、楽器展の広報も思うよう
にはならなかった。一方で、この時期だからこそ展覧会をひらいてほしいという館内外
からの強い要望があり、予定どおり開催することになったのである。
　このような自粛ムードのなかでなんとか開催にこぎつけたものの、開催してまもない
3 月20日には追い打ちをかけるように地下鉄サリン事件がおこった。この事件は東京で
おこったものであり、それが大阪でおこなわれた楽器展にまで影響をおよぼしたとは考
えられないかもしれないが、この事件が社会におよぼした影響も予想以上に大きかった。
関西でも多くの人々の関心が地下鉄サリン事件に向けられ、世の中全体が暗く、とても
展覧会どころではない、というムードがあった。また、多くの人が集まる場所を避ける
ようになった。展覧会が始まってからも、これらの影響は展覧会にも広報にも影をおと
した。その影響については後述することにしよう。

�　さまざまな広報活動
　民博がおこなった広報活動の概要は、表 2 に記したとおりである。これらの広報の大
半は民博の普及係をとおして実施されたが、実行委員会や共催相手の NHK きんきメデ
ィアプランも独自の広報をおこなった。そこで主だった広報活動について以下に報告す
る。

1）ポスターとチラシ

　「明るく、親しみやすい」という展示の方針は、図録や広報資料の製作でも重視した。
とくに、ポスターとチラシの作製では、ラテンアメリカの楽器に手作りのものが多いこ
とから、親しみやすく、かつ手作りの暖かさが感じられるようなものにした。具体的に
はポスターとチラシのタイトルの文字は手書きにしたほか、そこで使った写真もコンピ
ューター処理をして絵画風の雰囲気をもつものにした。さらに、チラシの裏面には手書
きの楽器の図を挿入したり、ポスターは周辺をバーナーで焼き、裁ち切りの直線的な固
さをなくす工夫もした。
　これらのポスターとチラシの大半は、普及係をとおして従来の企画展と同じところに
配布されたが、「楽器展」独自で配布したところもある。たとえば、大阪府立の中学校と
高校の音楽の教師にはダイレクトメールでチラシを送付した。また大学には、庶務課宛
でなく関係学部や教室に直接ポスターを送付するなど、入館してほしい個人や団体など
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対象をしぼって広報をおこなった。近隣のホテルには館からチラシだけが送られていた
ため、ポスターも掲示してもらうことにした。また、大学所属や個人主宰のラテンアメ
リカ同好会や愛好会約100件、またラテン音楽専門の楽器店などにもチラシやポスター
などを送った。

2）新聞、テレビ、ラジオ

　先述したように、「楽器展」では今までにない試みをいくつもしていたため、開催のか
なり前から、民博のプレス懇談会をとおして新聞社やテレビなどのマスコミ関係者に展
示の内容やイベントについての告知をおこなった。その結果、新聞が楽器展をとりあげ
た記事の数は全部で20件におよんだ。「ライブ・コンサート」や「レクチャー・コンサー
ト」、「試奏コーナー」などの新しい試みが多かったおかげであろう。
　テレビやラジオは共催者が NHKの関連会社ということもあり、大きな期待がかけら
れたが、大震災や地下鉄サリン事件などの影響で、期待に反してあまり取り上げられる
ことはなかった。この点についてはあとで検討する。一方で、民放のテレビやラジオで
はイベントを中心に展覧会を取り上げたものが少なくなかった。

3）雑誌、情報誌、ミニコミ誌等

　雑誌等では、展覧会がオープンする 1 年くらい前から関連記事を掲載してもらい、広
報活動につとめた。まず、民博の広報誌である『月刊みんぱく』で1994年に予告記事を
書いた。つづいて、『季刊民族学』などにも関連記事を投稿した。さらに、ラテンアメリ
カに関心をもつ読者の多い季刊雑誌の『オーラ・アミーゴス』（季刊）などでも 1 年をと
おして関連記事を連載した。このほか展覧会記事を掲載した情報誌やミニコミ誌でも楽
器展を取り上げたものがあった。しかし掲載誌が送られてこない場合もあるので、正確
な数は把握できていない。

4）テレフォン情報、看板、電光掲示板

　民博では1990年から「民博テレフォン情報」で展覧会情報などをながし、利用者サー
ビスをおこなってきた（現在は廃止されている）。楽器展の期間中は、BGM にラテンア
メリカ音楽をもちい、場内コンサートなどについての案内をおこなった。また、阪急梅
田駅および阪急茨木市駅では電光掲示板や大型テレビによる広報活動も実施した。さら
に、万博公園内にはポスター以外に立て看板をたて、万博外周道路にも横断幕を掲示し
た。ちなみに、現在ではあたりまえになっているホーム・ページは当時まだ開発されて
いなかった。楽器展では、ホーム・ページにふさわしい映像などの情報が多かっただけ
に、この点は残念であった。
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表 2 　普及係がおこなった広報活動

1 　印刷物 　
　　　ポスター B 2 送付用 4,000枚
　　　チラシ B 5 送付・配布用 200,000枚
2 　ポスター・チラシの送付 5,487枚
　　　ポスター・チラシ 近畿小・中・高校 5,487校
　 諸機関 1,814ヶ所
　 （そのうち旅行業者など 513ヶ所）
　　　チラシ 学校・諸機関 7,432ヶ所
3 　看板掲出等
　　　ポスターの掲出 万博公園内 5 ヶ所
　　　看板の掲出 万博公園内 4 ヶ所
　　　横断幕の掲出 万博外周道路 1 ヶ所
　 特別展示館南北壁面
　　　電光掲示板 阪急茨木市駅前
　　　大型テレビによるビデオ放映の提出 阪急梅田駅 2 階中央改札口付近 2 月15日～ 5 月30日

（月～土曜日　17回／日、日曜日　13回／日）
4 　テレフォン・サービスの実施
　　　週刊みんぱくテレフォン情報 　 2 月15日～ 5 月28日
5 　 みんぱくカレンダー、万博公園だより　など

に広報
　

6 　プレス懇談会 3 回
　　　内覧会 　 3 月15日
7 　関連事業
　　　研究公演 1994年12月10日「マリンバ・ナショナル・コンサート」
　 1995年 5 月27日、28日「ボリビアの音楽と踊り」
　　　みんぱくゼミナール 1995年 3 月18日「中南米への弦楽器の伝播とその変容」
　 1995年 4 月15日「アジアの音楽の変容」
　 1995年 5 月20日「アンデスからカリブへ」

4 ．アンケート調査の方法と結果

　上述したように、楽器展はさまざま実験的な展示をおこなったので、その成果を知る
ためにアンケート調査を実施した。楽器展の展示の意図と方針が入館者に正しく伝わっ
たかどうか、そして、その反応について知るためである。質問は、展示や広報、入館回
数など、別紙 1 に示したように22～25項目におよび、個人入館者に向けておこなった。
団体客は概して滞在時間が短く、落ち着いてアンケートに回答している時間がとれない
と判断したからである。
　アンケートの最大の目的は、楽器展の新しい試みに対して入館者の反応や意見を知る
ためのものであった。そのため、22～25項目中18項目が展示に関する質問であった。会
期中に展示場内での楽器演奏などの有無など条件が変化したため、調査項目の内容と数
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は配布時期によって若干違う。なお、アンケートは会期の中盤から後半にかけて 3 回に
わけ、約 1 週間ずつ実施した。
　こうして約 3 週間のアンケート調査で、2,473人から回答を得ることができた。これ
は約 5 万人の総入館者数の約 5 パーセントに相当している。回収率の平均は約30パーセ
ントで、予想以上に多くの人が回答してくれた。アンケートの質問項目が多かったにも
かかわらず、このように多数の回答を得たのは、楽器展が新しい試みをいくつもしてい
たからであろう。また、自由記入欄には展示や広報について、さまざまな貴重な意見が
寄せられ、入館者の展覧会への関心の高さや民博への期待の大きさをうかがうことがで
きた。寄せられた貴重な意見や要望を最大限に生かすため、本稿では、あえて広報や展
示に関する記録もすべて掲載することにした。
　以下では、まずアンケートのなかから主だった項目ごとについて意見を紹介しながら
私自身のコメントを加える。なお、マルチメディア・コーナーについては、先述したよ
うに別途にアンケート調査がおこなわれ、それについての報告もなされているので（草
場・高橋 1996）、ここでは扱わない。また、図録については、すべての入館者が購入し
ていないので、これについても本稿では言及を必要最小限にとどめる。
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①　入館者数の推移
　上述したような展示および広報の準備をしたうえで、楽器展は 3 月16日にオープンし
た。そして 5 月末までの 2 ヶ月半（65日間）のあいだに 5 万人あまりの入館者をむかえ
た。まず、初めに楽器展への入館者の全体像をみておこう。毎日の入館者数は、普及係

（当時）によって集計されているので、ここではその記録を利用することにする。それに
よれば、会期中の毎月の入館者の推移は、個人と団体をあわせた 1 日平均が 3 月は315
人、 4 月には597人、そして 5 月には1,199人と毎月ほぼ倍増している。さらに 1 週間ご
との入館者の推移を表しているのが図 8 で、このグラフを全体として見ると、次のよう
な傾向がうかがえる。
1 ）入館者は会期の前半に少なく、後半になって増加する。
2 ）入館者がとくに少なかったのは、開催の後約 1 ヶ月間であった。
3 ）入館者が急増するのは連休頃からで、個人入館者とともに団体も多くなる。

図 8 　入館者数の推移

　このような入館者数の推移を生みだした背景について、少し検討しておこう。まずも
って指摘しておかなければならないのは、阪神・淡路大震災と地下鉄サリン事件の影響
である。1995年 1 月17日に発生した大震災は、被災地はいうまでもなく阪神間にある博
物館や美術館にも大きな影響をおよぼした。休館した博物館もおおく、先述したように
民博も45日間の休館を余儀なくされた。また中止になった展覧会もすくなくなく、楽器
展も中止か、延期かと思い悩む時期もあった。このような状況のなかでオープンした展
覧会であったためであろう、開催したばかりの第 1 週の入館者数は 1 週間全体でも2,160
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人（ 1 日平均360人）と少なかった。
　これに追い打ちをかけたのが、オウム教団による地下鉄サリン事件であった。東京の
地下鉄でサリン事件がおこった 2 週目の入館者は1,805人（ 1 日平均301人）とさらに 2
割ちかく落ち込んだ。先述したように大震災と地下鉄サリン事件の影響で世のなか全体
がくらく、展覧会どころではないというムードが充満していたせいであろう。
　もうひとつ考えられる理由は、開幕後 1 ヶ月くらいのあいだは、広報がまだ十分に浸
透していなかったのではないかということだ。それというのも、テレビやラジオなどの
マスコミが「楽器展」をさかんに取り上げてくれるようになったのは、 4 月半ば頃から
だったからである。これも大震災や地下鉄サリン事件の影響によるところが大きいだろ
う。
　当時の状況は、世相の暗さにくわえて、マスコミのあいだでは「歌舞音曲」をひかえ
るといった自粛ムードもあった。このような状況のなかでは、音楽と楽器を対象にした
展覧会は、マスコミなどの広報メディアにはなじまなかったようである。このころ、私
は入館者のあまりの少なさの原因などを知るために、毎日のように展示場に詰め、入館
者に意見や感想を聞いていたが、ライブ・コンサートの時間になっても数人ほどの入館
者しかおらず、演奏者たちに申し訳なくて泣きたいような気持になったものだ。この当
時の記録が残されているので、それを少し紹介しておこう。

　そのライブ・コンサートに、ほとんど人の集まらないことが少なくなかったのである。コ
ンサートは午前に 1 回、午後に 3 回の一日に 4 回実施していたが、平日で雨の降ったときな
どはコンサートの時間になっても数人しか入場者がいないことも珍しくはなかった。こんな
とき、管理部や情報管理施設の非常勤の女性職員たちがしばしば聴衆として応援にかけつけ
てくれた。これは本当に有難いことだった。研究部からも応援があり、手をあわせて感謝し
たいほどのときもあった。
　たとえば、ある日の朝のこと、コンサートを始めようとしたら入場者が 2 、 3 人しかいな
かった。コンサートを中止しようか、それとも早目に切り上げようかと考えていたとき、数
十人の和服の女性の団体客が入ってきた。これは天の助けかと思ったら、民博の熊倉功夫教
授が連れてきてくれた団体だった。このときばかりは、正直なところ、「神さま、仏さま、
熊倉さま」と思ったほどであった。（山本 1995）

　一方で、会期の後半になって、個人、団体ともに入館者が増加したのは、しだいに広
報活動の効果がでてきたということができるだろう。とくに、入館者の増加がいわゆる
ゴールデンウィークとよばれる、 4 月末から 5 月上旬にかけての連休前後にピークをむ
かえるのは、広報の浸透や世相の好転、さらに万博公園への入場者数の増加などと関係
をもつのであろう。ただし、 5 月 5 日の祭日は4,070人という最高入場者数を記録して
いるが（写真13）、この日は無料入館日であった。
　とくに連休前後からの入館者数の伸びには団体入館者の増加が大きく貢献しているが、
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これは広報のおかげと判断してよいであろう。それというのも、団体の大半は小・中・
高校および大学などの、児童、生徒、学生であり、民博への訪問はかなり前から学校行
事の予定に組み込まれていたと考えられるからである。
　最終週の入館者で個人の数に注目すると、前週の 2 倍近い入館者が記録されている。
閉幕前のかけ込み入館者がとくに多かったといえる。これにはちょうど閉幕の 2 週間前
にテレビで放映された、楽器展に関する NHKの特別番組の影響もあるのかもしれない。

②　年齢別にみる入館者
　年齢別による入館者には、ひとつの大きな特徴があらわれている。それは、20代の若
者が入館者のうちの37パーセントと群をぬいて多かったことである（図 9 ）。これにつ
づくのが30代（17パーセント）で、20代と30代だけで入館者の半分を占める。これに、
10代（12パーセント）を加えると66パーセントとなり、楽器展の入館者の大半は10代か
ら30代までの若い世代であったことがうかがえる。この資料には団体が含まれていない
が、団体の大半が生徒、学生であったことを考慮にいれると、楽器展の入館者は圧倒的
に若い人たちであったと言えるだろう。
　これは、今回の展覧会が音楽と楽器を対象にしたもので、どちらかといえば若い人た
ちが関心をもつテーマであったことから当然の結果とみることもできるかもしれない。
しかし、若い入館者が多かったことは、逆に彼らがこれまであまり民博を知らなかった、
あるいは来ていなかったことも物語るようである。この点について、さらに詳細にみる
ために入館回数の内訳を検討してみることにしよう。

③　入館回数
　入館回数は図10に示したように、全体の入館者のうち31パーセントが初めて民博に来

写真13　特別展示館を埋め尽くした入館者（1995年 5 月 5 日）。
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た人たちであった。また、これまで 2 、 3 回しか入館したことのない人を入れると、全
体の入館者のうちの半分以上の53パーセントを占める。これを多いとみるか、少ないと
みるかは判断のわかれるところであろう。しかし、楽器展で初めて民博に入館した人が、
開館して20年ちかくなった時点でさえも、 3 割を超えたのはきわめて多いと判断してよ
いであろう。
　実際、これまで民博では特別展や企画展の実施のたびに入館者の入館回数を調査して

図 9 　年齢別入館者
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いるが、公表されたものはほとんどない。そのようななかで、表 3 は開館以来楽器展ま
での常設展および企画展での入館回数を示したものである。この表が示すように、楽器
展での初入館者が30パーセントを超えているのは異例である。

表 3 　民博入館回数の推移＊ （％）

区分　　時期
開館半年後
1978年 4 月

開館 7 年後
1984年11月

民族誌映画会
1985年 8 月

仮面展
1990年

楽器展
1995年

初めて 81.3 61.7 28.4 10 31
2 回目 12.1 20.6 16.7 18

22
3 回目 3.0 8.1 5.1

28
4 回目 1.2 1.5 3.6 18
5 回目以上 2.4 8.1 46.2 20 29

＊秦（1987）、佐々木（1992）などを参考に作成。

　開館半年後では、「初めて」が81.3パーセント、すでに「 2 回」が12.1パーセント、「 3
～ 4 回」が4.2パーセント、「 5 回以上」が2.4パーセント、であった。それが、開館12
年後におこなわれた「仮面展」では、それぞれ10パーセント、18パーセント、28パーセ
ント、20パーセントとなっている。この結果から、「仮面展」の報告書では、「この12年
のあいだに当館が大幅に知られるようになってきているといえよう」と結論づけている

（宇野 1992: 38）。
　さて、それでは表 3 に見られるような楽器展での入館者の入館回数をどのようにみる
べきか。たしかに、 4 回以上および 5 回以上の入館者数も多いことから民博が広く知ら
れるようになっていることはまちがいない。いっぽうで、「楽器展」での31パーセントの
初入館者数は、これまで民博を知らなかった、もしくは知っていても来たことがなかっ
た人が増えているという事実を示すものではないか。
　この意味で、さきほどの「年齢別グラフ」で20代の入館者が群をぬいて多かった事実
は、「初めて」来た人が多かったことを裏付けているようである。これに団体も含める
と、初めて入館した人の大半が若い人たちであったと考えられる。先述したように、団
体の大半は児童、生徒、学生であったからである。

④　居住地別入館者
　図11は、楽器展への入館者の居住地を府県別にグループわけしたものである。これに
よれば、大阪府下から来た人が入館者の半分以上の60パーセントを占めている。つづい
て、兵庫県が13パーセント、京都府が11パーセント、奈良県が 4 パーセント、滋賀県が
2 パーセント、東京都が 2 パーセントとつづく。このように大阪府下からの入館者が圧
倒的に多いが、これは地の利からいって当然であろう。しかし、震災の被害が甚大であ
った兵庫県からの入館者数が大阪についで多かったのは、予想外であった。
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　参考までに、図12に2016年の特別展から2017年の特別展までの居住地別入館者数を示
したが、大阪、兵庫、京都の順で入館者数が多いのは変わらないようである。

図11　居住地別入館者（1995年）
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　さて、入館者数の大半をしめた大阪府からは、どこの市から来た人がおおかったので
あろうか。それを示したのが、図13である。これによれば、大阪府とはいっても、その
うちの 6 割以上が北摂地域（大阪府北部）から来た人たちであった。人口から言えば、
大阪市の方が吹田市や茨木市などよりはるかに多いにもかかわらず、入館者の大半がい
わば地元の北摂地域からきた人であったのは注目すべきことであろう。つまり、この点
からみるかぎり、民博はきわめて「ローカルな博物館」といえるかもしれないのである。

図13　大阪府下の居住地別入館者数（人）
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⑤　琵琶湖博物館との比較
　ここで、他の博物館と比較してみよう。参考になる博物館がひとつある。それは、滋
賀県にある県立琵琶湖博物館（以下では琵琶博と略す）である。琵琶博は県立の博物館
であるが、民俗・民族資料も多数展示しており、この点でも民博の比較対象として適当
であると考えられる。
　この博物館で特筆すべきことは、開館前後の時期を例外として、この20年ほどのあい
だ毎年40万人ほどの入館者をむかえ、ほとんど増減がないことである。図14は、同館が
開館した1996年から2016年までの21年間の入館者数を示したものであるが、この20年ほ
どのあいだだけを比較しても同館の入館者数は民博の 2 倍前後の40万人と多く、とくに
昨年度（2016年）は入館者数が45万人を突破しているのである。
　では、なぜ琵琶湖博物館では、これほど入館者が多いのか。しかも、この入館者が多
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い状態を20年にわたって維持しつづけられるのであろうか。これは、現在の民博にとっ
て大変重要な問題なので、この点については少し紙幅をさいて詳しく検討しておきたい。
以下では、民博と比較しながら、まず同館を紹介することにしよう。民博の教員だけで
なく、管理部や情報管理施設のスタッフにも、同館を訪れた人が少ないと思えるからだ。
まず、同館の特徴を紹介しておきたい。
　琵琶博は、滋賀県のちょうど真ん中あたり、琵琶湖に面した烏丸半島に位置している

（写真14）。また、同館のパンフレットによれば、「（琵琶博は）湖をテーマとした博物館
としては日本で最大規模であり、琵琶湖と人間の関わりについての展示、淡水専門の水
族展示を含め多彩な展示を行なっています」とある。
　次に、同館と民博の規模を比較しておこう（表 4 ）。まず、同館と民博の展示面積を比
較しておきたい。展示面積は、琵琶博が約6,000平方メートルであるのに対し、民博は
約9,700平方メートルと、民博は琵琶博の 2 倍に近い。また、展示に大きく関わると考
えられる研究員の数は、同館が29人（行政職 3 名、教員 1 名）であるのに対して、民博
は専任の教員だけでも2017年の時点で52名と琵琶博の 2 倍に近いのである。

表 4 　琵琶湖博物館と国立民族学博物館との比較＊

博物館名 開館年 展示面積 研究員の数 入館者数（平成28年度）
県立琵琶湖博物館 1996年 約6,000平方㍍ 25名（行政職・教員は除く） 約45万人
国立民族学博物館 1987年 約9,700平方㍍ 52名（専任教員のみ） 約24万人
＊民博「要覧」（2017）および琵琶博「要覧」（2016）等をもとに作成

写真14　琵琶湖博物館全景（琵琶湖博物館提供）。
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　つまり、展示面積のうえでも、研究者の数のうえでも、民博は琵琶博の 2 倍の規模を
もっていることになる。にもかかわらず、入館者数のうえでは、民博は琵琶博の 2 分の
1 でしかないのである。これは、なぜなのか。
　この点で、しばしば民博の入館者の少なさの理由とされる「地の利の悪さ」について、
検討してみよう。たしかに、民博はかつて「陸の孤島」とよばれたほどに、アクセスが
困難なところに位置していた。しかし、その状況はいまでは大きく改善されている。モ
ノレールが開通したことにより、以前はバスでしか行けなかったところにも比較的容易
に行けるようになったからである。
　では、琵琶博はどうか。同館への最寄りの駅は JRの草津駅であるが、そこからは 1 時
間に 1 本しかないバスで向かうしかなく、「地の利の悪さ」という点では民博をしのぐ。
それを如実に示すものがある。同館へ入館した人たちの交通手段を調べたアンケート調
査の結果である。それによれば、2015年 8 月の調査では、入館者のうち、約86パーセン
トの人たちが自家用車で来ている。また、2016年 3 月の調査によれば、約91パーセント
もの人たちが自家用車で来ている。ちなみに、JRの草津駅から琵琶博まで、タクシーで
あれば3,000円以上もかかる。なお、琵琶博での駐車料金は無料であり、これも同館の
入館者数の増加に大きく貢献しているにちがいない。
　この琵琶博訪問で、最近、面白い経験をしたので、それも報告しておこう。じつは、
私は、この拙稿をまとめるために、2017年に入って 2 回同館を訪れている。 1 回目は、
4 月10日、 2 回目は連休中の 5 月 4 日であった。その 1 回目は、一般の人たちが「どの
ようにして琵琶博を訪れるのか」、それを知るために JR 草津駅からバスで同館を訪れた。
私にとって、同館の訪問はフィールド・ワークの一環であると考えたのである。しかし、
4 月10日（月）は、同館の休館日であった。

図14　琵琶湖博物館の入館者数（人）

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

（年）

（人）



　　4．アンケート調査の方法と結果　

48 49

　そのため、私は 5 月 4 日に同館を再訪した。さいわいに、この日は晴天であったので、
琵琶博周辺の環境条件を知るために、JR 草津駅からはバスではなく、タクシーで行っ
た。琵琶博への道は、JR 草津駅周辺の町を過ぎると、すぐに田んぼと畑のなかにつけら
れた農道を行く。この農道を走っているとき、面白い光景にであった。農道を一羽のキ
ジが横切ったのである。
　このキジとの出会いを面白い光景と述べたのは、かつては民博の周辺に広がる万博公
園でもしばしばキジの姿を見たからである。それは、今から30年も40年も前のことであ
るが、近年では万博公園でキジの姿を見ることはない。おそらく、万博公園周辺の環境
が激変したせいであろう。それにともなって、万博公園周辺の交通状態も整備され、万
博公園にはモノレールが走っているし、万博公園の外周道路も、祝日ともなれば、しば
しば渋滞するのである。
　この状態とくらべれば、琵琶博の周辺は、きわめて長閑な光景が広がっている。農道
をキジが行くだけでなく、空ではヒバリがさえずっているし、水が張られた田んぼでは
鴨が泳いでいる。これらのことは、いいかえれば、それだけ琵琶博が「地の利」の悪い
ところに位置していることを物語るであろう。じつは、万博公園でもかつてはヒバリが
さえずっていたが、これも近年では鳴き声を聞くことはなくなった。これは、それだけ
万博公園周辺の「地の利」がよくなったことを物語るのではないだろうか。
　こんなことを考えながら、琵琶博に入館して、たいへん驚いた。琵琶博周辺の、のん
びりした光景とは違って、あまりにも入館者が多かったからである。それも、子ども連
れの家族が多かった。そんな光景を見たのは、民博では開館当時しか、私の記憶にはな
い。そして、私はそんな光景を眺めながら、民博における入館者の少なさを「地の利」
の悪さに求めることは、そろそろ止めたほうがよいのではないか、と思った。そもそも、

「地の利」のよい場所に位置している博物館というのは、どれくらいあるのだろうか。規
模が大きくなればなるほど、博物館は都心部から離れざるを得ないであろう。そして、
都心から離れれば離れるほど、「地の利」は悪くなるからである。
　ここで、想い出した博物館がある。それは、愛知県の犬山市にある、野外博物館「リ
トルワールド」である。「地の利の悪さ」といえば、同館は琵琶博のそれをしのぐ。大阪
からであれば、新幹線で名古屋まで行き、名古屋からは私鉄で犬山まで、そして犬山か
らはバスで行くしかない。にもかかわらず、同館の入館者数は、琵琶博より多く、民博
の約2.5倍の50万人に達している。じつは、私は同館が好きで、若いころ（1990年代）、
週末に家族連れで、しかも泊りがけで、よく訪れた。しかし、交通が不便なので、いつ
も大阪から車で行ったものである。なお、同館の駐車料金は800円である。
　それでは、リトルワールドの何が私をひきつけたのであろうか。展示されているもの
は、民博と同じように民族資料が中心である。展示されている資料の点数では、民博が
リトルワールドを圧倒するが、展示の方法が大きく異なる。リトルワールドの目玉的な
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展示は、大阪の万博公園の約半分に匹敵する広大な博物館の敷地のなかで、屋外に移築
された数多くの民家なのである。そこには、ネパールから移築された寺院や、ペルーの
海岸地帯に建っていたアシエンダ（大農園の豪邸）など約50もの世界各地の建物が再建
されている（写真15,16）。これらは、きっと入館者に大きなインパクトを与えるものに
なっているにちがいない。また、大人だけでなく、子どもも楽しめる展示になっている。
　じつは、リトルワールドは最初から子どもが楽しめる博物館を目指してつくられたよ
うだ。実際、リトルワールドの創設にたずさわった元館員の鹿野勝彦は次のように述べ
ているのである。

写真15　 ネパールから移築された寺院（リトルワールド・2017年 5 月
7 日）。

写真16　 ペルーから移築された大農園の豪邸（リトルワールド・2017
年 5 月 7 日）。
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われわれの場合、研究博物館というのじゃなくて、もうすこし民族学入門という意識がつよ
いものですから。最初から一貫して、こどもにたのしく遊びながらいろんなものを見てもら
えるような博物館にしたいということがあり、……。（梅棹 1987）

　また、同館は関連イベントも豊富である。私が同館に通っていたころは、コンサート・
ホールで、ペルーの民族音楽グループ 6 人が毎日演奏していた。私たち家族が同館をし
ばしば訪れていたのは、この楽団の演奏を聴くためであった。そして、これがきっかけ
となり、後にこの楽団には大阪まで来てもらい、民博の研究公演「アンデスの音楽と踊
り」をやってもらった。この楽団こそは、今回の楽器展でライブ・コンサートを実施し
ていたロドリゲス・ファミリーにほかならなかったのである（山本 1988）。
　ここで、再び、琵琶博の話題にもどり、その周囲の状況についても見ておこう。一説
によれば、琵琶博のまわりには観光地が多いので、同館の入館者が多いのは当然とみな
す説もあるようだが、はたして、この説は正しいのか。念のため、琵琶博の館員に真偽
をたしかめたところ、一笑にふされてしまった。むしろ、滋賀県には観光地が少なく、
そのため琵琶博そのものが、観光地のひとつとして人気を得ているのだそうだ。
　琵琶博との比較のため、私は琵琶博を訪れた翌日の 5 月 5 日（祝日）、同じ時間帯（午
後 1 時頃）に民博に行き、館内を見てまわった。この日も晴天で、万博公園のまわりの
外周道路はひどい渋滞であった。私は、抜け道をとおり、ようやく民博にたどりついた。
民博のまわりに広がる万博公園は多くの人出でにぎわっていた。「今日こそは、民博も賑
わっているか」と大きな期待をもって入館して、まず目についたのは入館者ではなく、
民博のボランティアの人たちであった。ほかでもない、入館者の人影が少なかったから
である。
　館内も万博公園の賑わいがウソかと思えるほど、ひっそり静かであった。そこで、私
は特別展示場にも足を運んでみた。ちょうど特別展の「ビーズ展」がひらかれていたか
らである。しかし、特別展示館にも期待したほどの人影はなかった。たしかに、平日に
くらべれば入館者は多かったが、私には「祝日の特別展としてはちょっと淋しいな」と
いうのが正直な印象であった。
　これは、私が20年あまり前の企画展「楽器」展を想いおこしていたからかもしれない。
じつは、楽器展では、この日と同じ 5 月 5 日に、楽器展最多の4,070人もの入館者があ
ったのだ。あまりにも入館者が多かったため、管理部サイドからは「入館者制限をしろ」
といわれた。たしかに、 2 階の回廊状の展示場も入館者で埋めつくされており、大震災
のあとであったこともあり、入館者の一部から「これでは危険ではないのか」という声
がきかれたほどであった。
　さて、琵琶博とは、どのような博物館なのであろうか。まだ見ておられない方には、
ぜひ足を運んで、同館を見学していただきたいが、ここでは簡単に同館の展示室を紹介
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しておこう。同館の展示室は、A,B,C,の 3 つの展示室と水族展示室から構成されている。
このうち、A 展示室は「琵琶湖のおいたち」、B 展示室は「人と琵琶湖の歴史」、C 展示
室は「湖のいまと私たち―暮らしとつながる自然」、そして水族展示室は「湖のいまと
私たち―水の生き物と暮らし」を展示している（琵琶湖博物館　2013）。このなかで、
もっとも人気があり、いわば「目玉」的な展示は、同館の関係者によれば、水族展示室
だそうだ（写真17）。

写真17　琵琶湖博物館の水族展示室の一部（2017年 5 月 4 日）。

　水族展示室は、簡単にいえば水族館である。ただし、一般の水族館と大きく異なるの
は、同館の水族展示室では、琵琶湖や周辺の河川に生息する淡水魚を主として展示して
いる点だ。これは、少なくとも関西で唯一の展示であろうし、それが人気を博する一因
になっているのかもしれない。しかも、これらの魚は剥製ではなく、生きて泳いでいる
のだから、大きな親しみをもって展示を見ることができる。
　同館で得た情報によれば、魚だけで124種、14,000尾も飼育しているそうだ。そのな
かには、ハヤやドジョウのような小さい魚から、ビワコオオナマズのような巨大なもの
までいて、まったく退屈させない。また、同館は、魚を水槽に入れて見せるだけでなく、
その魚が棲息する河川や湖周辺の植生などもわかる生態展示もしている。その結果、小
さいころ、野山でウサギ狩りをしたり、小川でフナ釣りをした私のような人間にとって
は、それこそ童謡の「ふるさと」を想い起させる原風景を見ているような展示ともなっ
ている。そのため、私は水族展示室では、しばしば足をとめ、展示を眺めながら、野山
を駆けまわっていた少年時代を懐かしく想いだしているのである。
　ちなみに、琵琶博が飼育している生物は、魚類だけではなく、脊椎動物では両生類、
爬虫類、哺乳類、そして無脊椎動物では甲殻類や貝類まで含まれるそうだ。そして、こ
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れらの飼育には、研究員もかかわっているという。おそらく、そこには、民博のような
民族資料だけを保存管理するのとは大きく異なった苦労があると想像される。その苦労
があればこそ、琵琶博の入館者も多いのであろう。
　このような展示の存在もあり、同館は、大人だけでなく、子どもも一緒になって楽し
めるものになっている。同館には、魚だけでなく、実物大のマンモス（レプリカである
が）もいれば、移築した農家や琵琶湖畔の環境を展示したコーナーもある。つまり、琵
琶博は、琵琶湖に関する総合博物館であり、入館者の多様な関心をうけとめるものにな
っているのである。
　私の率直な感想をいえば、同館の展示を見たあと、「おもしろかった」「楽しかった」

「これなら、また見に来たい」と思ったものだ。実際に、私は同館を数度訪れており、リ
ピーターのひとりなのである。
　それでは、私は何を面白いと感じたのであろうか。その一部については、先述したの
で、ここではくりかえさない。じつは、諸岡博熊などが今後の博物館のあり方をめぐっ
て、博物館には面白さが必要だということをくりかえし論じているが（諸岡 1990 ; 1991）、
展示を見た入館者がどのような展示を面白いと感じるのかについて論じた議論はほとん
どなかった（布谷 2005）。このような状況のなかで、上田篤（1989）はミューズランド
を提唱して、博物館の楽しさを強調している。また、諸岡は、五感を通じて感じること
ができる雰囲気の楽しさを強調している。
　もちろん、このような意見には異論もあるだろう。博物館にはさまざまなものがあり、
必ずしも面白さや楽しさを目指しているものばかりとは思えないからだ。たとえば、歴
史や戦争などを扱った博物館の展示はどうしても暗くなったり、悲しくなったりするか
もしれない。少なくとも楽しさや面白さとは無縁になるかもしれないのである。
　それでは、民博はどうか。民博は、世界各地の異文化や暮らしを中心にした展示をお
こなっており、「戦争博物館」や「歴史博物館」とはやや様相が異なるだろう。たしか
に、異文化を展示する難しさはあるが（この点の詳細については川口（2009）などを参
照されたい）、一方で人びとの暮らしも展示するのであれば親しみやすく、楽しい展示も
できるのではないか。
　この点でも、琵琶博の展示方法には参考になるものが少なくない。たとえば、移築さ
れた民家がそうだ。民博にも、秋山郷から移築された民家があるが、それにはほとんど
人の気配が感じられない（写真18）。一方、琵琶博に移築された民家は、昨日まで人が住
んでいたような気配が感じられる（写真19）。この違いが何によるのか、それは今後の課
題であるが、琵琶博の展示には、さまざまな工夫がこらされているようだ。
　たとえば、民博の民家は出入りができないが、琵琶博の民家は靴をぬぎ、畳にあがっ
て、高度成長期の前の琵琶湖畔における暮らしの一部が体験できるようになっている。
つまり、民博の民家は見るだけのものであるのに対し、琵琶博の民家は体験できるもの
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になっているのである。実際に、私がこの琵琶博の民家を訪ねたとき、若い人たちのあ
いだからは「レトロやなあ」という感嘆の声があがっていた。一方、その翌日に訪ねた
民博の民家の展示場では、立ち止まる人もほとんどおらず、閑散としていたのであった。
　一方で、気になるデータがある。それは、研究者と展示の関係についてである。琵琶
博から得た情報によれば、同館の常勤研究者25名の研究者のうち、21名が学芸員の資格
をもっており、学芸員の資格をもたない 4 名は最近採用された者で、いずれ取得する見
込みだという。これに対して、民博は、私を含めて大半の研究者が学芸員の資格をもっ
ていない。つまり、民博の教員の大半は展示に関しては素人なのである。

写真18　移築された秋山郷の民家内部（民博・2017年 5 月 5 日）。

写真19　移築された琵琶湖畔の民家（琵琶博・2017年 5 月 4 日）。
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　この違いが、民博と琵琶博の入館者数の違いにも示されているのではないか。学芸員
の有資格者は少なくとも博物館学は履修しているだろうし、その実習もうけていると聞
いている。これが、琵琶博の展示にも役だっているようだ。実際、私の印象によれば、
琵琶博の展示は「親しみやすく、楽しい」ものになっているのだ。
　それでは、この点について民博はどうか。これも外部の人の声に耳を傾けてみよう。
次は、民博の展示に対する外部評価に掲載された意見である（国立民族学博物館 2002: 
22）。

（民博の全体のイメージについて）総じて、無造作に商品が並べられているスーパーマーケ
ットです。悪く言えば、人の香りのしない商品倉庫です。人の香りのしない無機質な空間に
は、人々は行きたがりません。

　これは、はなはだ厳しい意見であるが、民博の常設展示場に、このような雰囲気があ
ることを私も否定しない。この「人の香りのしない」という点について、同書では次の
ようにも述べている。

総じて民博の展示場は、ひと気がないという印象をうける。

　これは、私も常々感じていることである。先述したように、私は民博の展示場を見て
歩くことを日課のようにしていたが、そのおり「これでは閑古鳥が鳴いてもしかたがな
い」と思ったことが何度もある。
　この展示場については、もうひとつ気づいていることがある。それは、展示場でほと
んど教員の姿を見ないことだ。これも琵琶博との大きな違いであろう。琵琶博では、し
ばしば研究者が展示場に行き、入館者と会話している姿を見るが、民博でそのような教
員を見たことは、少なくとも私にはない。これも民博の展示場に「ひと気がない」とい
う印象を与えている一因なのかもしれない。
　この点についても、外部評価委員会からは、次のような厳しい声が届いている。一部
に先述した文章と重複している部分があるが、そのまま引用しておきたい。

（民博にとって）一番致命的なのは人の香りがしないことである。一つは展示物から人の香
りのしないことである。もう一つは研究者の顔が見えないことである。展示物の背後にある
研究者の息吹が聞こえないと、見る方も 1 回きりになってしまう。（国立民族学博物館 2002: 
30－31）

　じつは、楽器展は、展示場を「親しみやすく、楽しい」ものにしようという点に焦点
をあてた展示であった。それには、次のような事情があった。じつは、私は楽器展を実
施する10年ほど前、先述したようにペルーに 3 年間滞在していたが、当時のペルーは社
会状態が不安定で、反政府テロが激化していた。私が主として暮らしていた首都のリマ
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も非常事態下にあり、夜間の外出も禁止であった。そのため、日本のマスコミなどでは、
南アメリカといえば、テロ、インフレ、治安の悪さばかりを取り上げていた。しかし、
現地で暮らしていると、そのような状態の反面、音楽や踊りを楽しむ人びとの暮らしも
目についた。それこそ、ペルーにもラテンアメリカらしい陽気な面があり、私にはマス
コミに対する反発もあった。こうして、私はラテンアメリカの音楽と楽器に焦点をあて
た展覧会を企画したのであった。
　民博における入館者数の減少の原因には、いくつかの理由がありそうだが、そのひと
つが入館者の居住地、つまり入館者がどこから来るか、ということと大きな関係があり
そうだ。図15は、琵琶博の入館者の居住地を比較したものであるが、民博とは違い、地
元の滋賀県だけではなく京都や大阪も多い。たしかに、開館した初年度は滋賀県内が50
パーセントを超えていたが、 2 年目以降、滋賀県内は25パーセント前後となり、京都、
大阪がそれぞれ20～25パーセントを占めるようになった。この分析をおこなった嘉田た
ち（嘉田他 2000）は、「年度を追って、大阪、京都以外の近畿圏や、名古屋などの東海
地域が増えつつあることは、遠隔地からの入館者が増えつつあることを意味している」
と述べている。これには、先述したように琵琶博の近くには無料の広大な駐車場が近く
にあるおかげも大きいようだ。

図15　琵琶湖博物館における入館者の居住地の比較
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　このように琵琶博では、地元の入館者数の減少を京都や大阪、その他の地域の入館者
がカバーしているようだ。だからこそ、同館の入館者数は極端に減少することがなく、
コンスタントに入館者が多いと考えられる。一方、入館者の大半を地元の人が占める民
博では、地元の入館者数の減少はすぐに民博の入館者数の減少にむすびつくのではない
か。もしそうであれば、そして民博の入館者数の増加を望むのであれば、地元の北摂地
域だけでなく、近畿一円にまで視野を広げ、入館者の掘り起こしに努力すべきであろう。
そのためには、広報のあり方なども再考してみる必要があるのかもしれない。聞くとこ
ろによれば、琵琶博では日常的に学芸員を含むすべての館員が広報活動に力を入れてい
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るのに対し、民博の楽器展では広報不足という声が多かったからである。この点につい
ては後述する。
　一方で、阪神・淡路大震災の影響の大きかった兵庫県から京都府よりも多い13.1パー
セントもの入館者があったことは注目すべきことである。そのなかには、被災した方も
おられたようで、次の回答はそのような人からのものである。

　今日の一日をお与え下さって感謝しております。私共夫婦は神戸の長田で被災。大阪へ避
難してまいりました。どんなにか、パラグアイの御姉妹の演奏になぐさめ励まされ力付けら
れました。何卒神戸の罹災者が今日の日を感謝していたかお伝え下さいますように。音楽は
一つ、パラグアイそしてラテンアメリカは近い国になりました。このような企画をして下さ
った皆様に感謝します。ガレキの街からのがれ緑一杯の万博公園で、心いやされ心労がいや
されました。最後に震災に対して頂きました御援助にも厚く御礼を申し上げプレゼントして
下さった知人にも感謝を。（原文ママ）（大阪市・無職・60代）

　このアンケートを目にしたとき、私は「たとえ入館者数が少なくとも、たとえひとり
であっても、このような入館者がいる限り展覧会をやるべきであった」と嬉しく思った
ものである。地震の被災者からも励まされたようで、私にとって大きな励ましになった
からである。

⑥　展覧会を知った広報メディア
　グラフ全体を見てわかることは、「友人・知人」「ポスター」「チラシ」などが広報に大
きな効果をあげていることだ。これらの合計は全体の半分以上、57パーセントを占めた。
とくに、「友人・知人」は全体の約25パーセント、全体の 4 分の 1 を占めている（図16）。
一方、今回最も大きな期待をかけたテレビやラジオは、合計しても19パーセントにすぎ
なかった。したがって、楽器展の広報では、マスコミより、いわゆる口コミによる広報
が大きかったと言えるだろう。以下、それぞれのメディアごとに、もう少し詳しく検討
してみよう。
　意外にも、もっとも利用された広報メディアは「知人・友人」による口コミであった

（図16）。これに「民博関係者」による広報を加えると、その割合は全体の34パーセント
におよぶ。これは特筆に価するだろう。第 1 回企画展の仮面展でも広報メディアのトッ
プは口コミであり（24パーセント）、その影響力の強さは仮面展の「報告書」でも指摘さ
れている。このような口コミの数の多さは展覧会を評価するひとつの基準になりそうだ。
展覧会の評価が高いからこそ、展覧会を見た友人や知人から評判を聞いて入館すること
になると考えられるからだ。次のアンケートの回答はそれをよく物語っている。

「コンサートが良いときいてきました。子供（ 5 才、小 2 ）は楽器にさわれて満足そうでし
た。それとボラド―レスに興味をもち、ビデオもよくみていました。博物館や美術館に行
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くと、子供に触ったらダメばかり注意しないとダメなので親子ともストレスがたまるのです
が、今回は触って鳴らせて Very Good でした。」（女性・30代・吹田市・教員）

　また、「民博関係者」から展覧会を知った人のなかには、招待券をもらって入館した人
もいたにちがいない。そのような人が今回の様々な新しい試みに好感をもち、それが口
コミとなって展示の内容が広がっていったことも考えられる。実際に、次のような感想
がこのような口コミによる広がりを裏付けている。

「音楽好きの娘を連れてくればよかったです。」（女性・30代・寝屋川市・主婦）
「実際に触れて音を自分で確かめられてとても楽しかったです。子ども（小学生）も連れて
きたらよかったと思いました。」（女性・40代・高槻市・公務員）

　口コミによる広報の効果の大きさは、すでに海外でも指摘されている。消費者行動に
関する研究では、口コミは、新聞雑誌の 7 倍、セールスマンによる勧誘の 4 倍、ラジオ
広告による 2 倍効果的であるという（Katz・Lazarsfeld 1955）。この口コミによる効果の

図16　展覧会を知った広報メディア（1995年）
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大きさについてはフォークとディアーキングも次のように述べている。

「宣伝的ではない口コミ情報は、それが恐らく誰かの客観的な実体験に根ざしているが故に
信頼性と正当性と信憑性をもっている。親族や友人たちは、恐らく他人にとっても楽しい体
験になると信じるからこそ、奨めるのである」（フォーク・ディアーキング 1996）。

　この口コミで注意しなければならない点は、展示が期待に反して楽しいものでなけれ
ば、逆効果になることである。次のアンケートによせられた意見は、それを代表するも
のであろう。

　「国立なのだからもっと料金をおさえるべき。これでは地元の友人に『良かったから行っ
てみて』とはとても言えない。むしろ『高くておそまつなので行かん方がええ』と言いそう
である。」（女性・20代・吹田市・主婦）

　「友人・知人」に次いで多かった広報メディアは、「ポスター」と「チラシ」であり、
それぞれ全体の14パーセントと10パーセントを占めている。ポスターやチラシによる効
果は、「鳴らすと、わかる」というキャッチフレーズや、そこに表現された楽器展のコン
セプト「明るく、親しみやすく、わかりやすく」が見る人に伝わり、好感がもたれたの
かもしれない。実際に、ポスターを見て入館した人から「総じてセンスがよい」という
回答もあった。一方で、広報内容を見て期待したものと、実際の展示にギャップを感じ
た人もいたようである。

「前宣伝が大きすぎたのか大満足というところまでいかなかった。」（女性・50代・埼玉県）
「もっと楽器をさわれると思った。」（女性・20代・高槻市）

　この「もっと楽器をさわれると思った」という意見は少なくなく、なかには次のよう
な厳しい意見もあった。

「試奏コーナーの楽器が少ない。“鳴らすとわかる” と銘うってあるからにはもっと多くの楽
器を陳列すべき。あんなに少ないのなら “鳴らすとわかる” などと書かないでほしい。」（吹
田市）

　これは、いささか誤解もあったようだ。主催者側としては、「鳴らすと、わかる」とい
うキャッチフレーズは必ずしも試奏コーナーにおいて自分自身で楽器を鳴らすことだけ
を考えていたわけではなかった。ライブ・コンサートやレクチャー・コンサート、さら
にビデオ・シアターなどで音楽を楽しんでもらうことも、「鳴らすと、わかる」ことだと
考えていたのである。このことは、逆にいえば、キャッチフレーズがきわめて大きな影
響をもつことを物語るものであり、今後はキャッチフレーズや副題の付け方には反省す
べき点がありそうだ。
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　「ポスター」「チラシ」に次いで多かったのは「新聞」であった。具体的にいうと、「新
聞」を見て入館した人は全体の 8 パーセントで130人であった。「新聞」での記事掲載は
20回あり、これが効を奏したようである。その背景には、コンサートのある展覧会とい
う珍しさやマルチメディアなど話題性のある展示などもあったようだ。この「新聞」に
ついては次のような声があった。

「今回の企画を二月頃でしたか、新聞で知りました。」（40代・大阪市・教員）
「新聞や地域紙などでの広報を望みます。」（女性・20代・池田市・ピアニスト）

　「月刊みんぱく」を見て入館した人は全体の 5 パーセントで、「新聞」による入館者に
近い120人であった。「月刊みんぱく」は発行部数が約 1 万で、友の会の会員のほか、関
係諸機関にも送付され、楽器展については 3 回の関連記事を掲載している。この「月刊
みんぱく」の送付先は近畿圏のみでなく、全国各地におよんでいるので、遠方からの入
館者の増加に貢献していると考えられる。
　楽器展の広報で最大の誤算は、テレビやラジオによる効果が小さかったことだ。共催
相手に NHK きんきメディアプランを選んだ背景には、テレビやラジオでの広報に期待
していたがことがあったが、実際にはテレビやラジオの広報によって入館した人は少な
かった。具体的にいうと、テレビと回答した人は109人（4.1パーセント）、ラジオと回
答した人は105人（4.0パーセント）であった。これは、先述したように阪神・淡路大震
災および地下鉄サリン事件の影響が大きかったからかもしれない。テレビやラジオは公
共放送の性格をもつため、公共性の強い天災や事件は展覧会の広報にも大きな影響を与
えたと考えられるからである。
　「その他」と回答した人は、数としては第 3 位になる273人（16.4パーセント）もあり、

「友人・知人」、「ポスター」につづくほど多かった。「その他」の回答者には具体的に展
覧会を知ったメディアを自由に記述してもらうように回答欄をもうけたが、約半数の147
人から記述が得られた。それによると、この147人が「来てから知った」という人たち
であった。そこで、具体的にいくつかの声を再録しておこう。

「たまたま今日来たらやってたから知った。」（女性・10代・松原市・高校生）
「万博公園に来てわかった。」（女性・20代・会社員）
「日本庭園へ来て知った。」（女性・60代・豊中市・主婦）
「来たらやってた。」（男性・20代・大阪市・会社員）

　このほか、「通りがかり」「偶然来訪して」「美術館に来て」「公園入り口で」「切符売場
自動販売機で」「ぶらぶらして」などの声もあった。これほど「来てから知った」人が多
いことはアンケート結果を集計するまで予想外であったが、一方で早い時期から広報が
十分でないという声も届いていた。とくに展覧会場で毎日実施していたライブ・コンサ
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ートや週末におこなっていたレクチャー・コンサートに関しては、入館するまで知らな
かった人が多かったようだ。実際、「ポスターやチラシにコンサートなどの案内が不足」
や「レクチャー・コンサートの予定 etc. が、もっと外部に PRされてもよかったと思う」
という指摘もあった。
　じつは、これは震災などの影響により、コンサートの予定発表が遅れ、そのせいでポ
スターやチラシに会場内でのコンサートについての情報を載せることができなかったか
らであった。これらの苦情に関しては展覧会場などでも直接に訴える入館者も少なくな
かった。
　実際には、コンサートの情報は民博テレフォン情報で流していたが、図16にも示され
ているようにテレフォン情報はほとんど利用されていなかったようだ。そこで、民博側
では展覧会の途中であったが対応を考え、実施した。具体的には、スピーカーを特別展
会場から外に向けて出し、ライブ・コンサートの音声を流すという工夫をした。また、
公園内に掲示したポスターの上には、ライブ・コンサートの演奏風景の写真を貼り、「演
奏中」という掲示もした。こうして、偶然万博公園に遊びに来た人たちのなかには、ス
ピーカーから流れてくる音楽や、「演奏中」と写真を掲示したポスターを見て興味をも
ち、楽器展に足を運んだ人もいたようである。
　アンケートの回答にも、「偶然、近くに来て初めて入館しました。とても興味深く、楽
しむことができました」（女性・愛知県・フリーター）、「館外へ音楽を流す効果が良かっ
た」（男性・30代・東京都・会社員）という意見があり、効果があったと考えられる。
　以上述べたような「来てから知った」入館者数の多さを裏付けるものとして、次のよ
うな「広報不足」の声が少なくなかった。

「私はチラシをブラジル料理のお店で頂きましたが、もっとあちこちで宣伝があると、行き
やすいと思いました。今まで知らなくて残念だったと思いました。ずい分、以前からこうい
うイベントを開催しているんですよね。」（女性・20代・大阪市・フリーター）

「もっと宣伝してほしい。」（30代・豊中市・公務員）
「民博を通じて、もっと PR すべき。」（40代・茨木市）
「初めて来て、感動しました。これほどおもしろい展示なのに東京方面では知られていない
のが残念です。……私は一応教職者なので、生徒集めてきたいと思います。」（女性・30代・
神奈川県・教員）

「よかった。でももっとたくさんの人にこういう展示の存在がわかるように宣伝したらいい
と思います。」（女性・20代・守口市・会社員）

「この博物館は「ハンズオン（HANDS ON）」方式のとても身近な博物館ですから、学校
（小・中・高校）や教育機関、一般の人々にもっと PRをさかんにすれば、もっと多くの人が
存在を知って、このすばらしい博物館にきてくれると思います。」（20代・八尾市・大学生）

「わたしは近くに住んでいますので、良く来るのですが、もっともっとピーアールされて沢
山の方々に見、聞いていただきたいと思いました。」（女性・50代・豊中市・主婦）
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　具体的に広報の方法について提案した意見もあった。なかでも次の提案は面白く、こ
れからの広報の方法にひとつの方向を示しているようだ。

「南米での No.1スポーツのサッカーと音楽は非常に深い関係があると見たり聞いたりしてい
ます。こういう催し物をする時は万博競技場でのガンバの試合の時にタイアップしてみるの
も面白いのではと素人考えですが思います。」（男性・20代・奈良県・公務員）

　とにかく、梅棹が述べているように「博物館にとって広報は死活問題」であり、広報
の方法についてはさらなる研究が必要なようだ。

図17　展覧会を知った広報メディア（2017年）
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　ここで参考までに2017年におこなわれた特別展「ビーズ展」における展覧会を知った
広報メディアについても述べておこう。楽器展当時とは大きく変化している点があるか
らだ。その最大のものは近年ではネットの利用がさかんであり、グラフにも示されてい
るように、フェイスブック、ホームページなど、インターネットによる広報をあわせれ
ば新聞よりも多くの人が利用しているのである（図17）。なお、このグラフでは口コミに
よる広報の影響はさほど大きくなかった。ひょっとすると、口コミによる影響の大きさ
は仮面展や楽器展に特異なものであったのかもしれない。一方で、ビーズ展では、ポス
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ター・チラシによる広報の効果がきわめて大きかった。これは大変興味深い現象である
が、その理由は不明である。

⑦　ドラム缶によるラテンアメリカのイメージ
　楽器展では、1 階の展示場だけで1,000本あまりの彩色したドラム缶を積み上げて、導
線を示したり、展示物のグループわけをおこなった。これらのドラム缶はインパクトが
強かっただけに、多くの入館者を驚かせた。これは実験的というより、いささか冒険的
とも言える試みであったかもしれない。しかし、アンケート調査によれば、「とても良
い」と回答した人が20パーセント、「良い」と答えた人が40パーセントで、この試みは
一定の成功をおさめたと言えるかもしれない（図18）。ただし、その意図を疑問視する声
もあった。そのせいか、このドラム缶についての意見は極端にわかれたので、相反する
意見をそのまま紹介しておこう。

図18　ドラム缶に対する評価
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「ドラム缶にはびっくりしました。個人的にあまり好きではありませんが、こうした試みを
いろいろしていく事は必要と思います。」（男性・20代・広島県）

「［ドラム缶でラテンアメリカをイメージした展示について］めちゃとても良い。ペイント缶
のいすも良い。」（女性・30代・吹田市）

「民族博物館の展示ってムズカシイですね。わかりやすく並べなきゃいけないし、かといっ
てあまりに並べすぎると平面的な展示になってしまうし。その点、今回のドラム缶を使った
りベニヤ板を床に使った展示はとても面白かったです。何よりドラム缶を使うことで立体的
になったと思う。でも背景（ドラム缶に文字）はよかったです。」（女性・20代・千葉県）

「ドラム缶は何を狙っているのか分らんが、従来の博物館にありがちな『堅苦しく観賞する』
というイメージを払拭しようとしているのは良い試みだと思う。」（男性・20代・兵庫県）
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「大量のドラム缶にびっくりしたのと同時にとても新鮮に写った。」（女性・20代・滋賀県）

　一方で、［ドラム缶でラテンアメリカをイメージした展示］について、「なぜドラム缶
なのかわからない」という声も少なくなかった。また、「［ドラム缶は］イメージがブラ
ジルにかたよらないでしょうか」、「［ドラム缶のイメージは］メキシコだけって感じ」、
さらに「ドラム缶はアフロのイメージを感じる」という声もあった。さらに、「ラテンア
メリカにはドラム缶のイメージより、自然・緑・水空・海・太陽のイメージの方が欲し
かった」という意見もあった。
　こうしてみると、入館者はラテンアメリカにさまざまなイメージをもっていることが
わかる。それを統一的なイメージでまとめるのは、やや無理があったのかもしれない。
それというのも、楽器展が対象としたラテンアメリカはじつに広い地域であり、そこに
は都市もあれば、自然が豊かに残るアマゾン流域のような地域もあるからだ。私自身は、
音の出るものなら何でも楽器にしてしまうラテンアメリカの特色をドラム缶の再利用に
よるスチール・パン（ドラム）に象徴させようとしたのであった。わずかながら次のよ
うにこの意図を理解した人もいた。

「ドラム缶を使っている所がなんでも楽器にしてしまうラテンアメリカぽくて感心してしま
った。」（女性・10代・奈良県）

　一方で、入館者にもラテンアメリカに対する固定的なイメージがあるらしく、ラテン
アメリカといえば「底ぬけに明るい」という声が少なくなかった。このような反応はあ
る程度予想できたが、私は一般の日本人に浸透しているラテンアメリカのステレオタイ
プ的な見かたに挑戦してみようという思いもあった。実際に、私の観察によればラテン
アメリカ全体が底ぬけに明るいわけではなく、政情不安で暗い地域もある。このような
点も考慮すれば、広大で多様な地域性に富むラテンアメリカのような場合、もっとニュ
ートラルな統一的イメージでまとめた方が良かったのかもしれない。
　なお、ドラム缶による展示については、阪神・淡路大震災と地下鉄サリン事件の影響
もかなりあったようだ。展示のオープン当時、口頭で伝えられたのは、積み上げてある
ドラム缶が地震などによって倒壊しないかという心配の声であった。そのため、オープ
ンしてから約 1 週間後にも、補強工事をおこなった。また数多くならんだドラム缶は地
下鉄サリン事件も想像させたようだ。実際、アンケート調査でも、「ドラム缶のペンキの
臭いがきつい」という声も多くよせられた。

⑧　ベニヤ板を敷いた床
　先述したように、 1 階展示場の床にはベニヤ材を敷きつめた（写真20）。これは、手
作りのものが多いラテンアメリカの楽器のイメージにあわせて木のもつ暖かみ、ぬくも
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り、そして素朴さを感じてもらうためであり、約半数の人が好意的な印象をもったよう
である。一方で、35パーセントの人が「ふつう」と答え、「良くない」「悪い」という回
答もそれぞれ 7 パーセントと 1 パーセントずつあった（図19）。
　まず、肯定的な意見から紹介しておこう。

写真20　ベニヤ板を敷きつめた 1 階展示場の床（1995年）。

図19　ベニヤ板の床に対する評価

14%

38%35%

7%

1%
5%

とても良い

良い

ふつう

良くない

悪い

わからない

「ベニヤ板の床も木の香りがして気持ちいいなと思います。」（女性・20代・大東市）
「中の展示の様子、ダンボールやドラム缶、ベニヤなどの展示が効果的だったと思う。なん
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か、おもしろいなあ、と思った。」（女性・20代・京都府）
「ベニヤ板の床も独特の香りがして快適な雰囲気で良かった。」（男性・20代・奈良県）
「ドラム缶とベニヤ板に何の意味があるかわかりませんでしたが、アンケートにこたえてみ
てはじめて分かりました。ラテンアメリカの雰囲気づくりに力をそそがれていることは良い
ことだと思います。」（女性・20代・兵庫県）

　このほか、［ベニヤ板の床は］素朴であるとの回答もあり、当初の意図が理解されたと
感じた。一方で、次のように相反する意見もあった。
　「［ベニヤ板の床は］歩きやすい」、「Pタイルより足がつかれない」という答えがある
一方で、「足元のベニヤはすこしふわふわしていて安定がよくなさそうに見えました」、

「一部めくれている箇所があり危険では？」という声もあった。この後者の指摘に対して
は何度も応急処置をほどこした。面白い意見もあった。それが次のものである。

「Video Theater を見ながら踊りたかった。まぁ、そんなことをしようとする人はあまりいな
いでしょうが……。」（男性・30代・神奈川県）

　じつは、ライブ・コンサートでは、演奏者が演奏するだけでなく、入場者にも演奏に
参加してもらい、踊り出す人がいてもよいと考えていた。そのため、踊るためのスペー
スをとり、床もベニヤ板にしていたのだが、ついぞ踊る人はいなかった。また、手拍子
を取る人も少なかった。そのせいで、入場者のなかからも、「聴衆の乗りが悪くて演奏者
が気の毒だ」という声さえでてきた。
　これは、なぜなのだろうか。軽快なリズムの音楽を聴きながらも静かにしている聴衆
を目の前にして、私はラテンアメリカの現地の聴衆とのあまりの反応の違いに驚き、そ
の理由について考えた。固くて暗い民博の雰囲気のせいなのだろうか。しかし、今回の
展示場は、かなり明るく、またやわらかい雰囲気をもつように心がけたつもりである。
実際に、後述するようにアンケート調査によっても、今回の展示は明るい、またはやわ
らかいという印象をもったと答えた人が少なくなかったのである。
　日本では、音楽は静かに聞くものだと考えている人が多いせいかもしれない。腕組み
をし、熱心に聞き入っている人が多いところを見ると、そうなのかもしれないとも思う。
しかし、入場者のなかには若い人たちも多く、そのなかには体全体でリズムをとり、今
にも踊りださんばかりにしている若者も珍しくない。しかし、そんな彼らでさえも決し
て踊ろうとはしないし、手拍子もなかなかとらないのである。
　聴衆が静かなのは、ことばの問題と遠慮がちな日本人の国民性のせいらしいと気づい
たのはレクチャー・コンサートを何回かやってからのことであった。レクチャー・コン
サートは、ライブ・コンサートとは違い、日本人の奏者によってラテンアメリカ各地の
音楽や楽器を紹介することを目的としたものである。そのため、日本語で手拍子をうな
がされると、みんなで一緒に手拍子をとることになる。そして、みんなでやればコンサ
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ートも盛り上がったものとなる。
　しかし、それでも聴衆のなかから踊りだした人は会期中一人もいなかった。これはベ
ニヤ板の床のことに限らず、大きな誤算であった。今後は日本人の国民性もよく考えて、
展示しなければならないようだ。

⑨　マネキンによる楽器演奏の展示
　楽器展では、いくつもの実験的な試みをおこなったが、そのひとつがマネキンを多用
し、さまざまな民族の衣装を見せるとともに、楽団がどのように構成されるかというこ
とも示した展示であった。この試みに対しても、アンケートによれば「とても良い」が
21.9パーセント、「良い」が46.9パーセントで、70パーセント近くの人が肯定的に見て
いる。一方、「良くない」が5.3パーセント、「悪い」が0.9パーセントで、ドラム缶ほど
には否定的な意見は少なかった。それらの声を紹介しておこう。

「マネキンは演奏の様子はわかるけどちょっと不気味な感じがしました。」（女性・20代・豊
中市）

「マネキンでの展示のアイディアは良いと思うが、黒い人形だったため恐くて見る気がしな
かった。」（女性・20代・豊中市）

「人形が真黒で焼死体のよう。アンデスだから黒い人というのは発想がステレオタイプ。」（女
性・40代・豊中市）

「［マネキンの展示は］子どもがこわがった。」（男性・30代・大阪市）

　一方で、次のような回答もあった。

「マネキン表現はよくないが、楽器アンサンブル、配置がわかってよい。」（男性・40代・大
阪市）

「人形で演奏者が具体的に示されていたこと、民族衣装を含めておもしろい展示でよかった
と思います。」（女性・30代・東京都）

　こうして見てくると、マネキンを使った構想自体は悪くなかったようだが、黒いマネ
キンに違和感を抱いた人が少なくなかったようだ。次の回答は、それを端的にしめして
いるようだ。

「マネキンを使って展示しているのもわかり易くてよかったのだが、あの黒いマネキンはど
うも……という気がした。」（女性・20代・島本町）

　もうひとつ、採光の影響もあったかもしれない。マネキンを用いた展示コーナーでは
フラットな光ではなく、スポットライトを使っていたので、全体に暗く、その中で黒い
マネキンは暗さをより強調するものになった可能性がある。後述するように、展示のイ
メージに対する回答のなかに「くらい」と答えた人が少なくなかったのも、その影響が
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あったのかもしれない。
　マネキンに関しては、展覧会に限らず、常設展などにおいても、どのようなものが適
切なのか、意見がわかれ、試行錯誤をくりかえしているが、そろそろ衆知を集めて結論
を出すべき時期が来ているようだ。

⑩　ライブ・コンサート
　展示場内でのコンサートは、今回の展示のひとつの「目玉」といってよい企画であっ
た。楽器はまだしも、音楽を展示する方法については頭を悩ましたが、かなり早い段階
から展示場内でライブ・コンサートをおこなうことにしていた。「楽器は鳴らして音色を
出してこその楽器」であり、その演奏法や楽器の音色なども知ってもらうためにはライ
ブ・コンサートが最適だと考えたからである。そのため、先述したように会期の前半に
はペルーから招いたロドリゲス・ファミリーの 4 人にフォルクローレを30分ずつ一日 4
回演奏してもらった。また、会期の後半にはパラグアイのサナブリア姉妹にアルパとギ
ターでラテンアメリカ各地の音楽を、やはり 1 日 4 回演奏してもらった。
　では、はたして、この意図は達せられただろうか。アンケートの回答によれば、この
意図はかなり達せられたとみてよいだろう。「とても良い」と回答した人が65パーセン
ト、「良い」と回答した人が27パーセントで、あわせると90パーセント以上の人が肯定
的な意見を表しているのだ（図20）。その一部を紹介しておこう。

図20　ライブ・コンサートに対する評価
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「コンサートがとても感動的で、ラテン音楽の力強さの一端に触れたような気がします。」（男
性・30代・京都府）

「コンサートも、最高にいい。同じチケットで何度も入れるのも最高だ。民博は、毎回くる
たびに感動して、満足気分で還るが、今日は今までの中で最高に感動、満足している。」（女
性・20代・箕面市）

「コンサートが毎日開かれているのがよい。座るところがもう少しあってもよい。」（女性・
20代・枚方市）

「コンサートはものすごく楽しかったです。ロドリゲス一家万歳！」（女性・20代・兵庫県）
「ライブ・コンサート・アルパの演奏とてもうれしかったです。年に 1 回この催しがあって
もいいなあと思います。」（女性・30代・大阪市）

「サナブリナ姉妹のコンサートがとても良かった。いつも（平日）来る民博と違って、家族
連れがとても多くて、好評な特別展だなあと思った。音楽は国境や、言葉や文化の違いを越
えられるものなんだって改めて思った。」（女性・20代茨木市）

「民族学博物館というとかたくるしくて古いものばかり展示してあるというイメージがあり
ますが、ライブ・コンサートをとり入れることで民族学を音楽を通じて身近に感じることが
できたように思います。」（女性・30代・高槻市）

　一方で、わずかながら（約 1 パーセント）、「良くない」「悪い」と回答した人もいた
が、アンケートからはその理由がわからなかった。強いていえば、コンサートの開催時
間が明示していなかったことくらいであるが、これは広報の項で取り上げたい。とにか
く、私はライブ・コンサートを今回の楽器展の目玉的な展示と考えていたので、その意
図が大半の入館者に伝わったようで嬉しかった。正直なところ、実験的な展示が成功し
て、わたしは胸をなぜおろしたものである。
　ちなみに、民博の特別展ではパフォーマンスを実施しているものが人気を博している
ようだ。その代表的な例が第 3 回の特別展「大インド展」である。先述したように、大
インド展は、大アンデス文明展に次いで 2 番目に入館者数の多い、11万人もの入館者を
むかえたが、この特別展を特徴づけたのはさまざまなパフォーマンスであった。ただし、
それは特別展示館の中ではなく、特別展示館の地下ピロティを使っておこなわれた。す
なわち、バウルとよばれる吟遊詩人、武術の型から発展したと言われるチョウ・ダンス、
民謡をうたうランガ、そして操り人形などである（長野 1991）。じつは、これらのパフ
ォーマンスを見て、私は自分が実施する特別展では「特別展示館をコンサート・ホール
に」しようと考えたのであった。
　もうひとつ、1998年に実施された「大モンゴル展」もパフォーマンスのあった特別展
であった。これは「入館者の五感にうったえて」モンゴルのメッセージをつたえること
を目的にした展覧会であった。そのため、「民族音楽は、週末の土曜・日曜に加えて、で
きるだけ平日も公演」がおこなわれた（小長谷 1998）。この大モンゴル展は、大インド
展に次いで民博では 3 番目に入館者の多い展覧会となったが、これもパフォーマンスの
おかげがあったのかもしれない。
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　このほかにもパフォーマンスのあった特別展はあったが、それらの特別展に関しては
ほとんど報告がなされていないので、ここで言及することはできない。
　なお、大アンデス文明展は、特別展示館でのパフォーマンスこそなかったものの、講
堂を使った映画会、 6 回にわたる連続講演会、アンデス音楽のコンサートなど、関連イ
ベントがいくつもひらかれた。さらに、地下ピロティではアンデス関連のグッズを売る
店も軒をつらねていた。
　いま振り返ってみると、当時の展覧会は特別展示館の展示だけで完結するものではな
く、地下ピロティや講堂なども利用した大掛かりなものであった。そして、それが入館
者数の増加にも大きく貢献していたようである。

⑪　レクチャー・コンサート
　先述したライブ・コンサートは、ペルー人 4 名およびパラグアイ人 2 名の現地ミュー
ジシャンを招いて演奏してもらったが、ペルーとパラグアイだけではラテンアメリカの
音楽や楽器の一部しか紹介できない。そこで、日本人のラテン音楽の演奏者を招き、別
紙 2 のように週末ごとにラテンアメリカの各地の音楽と楽器を紹介してもらうことにし
た。これが、レクチャー・コンサートであった（写真21～26）。なお、この案内を作成
した段階ではすべてのレクチャー・コンサートの予定が決まっていなかったため、後に
2 つのレクチャー・コンサートを追加した。それが、 5 月 3 日に実施した、てんてこ座
による「手作り楽器コンサート」と 5 月21日に実施した、ひょうたんバンドによる「君
にも楽器が作れるコンサート」であった。さらに、このレクチャー・コンサートとは別
に 5 月 5 日には屋外でフォルクローレ教室もひらいた（写真27）。

写真27　 民博の屋外でひらいたフォルクローレ教室（1995年 ）。

　ここで、このフォルクローレ教室について述べておこう。じつは、この「教室」は当
初から予定していたものではなく、展覧会の開幕後に急遽実施したものであった。アン
ケートに寄せられた声にも散見されるように、コンサートを屋外でひらいてほしいとい
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う声が少なくなかったからである。また、展覧会場でも、私に直接「民博は緑に囲まれ
た、とても環境のよい場所にあるのだから、ぜひ屋外コンサートをひらいてほしい」と
訴える入館者の方もおれられた。さらに、展示場で見ていると、展示してある笛に顔を
よせて、なんとか笛を鳴らそうとしている入館者も少なくなかったのである。
　これらの光景を見たり、入館者の声を聞いていて、私はなんとかして、楽器展の開催
中に、楽器を自由に手にして、楽器を演奏できる場を作れないかと考えた。その結果、
考えたものこそが、特別展示場の屋外で実施することになった「フォルローレ教室」で
あった。
　ここで、フォルクローレという言葉についても説明がいるだろう。一般的には、フォ
ルクローレという言葉はなじみがないと思えるからだ。フォルローレとは、簡単にいえ
ば、ラテンアメリカ、とくにアンデスの民族音楽のことである。そこで使われる楽器に
は、アンデス伝統のものもあれば、ヨーロッパ由来のものもある。さらに、アフリカ起
源のものもある。これらの楽器のなかで、私が選んだものは、アンデス伝統の楽器、サ
ンポーニャ、つまり多列笛（パン・パイプ）であった。これは、アンデスでは今から1000
年以上前から使われており、アンデスを代表する楽器であると判断したからである。
　こうして、フォルクローレ教室は、 5 月の連休中の 5 日（「こどもの日」）の午前と午
後の 2 回にわけておこなわれた。講師陣には、アンデス音楽のミュージシャンである「岸
本太郎氏とそのアミーゴ達」が駆けつけてくださった。この教室に関する広報がまにあ
わず、はたして参加者がおられるのかどうか、と気をもんだが、予定していた椅子はす
べて満席であった。私自身は、ロドリゲス・ファミリーが万博公園の別会場でおこなっ
ていたコンサートにつきあっていて、「教室」にはあまり顔を出せなかったが、子どもた
ちの輝く瞳を見ていて、屋外コンサートは成功だったのではないかと胸をなぜおろした
のであった。
　さて、レクチャー・コンサートはライブ・コンサートを補うものであり、アンケート
の回答によっても、この目的は果たせたようである。すなわち、レクチャー・コンサー
トを「とても良い」と回答した人は40パーセント、「良い」と回答した人も30パーセン
トあまりで、大半の人が満足していたようだ。一方で、「わからない」と答えた人が17パ
ーセント、「ふつう」と答えた人も11パーセントおり、この点がライブ・コンサートの評
価とは大きく異なった（図21）。
　そこで、まずはレクチャー・コンサートを評価した人の声に耳を傾けてみよう。
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別紙 2 　コンサートの案内
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写真21　レクチャー・コンサート「チリのギタロン」（1995年）。

写真22　 レクチャー・コンサート「アルゼンチンのタンゴ演奏」（1995年）。

写真23　 レクチャー・コンサート「ボリビアの知られざる楽器」（1995年）。
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写真24　レクチャー・コンサート「キューバのバタ」（1995年）。

写真25　 レクチャー・コンサート「メキシコのカンシオン」（1995年）。

写真26　 レクチャー・コンサート「トリニダード・トバゴのスチール・ドラム」
（1995年）。
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「レクチャー・コンサートはビリンバウ、ギタロンについで、バタと三回目。カンシオンも
来たかったが残念。バタも大変おもしろく楽しめました。」（男性・50代・兵庫県）

「レクチャー・コンサートが楽しみで時間が合うかぎり来ています。毎回珍しい楽器の説明、
弾き方の説明があり、希望者には教えて下さり、素人がやると、どんなに難しいかを実感
し、リズムなどを分解して聞かせてくださり、それぞれのリズムと合わせてみたり……と毎
回なるほどと感動しています。ラテンアメリカ展は 3 回目です。」（男性・兵庫県）

「休日ごとのコンサートとレクチャー・コンサートを、楽しくてつい何度も足を運んでしま
いました。ふだん、聞いたことがない、または聞いたことがあってもおそらく他の演奏に埋
もれていたりして、その楽器のひとつひとつの音色をきけないようなものを簡単な歴史をふ
くめてきくことができ、たいへん良かったです。コンサートを含めて、750円は安くて気楽
に来られました。20周年に限らず、このような企画をどんどんして下さい。期待していま
す。」（男性・30代・吹田市）

「今回の展示は、比較的平面的になりがちな今までの展示方法を脱した、民博にしては、と
ても斬新で良い！と思います。また、レクチャー・コンサート及ライブ・コンサートを、開
かれていたのは知っていたのですが、レクチャー・コンサートはここに来て初めて判り、（前
回のカンシオンで）もっと早く判っていたら、 1 回目から来たのに！と思うと残念です。こ
のように、毎回来たい！と思わせるような企画の場合、回数券（フリーチケット）的な券が
欲しいです。あと、 2 ～ 3 回は来るつもりです（講演会ともう一度レクチャー・コンサート
を）。ほんとうに久しぶりにとても楽しい展示です。またぜひこういう企画を。」（女性・30
代・吹田市）

　このような声はリピーターが少なくなかったことを物語りそうである。実際に、展示
場で入館者から直接聞いた情報によれば、「もう10回以上来ました」と言う声もあった。
そして、それは週末ごとに異なった音楽を生で演奏したことと大きな関係がありそうで
ある。一方で、レクチャー・コンサートに関してはかなり厳しい批判もあった。その代

図21　レクチャー・コンサートに対する評価
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表的なものが次の回答である。

「日本人によるレクチャー・コンサートは、あまり意味がない気がする。それなら現地の人
の演奏を見せたほうがいいと思う。」（20代・大学生・男性）

「一部の音楽だけでラテンアメリカというのはおかしい。説明不足。現地のグループを招待
して欲しかった。」（20代・無職・女性）

　このような意見は予測できたが、これを実現するのは、限られた予算のことなどを考
えれば不可能であろう。これらに類似した次のような回答もあった。

「経費の問題もあると思われるが演奏者の顔ぶれがもっと多様化しないと、テーマの割に情
けない。例としてはグアテマラのマリンバ奏者とか、ボリビアの田舎のグループとか。（羊
頭狗肉のテーマではありました。）この程度の演奏ならば楽器だけにすれば良かったと思う。」

（男性・50代・兵庫県）

　じつは、ここで指摘されているグアテマラのマリンバ演奏もボリビアの田舎の音楽も、
このアンケート回答者が入館する前に民博ですでに実施したものであった。とくに、マ
リンバについては、楽器展開催の数カ月前に民博の講堂をつかった大規模なコンサート
もおこなわれ、そこには 8 名のマリンバ奏者のほかに、コントラバス奏者、太鼓奏者 1
名も参加していた。しかし、そのような情報を正確に伝える準備が十分ではなかったよ
うだ。これなどは共催者との役割分担上の問題があったといえよう。
　では、同じレクチャー・コンサートに接しながら、このような否定的な意見と先に紹
介したような肯定的な意見の違いが生まれるのだろうか。その最大の要因は、入館者の
なかに音楽（とくにラテン音楽）に対して非常にマニアックな人がいる一方で、日頃あ
まり音楽に接する機会のない人がいるせいではないか。また、音楽にマニアックな人は
音楽の質を求めるのに対し、そうでない人は音楽を異文化として受けとめている傾向が
あるせいかもしれない。
　民博でおこなう音楽や楽器の展覧会であれば、後者の立場に立つのは当然である。そ
して、入館者のなかには次のように、この意図を正確に受けとめてくれた人もいたよう
だ。

「芸術としての音楽というより、生活の中から生まれる人々の心のリズムが壊されることな
く会場の中にしっかり含まれていたと思う。」（20代・東大阪市）

⑫　スピーカーに対する評価（図22）
　展示場には 2 種類のスピーカーを設置したが、どちらについてもさまざまな意見があ
った。まず、ライブ・コンサートでは演奏者ひとりずつが、それぞれマイクを使ったが、
これに対して次のようにマイクなしで演奏して欲しかったという意見が少なくなかった。



　　4．アンケート調査の方法と結果　

76 77

「せっかくのライブなのに PA（拡声装置）をつかうとよさが半減してしまう。大音量である
必要はないのだから PA 無しでしてほしかった。」（男性・20代・会社員・吹田市）

「演奏において、どんな理由があるのかは分らないがスピーカーで拡声するのはいただけな
いと思う。」（男性・10代・吹田市）

「スピーカーなしで聞きたい。」（50代・堺市）

図22　スピーカーに対する評価
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　たしかに、マイクを通さず生の音色を楽しみたいという入館者の希望は理解できるが、
聴衆が多い時は音がどこまで届くかという心配があった。とくにアルパやギターなどの
弦楽器は音が小さく、マイクなしではいささか無理があったかもしれない。それという
のも、聴衆が少ないときはあまり問題がなかったが、団体（とくに中高生の団体）の入
館者のなかには演奏が始まってもおしゃべりをやめない人たちが少なくなかったからで
ある。なかには、演奏中であるにもかかわらず、拡声器を使って生徒たちに注意をする
先生さえいたのである。このようなマナーの悪い人たちへの非難の声もアンケート調査
に少なくなかった。
　もうひとつのスピーカーは、「伝統的世界」「アフリカ的世界」「ヨーロッパ的世界」の
各コーナーに設置された指向性スピーカーである。指向性スピーカーとは、天井から吊
るされたスピーカーの音が真下にいる人だけに聞こえ、他に音がもれないように工夫し
たスピーカーである（図23）。これは、民博でも初めての試みであり、その結果は大いに
期待された。この期待どおり次のような回答があった。
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「楽器の展覧会といえば、ともかくやかましい音が飛びかう会場を想像しますが、今回の展
示は「不必要な」音がなく、じっくり落ち着いて見物できる。スピーカーの指向性を下に向
けて上から吊るす方法は他の展覧会でも参考になると思いました。沢山のコーナーが競合し
てやかましくなるのをうまく防いであります。」（男性・50代・枚方市）

図23　 天井に設置された指向性スピーカー（日経エレクトロニ
クス587号 1993）

　また、次のような意見もあった。

「スピーカーは真下に立った時はとても良い。」（女性・20代・東大阪市）

　一方で、「（音が）上から聴こえてくるのはこわい」という意見もあった。
　さらに、音質については次のようにかなり否定的な声が多く聞かれた。

「［スピーカーは］良いが、音には不満。」（30代・奈良県）
「展示コーナーのスピーカーは少し音がわれていた。」（男性・20代・京都府）
「［展示コーナーのスピーカーは］とても良いが音がわれている。」（男性・30代・大阪市）

　じつは、私自身は「スピーカーの音がわれている」ことに気づかず、アンケートによ
る指摘で初めて知った。しかし、それを知ったのは会期の後半だったため、対応がとれ
なかったのは残念である。

⑬　試奏コーナー（写真28）
　アンケート回答者のうちの67パーセントが「とても良い」、27パーセントが「良い」と
答えた。両方をあわせると94パーセントの人が、この試みに好感をもってくれたことが
わかる（図24）。楽器は見ているだけでは不満があり、とくに初めて目にする楽器がどの
ような音色がするのかについて、入館者は大きな関心があったことがうかがえる。その
一部を紹介しておこう。

「博物館といえば、“手をふれてはいけません” というイメージがあるけど、今回は直接手に
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ふれることができたので、とても楽しかった。」（女性・10代・高槻市）
「試奏コーナーは思い切った企画でよかったと思われる。」（女性・20代・豊中市）
「試奏コーナーはとても良かったです。楽器は鳴らしてこそのものだから。」（女性・20代・
兵庫県）

「鳴らすことのできるコーナーは、わかりやすく、とても良かった」。（女性・20代・大阪市）

　一方で、試奏コーナーには注文も少なくなかった。とくに試奏できる楽器をもっと増
やして欲しいという声が多かった。

「試奏コーナーの設置は良いが、種類と、数が少なすぎる。楽器が高価なものと云うのは分
るが、全種、 1 点ずつでも、試してみたい。」（男性・30代・茨木市）

写真28　試奏コーナー（打楽器のコーナー）（1995年）。

図24　試奏コーナーに対する評価
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「試奏コーナーをもっと増やして欲しい。」（女性・30代・豊中市）
「［試奏コーナーについて］もっと数が欲しい。」（女性・30代・岡山県）
「楽器は実際に音を聞かないとその良さがわからないので、試奏コーナーは良いと思うのだ
が、みんな好き勝手に音を出すので、うるさい。博物館関係者が代表して音を出すようにし
た方が良いと思う。」（男性・20代・堺市）

　じつは、試奏コーナーの楽器の種類や数については民博側で大きな制限があった。展
示物は民博の標本資料であり、その破損はさけなければならないからである。実際、次
のように資料の破損を心配する声もよせられている。

「展示物に手を触れてみることは、ある点で非常によいことだと思いますが、民博に収集さ
れている資料には大変貴重な物もあるはず。よく理解できない人が興味本位で触っているの
を見ると本当に触らせて良いのか疑問に思います。触らずともよく観察させることを教える
のも一つの方法だと思います。」（男性・60代・兵庫県）

　また、弦楽器は破損しやすいだけでなく、チューニングなどの問題もあった。そして、
管楽器は吹口に口をつけるため、消毒などの問題があった。こうして、試奏コーナーに
使える楽器のほとんどが破損しにくいパーカッション類となったのであった。しかし、
破損の問題に関しては標本資料の一部を消耗品扱いにするなどの方法で解決できるかも
しれない。これは、期待が大きかっただけに、今後の大きな課題である。
　このように楽器の試奏にはさまざまな問題があるが、一方で94％もの入館者が楽器の
試奏の試みに賛意をしめしてくれたことは、今後の民博の常設展でも同様の展示がのぞ
ましいと考えられる。

⑭　アルパの試奏（写真29）
　アルパとは、ラテンアメリカのハープのことである。16世紀頃にヨーロッパからラテ
ンアメリカに伝えられ、その当時の面影を残す弦楽器である。そのため、クラシック音
楽などで使われるハープよりは小型で、ふつうは半音も出せない。ラテンアメリカの楽
器のなかではあまり知られることがないが、ラテンアメリカ中で広く使われているので、
2 階の楽器コーナーの一角にラテンアメリカ各地のハープを展示した。しかし、展示だ
けでは、どのように演奏され、どのような音色がするのかわからない。そこで、会期の
前半（ 3 月16日～ 4 月27日）、アルパの愛好グループ、「ラパーチョ」の皆さん 3 人にボ
ランティアで演奏してもらうとともに、楽器の演奏法などの解説もしてもらった。なお、
会期の後半はパラグアイからアルパ奏者を招き、ライブ・コンサートを企画していたの
で、このアルパの試奏は会期の前半だけとした。
　このようにアルパの試奏は会期の前半だけ、しかも午前中だけだったので、この試み
を知らなかった入館者が多かったようだ。それはアンケートの結果にも示されている。
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25パーセントの人が「わからない」と回答しているが、これはアルパの試奏に接する機
会を得られなかった人たちであると考えられる。一方、この試みを「とても良い」「良
い」と回答した人がそれぞれ32パーセント、29パーセントもおり、大半の人が良い印象
を得たようである（図25）。実際、次のような回答があった。

写真29　ボランティアによるアルパの試奏（1995年）。

図25　アルパの試奏に対する評価
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「アルパの試奏をさせてもらったのが良かった。普通の博物館等は単に展示品を目で “見る”
だけだが、今回は実際に楽器に触れることができ良かったと思う。」（女性・20代・寝屋川
市）

　先述したように、アルパなどの弦楽器は試奏しただけでも音が狂いやすく、そのたび
に調弦の必要があるので、この点でもアルパの試奏の試みは成功であったと考えている。
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⑮　手でふれられる展示
　今回は「親しみやすい」展示を目指していたので、ごく一部の展示を除き、ほとんど
は露出展示で、手でふれても良いことにした。この意図は好感をもって迎えられたよう
で、アンケート回答者のうちの64パーセントが「とても良い」、29パーセントの人が「良
い」で、あわせると93パーセントもの人が賛意を示してくれた（図26）。これには試奏
コーナーを設けたことやレクチャー・コンサートなどのおりに、入館者に楽器に接する
機会を設けたことなどが好印象を与えたと考えられる。そのような声のいくつかを紹介
しておこう。

図26　手でふれることのできる展示に対する評価
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「実際にふれてみることができたので、体全体で感じることができました。楽器が人の生活
に密着していること、また、いろいろな工夫がなされていること、全てのものが楽器になり
えることもよくわかりました。」（20代・茨城県）

「国立民族学博物館本館にくらべて、手でふれることのできる展示コーナーなど工夫がある
ので、あまり興味がもてないコーナーでも、大変親しみやすかったです。」（男性・20代・兵
庫県）

「コンサートで聞いたアルパに触れて自分で音が出せるというのはすてきな試みですね。（民
族楽器を聴きに行ったりした時にいつもさわってみたいと思っていたのです）。」（女性・30
代・高槻市）

「これからも実際に手にとってさわることのできるような展示をして下さい。今日は学校の
フィールドワークで民博に来たのですが、たまたま来ただけなのに、コンサートもあり喜ん
でいます。とても良かったです。」（女性・10代・吹田市）
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「難しい点がありますが、できる限り手でふれられるような展示を希望します。」（茨木市）

　このような声の一方で、不満の声も少なくなかった。その最大のものは、もっと手で
ふれることのできる楽器を増やして欲しいというものであった。そのいくつかを紹介し
ておこう。

「手でふれることのできる楽器の数がもっと多い方がよかったです。」（男性・20代・京都府）
「もっと手でふれることのできる展示、鳴らせる展示があってよいと思う。」（女性・20代・
大阪市）

　これらは「不満の声」というよりは、もっと手でふれることのできる展示に対する期
待の大きさを反映した声とみたほうがよさそうである。このような手でふれることので
きる展示はハンズ・オン方式として知られており、欧米などでも人気を博すようになっ
ている。図27は、楽器展が開催された1995年までのイギリスにおけるハンズ・オン系博
物館・科学館の伸びをしめしたものであり、楽器展が開催された時点でも普及していた
ことがわかる。

図27　イギリスにおけるハンズ・オン系博物館・科学館の伸び（コールトン 2000）
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　この点では、民博は開館当時から資料をガラスケースなどに入れて展示するのでなく、
露出展示をしてきたので、ハンズ・オン系博物館のパイオニアといえるかもしれない。
実際、楽器展が開催された1995年の時点で日本の博物館などでも露出展示するところは
少なくなかった。これも民博における露出展示の影響といえるのかもしれない。
　しかし、楽器展のアンケートから見ると、入館者は単に展示物に手でふれることだけ
では満足していないようである。手でふれられる展示は、民博の常設展示でおこなって
きた露出展示でも可能であるが、ハンズ・オンは手でふれるだけでなく、それを自分の
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手でもち、利用してみることまで含まれるようだ。これは楽器であれば、なおさらであ
り、手でふれるだけでなく、それを鳴らしてこそ満足が得られるのであろう。
　これまで展示を見た入館者がどのような展示を面白いと感じるのかを論じた議論はほ
とんどなかったが、諸岡（1991）は五感を通じて感じることのできる雰囲気の楽しさを
強調している。先に紹介したように、楽器展の入館者のなかにも「実際にふれてみるこ
とができたので、体全体で感じることができました」という声があり、単に展示物にふ
れられるだけでなく、できるだけ五感に訴えるような展示がのぞましいと考えられる。
　このような意見は今後参考にしなければならないが、民博の標本資料を使った試奏に
制限があることは前述したとおりである。この点については、琵琶湖博物館の布谷も「触
ることのできる展示は、多くの入館者の利用を受けると必ずといいたいほど破損してい
くものである。そのことについての日常的なメンテナンスの体制、具体的には修理の予
算と人手を準備しておくことが必要となる」と述べている（布谷 2005: 172）。
　また、実際に試奏コーナーを設けて、うかびあがってきた問題についても言及してお
こう。それは、試奏による大きな音をどうするか、という問題である。つまり、試奏に
よって出る音は、他人にとってはしばしば雑音となり、他の入館者に迷惑をかけがちな
のである。実際に、楽器展の展示場では、試奏コーナーの音に対してしばしば苦情があ
り、ライブ・コンサート中は試奏を止めてもらうなどの対策をとった。根本的には、防
音室を別に設け、そこで試奏する方法などの対策が考えられる。

⑯　展覧会のイメージと満足度
　冒頭で述べたように、楽器展を開催した当時の民博のイメージは「暗く、固く、冷た
い」という評判があり、それが入館者の減少に関係しているのではないか、と私は考え
た。そこで、民博の展示を「明るくて、親しみやすい」ものにするためには、どのよう
な展示をすべきかと考え、そのための実験的展示をしよう、というのが今回の企画展の
発端であった。はたして、この目的は達せられたのであろうか。
　それを知るために、展覧会のイメージを調べた結果が図28である。これによれば、「明
るい」と回答した人が44パーセント、「やわらかい」と答えた人が20パーセントで、両
方をあわせると60パーセントに達した。一方、「暗い」と答えた人は11パーセント、「か
たい」と答えた人は 9 パーセントであった。このアンケート結果から見る限り、「明る
く、親しみやすい」展示を目指した実験は一応の目的を果たせたとみてよいであろう。
　次のアンケートも、民博にはかたいイメージをもっていたが、予想以上に楽しいとと
らえているようだ。

「民博とゆうことで、もっと勉強っぽくて、かたいイメージがあったけれど、中へ入ってみ
ると予想をはるかに上まわって楽しいひとときを過ごすことができました（茨木市・女性・
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20代）。

　また、次の声も興味ぶかい。

「『国立民族学博物館』という名前から、堅いイメージをもっていたが、実際には非常に興味
ぶかい物が沢山置いてあり、もっといろんな人に見物してもらえるといいのではないだろう
か（大阪市・20代・大学生）

　では、楽器展の何が「明るく、親しみやすい」ものにしたのであろうか。それについ
ては、これまでのアンケートの結果に示されているので、詳しくはそれを参照していた
だきたいが、あえてくりかえせば、「モノ」だけが展示してあるのではなく、それを自分
の手でとってならすことができる、いわば参加型の展示であったといえよう。また展示
してある楽器を使ったライブ・コンサートやレクチャー・コンサートも効果があったよ
うだ。
　これらの点については、もうひとつの興味ぶかいデータ―がある。それが、図29に
示した展覧会の満足度である。これによれば、アンケートの回答者のうちの25パーセン
トが「とても満足」、そして52パーセントの人が「満足」と回答している。「不満足」「と
ても不満足」は、それぞれ 3 パーセント、0.2パーセントで、その差は歴然としている。
なお、「ふつう」と回答した人は約20パーセントで、 5 人に 1 人という割合になり、お
およそ 5 人に 4 人が「満足」と回答していることになる。
　ちなみに、この満足度とイメージには大きな相関関係があるようだ。図30は、満足度
とイメージをクロスさせたものであるが、展覧会に「明るい」というイメージをもった

図28　展覧会のイメージ
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人の大半が「とても満足」または「満足」と回答している。また、展覧会に「やわらか
い」というイメージをもった人の大半が「とても満足」または「満足」と答えているの
である。
　このことは、展示に対するイメージが満足度にも大きな影響をおよぼしていることを
物語っているようだ。したがって、できるだけ「明るく、やわらかい」イメージをもっ
た展示が入館者には好評であると考えられる。

図29　展覧会に対する満足度
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図30　「展覧会のイメージ」別の「満足度」グラフ
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⑰　要望等
「ラテンアメリカのふんいきを伝える映像や、写真がもう少し多くあると、もっとふんいき
が明るくなったと思う。」（女性・20代・京都府・無職）

「ラテンアメリカの人びとの生活と音楽との関わりについての展示があれば、もっとおもし
ろかったと思います。」（女性・20代・茨木市・無職）

　これは望みながら、果たせなかったことであった。私自身は、もっと大きな写真を数
多く使い、ラテンアメリカの雰囲気を伝えたかったが、それは予算的に不可能であった。
冒頭で述べたように、楽器展は特別展でなく、企画展であった。そのため、予算も少な
く、楽器展の展示も1992年に実施され、撤去されずに残っていたダゲスタン展の一部を
再利用したほどであった。また、ラテンアメリカの雰囲気を少しでも伝えるようにビデ
オ・シアターを準備したが、これも十分ではなかったようだ。映像の使用に関しては、
著作権等の問題があり、自由に映像資料が使えなかったからである。また、当時として
は、最新の技術を使ったつもりであったが、情報機器が発達した現在では希望にそう展
示ができるのではないかと思う。

「解説カードに若年層のためふり仮名をつけないと。読めないのでは展示の意味が半減する。」
（70才以上・枚方市・無職）

　これは私にとって大きな盲点であった。小中学生も入館しているのだから、子どもた
ちでも理解できる解説を書くべきであった。民博の「展示の基本構想」（国立民族学博物
館 1982）でも、「展示基本構想　2007」（国立民族学博物館 2007）でも、展示表現は「小
学校高学年からでもそれなりに理解できることを目標とする」とあるが、ついつい大人
目線で解説を書いてしまった。大きな反省材料である。

「 1 階の展示の解説で見過ごしそうな所があった。また、目が悪いのであまり奥の方に解説
の板を置かれると読みにくい。」（女性・20代・高槻市・大学生）

　この問題に関しては、開幕当初から一部の入館者から解説文字が小さくて読みにくい
という声があり、可能なかぎり文字を大きくするなどの応急措置をとった。そのため、
文字の大きさに統一がとれていないというデザイン上の問題が生まれたが、これは入館
者本位の展示であれば仕方がないと判断した。

「展示の解説についてはもっとくわしくしてほしい。」（男性・30代・大東市）

　解説をどの程度書くか、ということは特別展に限らず、常設展でも問題になっている。
楽器展では、マルチメディア・コーナーを設置したり、レクチャー・コンサートなどで
も音楽や楽器についての説明をしてもらったので、解説は極力簡潔にした。「解説はちょ
うど良い」という回答もあり、解説文の長さや詳しさをどの程度にするかということは
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永遠に未解決の問題かもしれない。
　しかし、当面、考えるべき問題もある。それは、展示の解説を補充すべき展覧会の図
録（カタログ）の解説がもつ重要性である。展覧会に図録はつきものであるが、それが
展示をどのように補うべきかという点については理解が必ずしも十分ではなかったよう
だ。私自身も、この点については十分な認識がなく、この点については大きな反省があ
る。それを具体的に述べておこう。
　私自身は図録を展示の延長線上にあると考え、それを可能なかぎり、「親しみやすく、
やわらかい」感じをもつものしたいという希望をもっていた。そのため、楽器展の図録
は、それまで民博で作られていたようなアート紙をつかい、写真もふんだんにつかった、
ずっしりと重いものではなく、ムック判として、軽くて持ち運びに便利なものにした。
また、展示解説では十分な説明ができなかった音楽や楽器、そしてラテンアメリカの風
土や歴史などについて17名の研究者や音楽家に執筆してもらった。さらに、楽器を演奏
している光景の写真を多用したり、楽器のイラストを多用するなどの工夫もした（ラテ
ンアメリカの音楽と楽器展編集委員会 1995）。
　しかし、執筆者に執筆依頼する段階で、楽器展の「親しみやすく、やわらかい」とい
うモットーが執筆者に十分に伝わっていなかった。この結果、楽器展の図録は、楽器展
のモットーとは異なり、ややかたく、くらいものになったようである。そのせいで、解
説文の不足を、図録の解説で補う入場者が少なくなったのかもしれない。
　一方で、この図録に関しては意外な側面もあったようだ。それは、楽器展の図録の値
段が高いという声が少なくなかったことである。この図録は、A 4 判変形（横裁断、縦
長）、並製の132頁で1,800円だった（写真30）。これが、先述したようにムック判であっ
たために、一見すると安っぽいものに見え、1,800円の定価は高いと感じさせたのかも
しれない。
　これには、大阪ならではの土地柄もあったようだ。一般に、大阪人はお金に対してき
わめてシビアであり、それが反映した可能性もある。実際に、第 1 回の特別展で、民博
の共催相手になった朝日新聞事業部の関係者によれば、東京で10人にひとり買う図録で
も、大阪では20人にひとりも買ってくれないそうだ。

「私のような地理が苦手な人には国の名前と一緒に、小さな地図があればうれしい。」（女性・
10代・兵庫県・大学生）

　ラテンアメリカは日本の国土の約50倍にも及ぶ広大な地域であり、そこには30ヶ国あ
まりの国がある。それらの国のほとんどが、一般の日本人にとってはなじみのない国で
あるため、これらの国を地図上に位置を示す工夫などがもっとあっても良さそうであっ
た。これまでの特別展のほとんどがかなり限定された地域を扱ってきたため、ラテンア
メリカのような広大な地域を扱うときは注意しなければならない点であろう。楽器展で



　　5．アンケート調査を終えて　

88 89

は、展示リーフレットなどを利用して、手元に地図をもって会場をまわれるようにすれ
ば良かったという反省がある。リーフレットも、展示の延長線上にあるものなのだ。

「 2 F の展示がよかったです。たくさん楽器があって。「鳴らすとわかる」コーナーで、なら
してみせてくれたり、教えてくれる人がいたらいいな。」（女性・20代・堺市）

　「鳴らすとわかる」コーナーは民博でも初めての試みであり、楽器展では未だ試行錯誤
の段階であった。この指摘のとおり、ボランティアの人たちによる指導などがあれば、
もっとさまざまな楽器の演奏法なども理解しやすかったであろう。これも今後の課題で
あろう。

5 ．アンケート調査を終えて

　「楽器」展で実施したアンケートの最大の目的は、入館者の意見や感想に率直に耳を傾
け、それを今後の展示に生かし、入館者の増加をはかりたいということであった。もち
ろん、特別展の目的は入館者数の増加だけにあるわけではない。研究成果を展示に反映

写真30　楽器展の図録（1995年）。
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させ、どのような研究を民博がおこなっているのか、それを示すことも重要である。そ
のため、ときに入館者の少ない展覧会があってもやむを得ないであろう。
　しかし、展覧会を実施する上では、入館者数もきわめて重要な要素である。ときに、

「民博は国立の機関であり、非営利の組織だから、入館者数は気にしなくてよい」という
声も耳にするが、はたしてそうだろうか。そもそも、展覧会を実施した人間にとって、
大変気になるのが入館者数ではないだろうか。実際に、民博でも展覧会が成功したかど
うかは、しばしば入館者数の多さによって語られている。そのため私も特別展の実行委
員や企画展の実行委員長をつとめたとき、入館者数が多いときは嬉しかったし、逆にす
くないときは情けなくなり、展示のアイディアが悪かったのかと反省したこともあった。
　このような点でも、アンケート調査はきわめて有効である。展示に肯定的な意見が寄
せられた時はおおきな励みになるし、逆に否定的な意見が寄せられた時は反省点を知る
ことになるからである。
　アンケート調査を実施してみて、それまで気づかなかった効果があったことも述べて
おこう。それは、開催期間中であっても展示や広報の方法を見直し、手直しのきっかけ
を与えてくれたことである。幸いに、民博の特別展や企画展は 2 ヶ月あまりと開催期間
が比較的長いため、アンケートによる指摘で、展示や広報の方法を開催期間中に調節し
たり、手直しをすることが可能になったのである。
　実際に、展覧会がオープンしてすぐに地下鉄サリン事件がおこり、そのせいか「ドラ
ム缶のペンキのにおいがきつい」という声が多数よせられた。これに対しては、展示場
の換気に注意を払う方法をとった。具体的には、毎朝、入館者が来る前に展示場の窓を
全部あけ、可能な限りの換気をはかった。また、大震災の影響で、積み上げたドラム缶
に不安を感じる人が少なくなかったので、これも何度も補強工事をおこなった。さらに、
広報不足の声に対してもいくつかの応急措置をとった。これは先述したとおりである。
　予期しなかった声についても述べておこう。それは、「入館料が高い」という声であ
る。なかには「金をかえせ」という抗議の声もあった。はたして、本当に入館料は高か
ったのか。最後に、この問題について検討しておこう。
　先述したように、楽器展は、企画展としては初めて特別入館料を徴収した展覧会であ
った。従来の企画展は常設展の入場料（420円）だけで見ることができたが、楽器展は
この常設展の入館料のほかに特別展料として430円を徴収したのである。これが入館料
を高いと感じさせた一因かもしれないが、主催者側としては特別入館料の徴収はやむを
得なかった。会期中、海外から 6 名のミュージシャンを招いただけでなく、週末におこ
なったライブ・コンサートでも数多くのミュージシャンに演奏してもらったからである。
そして、レクチャー・コンサートも、ライブ・コンサートも、特別料金を徴収したから
こそ、可能になったものであった。楽器展を実施した私としては、いくら国立とはいえ、

「受益者負担も少しは考えてくれ」といいたい気持ちであった。
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　むしろ、検討すべきことはライブ・コンサートやレクチャー・コンサートが入館料に
見合うものであったかどうか、ということだろう。しかし、この点に関しては先述した
ように大方の入館者が「とても満足」「満足」と回答している。実際に、次のような声も
あった。

「アンケートには「良い」項目ばかりに印をつけましたが、実際この料金でここまでやって
しまうのは凄いと思います。」（男性・20代・京都府）

「生の演奏がとてもよかった。これが聴けてこの入場料は大変安い。」（女性・20代・京都府）

　では、ほかに入館料が高かったと感じさせるものがあったのだろうか。この点で気に
なることがある。それは、わずかだが「展示品が少なかった」という声である。しかし、
楽器展での展示点数は1,000点を超えており、決して展示点数が少なかったとは思われ
ない。にもかかわらず、展示点数が少ないと感じた入館者がいたことは、何を物語るの
であろうか。その一因は、楽器の大半が小さいものであり、しかも先述したような意味
で「ガラクタ」としか見えないものが少なくなかったせいではないか。
　実際に、入館者のなかには展示してある楽器を「ほとんどが観光客向けに作られた粗
悪品」と述べた人もいたが、これは展示資料がまさしく「ガラクタ」としか見えなかっ
たことを物語るのではないか。じつは、展示品の大半は私自身が収集したものであり、
観光客向けの店で買ったものはひとつもなかった。ただし、今回の展示では、名品や逸
品といえるものもほとんどなく、日常生活の中で人びとが楽しみ、実際に使っている楽
器を展示したのであった。
　この料金が高いという点については、気になることがある。「あの内容に一人750円は
高い。国立なのだからもっと料金をおさえるべき」（吹田市・女性・20代）という批判に
象徴されるように、民博は国立の機関であり、国民の税金でまかなわれているのだから、
料金は安くて当然という考え方の人が少なくないことだ。実際に、私は展示会場で、あ
る入館者から「民博は税金でやっているんだから、料金は無料でもよい」と抗議された
ことがある。
　たしかに、国立の機関は非営利の組織だから、料金はできるだけ安くおさえるべきで
あろう。しかし、特別展、とくに共催者のある特別展では、共催相手に損失を与えるわ
けにはゆかない。投下した資本を回収することは共催社の当然の権利であり、また義務
でもあるからだ。そうであれば、特別展の料金をおさえるとしても、それには当然限界
がある。現実問題として、楽器展の場合、先述したように特別料金を徴収しなければ、
ライブ・コンサートもレクチャー・コンサートも実施することは不可能だったのである。
　この入場料金については、おもしろいデータがある。すなわち、これまで民博で実施
された特別展や企画展を見ていると、料金が高いからといって必ずしも入館者が少なか
ったわけではなく、逆に安いからと言って入館者が増えたわけでもないことだ。たとえ
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ば、表 1 に示されているように、第 1 回の大アンデス文明展は入館料が1,000円であっ
たが、入館者数は先述したように12万人近くに達した。大インド展もそうだ。大インド
展は、入場料が1,100円と高かったが、入場者数は11万人に近かったのである。
　一方で、企画展の大半は特別料金を徴収しないで、常設展のチケットのみで入館でき
るにもかかわらず、近年の入館者数は 2 万人から 4 万人にとどまっている。この点で、
楽器展はやや特殊で、企画展でありながら特別料金を徴収した展覧会であった。にもか
かわらず、楽器展の入場者数は特別料金を徴収した企画展としては、異例ともいえる 5
万人あまりの入場者があったのである。
　こうして見てくると、料金の高さや低さも展覧会の重要な要因であるかもしれないが、
さらに重要なことは、やはり展示の内容であろう。これまでのアンケート調査でも明ら
かなように、展示が魅力的であればリピーターも増えるであろうし、口コミによる入館
者増も期待できるからだ。
　このように入場料金については、さまざまな意見があったが、そのなかで次のような
意見もあり、展示した側としては大きな励みになったことも付言しておこう。

「これだけのものを一度に集めたものを見てしまって興奮が収まりません。これだけで『ラ
テンアメリカ音楽博物館』を作って常設展示にしようという奇特な方はいないのでしょう
か。最低限、Video theater は常設して欲しい。それと、ぜひ首都圏でもやって下さい。」（男
性・30代・神奈川県）

　こうして見てくると、同じ展示を見ても入館者によって大きく意見や感想の異なるこ
とがわかる。幸いに、今回の楽器展では好意的な意見が多かったが、だからと言って、
少数意見を無視してはならないだろう。そこには反省すべき点も多くあると判断される
からである。
　しかし、それを知るためにはアンケート調査だけでは限界があることも明らかになっ
た。その限界を克服するためにも、展示する側の人間は展示場に積極的に足を運び、今
後は入館者の生の声に耳を傾けて、民博のあるべき展示の姿を追い求めてゆくべきであ
ろう。そして、そこで得られた情報を特別展や企画展はもちろんのこと、常設展などに
も反映させるべきであろう。

6 ．今後にむけて

�　展示と研究の関係
　最後に「まとめ」にかえ、今後にむけて二つだけ提案しておきたいことがある。その
前に、まず特別展と企画展をふたつ実施した私の感想を述べさせていただきたい。ただ
し、以下で述べることは、あくまで私個人の感想であり、一般化はできないかもしれな
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い。
　私の感想とは、特別展の実施は大きな喜びを与えてくれるが、一方で大きな苦しみも
与えるものだというものである。その苦しみの最たるものが、研究者が展示にかかわる
ことの苦しさである。展覧会を実施しようとすれば、その準備段階から展示にかかわる、
さまざまな作業に忙殺されて、研究がほとんどできなくなるからである。
　もちろん、展示も研究の一部であるという意見があるのは承知しているが、それにし
ても展示の負担はきわめて大きいものがあるだろう。この点について、梅棹は次のよう
に述べているそうだ（佐々木 1991: 32）。

特展の開催には数名の教官が 2 ～ 3 年ほどかかるので、その間の負担は大きいが、その研究
分野の特展は当分の間開催されないので、長い目でみれば余り負担にならない。

　私の経験からいえば、この文章の前半部はそのとおりであるが、後半部はどうだろう
か。本当に「あまり負担にならない」のであろうか。少なくとも私にとって、特別展は
きわめて大きな負担になった。その具体例を述べておこう。
　それは、私が実行委員のひとりとして、かかわった第一回特別展「大アンデス文明」
展の例である。この特別展は、特別展示館の開館を記念して、いわば、「特展館のこけら
おとし」とでもいうべきものであった。そのため、民博全館が応援体制をくみ、力のこ
もった展覧会となった。それだけに、準備も大変であった。
　ペルー各地の博物館から借用した考古資料約700点は、いずれもペルーでは貴重な文
化遺産であり、これらの資料の梱包、輸送、保管、展示には大きな神経をはらわれなけ
ればならなかった。考古資料のうち、大きすぎて輸送が困難なものや、貴重で借用でき
なかったものは、いくつものレプリカが造られた（写真31）。また、アンデスの自然環境
を示すための大きなジオラマも造られた（写真32）。そして、これらのレプリカやジオラ
マの製作にあたって指導したり、注意を与えたのが実行委員たちであった。そのため、

写真31　 特展館の中央に設置されたインカ時代のサイウテの
石彫（レプリカ）（1989年）。
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実行委員はこれらの資料の作成の途中でも、何度も製作現場に足を運ばなければならな
かったのである。
　さらに、展覧会の図録の作成も大変であったので、この図録の作成についても少し言
及しておこう。私の率直な感想をいえば、図録の作成は展示のそれに匹敵するほど大変
である。とくに、「大アンデス文明」展は、朝日新聞社が共催相手であり、民博のあと、
沖縄を含む日本全国 8 ヶ所での巡回展も予定されていた。このため、図録は巡回展示場
でも販売されることになり、朝日新聞社側は「売れる図録」を作りたいという考えもあ
ったようだ。この結果、「大アンデス文明」展の図録は、A 5 判サイズで240頁あまり、
オールカラーで、全頁がアート紙を使った、ずっしり重いものになったのである。
　この図録の作成に直接たずさわったのは前出の 3 人の実行委員であった。そして、こ
の 3 人で大部な図録を作成するのは、きわめて大変な作業であった。写真選びから原稿
の執筆、そして1,000点近くにおよぶ日本語とスペイン語による展示品のリスト作りな
どに、膨大な時間と労力を要したからである。このような作業を、展示の準備とともに
進めるのは、想像をはるかに超えるほどに大変であった。このため、当時の私は自分の
研究室にほとんど行けなかったほどである。そして、このような状態が 3 年ほどつづき、
このあいだ研究はほとんどできなかったのである。
　このとき、脳裏にうかんだものこそが、「研究者はいかに展覧会にかかわるべきか」と
いう疑問であった。たしかに、民博は博物館をもつユニークな研究所であり、展覧会も
研究成果を発表する場所として重要である。そうであるならば、はたして展覧会は、民
博の研究部はいうまでもなく、文化人類学会などの学会などでも正当に評価されている
のであろうか。これが、民博で 1 度ならず、 2 度も特別展を実施した人間の率直な感想
である。
　この研究と展示の関係について、この拙稿をまとめていて、私は面白いことに気がつ
いた。それは、民博では展示に活気があるときは研究にも活気があったのではないか、

写真32　 アンデスの自然環境を模したジオラマ。 写真中央が
筆者（1989年）。
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ということだ。これは、私が40年あまり民博を見てきた、あくまで私の印象である。と
くに、民博では展示と研究が強く関係していると思った時期がある。
　それは、阪神・淡路大震災のときのことであった。先述したように、この地震の直後
から民博は45日間の閉館を余儀なくされた。しかし、閉館していたのは、 2 階の展示場
だけであり、研究部や管理部は館員が出勤していた。私はといえば、地震のために遅れ
た展示作業を進めるために、毎日、展示業者や協力者たちとともに特別展示館で作業に
没頭していたのであった。
　そのような状況のなかで、気づいたことがある。それは、展示場が閉鎖され、人の姿
が消えると、研究部のほうも人影が少なくなり、火が消えたように淋しく、暗くなった
ことである。ところが、展示場が再開され、入館者が戻ってくると、研究部も活力を取
り戻したのだ。そして、 3 月中旬に特別展示場で楽器展が開催され、 4 月にはいって特
別展示館の入館者数が増加するとともに、研究部を含めた民博全体が活力を取り戻し、
館員の表情も明るくなった。そんな光景をながめていて、私は「展示あってこその民博」
と思ったのであった。

�　報告書の刊行を
　民博は博物館をもった研究所であるが、民博における業績の評価では、展示は評価の
対象とされず、論文だけを評価していた。この方法に、私は大きな違和感をいだいてい
たが、では、どうするのか、それに対する具体策はなかった。しかし、いまでは、その
具体策の形がおぼろげながら見えてきた。
　まず、具体的な案をひとつ述べておこう。それは、せめて展覧会を実施した実行委員
長だけでも、展覧会の終了後、民博のさまざまな雑用や会議から解放し、最低でも一年
くらいのサバティカル期間を与えるべきではないだろうか、というものである。そうす
れば、研究の遅れも少しは取り戻せるだろう。
　このサバティカル期間を与えれば、もうひとつの利点がありそうだ。それは、展覧会
を実施した研究者に対して、それを反省する時間的・精神的な余裕が与えられることだ。
おそらく、これは民博だけでなく、全国の博物館でも共通していえることだろう。今や
博物館の入館者数の低迷は、民博だけでなく、日本全国でおこっている現象だからであ
る。そして、その一因に展覧会をやろうとする人間に、「展覧会をやりたい」というイン
センティブを欠いていることが考えられるのだ。
　実際に、今回この拙稿をまとめるにあたって、大変驚いたことがある。それは、これ
まで民博では50回近くの特別展・企画展がおこなわれているにもかかわらず、ほとんど
展覧会に関する報告書が刊行されていないことだ。民博の特別展は、公立や私立の博物
館とは違って巨費が投じられ、しかも、これらの特別展では「実験」的なものが少なく
ない。もし、展示を「実験」ととらえるならば、「実験」には、実験結果があり、その結
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果に対する考察や議論、そして結果を報告する義務があるだろう。しかし、これまでの
民博の特別展では実験と結果だけがあり、その結果は入館者数のみで語られるきらいが
あった。
　ちなみに、報告書そのものは民博では、ほとんど刊行されてこなかったが、展覧会等
に関する短い報告は『民博通信』などにいくつも発表されてきた（長野 1991; 栗田 1992;
杉村 1995; 山本 1995; 立川 1997; 森田 1998; 𠮷田 1997, 1998a; 小長谷 1998; 石森 1999な
ど）。
　しかし、これらの報告のほとんどは、展示が入館者にどのようにうけとめられたのか
という問題に対しては、分析も調査もおこなっていないのである。
　それでは、なぜ、民博では特別展に関する報告書が刊行されてこなかったのであろう
か。これは、一言でいえば、展示を実施した研究者が、報告書をまとめるだけの精神的・
時間的余裕をもてなかったからではないだろうか。そういう私自身がそうであった。私
は民博を10年前に定年退職したが、現役時代には楽器展の報告書を書くだけの精神的・
時間的な余裕はまったくなかった。そして、定年後も科学研究費による海外調査を代表
者として継続したこともあり、また共同研究会の報告書や自分の研究をまとめていて、
楽器展をふりかえる余裕さえなかった。こうして、私は原稿をまとめるまでに、定年後
の10年も経ってしまったのであった。
　報告書を書くきっかけになったのは、冒頭で述べたように、近年の民博の入館者数の
低迷、とくに特別展への入館者数の減少であった。この入館者数の減少の原因などにつ
いては、すでに述べたので、ここではくりかえさない。じつは、もうひとつのきっかけ
がある。それこそは、ここで述べた展覧会の報告書がこれまでほとんど刊行されてこな
かったことだ。これまで何度も述べてきているように、わたしは 2 度も特別展・企画展
にかかわっているが、そんな人間でさえ一冊も報告書を出してこなかったのである。
　そして、民博の特別展の入館者数の減少は、展覧会に関する報告書がほとんど刊行さ
れてこなかったこととも大きな関係があるかもしれないと思うようになった。報告書が
ないと、これから新たに展覧会を企画しようとする者にとって、指針になるべきものが
なく、また過去の特別展の反省すべき点などもわからないからである。実際に、1990年
に実施された企画展「赤道アフリカの仮面」展の調査報告書は、1995年に実施した楽器
展を実施するうえで大きな指針を与えてくれたのである。さいわいに、私の場合は、楽
器展の前に「大アンデス文明」展を経験していたので、その経験を生かすことができた。
しかし、ほとんどの民博の教員にとって、特別展は初めて経験するものであろうし、指
針がなければ羅針盤を欠いた船のようになってしまうであろう。
　だからといって、これまで展覧会の報告書が刊行されてこなかったことを、私は非難
するつもりは毛頭ない。むしろ、報告書を刊行してこなかった（正確には、できなかっ
た）のは、それだけ特別展が大変なイベントであることを雄弁に物語るものであろう。
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私の経験からいえば、展覧会の終了のあとは、「 2 度と展覧会のことは振りかえりたくも
ない」といった気持ちであった。
　これは、楽器展の準備中に大地震がおこったこと、さらに開催直後に地下鉄サリン事
件がおこったことなど、楽器展が異常事態下でおこなわれたことも関係しているかもし
れない。また、楽器展は、民博での展示のあと、岐阜（県立博物館）と東京（たばこと
塩の博物館）で巡回展を実施したが、これも大きな負担となった。このため、私はすべ
ての展覧会のあと、疲労などで一ケ月半の入院生活を余儀なくされたのであった。
　この点で、思いかえされることがある。民博の特別展では、ふたりもの犠牲者を出し
ていることだ。ひとりは、第 2 回特別展「明治の民具―モース・コレクション展」（1990
年）の実行委員長であった守屋毅教授である。もうひとりは、2013年の特別展「渋沢敬
三記念事業　屋根裏部屋の博物館」の実行委員長であった近藤雅樹教授である。守屋教
授は特別展の終了直後に、近藤教授は特別展の開催直前に亡くなられた。ふたりとも病
死であった。このほか、特別展の準備中、あるいは特別展が終わってから病気で倒れた
り、病院に入院した教員も少なくない。
　これらの例を見ても、特別展がある意味で、「命がけ」の大変なイベントであることが
うかがえる。したがって、特別展の終了後に、実行委員長だけでもサバティカル期間を
与えることは、休養をとるためにも、研究の遅れを取り戻すためにも、さらには展覧会
の報告書をまとめるためにも必要である、と私は考えている。一年間が無理なら、せめ
て半年間でもサバティカル期間が与えられれば、報告書を完成することができるかもし
れないのだ。
　このように述べてくると、「展覧会なんてやりたくない」、と思われる方がおられるか
もしれないが、展覧会は、研究室にいては味わえない、さまざまなメリットもある。そ
の最大のものは、展示を創る喜びであろう。とくに、展覧会では論文や本を書くのとは
大きく異なった喜びが与えられる。それは、一般市民と直接に接触でき、展示に対する
反応を見たり、意見を交換できる機会が与えられることである。端（2000: 6 ）も指摘
しているように、「展示こそが博物館が利用者とコミュニケートするもっとも重要な手段
である」からだ。最近、民博で特別展を実施した教員の、「これで、ようやく民博の一員
になれたような気がします」という言葉は大変印象的であった。

�　「モノばなれ」のすすむ民族学
　ここで、もうひとつ指摘しておかなければならないことがある。それは、民族学（文
化人類学）における「モノ」の研究、つまり物質文化研究の衰退である。いまや、物質
文化研究は民族学のなかで中心的なテーマではなく、周縁分野に位置づけられているの
である。それは、民博の『研究報告』を見ていても明らかであろう。かつては、同誌に、
いくつもの物質文化研究の論文が掲載されていたが、近年はほとんど姿を消した。また、
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日本文化人類学会の学会誌である『文化人類学』においても物質文化に関連する論文を
見なくなって久しい。
　じつは、物質文化研究の衰退は、昨日今日に始まったものではなく、かなり以前から
生じていた現象である。実際に、『文化人類学』の前身である『民族学研究』で、日本民
族学会の50周年を記念した座談会「日本における民族学」がひらかれたのは、いまから
もう30年以上も前の1985年のことであったが、そこでも物質文化研究の衰退が指摘され
ていた。このため、私は1998年に『民族学研究』で、「物質文化研究の新たな可能性」と
題する特集を組んだが、大きな流れはかわらなかったようである。
　一方で、「モノ」をとおして異文化を展示してきた民族学などの博物館関係者のあいだ
では、物質文化研究への新たな取り組みが強く求められている。そして、すでに一部で
はそのような試みもなされている。具体的には、ここで述べた『民族学研究』の特集（62
券 4 号）や近刊の『展示する人類学』（昭和堂）などを参照されたい（橋本 1998; 𠮷田
1998b; 高倉 2015）。
　さて、それでは民博ではどうだろうか。物質文化研究の衰退、ひらたくいえば「モノ
ばなれ」が深く進行しているのではないだろうか。その象徴的な例をあげておこう。そ
れは民博の広報誌である『月刊みんぱく』の例である。『月刊みんぱく』は、B 5 判、24
ページの小冊子であるが、それゆえに広く読まれている雑誌である。現在は、カラー頁
をふんだんに使った、いささか贅沢な感じのものになっているが、創刊から長いあいだ、
2 色刷りで、表紙だけがカラ―であった。そして、現在の表紙は風景などの写真を使
っているが、以前は民博に収蔵されている民族資料の写真が使われていた。また、表紙
裏には、その民族資料の詳しい解説もついていた。
　つまり、開館から長いあいだ、民博の顔とでもいうべき『月刊みんぱく』の表紙は民
族資料、すなわち「モノ」だったのである。同誌の変化は、これにとどまらない。かつ
ては、この雑誌のちょうど真ん中に、見ひらきで 2 ページにわたる「モノ」のコーナー
があり、主として民博の教員が物質文化に関するエッセイを交代に書いていた。たとえ
ば、手元にあった『月刊みんぱく』をひらいてみると、1981年 9 月号では、祖父江孝男
教授（当時）が「エジコとゆりかご」というエッセイを、いくつもの民族資料の写真と
ともにその解説も書いておられる。
　じつは、私はこのコーナーのエッセイを読むのが楽しみであった。世界各地の民族が
どのようにして民族資料をつくり、どのようにして利用しているかが、わかったからで
ある。とくに、私のように理系から民族学に転向した人間にとっては、物質文化研究の
身近な手ほどきにもなった。さらに、このコーナーでは、世界各地の人びとの暮らしな
ども紹介されていたので、異文化を理解するうえでも貴重な情報をあたえてくれたので
ある。
　それでは、なぜ、このような変化がおこったのであろうか。私はその経緯を知らない
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が、あるいは物質文化研究における衰退の影響なのかもしれない。しかし、民博は博物
館をもったユニークな研究機関であることが、しばしば強調されている。この点を考慮
すれば、民博の広報誌から「モノ」に関連する記事がほとんど姿を消してしまったこと
は、はたして正しい選択であったのだろうか。
　もうひとつ懸念される変化がある。それは、いわば民博の「展示ばなれ」とでもよべ
る現象である。民博では、一般市民への広報誌とは別に、主として研究者むけの広報誌

『民博通信』を刊行しているが、この雑誌からも「展示ばなれ」の傾向がうかがえるので
ある。
　『民博通信』も、菊版で総頁が100ページ前後の小冊子であったが、その特徴は、依頼
原稿がほとんどを占める『月刊みんぱく』とはちがって、かなり自由な投稿欄があった
ことだ。すなわち、投稿欄には「評論・随想」「ほん（書評）」「展示コーナー」「映像・
音楽・演劇」「資料と情報」「フォーラム」などがあった。
　それが、いまから数年前のリニューアルによって、版形や頁数がかわっただけでなく、
ほとんどの投稿欄が姿を消したのである。これも、さまざまな事情があったのであろう
が、「展示コーナー」と「映像・音楽・演劇」の欄がなくなったことは、展示のことを考
えるうえで、たいへん大きな問題であった。それというのも、「展示コーナー」は特別展
や企画展を実施した教員たちが、それらを報告する「コーナー」として、しばしば利用
していたからである。また、「映像・音楽・演劇」の欄も、民博の教員たちが展覧会のパ
フォーマンスや研究公演の報告の場として利用していたのである。そして、これらのコ
ーナーや欄がなくなったことによって、民博からは展示や展示にかかわるパフォーマン
スに関して、自由に意見を述べたり、意見を交換する場を失ってしまったのであった。
　このような変化に対して、私は民博を定年退職して、すでに10年にもなる人間なので、
いまさら何もいえる立場にないが、善処してほしいとは願っている。そうでなければ、
民博の「モノばなれ」「展示ばなれ」は、さらに進むであろうし、それは民博の入館者数
の減少や展覧会への入館者数の減少にもつながりかねないからである。
　ここで、民博外部の声にも少し耳を傾けておこう。じつは、私は民博にいて、教員を
含む民博のスタッフに入館者の低迷状態に危機感をもつ人が少ないと感じていたが、こ
れはときに私の判断が間違っているのかと思ったこともある。しかし、外部からはかな
り以前から民博の展示に対してかなり厳しい声が届いている。たとえば、『国立民族学博
物館における外部報告書』（国立民族学博物館 2002）のなかでも、民博の博物館活動に
ついて厳しい批判がだされている。委員のなかには「今の民博の展示というのは、魅力
ないですからね」という人もいる。さらに、展示に対する外部評価では、「民博は人に来
てもらう努力をおこなってきた」「ここ（民博）の展示はすごく立派である。でもなぜ人
が来ないか。簡単にいえばサービス精神がない。何とかして見せよう、何とかして人を
呼ぼうという気がない」といわれているのである。
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　私は民博のスタッフ全員に「サービス精神がない」とは思わないが、このような側面
があることは否めないだろう。さて、それでは、なぜ「人を呼ぼうという気がない」の
であろうか。これにも、さまざまな要因があるのかもしれないが、私自身は民博に展示
や展覧会を評価するシステムが確立されていないからではないかと考えている。現在の
ように、展示をしても、展覧会をやっても、入館者数だけで評価されれば、展示をする
人間が「やる気」をなくしても当然だと思うからである。
　この点に関しては、かなり以前から展覧会の図録を論文や著作と同様に教員の業績と
して評価すべきだといわれてきた。実際に、先述した『外部評価』のなかでも、当時、
国立歴史民俗博物館の館員であった篠原徹は、以下のように述べている（国立民族学博
物館 2006b）。

特別展の図録は、研究者の間では研究業績にならない。図録は社会的評価が低い。図録が論
文と対等に評価されることがないので、論文を書いていたほうがよいということになる。こ
れからは博物館の評価のなかで、図録を一冊書くことと研究論文を書くことが対等に評価さ
れることにならないかぎり、博物館が市民のものにならない。

これが述べられたのは、いまから20年も前のことであるが、状況はほとんど変っていな
いのではないだろうか。ただし、私は、これとはやや違った意見をもっている。たしか
に、図録も業績として評価すべきであると思うが、図録はあくまで展覧会を補充するも
のであり、図録は展覧会の一部でしかない。つまり、私は展覧会そのものを業績に認め
るべきであるといいたいのである。もしそうなれば、そのときこそは、展覧会の報告書
も重要な位置を占めてくるであろう。展示も、図録も、そして報告書も一括して評価す
る方法を、民博でこそ、なんとかして創れないものであろうか。
　実際、今から20年以上も前の1994年にも民博の課題として以下のようなことが指摘さ
れているのである（国立民族学博物館 1994）。

展示が研究の成果の一部であるということは、それは業績として評価されることを意味す
る。民博ではこうした観点から、展示とりわけ特別・企画展示の評価を行なってきたのかど
うか。制度化された形ではそれは行われてこなかったといわざるをえない。こうした点につ
いては工夫と改善が必要と考えられる。

しかし、このような「工夫と改善」は現在に至るまで行なわれてこなかったのではない
だろうか。ここで、あらためてその必要性を指摘しておきたい。
　この拙稿を脱稿したとき、朗報が届いた。ようやく民博でも展示が業績の一部として
認められようになったというのである。これは、𠮷田新館長の着任のおかげかもしれな
い。それまでの館長は誰ひとりとして展覧会を実施したことがなく、現場の苦しみを知
らなかったと考えられるからである。一方、𠮷田新館長は企画展も特別展も委員長とし
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て実施したことがあり、現場の苦しみを知っていたからこそではないだろうか。

�　共催のすすめ
　今後の展覧会にむけて、最後に、もうひとつ提案しておきたいことがある。それは、
いわば「共催のすすめ」とでもいうべきものである。この共催については、私が実行委
員のひとりであった「大アンデス文明」展が朝日新聞社、そして私が実行委員長であっ
た楽器展も NHK きんきメディアプランが共催者であったことは述べた。しかし、民博
とマスコミなどの企業の共催は、楽器展を最後として、その後はほとんどおこなわれて
いない。これには、さまざまな理由が考えられるが、ここでは、それにふれない。述べ
たいことは、一点だけ、それは共催のメリットについてである。
　この点については、まず具体的な例を示しておこう。民博での第 1 回特別展が「大ア
ンデス文明」展であり、それに12万人近い入館者があったことはすでに述べた。また、
この特別展は朝日新聞社が共催相手であり、約12万人の入館者数は、民博で実施した特
別展のなかでは最多であったことも述べた。では、この入館者数が多かったことと、共
催があったことのあいだには何か関係がなかったのであろうか。
　これを知る上で参考になる展覧会が、1991年におこなわれた特別展「大インド展―
ヒンドゥー世界の神と人」である。これは関西テレビとの共催であり、入館数は11万人
あまりで、民博では「大アンデス文明」展に次いで 2 番目に入館数の多い展覧会となっ
た。
　ここで注目していただきたいことは、どちらも共催相手があったことだ。そして、こ
れらがともに入館者数がきわめて多かったことだ。これは偶然だろうか。おそらく、そ
うではないだろう。マスコミの関連企業が共催をしたからこそ、広報活動も充実したも
のとなり、民博の存在を広く知らしめるためとなったのではなかったか。
　じつは、広報活動は研究者とは違ったセンスが要求される。そのことを知ったのは、
第 1 回特別展で、共催相手の朝日新聞社とともに作業をおこなった結果であった。これ
も具体例を述べておこう。
　第 1 回の特別展「大アンデス文明」展では、この展覧会名をどうするかについて民博
側と共催会社とのあいだには大きな考え方の違いがあった。民博側は、アンデス文明に

「大」という字をつける理由がよくわからなかったが、朝日新聞社側は、「大」という字
にこだわったのである。これに、なかなか決着がつかず、展覧会名は「大アンデス文明」
展で押しきられる形となった。そのため、図録では、表紙が「アンデス文明」、背表紙が

「大アンデス文明展」という、いささか不統一なものになったのであった。
　しかし、後からふりかえってみると、これは朝日新聞社側の主張が正しかったようで
ある。「大」という一字をつけくわえることによって、展覧会そのものが大規模なもので
あることを感じさせるものになったからだ。そのせいか、「大アンデス文明展」のあとの
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民博の特別展も、「大インド展」や「大モンゴル展」と名づけられ、いずれも10万人を超
える多数の入館者をむかえたのである。
　このことは、展覧会の広報活動などでは、研究者だけの努力では限界があり、それを
さらに効果的なものとするためにはマスコミなどの共催会社のサポートが重要になって
くることを物語っているのではないだろうか。一方で、民博が国立の非営利機関である
ことも忘れるわけにはゆかない。この点で、梅棹は重要なことを、次のように述べてい
る。

……国民の税金をつかうのですから、そのつかいかたには、制度的に厳重な制約がたくさん
ついております。たとえば、広報活動などはほとんどできないような仕くみになっていま
す。日本政府というのは、伝統的に宣伝広報活動をしないたてまえになっているようで、博
物館というような、国民大衆に対して積極的によびかけてゆかなければならない機関におい
ても、広報予算はまずゼロというのが実情です（梅棹 1990）。

　現在は状況が少しかわり、「広報予算はゼロ」ではないようだが、民間とちがって、国
立の民博では広報活動にさまざまな制約があり、自由な広報活動がむずかしいことは事
実である。だからこそ、民間会社のサポートが重要になってくるのではないか。とくに、
2004年の大学法人化以降、民博の予算もどんどん縮小されている状態のなかで、共催等
を通じて民間資金を積極的に導入し、自助努力をはかるべきではないだろうか。
　もちろん、このような意見には反論も予想される。たとえば、先述したように民博は
国立の非営利機関であり、その民博がそこまでやる必要があるのかといった反論である。
しかし、展覧会をひらいて、ひとりでも多くの入館者にきてほしいと期待するのは当然
であろう。また、民博は国立だからこそ注がれている厳しい目があることにも注意を払
う必要がある。それは、楽器展によせられたアンケート調査にも散見されるとおりであ
る。
　その意味でも、本稿に付したアンケートの生の声に耳を傾けていただきたい。アンケ
ートには、民博を批判する厳しい声がある一方で、民博を応援する、あたたかい声も少
なくないからだ。そんな応援の声にこたえるためにも、民博はこれからも魅力的な展覧
会を次々に実施して、ひとりでも多くの入館者がふえることを祈っている。また、本稿
が、民博はもとより、日本各地の博物館における今後の企画の立案・実施に生かされ、
展示活動がさらに活発に展開されることを願ってやまない。

追記）
　民博における楽器展の展示は1995年度の「日本ディスプレイ・デザイン賞」奨励賞を、
図録も「全国ポスター・カタログ展」カタログ部門の奨励賞を受賞したことを付記して
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おきたい。そして、この図録は会期途中に重版されたことも付言する。なお、本稿で使
用した写真は、特記したもの以外は、すべて民博の情報管理施設および筆者の撮影によ
るものである。
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資料 1 　楽器展組織一覧
（肩書きは、いずれも1995年の楽器展実施当時）

実行委員会
山本　紀夫　国立民族学博物館第 5 研究部教授（委員長）
今村　　隆　NHKきんきメディアプラン企画事業本部　部長（副委員長）
藤井　龍彦　国立民族学博物館第 4 研究部教授
中牧　弘允　国立民族学博物館第 1 研究部助教授
栗本　英世　国立民族学博物館第 3 研究部助教授
久保　正敏　国立民族学博物館第 5 研究部助教授
福岡　正太　国立民族学博物館第 2 研究部助手
園田　直子　国立民族学博物館第 5 研究部助手
河野　克俊　国立民族学博物館庶務課長
加藤　建夫　国立民族学博物館研究協力課長
井上　信一　国立民族学博物館会計課長
山岸　大紘　国立民族学博物館施設課長
久野　　木　国立民族学博物館情報企画課長
宇野　文男　国立民族学博物館情報企画課専門員

ワーキング・スタッフ
武田　耕三　国立民族学博物館情報企画課展示企画係長
飯島　善明　国立民族学博物館情報企画課標本整備係長
田上　仁志　国立民族学博物館情報システム課映像音響技術係長
長井　　純　国立民族学博物館庶務課普及係長
佐々木幹夫　国立民族学博物館研究協力課事業係長
上殿　克己　国立民族学博物館会計課用度係長
藤井　智博　国立民族学博物館情報企画課展示企画係員
浅井　俊子　NHKきんきメディアプラン
堺　　真理　NHKきんきメディアプラン

アートディレクター
大野木啓人　株式会社七彩

デザイナー
古川　幹雄　株式会社七彩

グラフィックデザイナー
河野　一郎　B 2 デザイン

展示設計・施工
株式会社七彩
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資料 2 　展示品リスト
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資料 3 　アンケートに寄せられた声（太字は本文中で筆者が重視したキーワード）
　当時の状況および雰囲気などを知っていただくために、アンケートの声は、誤字および脱字以外は、すべて手
を加えることなく原文のママとした。（但し、アンケート内［　］：著者による補足説明）

日付 コメント 性別 年代 居住地 職業
4 /13 Adios Amigo! 男性 20代 福岡県 大学生

コンサートや講義もあり、又内容もわかり易く良かっ
たです。「ビリンバウ」の講義をききのがしたのが残念
ですけれども……。今後ともこういう企画を期待しま
す。

女性 20代 堺市 大学生

多様性に富み、おもしろい。歌詞などを書いてほしい。 　 30代 鹿児島県
もう少しCD、テープなど多種にわたって販売してくれ
ればと思う。 男性 30代 兵庫県 会社員

大変興味ある音楽でした。この様な企画が続けられる
ことを期待します。ラテン音楽大変楽しかったです。 男性 50代 茨木市 教員

ライブが非常によかった。 男性 20代 兵庫県 フリーター
手にとってふれる事ができるのは、より興味がわいて
いいと思います。 女性 20代 東大阪市 会社員

説明文字が小さく見にくい。特に照明のないところ。 男性 60代 愛知県 会社員
入場料が高いと思う。ミニコンサートがなければ300円
くらいの値打ちかな？ 女性 40代 吹田市 主婦

なかなかよい催しであった。今後も色々と多方面の企
画もお願いしたい。 男性 60代 大阪市 自営業

日本人もラテンアメリカの人のように生活の中に楽し
さ（心からの）を見いだせたらもっと潤いがでるのに。
あちらの人々はごく普通の人々もリズム感覚が抜群で
うらやましい！！［マネキン人形について、］生き生き
して気持悪いくらいでした。［展示場中のコンサートに
ついて、］客のノリが良くなくてペルーの方には気の毒
でした。

女性 20代 茨城県 フリーター

ドラム缶のペンキ臭で気分が悪くなった。 女性 60代 八尾市 その他
ラテンアメリカのふんいきを伝える映像や、写真がも
う少し多くあると、もっとふんいきが明るくなったと
思う。音楽はたくさん音がなっているとうるさくなる
し、スイッチで ON できるようになっていると、たれ
流しのイメージでなくなるのではないかと思う。"鳴ら
すとわかる "コーナーがとてもよかった。また、いい展
示を期待してます。

女性 20代 京都府 無職

ダンボールを使った展示がとてもかわいらしくてよか
ったです。 女性 20代 兵庫県 フリーター

（ 1 ）解説カード視線よりあまり上位にならぬ様。暗い
ライトで床上におくとよみ難い．（ 2 ） 2 F の上り階段
前。（大きな陶器の壷のおいてある処）線があってはい
けないのかエジプトかトルコかを意味しているのです
か（ 3 ）解説カードに若年層のためふり仮名をつけな
いと。読めないのでは展示の意味が半減する。よく理
解出来なければ足が遠ざかる。一般人の教育も細かい
処に留意してこそ達成される。

　
70才
以上

枚方市 無職

手でさわり実際に音を出してみたい　もしくは、演奏
できる人がいてほしい。 男性 40代 奈良県 会社員
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ラテンアメリカの人々の生活と音楽との関わりについ
ての展示があれば、もっとおもしろかったと思います。 女性 20代 茨木市 無職

フォルクローレ大好き人間なので、どのコーナーも興
味深く拝見しました。 女性 50代 交野市 主婦

曲の説明を日本語でしてほしかった。 男性 30代 兵庫県 会社員
コンサートが良かった。もっと聴かせて欲しかった。 女性 20代 堺市 大学生
試奏コーナーがとてもよかったです。 女性 20代 八尾市 大学生
入場料金が高い。 男性 40代 吹田市 会社員
もっと楽器をさわらせてほしい。コンサートの時間を
長くしてほしい。もっと明るい感じがいいです。 女性 40代 奈良県 主婦

空気が悪い（塗料のにおい？）。 女性 30代 大東市 主婦

4 /14
16：00入場のため［アンケートの回答が］コンサート
等は「わからない」［となった］のが残念。後は満足で
す。

　 20代 吹田市 大学生

ライブコンサート・アルパの演奏とてもうれしかった
です。年に一回この催しがあってもいいなあと思いま
す。これだけの楽器収集すごいですね。

女性 30代 大阪市 自営業

特に［アンケートの質問］（18）［の展示場内での］コ
ンサートが良かった。 　 40代 兵庫県 会社員

もっとくわしく解説を。実際に音を出して確かめられ
る様にして欲しい。 男性 40代 大阪市 その他

生演奏がよかった。 　 50代 池田市 主婦
すべて自由な体験を許されることにより、現地の風習
や考え方にまで、イメージアップができる。 　 50代 兵庫県 自営業

もっとラテンアメリカっぽいほこりっぽさと雑ぜんと
した雰囲気がうまくでたら最高だと思う。（地域によっ
て違うので一概には言えないが）

男性 20代 東京都 大学生

ドラム缶とベニヤ板に何の意味があるか分かりません
でしたが、アンケートに答えてみてはじめて分かりま
した。ラテンアメリカの雰囲気づくりに力をそそがれ
ていることは良いことだと思います。マネキン人形を
使うことで、ここまで生活をイメージできるように展
示できることに感動しました。

女性 20代 兵庫県 大学生

4 /15 共に演奏できて良かったです。売店に絵ハガキ等も置
いてくださっていたらうれしかったのですが……。 女性 20代 茨木市 会社員

［ドラム缶の］色がよくない。［ステージの］上の方で
人形がいるのが少し気になった。 女性 20代 兵庫県 会社員

たのしかったです。 男性 20代 箕面市 大学生
手で触れて良い楽器と触れてはいけない楽器の表示を
わかりやすくはっきりとして欲しい。また、鳴らすこ
とができる楽器をもっと増やして欲しい。

男性 20代 兵庫県 会社員

・音楽［の展覧会］なので、もうちょっと試聴コーナ
ーを増やした方が良いと思う。（CD ショップにあるみ
たいなやつがあればよい。）・歴史がちょっとわかりに
くい。何から何が発生したとかがもっとわかればよか
った（音楽の種類）・ラテンアメリカという割に急にア
ジアの楽器とかがでてくるのがちょっとわかりにくい。・
コンサートはものすごく楽しかったです。ロドリゲス
一家万才！

女性 20代 兵庫県 主婦
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・鳴らすとわかるをもっと増やしてほしい。・実際にど
んな音が出るのかがわからない楽器が多かった。・ラテ
ンアメリカの明るいイメージと会場の照明の暗さのイ
メージが合わない。［展覧会のイメージは、］ 1 階が暗
く、 2 階は明るい。コンサートはベリーグッド！

女性 20代 兵庫県 会社員

現地に行ってみたくなった。 女性 40代 茨木市 主婦
とても楽しかった。［コンサートを聴く観客の］乗りが
悪いので彼らに申し分けない。 　 40代 兵庫県 会社員

コンサートはとてもよかった。 女性 20代 箕面市 大学生
手にとって音が出せることがよかった。子供にかえっ
て鳴らしてみました。 女性 50代 摂津市 主婦

［ベニヤ板の床について、］建設中かと思った。 女性 20代 会社員
ここ近年の企画展では「ダゲスタン」が一番印象に残
っています。最近は少し中味がうすくなったような気
がします。

　 50代 吹田市

［コンサートの］日本人の聴き方はノリが悪くて、こう
いう時、いつも残念に思います（私も日本人ですが）。
楽器は手渡された人だけが一緒に演奏してるだけで、も
っと集団的な楽しい［雰囲気］を表現できてもいいの
にな～。使命感でやってるみたいで。彼等（Familiaロ
ドリゲス）はとてもステキでした。上手（といっては
失礼ですが）で CD があれば欲しい位。でも、こうい
うジャンル（今、World　Musicが注目されていますが）
の音楽を紹介していただくきっかけとなって良かった
です。Thank　you．神戸でもやってほしいな。

女性 　 兵庫県 会社員

全館でイメージミュージックが流れていた方がいい。 男性 40代 兵庫県 会社員
アルパ演奏と試奏コーナーをもっと別々にとってほし
かった。 女性 20代 大阪市 大学生

試奏の時間帯が限られているので、時間など気にせず
ふらっと来た見学者にとってはあまり良い印象がしま
せん。また、楽器もただ鳴らしてみるだけではなく、実
際手にとってみてその質感などもつかめるようにした
方が良い気がします。あと、その楽器の音階等もわか
るようだとなお楽しいと思います。

女性 20代 吹田市 大学生

コンサートがとても良かったです。楽器の説明（ひと
ことでも）をして鳴らしてもらえるともっと身近なか
んじがするのでは……？

　 20代 滋賀県 その他

パネルで各地の風景の紹介を多く（ドラム缶の代わり
に）。 男性 60代 高槻市 会社員

売店で売られている楽器類は、単なるみやげものか、正
統なものなのかがはっきりと示されていないのが不満。

［質問（ 7 ）のドラム缶でラテンアメリカをイメージし
た展示について、］なぜドラム缶なのか意味がわからな
い。

　 30代 豊中市 公務員

私のラテンアメリカの印象はもっと明るかったので、一
寸暗かったが、ヒューヒュー風が吹く感じで暗いのか
も知れませんね。

女性 60代 豊中市 主婦

試奏コーナーもっと増やして欲しい。次は、アフリカ
音楽をしてほしい。 男性 30代 豊中市

公務員，
教員
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・展示説明の文字が（目の悪い人は）近くまでよらな
いと見えにくいと思います。・展示コーナーのテレビ

（特にタイトル横の＂次ページ＂と＂前ページ＂［を示
すアイコン＠と＠について］）年配の方は使い方がわか
りにくそうでした。 1 画面分しか見ていない人が多い
ようです。次の企画展示を楽しみにしています。

女性 20代 滋賀県 会社員

南米でのNo． 1 スポーツのサッカーと音楽は非常に深
い関係にあると見たり聞いたりしています。こう催し
物をする時は万博競技場でのガンバの試合の時にタイ
アップしてみるのも面白いのではと素人考えですが思
います。

男性 20代 奈良県 公務員

コンサートが良い。 女性 10代 兵庫県 大学生
楽器を指定して、その特色を示すような曲を演奏する
のを見聞きできるようなものを期待していたのですが

（例えばアルマジロと木、その他の胴でどう音色が違う
のか etc。興味が色々ありますが、残念ながら知ること
ができません。）

男性 　 　 無職

順序標があるともっとよいと思う。 女性 50代 茨木市 主婦
今までの特別展にくらべ、新しさを感じる。「音楽」と
いうテーマにもよるが、「みる」に「きく」が加わり、
楽しい展覧会となった。

男性 60代 豊中市 会社員

実物の楽器を見た上で、演奏が聞け、自分の手で鳴ら
すこともできとても面白かったです。文化は体験しな
ければ理解することは難しいでしょうから、今後も体
験できる展示をお願いします。

男性 20代 滋賀県 大学生

手を触れても良いものとそうでないものの区別がつき
にくい。鳴らさせて踊れる博物館を歓迎します。来て
楽しかったといえる博物館が日本には少ない中で、今
回の展示は今後の日本の博物館のあり方を大きく考え
させる機会となると思います。

　 30代 兵庫県 会社員

図録がないと、わからない部分も多い。くるしー。ま
た図録ビデオもおもしろいのでは、あるのかな？ 女性 30代 吹田市

＂鳴らすとわかる＂の場［所］が打、弦楽器のみでな
く管楽器も［出］してほしかった。 男性 20代 京都府 大学生

思ったより展示内容量が少なかった。楽器にさわれる
量をもっとふやしてほしい。コンサートはとてもよか
った。売店の楽器などのねだんは安いのでしょうか？

女性 20代 茨城県 大学生

マネキンは良かったが、暗くて子供がこわがった。［ド
ラム缶について、］どうしてラテンアメリカのイメージ
なのかわからない。［マネキンの展示は］衣しょうがわ
かってとても良い。

女性 30代 吹田市 主婦

各国々の違いを見せてほしかった。 男性 20代 東京都 会社員
もっと音楽楽器とかさわれるようにしてほしい。 男性 20代 滋賀県 大学生
思ったよりも展示が少なかったのが残念です。 　 20代 愛知県 会社員
もっといろいろ鳴らしてみたかったです。 　 20代 京都府 大学生
ラテンアメリカの音楽は多様だが原点はインディオ、ヨ
ーロッパ、アフリカ、つまり、モンゴロイド、コーカ
ソイド、ネブロイドの 3 つにあるという説明、展示は
とてもわかりやすかった。国ごとの展示、つまり、白
人の多いアルゼンチンやコスタリカ、インディオの多

男性 30代 兵庫県
その他／大
学院
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いグアテマラ、ボリビア、ペルー、黒人の多いキュー
バ、ハイチ、ベリーズ、ジャマイカといった具合に分
けて下さればもっとわかりやすいかと思います。あ
と、・・族とあってもそれらがその国のどのあたりにい
るか地図をつけてくれればもっと良くなると思います。
展示内容が充実していて、見きれなかった（ステージ
を観たりしていて）。良かったです。日を改めて見に来
るかもしれません。

男性 30代 神奈川県 会社員

4 /16

こんな音楽大好きです。京都の都楽都楽というライブ
ハウスでも、私にしてみたら、珍しい音楽と珍しい楽
器で演奏してるので、たまにゆきます。ハンガリーの
ブルーズみたいなのもききたいです。今日の方々のテ
ープ等あればよいのに……。

女性 20代 大阪市
会社員／そ
の他

予想していたものよりずっと良かった。かなり規模が
大きく、その収集能力に感心した。大満足。 　 20代 兵庫県 教員

なによりラテンアメリカ音楽を目で見、耳できき肌で
感じることができる博物館なんて非常にすばらしいと
思いました。

女性 20代 滋賀県 教員

コンサートが毎日開かれているのがよい。座るところ
がもう少しあってもよい。 女性 20代 枚方市 会社員

前からラテン音楽が好きで CD とかレコードで聞いて
いましたが、やっぱり生演奏は素敵でした。 女性 40代 吹田市 主婦

おみやげの種類をもっと多くしてほしい。 女性 20代 箕面市 主婦
チリの音楽にとても興味があるので今日来ました。 2
回とも聴きました（ファミリアロドリゲスも）。来て良
かったと思います。色々勉強になりました。遠いので
しょっ中来るわけに行かないのが残念ですがまた機会
があればぜひ来たいと思います。ありがとうございま
した。［手でふれることのできる展示について、］もっ
と多くても良い。［試奏コーナーについて、］とても良
いが、ただし触ってはいけない所のものまで触ってい
る人がいた。（わかりにくかったのでは？）

女性 30代 岡山県

コンサートが有ってとても楽しめました。又、来よう
と思います。 　 30代 大阪市 フリーター

楽器の展示の仕方がよくわからなかった。もう少し整
然と並べて欲しい。解説が少なすぎる。レストランで
南米の料理があったのはよかった。［手でふれることの
できる展示について、］予想よりはるかに少ない。［い
っしょに演奏することについて、］良いが少ない。

女性 30代 岡山県 その他

ダンボールがとても良かった。 女性 20代 高槻市 大学生
楽器がいじれてとてもよかった。 男性 20代 大阪市 大学生
おどりが楽しかったです。 　 20代 京都府 フリーター
とても楽しい企画でした。めずらしい楽器等、又コン
サート等、記憶にとどめるためにも写真をとりたいも
のでしたが、前回来館した折りには写すことを許され
ませんでした。今回は多くの方がフラッシュをかけて
写しておられました。統一してなぜかの説明をいただ
きたかったと思います。

女性 50代 大阪府 主婦

写真撮影を許可願いたい。もう少しさわるなど体験的
なものがあってほしい。スペイン語、場合によっては
ケチュア語の言語のものがほしい（楽譜も解説書も文

　 50代 太子町 自営業
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法書なども）。めずらしい楽器の頒布も願いたい。
説明がもっと欲しい。ビデオも……。 　 30代 京都府 公務員
演奏中はビデオは止めた方がいいのでは。（アルパの演
奏が聞こえにくい）。千葉先生のレクチュアーは大変親
切で解かりやすかった。演奏もいいですが、声がとて
もすばらしく、今回を記念して CD 製作をされてはい
かがですか。今日はとても楽しかったです。

女性 40代 泉大津市 会社員

楽器の販売ですが、種類が少ないですね。 男性 20代 大阪市 会社員
はでなふくをきた人形がよかった。マルチメディアコ
ーナーで形や音などがわかってよかった。楽きのしゅ
るいが多い。

男性
10才未

満
池田市 小中学生

ラテンアメリカ万歳！ 男性 10代 大阪市
その他／浪
人

演奏もあって展示もあって体験型の企画展で本当に満
足しました。またやってもらいたい企画です。 女性 20代 吹田市 公務員

メインホールの照明が暗い。天井に空色の照明をあて
ると良いかもしれない。 男性 30代 兵庫県 会社員

手で触れるということが今までに無い抜本的企画でと
ても良かった！スタッフバンザイ！ 女性 50代 豊中市 主婦

日本で手に入るフォルフローレの CD のリストなどを
紹介すればもっと良かったのではないだろうか。 男性 20代 茨木市 無職

［ドラム缶でラテンアメリカをイメージした展示につい
て、］かわいくにぎやかな感じはするが、ラテンアメリ
カのイメージはそういう面だけではない。固定したイ
メージで切りとらない方がよい。［展示コーナーのテレ
ビについて、］現物をしっかり見る方に夢中で、結局TV
は見なかった。［展示コーナーのスピーカーは］良いが
あまりちゃんときこえなかった。［コンサート用のステ
ージは］ひびきはとても良い。［展示の解説は］もっと
くわしく。［手でふれることのできる展示は］良いが、
もっとあれこれさわらせて。［この展覧会のイメージは］
明るい。しかしもう少し細かく学術的でもよかったの
ではと思う。コンサートはとても満足。展示は少し不
満足。

　 30代 高槻市
その他／音
楽講師

図録は大変良かったです。レクチャーコンサートは最
高でした。 女性 20代 寝屋川市 大学生

グアテマラ／エジプト／トルコの特集を組んで欲しい。 女性 20代 寝屋川市 フリーター
非常によかったです。 　 50代 大阪市 会社員
民族音楽（ラテンアメリカ）以外もして欲しい。 男性 20代 大阪市 自営業
とてもよかった。 　 10代 茨木市 小中学生
音楽がとてもよかった。売店で土地のファーストフー
ドなどの販売もあればよいと思います。 　 30代 茨木市 主婦

HASTA 　 LA 　 SEMANA 　 QUE 　 VIENE !　
VIENDRE　OTRA　VEZ． 男性 30代 大阪市 会社員

展示場の中でコンサートをすると、展示物を見るのに
制限を受けるような気がする。別の会場にした方が良
いのでは？

　 30代 大阪市 会社員

もっとこーゆーのやって。 男性 20代 豊中市 会社員
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階段の前にステージがあり演奏中に目前に人の出入が
多かった。演奏と演奏の間に、通るようにして、演奏
中はさけてほしかった。

女性 50代 高槻市 主婦

演奏がすごくよかった。 男性 20代 茨木市 会社員
演奏の千葉泉先生。とてもすてきな声。ふんいきもよ
く感じとれ、よかった。 女性 30代 吹田市 主婦

物足りない感じが全然しなくてよかった。充分満足で
きました！ 　 20代 高槻市 会社員

楽器にふれて音を出すことができ、とても感激しまし
た。コンサートもとってもよかった！！ 女性 50代 京都府 主婦

自由に触れることができるのは非常に良かった。 男性 30代 寝屋川市 教員
コンサート聞いて、感動しました。「ドラム缶」の工夫
のしかたとか、とってもいい雰囲気です。スピーカー
も、とってもよかったです。

　 10代 兵庫県 小中学生

展示と体験は別の方がよい。 　 30代 京都府 公務員
人が多すぎる　入場制限すべき。 　 10代 松原市 無職
最高。 女性 60代 東大阪市 主婦
最高。 男性 60代 東大阪市 会社員
上に人形をさかさにしているのは少し気持ちわるい。 女性 40代 大阪市 自営業
ラテン音楽に興味があったので、とてもよかった。 　 30代 和歌山県 主婦

［千葉先生のレクチャーコンサートの］ギタロンの演奏
がとても良かった。ギタロンにさわることが出来てう
れしかった。楽器をもう少し整理して解説を増やした
方が良いと思う。数は沢山あるが、それがどういう楽
器かわかりにくかった。［手でふれることのできる展示
と試奏コーナーについて］もっと多い方が良い。［いっ
しょに演奏することについて］もっとしたい。

女性 30代 岡山県 公務員

［手でふれることのできる展示と試奏コーナーについ
て、］もっと数がほしい。 女性 30代 岡山県 その他

これだけ多彩な国々を、ドラム缶で表現してしまうの
はとてもムリだと思います。私にとっては南米のイメ
ージではあり得ませんでした。展示品についての説明
が不十分だと思います。展示品などで表現しきれなか
った部分をビデオ等で示して下さったのは良いことだ
と思いますが、何ぶん、資料の多さのわりには展示場
が小さいですね。でも、この企画じたいは、とても良
いものだったと思います。

女性 30代 岡山県 会社員

すごすぎる。 　 10代 兵庫県 小中学生
少したいくつでした。子供でもたのしめるものがきき
たかったよ。 男性 10代 兵庫県 小中学生

よかったよ。 男性 10代 京都府 高校生
コンサートすてきでした。 女性 10代 兵庫県 大学生
ドラム缶がほしかった。 　 10代 奈良県 高校生

［ドラム缶でラテンアメリカをイメージした展示につい
て、］試みとしてはありきたりでなくて良いと思うので
すが、展示内容とはあってないと思います。

　 20代 千葉県 会社員

［試奏コーナーに］木管器のコーナーがない 男性 20代 兵庫県 公務員
期待して来たのにいまいちでした。 女性 20代 大阪市 大学生
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テープだけでもよいので、常にそれぞれの楽器音が聞
けたらもっとお客さんを引きつけることができるので
はないでしょうか。Muchas　gracias!　Estupendo!（Que　
lastima!　No　pude　escuchar　el　jugar　de　señor　
Chiba．）

男性 20代 吹田市 フリーター

ドラム缶での展示はとても良かった。トイレをきちん
と書かれていましたし。ステージ上の人形も良かった
です。

女性 20代 福井県 会社員

楽器を売ることはいいことだ。 　 　 　
Me　nan　divertido.　Mucho. Gracias． 女性 20代 羽曳野市 会社員
楽しい、素敵な演奏をありがとうございました。 女性 20代 滋賀県 公務員
ドラム缶でのラテンイメージというのは、どういった
コンセプトがあったのでしょうか。 男性 20代 高槻市 会社員

今度はアフリカの民族楽器もやってください。 男性 20代 茨木市 大学生
・リーフレットの中に、どこが手でふれることができ
る展示なのか、などが書かれていたらわかりやすかっ
た。・鳴らすとわかるコーナー、もっとたくさんあると
良かった。・展覧会は見るだけ、の所がほとんどな中、
実際にさわって遊べる展覧会は面白いと思った。

女性 20代 奈良県 会社員

コンサートが良かったです。心で感じることができま
した。ドラム缶は色彩がきれいで良いのですが、ごつ
いイメージがあり場所もとるので圧迫感があるような
気がします。

女性 20代 枚方市 会社員

ドラム缶とラテンのイメージがどう結びつくのかわか
りませんでした。 女性 20代 高槻市 会社員

鳴らすとわかる試奏コーナーについて"演奏中はご遠慮
下さい " 等の表示があると良かったと思う。（鳴らして
から注意されると、心苦しく感じる。）

　 20代 豊中市 主婦

コンサートが途中からだったので少し残念だった。 男性 20代 京都府 公務員
音楽を本当に楽しんでいる事が良くわかった。我ら年
代の日本の音楽教育は、ヨーロッパのものを無理に教
えられ民族固有即ち本能から湧きでるものでなかった
からか、［または］日本民族の性格によるものかかんが
えさせられる。何でも努力をよしとする気の持ち方が、
教育によるものか民族の本来の性格か研究結果を教え
ていただけたらと思ったりしました。［展示コーナーの
スピーカーは、］この用紙を見るまでわからなかった。

［展覧会のイメージを暗いと回答したのは、］照明が暗
いため。

男性 60代 箕面市 無職

・遠足にくるにはとてもいいところだ。・コンサートが
よかった。 　 10代 奈良県 大学生

［展覧会のイメージ］について　思ったよりもコンサー
トも明るくなくて、楽しみに来たのに少しがっかりで
した。ラテンアメリカはそこぬけに明るいと思ってい
たせいでしょうか？日本のラテンアメリカという感じ
でした。

女性 30代 兵庫県 主婦

もっと生活感が出ていれば、身近に感じられるものが
あるのではないかと。コンサートにも 1 ～ 2 曲は、誰
でも知っているような歌を聞きたかったが、とても楽
しく面白かった。

男性 40代 兵庫県 自営業
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特に初めてのアルパの音色はすばらしくうっとり致し
ました。これからもご活躍を期待しております。実際
に楽器にふれることが出来るのでとても楽しいです。

　 40代 兵庫県 主婦

コンサートがとても感動的で、ラテン音楽の力強さの
一端に触れた様な気がします。 男性 20代 京都府 大学生

なんか知らない事がいっぱいあって勉強になった。私
は楽器なんてピアノちょっとひけるぐらいで、ドラム
とかギターとかにあこがれている方だから、すごいた
のしかった。なにかの機会があればギターとかひいて
みたいな。楽器のならし方などを教えてくれる［ため
に］、ラテンアメリカから来た人が 1 つ 1 つの楽器のと
ころにいたらいいと思います。

　 10代 東大阪市 大学生

楽器は実際に音を聞かないとその良さがわからないの
で、試奏コーナーは良いと思うのだが、みんなが好き
勝手に音を出すので、うるさい。博物館関係者が代表
して音を出すようにした方が良いと思う。コンサート
はとてもよかった。

男性 20代 堺市
その他／大
学院生

もっと楽器の音の特徴を紹介してくれればうれしいで
す。コンサートは大変よかったです。 女性 30代 寝屋川市 教員

さわれるがっきがあってとてもよかった。ラテンアメ
リカのくににいきたくなった。とてもたのしいコンサ
ートだった。

男性
10才未

満
兵庫県 小中学生

アルゼンチンタンゴに関する展示等が少ないのが残念。
レストランの BGM にタンゴがかかっていたのは初め
て。ラ・ファミリア・ロドリゲスの演奏がとても良い。
他のレクチャーコンサートも良く解るし素晴しい。前
半だけで 6 回来ましたが後半も何度か来る予定。これ
迄の特別展の中で一番気に入っています。そして如何
に日本と中南米とのつながりが深いかということを改
めて認識しました。というのは会場内でスペイン語を
話している日本人がいつ来ても居るということ。移住
者、滞在者、帰国した人を合わせると恐らく何百万人
という日本人が中南米に関わっていると思います。

男性 60代 吹田市 無職

レクチャーコンサートは、楽器の説明ひき方などを紹
介して下さり、観客も参加しての楽しい演奏で、今ま
であまりなじみのない楽器にまで親しみを感じるよう
になりました。今日のギタロンも楽しかったですが、
4 / 8 のビリンバウも最高でした。先生方のお話がお上
手で楽しいです。

女性 50代 兵庫県 主婦

楽器をすべて演奏してほしい。説明をみるだけではど
んな音がするのかわからない。音をきいてみたい。 女性 20代 守口市 大学生

手に触れるということがとてもすばらしく良かった！
日本人のなじみのマラカス・クラベス・ギロー等での
演奏参加がしたかった。しかし良かった。スタッフ・
バンザイ！［質問 7 ）のドラム缶でラテンアメリカを
イメージした展示について、］良くないと回答したのは、

［ドラム缶に］黒い原油のイメージがあり、＂自然を大
切に＂のイメージに反した感があるため。［ベニヤ板の
床について、］ふつうと回答したが費用の面で仕方ない
かなァー。

　 50代 豊中市 会社員
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ラテンアメリカの音楽が好きなので今日で 2 回目。ほ
んとはもっと来たいが日程その他でままなりません。前
回、ブラジルのビリンバウ、丸山氏の実演など興味深
くありがとうございました。ビデオシアターの内容、演
奏時間多様な曲目など更に向上させてもらえれば。そ
して本日、チリのギタロン、千葉先生、デリケートで、
はなやか、非常によかった。

男性 50代 兵庫県 その他

・ボリビアの楽器と今回のチリのギタロンとやって来
ました。両方ともとても良かったです。企画ありがと
うございました。今日の千葉先生の歌はとっても素敵
ですね。シリーズ（又は先生だけの）の CD 化は出来
ませんか？日常あまり耳にすることのないチリの音楽、
来てよかったです。・アルパの実演も良かったです。た
だ展示の楽器をさわられて雑音が気になりました。実
演の間は札を出されたら……と思いました。・今度はメ
キシコのカンシオンに来ようと思っています。Grcias．

女性 40代 京都府 会社員

ドラムカンによる展示の演出に、びっくりした。入口
で、とても胸がおどった。コンサートも、最高にいい。
同じチケットで何度も入れるのも最高だ。民博は、毎
回くるたびに感動して、満足気分で帰るが、今回は、今
までの中で最高に感動・満足している。

女性 20代 箕面市 会社員

ステージの上に、メキシコの"飛ぶ人"の人形がさげて
あるのが、とてもざんしんで面白いと思った。レクチ
ャー・コンサートとライブ・コンサートをきかせてい
ただいた。ファミリーの方は楽しい自己紹介のあとの
曲が、ききなれた曲でよかったと思う。ぼうしのおど
りや、楽器をくばるなど、観客も加われるようにして
いただいて、工夫がよかった。展示について―　 1 階
の展示、アフリカのドラムかんが、つみ方も工夫され
ていて、とてもきれい。ただ、おかれている人形のこ
とを考えると、もう少しおさえめの色にした方が、は
えると思う。同様に、ステージも黒っぽい方が演奏者
の衣装などもはえるのではないか。

女性 　 吹田市 大学生

［ドラム缶でラテンアメリカをイメージした展示］につ
いて、レイアウト自体はとても良いと思うが、なぜラ
テンアメリカなのかはわからない。質問12）［のコンサ
ート用のステージ］について、ステージを囲んで展示
があるのは良いが、通路がふさがれているので、出入
りが自由でない。コンサートに集中するにはその方が
いい。移動には不便。質問11）［の展示コーナーのスピ
ーカーについて］ビデオのスピーカーの音量がものに
よってはもう少し大きく（迫力）がないとよくわから
ないように思った。全体にはとても楽しめました。

女性 20代 池田市 教員

ダンボールを使ったディスプレイ（コンピュータ etc．）
ソフトなイメージになっていて良いと思う。 女性 30代 高石市 主婦

やはり楽器はながめているだけでなく実際にさわって
音を出してこそよさがわかると思います。「鳴らすとわ
かる」コーナーはとてもよかった。ながめているだけ
じゃおもしろくないもん。それと、演奏会をやってく
れたのは実際の使用法（？）がよくわかるのでよいと
思います。また、こういう企画楽しみにしています。と
ころで打楽器のコーナーにあったさらとスプーン。あ
れって楽器になるわけ？と 1 人疑問に思ってしまいま
したが……。

女性 20代 豊中市 公務員
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ロドリゲス・ファミリーの演奏は本当によかった。声
がすんでいて、きいててきもちよかったし、リズム感
もすごかった。今後も、現地の人達のこのような生の
もよおしをどんどんしてほしいと思う。本当によかっ
たです。［ドラム缶が］ちょっと新品という感じがしす
ぎると思う。アイデアはよい。

女性 10代 吹田市 大学生

伝統的世界、ヨーロッパ的世界、アフリカ的世界に分
けて展示してありますが、もう少しどういった経過で
その要素が含まれるようになったのか、（少しは説明が
あったとは思いますが）説明不足のような気がします。
今回の展示は音楽と楽器なわけですが、それを大きく
見ると「文化」なのですから今日のラテンアメリカ文
化（融合文化）のはじまりについてもう少し詳しく説
明した方が、大衆に分かりやすいのではないかと考え
ます。

　 20代 東大阪市 大学生

素晴しいレクチャーを有りがとうございました。チリ
ーの友人にこのレジメを送ろうと思います。私の好き
なアルゼンチン、ペルーの雰囲気がよく展示にも表れ
ていてうれしいです。

　 50代 吹田市 主婦

もう少しならせる楽器を増やしてほしかったです。だ
けど、演奏者だけでなく聞いている人が躍ったりコン
サートが終わってから楽器を見たりさわったりできる
のはすごく良かったです。［展示コーナーのスピーカー
について、］音量を少し下げれるようにしてほしいです。

男性 10代 京都府 小中学生

ラテンアメリカ各国及びローカルでの生活行事（お祭
り、宗教儀式等）とのかかわりの紹介があればもっと
面白かったと思います。

　 60代 兵庫県 その他

鳴らせる、触れるものがもっとあるとうれしい。 女性 20代 摂津市 会社員
4 /17 もっと楽器に直接さわりたかった。 男性 20代 滋賀県 大学生

どうやって鳴らすかとか、どんなリズムかがとっても
大切なことなので、もっとそういうこともわかればよ
かった（せっかく鳴らせたのに）。フォルクローレで一
緒にできるとは意外でしたが、とても良いこころみと
思います。しかし、つい「拍子」になってしまって「日
本人」をあらためて意識しました。企画展ではいつも
異文化の中へ移動があって楽しみです。入口ではなん
でドラム缶と思っていたけどああそうかと思ったり。で
も、今回はペンキのにおいでしょうか。ちょっときつ
いですね。

女性 30代 吹田市 公務員

コンドルはとんでゆく～ 男性 20代 鳥取県 会社員
ファミリア・ロドリゲスの歌がわかりやすく、リズム
がとても良かった。すばらしい演奏でした。ブラボー 女性 50代 吹田市 主婦

コンサートの音質が良くてよかった。ただ、観客の人
数の少ないときは生演奏（マイク・アンプなし）でも
充分届くのでは……。立体的な展示がとてもよい。

男性 20代 無職

「鳴らすと、わかる」コーナーがもっとあればよかった。
場内のコンサートは大変よかったです。 女性 40代 大阪市 公務員

演奏中、ビデオの音を止めてほしい。 女性 50代 堺市 主婦
コンサートがとても良かった。展示するだけでなくて、
今後もこのような形での企画を考えてほしい。ありが
とうございました。

女性 豊中市 公務員
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以前の特別展に比べて、文化的つながりなどが今ひと
つ感じられなくて少し残念です。楽器がどんな音を出
すのかなどの音的アプローチが少なく感じてしまいま
した。コンサートはとても良かったのですが、展示に
物足りなさを感じてしまいました。同じ様な楽器がず
らっと並べられているだけのような感じがしてしまい
ました（実際にはそうではないのでしょうが）。でもや
はり民博にはとても独自性を感じます。来る度に目か
らうろこが落ちる思いです。これからも期待していま
す。がんばってください！

女性 20代 豊中市 無職

コンサートが非常にすばらしかった。ラテンアメリカ
音楽と楽器について少々理解できた。 　 30代 堺市 会社員

4 /18 特になし（団体客と重なったのでゆっくり鑑賞出来な
かったのが残念です）。 女性 40代 兵庫県 無職

楽しかった。 女性 10代 吹田市 高校生

コンサート中はすべての音、映像は止めた方が良いと
思う（試奏コーナーだけ禁止しても意味ないと思う）。 女性 30代 兵庫県

その他／イ
ラスト屋

大変すばらしい楽しい演奏をありがとうございました。
4 女のマリアさん、お体を大切に……。 女性 40代 豊中市 主婦

もうちょっとくだけたかんじにしてもいいのでは。 男性 20代 高槻市 大学生
とても見やすく、演奏できるのも素敵なアイデアだと
思う。他の地域の企画もお願いします。 男性 20代 大阪市 無職

Rodorigez 兄弟の演奏がよかったです！！フォルクロー
レ好きになりそう！！アルゼンチン・タンゴもしてほ
しい！！

女性 20代 大阪市 会社員

経費の問題もあると思われるが演奏者の顔ぶれがもっ
と多様化しないと、テーマの割りには情けない。例と
してはグアテマラのマリンバ奏者とか。ボリビアの田
舎のグループとか。（羊頭拘肉のテーマではありまし
た。）この程度の演奏ならば楽器だけにすれば良かった
と思う。

　 50代 兵庫県 会社員

ファミリア・ロドリゲスには大満足。試奏コーナーは、
もっと自由にさわれる様にしてほしかった。 男性 40代 豊中市 会社員

場内コンサートがとてもすばらしかった。これからも
やってほしい。楽器を手でさわれるのもとても良い。 　 30代 京都府 フリーター

生の演奏がとても良かった。これが聴けてこの入場料
は大変安い。とても素敵な企画だと思います。もう一
度、いえ、何度でも来たいと思いました。（演奏中の楽
器について少し解説などあればもっとわかりやすかっ
たかも……）

女性 20代 京都府 大学生

常に何かの演奏があるのは良いと思う。今日は［時間
が］短いため、また次回よくよく見たいと思う。 女性 20代 大阪市 大学生

4 /20
演奏がとても素晴らしく良かった。"コンドルは飛んで
行く"は聞き慣れた曲なので特に楽しく聞かせてもらい
ました。

　 40代 吹田市 主婦

［ドラム缶とベニヤ板の展示について、］説明が必要。 男性
70才以

上
愛知県

その他／大
学名誉教授

せまいのですぐ見終わるかと思ったが、内容の充実度
がよかったので可成り長い時間いさせてもらった。楽
しく時間をすごせる博物館をこれからも期待したい。

女性 20代 豊中市 大学生
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本場の演奏が聞けてよかった。「コンドルはとんでゆく」
は知っている音楽で、特に良かった。他にも知ってい
る曲も入れてほしい。笛や笛を沢山つなげたものの音
色がとてもきれいだった。

　 　 　

マラスカがかわいい。 女性 10代 兵庫県 大学生
楽しめました。 　 20代 兵庫県 会社員
ドラム缶の色などで素朴さとか派手さとかを表現して
いるのは良かったです。衣装とかもイメージの参考に
なりました。

女性 10代 茨木市 大学生

楽しかったです。マネキンの着ている衣装を見るのも
楽しかったです。 女性 10代 大阪市 大学生

コンサートを聴いて、とても気持ちよくなった。楽し
かったです。ありがとう。 女性 10代 大阪市 大学生

1 階の展示の解説で見過ごしそうになった所があった。
また、目が悪いのであまり奥の方に解説の板を置かれ
ると読みにくい。

女性 20代 高槻市 大学生

ドラム缶が、入ったときくさかった。イスがよかった。 女性 40代 吹田市 主婦
もう少し「鳴らすとわかる」楽器があると期待してい
ました。全体としてはなかなか面白い企画でした。次
回も期待しています。

女性 20代 奈良県 無職

鳴らすとわかるのコーナーがもう少し多ければと思い
ました。 　 30代 奈良県 無職

レストランのブラジル料理がおいしかった。ライブが
良かった。展示のスピーカーの音がもう少し良ければ
いいと思う。

女性 20代 京都府 主婦

アルパの試奏をさせてもらったのが良かった。普通の
博物館等は単に展示品を目で"見る"だけだが、今回は
実際に楽器にふれる事ができ良かったと思う。

女性 20代 寝屋川市 会社員

自分で演奏できたり、生の演奏を聞けたりと良かった
と思う。もっといろんな楽器が自分で触ったりできる
といいと思う。ラモンとお話ができて良かった。

女性 20代 広島県 会社員

コンサートがとても良かった。 女性 10代 高槻市 高校生
演奏があることを知らずに来たのでおどろいた。でも、
とても上手くて、とてもよかったです。 女性 10代 茨木市 高校生

売店もっといっぱいひろく。ほかは大満足。期待どお
り。 女性 60代 大阪市 主婦

ラテン系特に南米系の風土に接する面白さと自由さの
表現を感じた。感謝します。 男性

70才以
上

茨木市 無職

アルパの演奏の館内案内をしてほしい。 　 30代 大阪市 会社員
「乾杯」が心にしみた。 女性 10代 茨木市 大学生
西洋音楽の楽器と異なる音やメロディーにふれ、忘れ
ていたものを思い出したような気になった。ライブで
よさがわかる。木、植物、ツメ、歯、動物と共に音を
だすすばらしさ！

女性 50代 高槻市 主婦

［コンサート用のステージについて、］演奏者にとって
は狭いのでは？踊れない。 　 20代 吹田市 大学生

鳴らすと、わかる楽器がもっとたくさんあったら良か
ったと思いました。とにかく自分の手で音がすると感
覚的によくわかるし、本来楽器は見るものでなく鳴ら

女性 20代 奈良県 教員
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すものであると思います。ともあれありがとうござい
ました。
偶然、近くに来て初めて入館致しました。とても興味
深く、楽しむことができました。 女性 30代 愛知県 フリーター

たのしい一日でした。 　 50代 吹田市 主婦
文字での説明が少なかったので（マニアックな人には
いいかもしれないけど）もっと知りたい。内容がざっ
くりとしていて概要はわかってもいまいちポイントが
つかめない。ビギナービギナーの展示会だったと思う。
演奏の「カンパイ」もちょっと閉口。

　 20代 高槻市 無職

初めてなので、こんなもんだと思っただけですが、展
示数も多く、ビデオとかももっと見たいと思いました。
2 階のコンピュータの調子がちょっとおかしかったで
すが、うまく調整してもらいました。［マルチメディア
係の］久保田さんお世話になりました。期間中、でき
るものならもう一度寄りたいと思いました。

男性 20代 箕面市 大学生

4 /29 きれいな音楽がきけてよかった。 女性 30代 京都府 その他
売店の資料をもっと増やしてほしい（楽譜とか文献と
か）。演奏できるコーナーを、たくさんつくってほしい。 女性 20代 高槻市 フリーター

もっともっといろんな楽器をさわれるようにしたら良
いと思う。 男性 10代 豊能町 その他

売店に［使い捨て］カメラもあれば良いと思う。撮影
禁止かと思ってきたら、違うようで残念。サナブリア
姉妹の演奏がとてもよかったが、日本語で曲の題名を
言ってくれたら、もっとよく味わえたと思う。

女性 40代 高石市 自営業

鳴らしてよい、ふれてもよい、さわらない、この展示
物の区別をはっきりさせないと、ゆきすぎた行為をす
る人がいるので、もうすこし気をつけた方がいいので
は？　民博のイメージが、大変新しい前向きなものに
なった気がします。壁にダンボール色もナチュラルな
感じでいいですね。

女性 20代 京都府 大学生

日本人によるレクチャー・コンサートは、あまり意味
がない気がする。それなら現地の人の演奏を見した方
がいいと思う。マルチメディアコーナーも、まだまだ
改良点は沢山あると思う。　打楽器に触れてたたけると
思い、練習してきたのにたたけず、弦楽器も抱えて弾
けると思ったのに、固定されていて弾けなかってくや
しい。

男性 20代 堺市 大学生

とにかく、全部の楽器をさわらしてほしい。レクチャ
ー・ライブコンサートでは、もっと良い質の高い演奏
を期待していたけれど、良い演奏だとは思えなかった。
なんかがっかりしました。

女性 20代 大阪市 大学生

楽器もさわれるのと、実演があったのがすばらしかっ
た。 女性 20代 京都府 会社員

えんそう中にうたをうたっている人が、水をのんだ。 女性 10代 高槻市 小中学生
「鳴らすとわかる」のコーナーはとてもよかったが、展
示物やVIDEOと一緒に置いてあったらもっと興味を持
って、鳴らしてみることができたかも。あと、私のよ
うな地理が苦手な人には国の名前と一緒に、小さな地
図があればうれしい。ボリビアの黒人奴隷のくさりの
重みや、がちゃがちゃした音についての説明は、とて

女性 10代 兵庫県 大学生
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も興味深かった。あのくらいくわしい背景の説明があ
ると、ただぼーっとみて、きれいだね、日本と違うね、
以上の感想を持てるかもしれない。
今回の展示は、比較的平面的になりがちな今までの展
示方法を脱した。民パクにしては、とてもザン新で良
い！と思います。また、レクチャーコンサート及びラ
イブコンサート企画はとてもすばらしく、今回まいり
ましたのは 2 回目です。ライブコンサートを、開かれ
ているのは知っていたのですが、レクチャーコンサー
トはこちらに来て始めて判り、（前回のメキシコのカン
シオンで）　もっと早くに判っていたら、1 回目から来
たのに！と思うと残念です。このように、毎回来たい！
と思わせるような企画の場合、回数券（フリーチケッ
ト）的な券が欲しいです。あと、 2 ～ 3 回は来るつも
りです（コーエン会と、もう一度レクチャーコンサー
ト）。　ほんとうに久しぶりに、とてもとても楽しい展
示です。またぜひこういうきかくを。　＊階段より舞台
を見て左うしろにいると、VTR？の音声がうるさく、
コンサートの音のじゃまをします。そのへんにすわっ
ていた人、皆少々困っていました。　＊生き生きとした
音楽が、とてもその土地の文化を物語ると思います。

女性 30代 吹田市 会社員

ライブとかやってもらえてよかった。身近でふれられ
るのもなかなか魅力的だと思う。 女性 10代 奈良県 高校生

音楽が、きれいでよかった。 男性 10代 松原市 小中学生
ドラム缶は、きれいすぎて、ラテンの雰囲気がでてい
ない。［マネキンの］服のすぐ横などに実際の写真など
があったほうがよい。展示の楽器は見やすかったが、下
の展示はそれぞれの、あつい国の雰囲気が必要だった
と思う。ダイエーのマネキンと同じに見えた。

女性 20代 東大阪市 大学生

5 月中にもう一度足を運びたいと思います。楽しい企
画をありがとうございました。 女性 20代 池田市

その他／ピ
アニスト

展示場内でのコンサートがとても良かった。展示につ
いては、もう少し見やすい（ 1 F のマネキン）ようにで
きると思う。

女性 20代 羽曳野市 大学生

コンサート（レクチャー・ライブともに）がすばらし
い！！　日本人でも、こんなに追究しているグループ
がいるのかと知りうれしく思う。（チリのギタロン、ブ
ラジルのビリンバウ、キューバのバタ）を聴きました。
世はまさに民族音楽、ワールドミュージック盛況であ
る。とてもタイムリーな企画。

女性 20代 埼玉県 大学生

一部の音楽だけでラテンアメリカというのはおかしい、
説明不足。現地のグループを招待して欲しかった。 女性 20代 京都府 無職

良かった。また来たいです。 女性 20代 兵庫県 会社員
コンサートが良かったです。楽しかった。ありがとう
ございました。 女性 20代 京都府 フリーター

ドラム缶に感動！！　よいステージだったと思う。 女性 20代 兵庫県 会社員
レクチャーコンサートはとても楽しかったです。　キュ
ーバの音楽に興味がもてました。 女性 20代 東大阪市 会社員

サナブリア姉妹のコンサートがとても良かった。いつ
も（平日）に来る民博と違って、家族連れがとても多
くて、好評な特別展だなあと思った。音楽は国境や、言

女性 20代 茨木市 大学生
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葉や文化の違いを越えられるものなんだって改めて思
った。　ディスプレイや椅子なんかの感覚がいつもより
やわらかくて新鮮だった。
とても良かった。 女性 20代 豊中市 公務員
サナブリア姉妹のライブ・コンサート、本当に感動し
ました。すごく笑顔もよくって、すごーく来てよかっ
たです。

女性 20代 富田林市 大学生

その国の人が、その国の楽器を鳴らしているのを見て、
とても身近にその国の文化を感じることができた。知
識だけでなく、体感する場がもっともっと増えれば、と
思う。コンサートなど　このような実感できる企画を
増やして下さい。

女性 20代 大阪市 フリーター

アルパ演奏があり、実際の音色がとても美しいことが
わかりました。ドラム缶利用の座席も、会場の雰囲気
によく合っていて良いと思います。今まであまり知ら
なかったラテンアメリカの国を身近に感じることが出
来ました。これからもこのような企画をお願いします。

女性 20代 大阪市 教員

［展示の解説について、］もっとくわしくしてほしい。
［「鳴らすと、わかる」コーナーの楽器は、］いつもチュ
ーニングしている必要がある。

男性 30代 大東市 公務員

［展示コーナーのスピーカーは、］とても良いが音がわ
れている。 男性 30代 大阪市 公務員

1 階はコンサートホール以外が暗い。コンサートタイ
ム以外は、もっと明るくしてもよかったのでは。又、コ
ンサートのいす、いまいち。たとえ30分でもゆっくり
すわって聞きたかった。　ビデオシアターは、数が少な
い。

　 30代 香川県 公務員

アルパの演奏がとても良かった。こんなにすばらしい
演奏をきかせてもらえて感動しました。 　 30代 兵庫県 会社員

上品すぎるのでは……。もっと現地っぽい、雑さがあ
ってもよいと思います。 　 30代 東京都 自営業

ハープとギターのえんそうが、とても良かった。場内
案内等の方々も、すこし民族的なものを身につけてい
ると、もっとふんいきが出ると思う。

女性 30代 松原市 主婦

ラテンアメリカの楽器や音楽にはとても興味があった
ので、今日で 3 度めです。ファミリア・ロドリゲスも
とても楽しかったし、アルパとギターの演奏がどうし
ても聴きたくて来ました。楽器を手にとってさわれる
のも、とても魅力です。演奏のしかたがもう少しわか
りやすいといいかなーっと思う展示物もありました。で
もとても楽しかったです。!Muchas　gracias!

女性 30代 豊中市 主婦

［展示コーナーのスピーカーは、］音がわれてるのもあ
りました。［コンサート用のステージについて、］演奏
している手もとがよくみえる。

女性 30代 大阪市
その他／看
護婦

もっと明るいラテンの音楽や皆がよく知っている音楽
を、演奏してほしかった。「鳴らすと、わかる」コーナ
ーは良いが、木琴のひもがみじかい。

女性 30代 泉大津市 フリーター

演奏にはとても満足でした。もう少し説明があっても
良かったのではと思いますが、でも良い展覧会でした。 女性 30代 兵庫県 教員

休日ごとのコンサートとレクチュアーコンサート、楽
しくてつい何度も足をはこんでしまいました。ふだん、 男性 30代 吹田市 会社員
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聞いたことがない、または聞いたことがあってもおそ
らく他の演奏に埋もれていたりして、その楽器ひとつ
ひとつの音色をきけないようなものを、簡単な歴史を
含めてきくことができ、たいへん良かったです。コン
サートも含めて、850円は、安くて気楽に来れました。
20周年に限らず、このような企画ぜひどんどんして下
さい。期待しています。
ドラム缶の色の配色が雰囲気とマッチしていない部分
があるのが気になった。 男性 30代 奈良県 会社員

［「鳴らすと、わかる」コーナーの楽器が、］弾きにくい。 男性 30代 豊中市 会社員
ラテンアメリカ、カリブ全域の音楽をひとつにまとめ
て展示するには、スペースの都合もあってやや「さわ
り」だけというイメージがあるが、2 F の楽器の展示は
種類も豊富で実際にさわれるなど良かったと思う。で
きればもう少しジャンルを細分化してシリーズ化した
展示会を開催してほしいと思う。

男性 30代 東大阪市 会社員

もっとエネルギッシュな感じがほしかった。 男性 30代 豊中市 会社員
もっと鳴らすとわかる楽器がほしかった。そして、あ
まり人にさわらせたくない楽器は時間をみて鳴らして
みてほしい。つまり実演してほしい。見るだけでは音
わからないものたくさんあった。

　 40代 高槻市 主婦

今回［民博に］初めてきて、コンサートなど楽しむこ
とが出来よかった。 女性 40代 堺市 主婦

アルパとギターの演奏を聴かせてもらいとてもよかっ
た。他の音楽もビテオシアターでみることができよか
った。

女性 40代 箕面市 主婦

［展示コーナーのテレビやビデオシアターについて、］ク
リックのない GUI は使いにくい。Muchas　gracias　
Srta. Sakai. Club　Hioponico　Rep. Yasuo　Ichimura

男性 40代 大阪市 自営業

よかったです。 男性 40代 豊中市 公務員
キューバのバタはめったに聞けるものではありません
ので、今日この機会に恵まれて幸いに思います。 男性 40代 奈良県 教員

［「鳴らすと、わかる」コーナーに、］もっと多くの楽器
があってもよいのではないか。例えばコンガ、ボンゴ、
グイタ、クラベス、テンバルス等、日本でもよく使わ
れている楽器などです。

　 50代 羽曳野市 会社員

ゆったりと華やかな会場で満足しました。 　 50代 茨木市 会社員
ペンキのにおいがきつい。 女性 50代 吹田市 主婦
系統だてて多くの資料をよく集めてられると感心しま
した。とても親しみ易くたのしい雰囲気で、これから
の展覧会がとてもたのしみです。博物館の暗く固く、カ
ビくさい先入観が消えると思います。

女性 50代 奈良県 主婦

ドラム缶による展示は、カリブ或は原油国等のイメー
ジが強く、自然豊かなラテン米全体のイメージとして
は非常に限定的な雰囲気を作ってしまっている。むし
ろ残念な気持ちで見た。（中米 5 年、チリ 7 年在住経験
者です。）

男性 50代 兵庫県 会社員

もっと自由に楽器の演奏ができれば尚よい。（ロバの頭
骨をたたいて鳴らす楽器がぜひやってみたかった！！） 男性 50代 高槻市 会社員

料金、展示工夫、演そう、ケイビとても良好です。 男性 50代 枚方市 会社員
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難しい点がありますが、出来る限り手でふれられるよ
うな展示を希望します。 男性 60代 茨木市 会社員

専業主婦で外出することもないので余り知らないと言
うこともあって、まあこんなものでしょう！！という
感じでした。しかし悪い気分ではありませんでした。あ
りがとうございました。

女性 60代 茨木市 主婦

4 /30
ビデオとパソコンの接続した装置はよかったですが、パ
ソコン画面の選択肢が少なかった。例えば、アルゼン
チン→「タンゴ」だけ、これはさみしいと思いました。

　
10才未

満
高槻市 小中学生

いろんなものが、おいてあって、おもしろい。 男性
10才未

満
守口市 小中学生

演奏できる楽器をもっと、ふやしてほしかったが、"ア
ルパ " に感動したからいいです。またやってほしい。 男性 10代 兵庫県 大学生

まあまあ。 男性 10代 吹田市 小中学生
これからも実際に手にとってさわることのでるような
展示をして下さい。今回は学校のフィールドワークで
民博に来たのですが、たまたま来ただけなのに、コン
サートもあり喜んでいます。とても良かったです。

女性 10代 吹田市 大学生

コンサート会場がすこしせまかった。 男性 10代 吹田市 小中学生
説明のパンフレットが 1 つの楽器につき 1 つあったら
いいなと思った。 女性 10代 奈良県 大学生

コンサート最高でした！！またやって下さい！！ 女性 10代 箕面市 大学生
とても楽しかった。もっといろいろなことをしてほし
い！！ 男性 10代 京都府 小中学生

試奏できる楽器を増やして欲しい。 男性 10代 大阪市 大学生
もっと超専門的になるほどおもしろいのでないか？ 男性 10代 兵庫県 大学生
良かった。こんなに楽しい展覧会だとおもわなかった。 女性 10代 高槻市 大学生
たのしかった。ありがとう。 女性 10代 大阪市 大学生
ドラム缶のペンキのにおいがきつすぎる。 男性 20代 八尾市 会社員
展示を見ながらコンサートを聴けるのが、とても良か
った。（時間に追われなくてよいから）。また、ベニヤ
板の床も独特の香りがして快適な雰囲気で良かった。

女性 20代 奈良県 会社員

「鳴らすと、わかる」コーナーで、実際に鳴らせる楽器
が少ない。 男性 20代 京都府 大学生

解説には日本語の他に外国語（英語と中国語は必須）が
必要。ビデオ装置の設置が少なく、いろいろな音楽（又
は楽器の音色）を聞くことができないのが不満。

男性 20代 吹田市 公務員

レクチャーコンサート、" グルーポ・アチェ" によるバ
タ音楽はとても良かったと思います。あまり民間レベ
ルで生演奏を聴く機会もないですし、こうしたラテン
音楽の展示の場で行うのはとても意味があるのではな
いでしょうか。歌（唄）については、あまりとりあげ
られていませんでしたけれど、とてもいい声でファン
になりました。自分もフォルクローレを演奏して 7 年
になります。現在、ケチュア語とアンデスの風土、歴
史のべんきょうとしていますので、いろいろとために
なり良かったです。こうした機会に少しでも多くの人
にアンデスやカリブの、特にしいたげられた人々の歴
史について知ってほしいと思いました。

女性 20代 東京都 会社員
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レクチャーをもってふやしてぜひ第 2 弾もやってくだ
さい。 男性 20代 東京都 会社員

ドラム缶はわざとらしかった。 男性 20代 高槻市 無職
様々な楽器の展示が良かった。また、実際にふれてみ
ることができたので、体全体で感じることができまし
た。音楽が人の生活に密着していること、また、いろ
いろな工夫がなされていること、全ての物が楽器にな
りえることもよくわかりました。

　 20代 茨城県 会社員

国立民族学博物館本館にくらべ、「手でふれることので
きる展示コーナー」など工夫があるので、あまり興味
が持てないコーナーでも、たいへん親しみやすかった
です。

男性 20代 兵庫県 会社員

コンサートがたのしかった。 男性 20代 池田市 大学生
コンサートがとても良かった。時間をかけてまた来た
いと思いました。 女性 20代 箕面市 会社員

「鳴らすと、わかる」コーナーの部分、コンサート中の
工夫がほしい。係員がたくさんいるのに、もう少しな
んとかならないのか？［ベニヤ板の床について、］雨の
湿気？でボコボコになっているところがある。

女性 20代 兵庫県 会社員

図録などはおもしろそうで良かった。レクチャーコン
サートはやっぱり日本人ではなくメキシコ人やキュー
バ人にきてほしいと思った。

女性 20代 兵庫県 会社員

2 Fの展示が良かったです。たくさん楽器があって。「鳴
らすとわかる」コーナーで、鳴らしてみせてくれたり、
教えてくれる人がいたらいいな。休日なのにあまり混
んでいなくて良かった。今度はアフリカの音楽の特別
展を開いて下さい。CD の販売の試聴コーナーがあれば
いいと思う。

女性 20代 堺市 フリーター

4 / 2 の15：30～のコンサートで、アンコールをしてく
れたのでうれしかった。ラテンアメリカがテーマなの
で会場の中がもう少し明るい雰囲気だとよかった。

女性 20代 摂津市 公務員

サナブリア姉妹の演奏を聴きました。きれいな音色で
よかったです。アルパで演奏する「コンドルは飛んで
行く」を聞いたのは初めてでした。ありがとうござい
ました。

女性 20代 兵庫県 大学生

演奏はとてもよかつた。 　 20代 兵庫県 大学生
モダンな展示で面白かったです。若い人がプロデュー
スしたのですか？もう少し解説が多くても良かったな
と思いますが……。

女性 20代 吹田市 会社員

曲がいい。人もいい。 男性 20代 吹田市 大学生
コンサートステージの展示用のドラム缶のMAP がとて
も良かった。 女性 20代 大阪市 会社員

［レクチャー・コンサートは、］とても楽しかった！！　
［展示場内のコンサートは、］笑顔がとてもかわいくて
素敵。生えんそうが聞けて HAPPY でした。

　 20代 神奈川県 主婦

Cuba のBata のレク・コンがあったからこそ来たという
感じです。民博へは一度行ってみたいと思っていたの
で今回がよいきっかけとなりました。楽器の展示は、単
純に「管・弦・打」の分類や国別の分類ではなく、各々
のつながり・系譜・変容・影響関係が歴史の流れに沿
ってたどれるような順路を工夫すると、より活きてく

男性 20代 静岡県 大学生
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るように思いました。［ドラム缶の展示について、］残
念ながらラテンアメリカのイメージが湧きませんでし
た。

「～族」・各民族のことがよくわからない。 男性 30代 大阪市 会社員
アルパに興味があったので、サナブリア姉妹の演奏は
たいへん興味深く、とても良かったです。もう少し、見
たかったです。

男性 30代 大阪市 会社員

アルパの演奏はあんまり聞かないので良かった。声が
かわいかった。 女性 30代 大阪市 主婦

演奏がとてもよかったです。 男性 30代 松原市 会社員
活気ある演出を考えて欲しい。現地はもっと太陽があ
って明るい！金かえせ！ 男性 30代 大阪市 自営業

サナブリア姉妹の演奏をもっと楽しみたかった。アル
パを生かしたパラグアイの伝統的な曲も入れていただ
きたかったです。　Estamos　muy　impresiodas　por　
la　musica　maravillosa　de　las　Sanabrias. Queria　
escachar 　mas 　de 　las 　obras 　paraguayas： por　
ejempro　"Pajaro　Campana"　o　"Mis　noches　sin　
ti"．Gracias．

女性 30代 神奈川県 会社員

コンサートなど、生の文化に触れる機会がもっとある
といいと思う。 女性 30代 奈良県 公務員

英語による展示解説が必要だと思います。ぜひよろし
く。展示版に紙（ハトロン紙？うす茶色の）を利用し
ているところありますね、触れやすいというか、やわ
らかい雰囲気で親しみがもてました。かたくるしくな
くていい。とても勉強になりました。

女性 30代 吹田市 公務員

これだけのものを一堂に集めたものを見てしまって興
奮が収まりません。これだけで「ラテンアメリカ音楽
博物館」を作って常設展示にしようという奇特な方は
いないのでしょうか、（石橋純さんあたりどうでしょ
う？）最低限　Video　theater は今後常設して欲しい。
それと、ぜひ首都圏でもやって下さい。［ベニヤ板の床
について、］Video　Theaterを見ながら踊りづらかった。
まぁ、そんなことしようとする人はあまりいないでし
ょうが……。［ビデオシアターについて、］ソフトによ
って音の大小差があった。［手でふれることのできる展
示について、］どれに触ってよくて、どれがダメかわか
りづらい。

男性 30代 神奈川県
その他／障
害者地域作
業所職員

AM11：00に入場し、入場と同時にレクチャーコンサ
ートが始まった。30分程度と考えていたが、30分程た
っても終わらない。あまり時間に余裕があったわけで
はなく、2 F の展示場へ上がりたかったが、階段まで人
がすわり上がれない。コンサート終了直前に 2 F へ上
がったが 1 時間以上が過ぎていた。又、楽器に触られ
るというのが非常に楽しみだったがそれもできず（演
奏中のため）、やっと演奏が終了したので楽器に触れる
と注意される始末（その時、既に演奏者がステージを
降りたのを確認していた）。［来館者は、］楽器や音楽に
興味があるからと言って特定の音楽、演奏者を気に入
るか否かは別。演奏の間 2 Fの展示物の内容を制限する
のであれば、せいぜいサンプル演奏的に30分以内にす
るべき、又主催者側の押しつけ的な演奏ならない方が
まし。係員の態度も高圧的であった！

男性 30代 兵庫県 会社員
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［展示コーナーの］スピーカーは、もう少し広く聞こえ
た方がよいのでは。みんぱくゼミナールの前に何かや
っているようですが、予定が決まっている場合には、何
らかの形で前もって知らせてほしい。

　 30代 兵庫県 公務員

いつ来ても聞けるライヴは画期的だと思う。欲をいえ
ば、もっと多くの演奏家を招待できていればいいのだ
けれども。

男性 30代 広島県 会社員

もっと宣伝してほしい。 男性 30代 豊中市 公務員
ペンキのにおいが強かった。 　 30代 兵庫県 フリーター

レクチャー・コンサートが長すぎる。手でふれる楽器
が少なすぎる。 　 30代 兵庫県

会社員，主
婦

Bueno　Musik! 男性 30代 箕面市 公務員
展示のアートディレクターを明示しては？ 男性 30代 吹田市 公務員
ラテンアメリカの音楽を聞くことができ、リラックス
できてよかった。 男性 30代 神奈川県 会社員

レクチャー・コンサート目当てで、何回か足を運んで
来ました。 男性 30代 兵庫県 会社員

［マネキンの展示は、］子供がこわがった。 男性 30代 大阪市 会社員
視覚言語より、音楽を中心に添えた今回の展示はすば
らしいと思います。南米の音楽を一般大衆に開き、文
化の交流を広げた今回の展示は、地域市民を希求する
時代にあって、大きな世界的な貢献であったと信じて
疑いません。今後の展示として参考にすべきことは、一
部の知識人が喜びそうな展示より、音楽や映画など誰
にでもわかり、誰にでも興味を引くような方法を用い
て、同時代に住む他文化の人々を身近なことにしてい
くことだと思います。又、文化紹介を、過去・現在・
未来の流れとして展示していくこと、それを精神面を
バックボーンに物事を、紹介すること、現物を（人を
含む）持ってくる等のアプローチが大切だと思います。

男性 30代 茨木市 会社員

生演奏をすべて聞きたかった。その為の回数券があっ
たら申し分ないんですが。何回も通うつもりです。 女性 40代 大阪市 主婦

コンサートのプログラムもポスターで紹介しておいた
方が良かった。 男性 40代 吹田市 会社員

マネキン表現はよくないが、楽器アンサンブル、配置
がわかって良い。（伝統的な組み合わせのない楽器があ
るかも知れない。）音を出しての楽器であるから11）［展
示コーナーのスピーカー］はよい。図録には美術館的
カタログと、博物館的カタログがあって、後者はレイ
アウトが悪いのが多い（ほとんど）

男性 40代 大阪市 会社員

こんなにたくさんの楽器が、それぞれの地域にあった
ことを初めて知りました。人間の生活と深く関連して
生まれていたのですね。庶民が楽しんで演奏をしてい
たように思いました。日本民族とは、少し違うように
感じました。オカリナを求めて、練習していきたいと
思っています。今回の企画を二月頃でしたか、新聞で
知りました。本日見させて頂きとてもうれしく思って
います。民博大好きな私ですので・・。有難うござい
ました。

　 40代 大阪市 教員

指向性のスピーカーを使っているようだが、あまり効
果がないように思える。（かなりの範囲で音がもれてい
る）。

　 40代 高槻市 公務員
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ラテンアメリカの開放的な明るさと音楽が宗教とのつ
ながりの暗さをもっと出してほしかった。 男性 40代 大阪市 自営業

レクチャーやコンサートの予定 etc が、もっと外部に
PR されてもよかったと思う。（来場してみないと、時
間、内容が不明であった。）

女性 40代 高槻市 主婦

［手でふれることのできる展示について、］とても良い
が、少ない。 男性 40代 高槻市 会社員

おもしろかった。ドラム缶のペイント、いいですね。缶
の椅子、ほしいな～。 女性 40代 茨木市 主婦

コンサートが楽しかった。 女性 40代 箕面市 教員
なぜドラム缶とベニヤ板が、中南米のイメージなのか？
お金をかけてるわりに工夫がない。もっと知恵を出し
て欲しい。

　 40代 箕面市 会社員

［コンサート用のステージについて、］バックが要る。 　 50代 豊中市 会社員
もう少し客席が多く用意できればと思います。 女性 50代 兵庫県 主婦

［展示コーナーのスピーカーについて、］音量が少ない。
［展示の解説について、］不足。［手でふれることのでき
る展示について、］もっと多く。

　 50代 吹田市 会社員

生活と音楽のむすびつきが楽しそうで感心しました。 男性 50代 茨木市 会社員
今オカリナを習っている。イタリアの物と思っていた
が、南米にもあったので興味深かった。パンフルート
を持っているが、どこかで教えてくれる処はないでし
ょうか。もしありましたらご連絡下さい。

　 50代 京都府 主婦

レクチャーコンサートが楽しみで時間の合うかぎり来
ています。毎回珍しい楽器の説明、ひき方の説明があ
り、希望者には教えて下さり、素人がやると、どんな
にむずかしいかを実感し、リズムなどを分解して聞か
せて下さり、それぞれのリズムを合わせてみたり・・
と。毎回なるほどと感心し感激しています。ラテンア
メリカ展は 3 回目です。

　 50代 兵庫県 主婦

展示方法については、従来に引き続き申し分ありませ
ん。今後も楽しい企画をお願いします。 男性 60代 京都府 無職

アルパの素晴らしい演奏に感激した。 男性
70才以

上
大阪市 無職

レクチャーコンサートはビリンバウ、ギタロンについ
で、バタと三回目。カンシオンも来たかったが残念。バ
タもたいへんおもしろく楽しめました。民博の講演や
セミナーについてちょっとお願い、いつも土曜ですが、
これを月～金にもやってもらえないでしょうか。土曜
は他にもイヴェント多く、また小生、勤務の都合もあ
って来れないときが多いのです。いま、ウィークデー
の方が都合のいい人も増えているのではないかという
気がします。

男性 50代 兵庫県 その他

楽器の演奏方法とか、どんな音がするのかなどの説明
や、その楽器の音の入ったテープなどを流すなどして
ほしい。

女性 20代 兵庫県 公務員

また来たい！　と思いました。 女性 10代 京都府 小中学生

5 / 1 手で触れる楽器を増やしてほしい。コンサートをもっ
と聴衆も参加できる感じにした方が良いと思う。 　 10代 京都府 会社員

もっといろいろな楽器を鳴らしたかった。 　 10代 兵庫県 大学生
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普段はもっとかたい感じがしていたけれど今回は楽し
めた。コンサートもすばらしかった。 女性 10代 大阪市 大学生

今度はアフリカ展をやってほしい！！ 　 20代 豊中市 自営業
中高生がうるさい。先生らしき人の拡声器もうるさい。
演奏中につかうな。 　 20代 奈良県 大学生

もう少し、触れる楽器が多ければよかった。 女性 20代 大阪市 大学生
楽器ごとにどんな音なのか、よくわかれば楽しいと思
います。（マルチメディアを利用しましたが、あと実演
のコーナーも利用しました。）

女性 20代 兵庫県 会社員

照明が少し暗かったような気がします。図録いいんで
すけど、1800円は高いです。こういう楽器・音楽展は
たいへん楽しみです。インドやタイなど、また別の地
域も開催して下さい。

女性 20代 大阪市 大学生

来て損はなかった。 男性 20代 京都府 大学生
もっと試奏したい。 女性 20代 兵庫県 大学生
もっと試奏できる楽器をふやしてほしかった 男性 20代 豊中市 大学生
試奏コーナーはとても良かったです。楽器というもの
は鳴らしてこそのものだから。 女性 20代 兵庫県 主婦

南米に興味をもった。 女性 20代 大阪市 フリーター
［ドラム缶でラテンアメリカをイメージした展示につい
て、］トリニダードとかはそーいうかんじやけど、フォ
ルクローレ系はどうだかわからない。

女性 20代 滋賀県 会社員

不思議な展示のしかたでおもろいと思う。 女性 20代 新潟県 会社員
さわってはいけない展示品、さわってもいいけど鳴ら
してはいけない展示品の区別がはっきりしません。［な
ぜ、］ラテンアメリカ＝ドラム缶なのか分かりません。

男性 20代 兵庫県 会社員

楽器を目の前にして大部分を試しに演奏でないのは、わ
かってはいるもののストレスがたまる。しかし、これ
だけ集めたことには恐れ入りました。山本先生の本を
読んでから来ましたが、例えばもう少しマルカパタの
人の生活がうかがえる展示があるともっと良かったと
思います。しかし、充分すぎるほど満足。はるばる来
たかいがありました。ありがとうございました。チョ
リータの［マネキン］がやせすぎ。

男性 20代 東京都 会社員

スチールドラムについて、もっと詳しく展示してほし
い。 女性 20代 箕面市 フリーター

興味をわかせる展示とビデオとコンサートでとても面
白かったです。十分に楽しめました。サナブリア姉妹
のコンサートが素敵で特に「コンドルは飛んで行く」が
よかったです。

女性 30代 兵庫県 主婦

もっと音を出せる楽器を置いた方が良いと思います。 男性 30代 兵庫県 会社員
中南米とひとまとめに考えていたが、様々な楽器の特
徴があり、それぞれ民族的、歴史的に形成されてきた
事がよく理解できた。また、世界の面白いイベントを
お願いします。

　 40代 兵庫県 会社員

CD をためしぎきさせてほしい。 女性 40代 兵庫県 主婦
照明が暗い。カーニバルの服がダサイ、貧弱。人形が
まっくろで焼死体のよう。アンデスだから黒い人とい
うのは発想がステレオタイプ。楽器にさわれたのはよ
かった。展示品は数、種類が豊富でよい。

女性 40代 豊中市 教員
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1 ．単に楽器を展示するに留まらず、体系的な説明文
より詳細にしてより見やすくしてほしい。　 2 ．実際の
音を知るためのビデオ展示の充実が望まれる。　 3 ．即
売コーナーでは、スペイン語による参考書類をより充
実してもらいたい。

男性 40代 神奈川県 会社員

倉庫のコンサート的雰囲気で少し暗いと思った。 　 50代 高槻市 会社員
演奏は楽しく聴かせていただきました。もう少し時間
を延ばしてききたい思いです。 女性 50代 寝屋川市 無職

会場が素朴で良い。 男性 高槻市 会社員
5 / 2 ラテンアメリカの風土、についてもっと知りたかった。 　 10代 京都府 大学生

［ドラム缶でラテンアメリカをイメージした展示につい
て、］今までの民博のイメージとあまりにもちがうので
わからない。［ベニヤ板の床について、］ベコベコして
変な感触であった。マネキンがこわい。［展示コーナー
のスピーカーは、］声が割れている様である。

男性 10代 茨木市 大学生

楽器の説明が少なくてよくわからなかった。 女性 10代 吹田市 大学生
資料としての採集年代が欲しい。考古学的史料は、確
かに少ないと感じた。Video　or　Computer は良かっ
たが、演奏者（団体）名、曲名を入れて欲しい。"ラテ
ンアメリカ"としては、とてもよく考えられているとは
思う。

女性 10代 長野県 大学生

ドラム缶の使用がとても良かった。 女性 10代 能勢町 大学生

［展示コーナーのテレビとビデオについて、］音がきこ
えにくかった。 女性 10代 池田市

その他／浪
人生

ビデオで各楽器の演奏を見るコーナーはとても良かっ
たと思いますが、少し画質が悪くて残念でした。マネ
キンは演奏の様子がわかるけどちょっと不気味な感じ
がしました。楽器の展示と、実際の音色が直接結びつ
いて見学できればもっと楽しかったのでは……。サナ
ブリア姉妹のコンサートは、Very　good でした！

女性 20代 豊中市 会社員

民族博物館の展示ってムズカシイですね。わかりやす
く並べなきゃいけないし、かといってあまりに並べす
ぎると平面的な展示になってしまうし。その点で、今
回のドラム缶を使ったりベニヤ板を床に使った展示は
とても面白かったです。VIDEOシアターもブース毎に

（見る人が）落ち着くようにできているし、何よりドラ
ム缶を使うことで、立体的になったと思う。コンサー
トは、ほんの少しがっかり。サナブリア姉妹のを聞か
せてもらいましたが、マイクがあって残念だった。で
もマイク使わないとムリなのはわかるし、何ともいえ
ませんが。生で聞きたかったです。電気通しちゃうと
ちょっと……。でも楽しかったです。図録、楽しみに
読みます。あとスタンプが鮮明でうれしかった。汚い
字でごめんなさい。［コンサート用のステージについ
て、］もっと閉じた感じ（舞台の方）の方が良かったの
ではないかな。舞台の方がちょっとだだっ広すぎたよ
うな。でも背景（ドラム缶に文字）はよかったです。

女性 20代 千葉県 大学生

やはり本場のミュージシャンが来て演奏してくれてう
れしかった。もう少し、現地の人々と触れ合う機会が
ほしかったです。

男性 20代 茨木市 大学生
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コンピューターで楽器の紹介や、その他音楽や文化の
紹介をしているのはよかったが、その内容の説明や楽
器演奏のビデオが、非常にものたりなかった。マネキ
ンでの展示のアイディアは良いと思うが、黒い人形だ
ったため恐くて見る気がしなかった。床をベニアにし
ているのも、とてもいいと思うが、ドラム缶とのとり
あわせで良さが生かされていない気がした。楽器の範
囲だけでなく、各国の音楽に見られる特徴などまでも
うすこし、ふみこんで説明しても良かったのではない
でしょうか。

女性 20代 豊中市 無職

端末や手で触ることのできる楽器をもっとたくさんし
てほしい。ビデオシアターは 3 つが、それぞれに分か
れていたが、 3 つとも同じく全ての地域が見れるよう
にしてほしい。

女性 20代 愛媛県 会社員

歴史的背景ももっと知りたい。 女性 20代 京都府 会社員
ビデオシアターがよい（生きた音がきけるので。）企画
自体が、大ヒットだと思います。博物館のイメージを
変えるものだと思います。

　 20代 香川県 公務員

もっと深く掘り下げた内容のものを出して欲しかった。 女性 20代 摂津市
会社員，そ
の他／ケー
キ屋

もう少し系統だてた説明コーナーがほしかった。展示
場の雰囲気はとてもよかったです。センスの良さがわ
かりました。

男性 20代 大阪市 会社員

ドラム缶は何を狙っているのか分からんが、従来の博
物館にありがちな「堅苦しく鑑賞する」というイメー
ジを打破しようとしているのは良い試みだと思う。照
明がやや暗い。床下から音が聞こえてくるのは気色悪
い。

男性 20代 兵庫県 大学生

［ベニヤ板の床について、］歩いたかんじがやわらかく
て良いが、これは貴重な森林資源です！［マネキンに
よる展示は、演奏の］ようすがよくわかる。展示コー
ナーのスピーカーは少しボリュームが大きい。

女性 20代 大阪市 会社員

とてもよくがんばっているとは思いますが、なにより
問題は大きいと思いますが、「鳴らすとわかる」とはい
ってもそれらの点数がとても少ないのが残念でした。七
彩のみなさまご苦労様です。コンサートは外で演ると
楽しいと思います。

男性 20代 東京都 無職

楽器を陶器で作ろうとしているので来て良かったと思
います。弦楽器の弦はどのような物でもいいかとちょ
っとこまってます。

男性 20代 滋賀県 会社員

パネルの説明がかんたんすぎ。 女性 20代 滋賀県 無職
「鳴らすとわかる」のコーナーがもう少し多いとよかっ
たと思う。階段正面の絵や、人形の顔などスタッフが
楽しんで作業したとは思うのだが全然こちらに伝わっ
てこなかった。少しこじんまりとした感じはした。

男性 20代 京都府 教員

実際に使うのは、お祭りの時だろうから、もっとワク
ワクするんだろうなと想像した（その場にい合わせた
としたら）。でもここは並べてある。展示会だから、静
かだ。私がいたときは、たまたまコンサートをしてい
なかったのでとくにそう思ったのかもしれません。別
に気にならなかった。きっとわくわくするだろうなと

女性 20代 兵庫県 フリーター
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思えたので、悪くない会場でした。
ビデオの音量がそれぞれバラバラでした。 女性 20代 京都府 大学生
もっとコンサート的な演奏が聞きたかった。 女性 20代 京都府 大学生

「ラテンアメリカ」と広範囲な題のわりには、出展がフ
ォルクローレに寄っている感じがする。出展品につい
ての、学術的な解説をもう少し加えて欲しかったと思
う。会場内でのコンサートは、今回の雰囲気によくマ
ッチしていて、より親しみやすさを演出していると思
った。

男性 20代 長野県 大学生

ラテンの音楽に興味を持ち始めているところ。今回展
示された楽器も音楽も少しオーソドックスなのでしょ
うか。最近流行りだしたワールドミュージック系の人
気バンドの曲など、CD を集めた聴くコーナーなどもあ
ったら"入りやすかった"のかもしれない。ドラム缶の
アートなどは、さておき、衣装や人形の展示などはわ
かりやすかったと思う。

女性 20代 京都府
大学生，そ
の他／看護
婦

クリタさん、はじめましてこんにちは。人見先生のお
しえごです。イマヨシといいます。 女性 20代 吹田市 学生

国も大切だが、年代順に並べるとかもう少しくわしく、
演奏方法なども書いておいてもらいたかった。マルチ
メディアコーナーでは、一部の楽器だったが、聴き、く
わしく知ることができ、良かったと思う。

女性 20代 吹田市 その他

ビデオや演奏、また、鳴らすことの出来るコーナーは、
わかりやすく、とても良かった。楽器の展示は、年代
や、演奏の様子をまねたマネキンと共に展示してあれ
ば、もっと見易くわかりやすかったのではないかと思
う。

女性 20代 大阪市 その他

数、種類ともに豊富でよかった。特に試奏コーナーが
よい。 女性 20代 東京都 会社員

ミュージアム SHOP に、もっと今回の企画の商品をな
らべて欲しかった。展示のドラムカンからはラテンア
メリカは表現出来きれてないと思う。ストレートな表
現でラテンアメリカを表現して欲しい。ex．明るい、熱
帯的などの表現。

女性 20代 箕面市 会社員

マルチメディア対応のパソコンの数がもう少し、多く
ても良いような気がします。 男性 20代 埼玉県 会社員

コントラバスを少し前まで弾いていたので、また弾き
たくなるような音楽の楽しさのある展覧会だった。こ
れからも展示がんばってください。

　 20代 東京都 会社員

展示場の広さを考えればやむを得ないことかも知れな
いが、スピーカーから流れる様々な音（曲）が混ざり
合って混沌としてしまい、ひとつひとつの音を味わう
楽しみが殺されてしまうのは残念である。ヴィデオや
スピーカーの配置にはもうひと工夫されたし。また、細
かいことを言えば、生演奏中は場内の他のスピーカー
から出る音を全て止めた方がよいでしょう。演奏は、す
ばらしいのですから、集中したいものです。

男性 30代 高槻市 フリーター

［「鳴らすと、わかる」コーナーは］良いが、演奏の方
法の説明があるともっとよい。 女性 30代 大阪市 その他

とにかくコンサートが良かった。音楽の VTR［ビデオ
シアター］は両端（中米・南米）のが、音が小さく、中
の（カリブ）の音にけされてしまう。

男性 30代 京都府 大学生
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学校の旅行で来た中学生の団体が演奏中にうるさく困
った。展示自体は楽しくよかった。 女性 40代 大阪市 主婦

コンサート演奏中の展示案内の音がとても気になった。 男性 40代 能勢町 その他
試奏コーナーでもっといろいろの楽器にさわりたい。少
し不満。 女性 50代 大阪市 会社員

演奏中、ビデオの音は消してほしい。 男性 50代 吹田市 会社員
インカのイセキを見学しながら現地のラテンミュージ
ックにふれてみたいと思った。ぜひ［現地に］行って
来ます。

女性 50代 吹田市 主婦

ケーナやサンポーニャに以前から興味があったが、吹
鳴楽器の展示も多く、名称分類もよくしてあって満足
しました。

男性 50代 箕面市 会社員

手でふれる事の出来る楽器がもう少し多いと良い。 男性 茨木市 その他

5 / 3

どこにもない博物館らしい雰囲気が出ていてとても気
に入っています。展示品が多いようなアナウンスがあ
ったが、少し実際とはイメージが違った。ドラムカン
の数も数えたかな。

　 40代 箕面市 会社員

売店の商品が少ないし、値段は高いように感じた（最
近の円高を考えると）。毎日、ライブコンサートを楽し
めて、とてもよかった。

　 40代 豊中市 主婦

ALEGRIA! 男性 30代 茨木市 その他
もっと手でふれることのできる楽器が、沢山あればい
いのにと思います。 女性 30代 兵庫県 その他

音楽をきいているととてもゆったりできて、ここちよ
かったです。ぜひ行きたいと思っていたのでとてもた
のしみにしてきました。生の演奏をもっときいてみた
いので、こんな機会をふやしていただきたいです。

　 20代 吹田市 会社員

ビデオシアターの場所が、わかりにくかった。（階段の
うしろのところ） 女性 20代 吹田市 主婦

サナブリア姉妹の演奏がとても良かった。できればも
う少し聴きたかった。万博には、よく来るけど民族博
物館があることを知らなかった。私の他にも知らない
人は多いと思う。博物館といえば、"手をふれてはいけ
ません"というイメージがあるけど、今回は直接手にふ
れることができたので、とても楽しかった。

女性 10代 高槻市 大学生

場内でのサナブリア姉妹さんのコンサートがすてきで
した。もっとききたいなあという気持ちになりました。 女性 10代 高槻市 大学生

先生におもしろいときいてきたらとても良かったです。 女性 10代 摂津市 小中学生
コンサートなど非常によいです。 女性 10代 堺市 その他
Gorky's　Zygotic　Mynci 男性 10代 吹田市 小中学生
吹かせてほしい。あと、もうちょっとさわれる物を、作
ってほしい。 女性 10代 大阪市 高校生

サナブリア姉妹の演奏がとっても良かった！！是非 CD
なりが欲しい。 女性 10代 兵庫県 大学生

コンサート用ステージが、もっと広かったら良かった。
（別の場所にしても．．。）展示物を触れたり鳴らしたり
できるというのが、とても良かった。こういう機会が
たくさんあったらと思った。

女性 10代 京都府 学生

弦楽器も鳴らしてみたかった。館内には色々な音が入 男性 20代 兵庫県 会社員
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り交じり、どくとくの雰囲気を出していて、私は居心
地よかった。
底ぬけに明るいラテンのイメージがあまり伝わってこ
なかったように思う。どうしてドラム缶やベニヤがラ
テンなんだろう？コンサートは良かったデス。音がき
れい。

　 20代 兵庫県 会社員

ドラム缶は、沢山ありすぎて見通しが悪いし会場がせ
まくなっている感じがする。 女性 20代 兵庫県 その他

サナブリア姉妹の CD が欲しかったです。発売はされ
ていないのでしょうか？ 女性 20代 高槻市 会社員

実際に楽器の演奏がきけたりしてとても楽しかった。 　 10代 豊中市 小中学生
サナブリア姉妹の演奏がよかった。 女性 10代 堺市 高校生
たのしかった。 女性 10代 大阪市 その他
また、来たいぐらい良い。 女性 10代 大阪市 小中学生
ドラム缶がいっぱいあっておもしろい。いつもより人
が多くて残念だけど常設展より明るい感じなので人が
いてもいいような気もする。また来ます。

女性 10代 摂津市 大学生

もう少し展示の説明がほしい。 男性 10代 京都府 大学生
マネキンで様子を表した方法はとてもよいと思います。
自分でさわるのは音楽のきょうみをより高めるので小
さな子や大きい人にもいいと思います。

女性 10代 茨木市 学生

手でふれることの展示がいろいろな楽器がさわれてよ
かった。とてもいろいろな楽きでえんそうされるのが
楽しみです。また来て聞いてみたいと思います。

女性 10代 茨木市 小中学生

ラテンアメリカのしいたげられた人々の強さみたいな
ものが伝わってきました。 女性 20代 吹田市 大学生

できればコンサートしたサナブリア姉妹のテープとか
CD があればよかったと思う。 女性 20代 高槻市 フリーター

ビデオシアターの音量が小さすぎる。特に二階の試奏
コーナー隣ではぜんぜん聞くことが出来ず残念でなり
ません。

男性 20代 高槻市 大学生

もっと専門的な解説がほしい。 男性 20代 高槻市
学生，その
他

物たりなさが残った。 女性 20代 京都府 会社員
二階のてすりにもたれたら、とれるといわれました。そ
んなキケンなつくりはしないで下さい。こわ～い。 女性 20代 茨木市 主婦

すぐこわれる手すりならつけないで欲しい。 男性 20代 茨木市 会社員
演奏者が演奏する曲目がわかるように印刷物が無理な
らホワイトボードや、黒板などを使って表示して頂け
たらと思います。たいへん楽しかったです。

女性 20代 兵庫県 大学生

［展示コーナーのテレビが、］少なすぎる。［展示コーナ
ーのスピーカーが、］小さい。［ビデオシアターが、］少
なすぎる。

女性 20代 茨木市 フリーター

コンサートで一緒にやりたいです。 男性 20代 池田市 大学生
展示の解説の、つくりが粗雑なような気がしました。大
量のドラム缶にびっくりしたのと同時にとても新鮮に
写った。

女性 20代 滋賀県 大学生

ギターの量に驚きました。楽しかったです。ありがと
うございます。 　 20代 茨木市 会社員
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たくさん楽器があるんだなあ～と思った。 1 階のとこ
ろの各地方のルーツをもっと詳しく知りたい。ブラジ
ル系、キューバ系など楽器のルーツ別にみれてもよか
ったかなとも思う。民族楽器スキなので、また世界中
のをやって下さい。［ドラム缶でラテンアメリカをイメ
ージした展示について、］なぜドラム缶なのかわからな
い。［マネキンの］衣装がきれい。［コンサート用ステ
ージが］素朴で良い。

女性 20代 兵庫県 会社員

マネキンとドラム缶の表現とても良かったです。たの
しめました。 女性 20代 豊中市 公務員

試奏コーナー、ビデオコーナーをかくりして欲しい。コ
ンサートを別のところでしてほしい。楽器の伝来のみ
でなく、音楽的要素ともおりまざった解説がほしい。

女性 20代 兵庫県 会社員

1 階の展示にも、地図があれば、と思った。また、テ
レビとスピーカーの説明も、そのコーナーに展示して
ある楽器の音が、これだとすぐわかる様に聴ければと
思った。試奏のコーナーだけでなく、一緒にステージ
で！！の方がもっと良かった。

女性 20代 茨木市 会社員

売店の品数が少ない。意味のないドラム缶が多く理解
に苦しむ。 男性 20代 長崎県 教員

［ドラム缶が、］くさい。 女性 20代 兵庫県 会社員
てんてこ団の方々の演奏はとてもすばらしく、楽しく
聴かせていただきました。 女性 20代 京都府 大学生

展示場の入ったら臭いがキツかったです。（床の木の臭
いですか？）展示全体に"今までにない工夫"をとり入
れようとしているのは判りますが、チープに見えます。
コンサートは長すぎます。立ち見はしんどいし座れば
お尻痛いし、子どもの知らない曲が多いせいか皆たい
くつしてましたよ。コンセプトは良いです。

女性 20代 奈良県 学生

会場がややせまくてごちゃごちゃしてるが、それがま
た良い点でもあると思います。いまひとつ明るくなり
きれず、やわらかくもなりきれてないようにみえます
が、無理して明るくしたりやわらかくすることはない
でしょう。ドラム缶が積んであるのはおもしろいです。

（でもあまり展示内容にかんけいないとおもう）［ベニ
ヤ板の床はアンケートで］言われるまで気づかなかっ
た。［展示コーナーのスピーカーは、］おもしろい。

男性 20代 京都府 大学生

またやってほしい。 　 20代 大阪市 会社員
［展示の解説について、］も少しくわしく。 女性 20代 吹田市 会社員
［ベニヤ板の床について、］一部めくれている箇所があ
り危険では？ 　 20代 豊中市 会社員

楽器にさわったりならしたりできるのでとても楽しか
った。ピストルみたいなまわすやつがとくにGood。演
奏もきかせてもらってよかったです。ビデオシアター
はもう少し工夫がほしかったです。一人の人ばっかり
やってるし。まあしかたないかなあ。イスは、たくさ
んあって、すわりやすくて良かったです。展示も見や
すく、きれいでした。今から売店に行って来ます。

女性 20代 京都府 大学生

階段が中央の 1 ケ所にしかないため 2 階の展示会場へ
いきたくてもコンサート中、階段を上がりづらかった。
コンサート会場に独立性がほしい。

女性 兵庫県 会社員



148 149

展示品に手を触れてみることは、ある点では非常によ
いことだと思いますが、民博に収集されている資料に
は大変貴重な物もあるはず、よく理解できない人が興
味本位で触っているのを見ると本当に触らせて良いの
か疑問に思います。触らずとも良く観察させることを
教えるのも一つの方法だと思いますが。

男性 60代 兵庫県
その他／コ
ンサルタン
ト

もう少し、広い場所で開いて欲しい。（ドラム缶のせい
で最後に狭く感じた）。 男性 60代 堺市 会社員

身近にある物を使っての楽器演奏、説明も良くとても
楽しい演奏でした。ありがとうございました。 女性 60代 京都府 主婦

地域同士の関連が判り良い。同一地域で同様の展示が
あり、アマ用、プロ用、上流、下流、民衆等、使用者
の比較があるともっと良い。民衆のものか、手作りの
感じのもの、身近なものの活用等、皆で音楽を楽しん
でいるといった感じを受けたが、これがラテン民族の
民族性ととっても良いのか、全般的な解説も欲しい。

（気がつかなかったのかも知れません。）

男性 50代 大阪市 会社員

楽しい一日であった。舞もあれば良かった。 男性 50代 京都府 会社員
ラテン音楽は大好きです。 男性 50代 堺市 会社員
今迄何度も来ていますが、今回は、特に良かった。友
人に教えてあげようと思った。ありがとう。 女性 50代 吹田市 主婦

［ベニヤ板の床について、］音響のため良い。 男性 40代 吹田市 会社員
［写真のパネルを］もう少し多く。 女性 40代 豊中市 主婦
来て良かったです。 女性 30代 大阪市 公務員

［コンサート用のステージについて、］ドラム缶にすわ
って見ていて、首がだるくなった。もう少し離した方
がいいです。

女性 30代 京都府 教員

常設展示場だけに行きたかったのにラテンアメリカの
音楽と楽器の料金も払わされてむかついた。 女性 10代 兵庫県 大学生

ラテンアメリカの音楽と云えば、テレビで見たり聴い
たりぐらいであまり親しみがなかったが、ミニコンサ
ートを聞かせていただき、身近な物で音を作り、わか
りやすく音を楽しんで演奏しておられ、とても親しみ
を持って楽しく聞かせていただきました。ありがとう
ございました。展示の方もさわったりならしたりでき
て、とてもよかったです。

　 50代 滋賀県 主婦

20才になった子ども達がまだ幼いときにこういう催し
があったら、見せて、音楽・楽器の楽しさを味わせら
れたのにと思いました。とても良かったです。

女性 50代 吹田市 主婦

泉大津のリソースセンターで、山本先生の講演をきか
せていただいて、行ってみたくなりました。 女性 40代 岸和田市 会社員

演奏者の CD がなかったのが残念です。 女性 40代 兵庫県 教員
珍しい楽器やコンサートがとてもよかった。 男性 40代 豊中市 会社員
もっと多くの楽器をさわって鳴らせるとよい。ハンイ
が広すぎて印象が散まんでした。［展示場の案内係は、］
いてもいなくてもいっしょ。PR 不足。

　 40代 豊中市 会社員

会場が暗い。南米の感じがしない。 　 40代 東大阪市 自営業
ますます工夫して下さい。アフリカの仮面展以来のく
ふうした展示だったと思いました。 女性 30代 守口市 会社員
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ひとあじちがった、展覧会の企画はさすがです。 男性 30代 京都府 大学生
素朴な楽器に触れたりできたので子供達は喜んでまし
た。［マネキンは、］顔が真っ黒だっだので、子供はこ
わがった。展示場内のコンサートはとてもすばらしい
演奏でした。

女性 30代 豊中市 主婦

ラテン音楽の世界が少しわかったような気がします。
2 ：00のステージ、身近に思えてたいへん楽しめまし
た。

　 30代 茨木市 会社員

いろいろ触ったりできるのが、オープンな感じでとて
もよかった。アルパもすばらしかった。 女性 30代 大阪市 会社員

手でふれるコーナーと、見るだけ（ふれられない）の
コーナーの表示の仕方が不十分。（はっきりと大きく表
示されていない）なので、さわってはいけない物に、手
をふれて演奏していた人が、かなりいて、案内係の人
が、その都度声をかけていたのが印象に残った。

女性 30代 埼玉県 主婦

コンサートの舞台がもう少し低いことを望みます。コ
ンサートの演奏者と聞き手の距離がなくなるような努
力ができるともっとよいと思います。人形で演奏者が
具体的に示されていたことと、民族衣装を含めておも
しろい展示でよかったと思います。

女性 30代 東京都 会社員

もっとたくさんの楽器をさわりたいです。 女性 30代 豊中市 主婦
音楽の原点にふれたかんじでよかったです。 女性 30代 兵庫県 自営業
いつもと違う、オープンな感じで新鮮だった。館内に
突然現れたステージが特に印象的だったが、館内がせ
まくなってしまって、とくに 1 F は、コンサート中は移
動できなくて残念。途中から入ってきたひとには少し
迷惑だったかもしれない。またこのような企画展をし
てほしいです。音楽が好きなので、やっぱり音楽って
いいなあって思いました。コンサートも（てんてこ）何
でも楽器ができてしまうという発想が楽しかった。

女性 20代 京都府 フリーター

5 / 4 もっと楽器が実際どのような音がでるのか、どのよう
に演奏するのか、音がきけたらわかりやすかった。 女性

10才未
満

奈良県 小中学生

展示の仕方を参考にさせてもらいます。生演奏がすば
らしい。 女性 京都府 大学生

企画者の意欲が伝わってくる。なかなかよくできてい
ると思います。これからも頑張って下さい。 男性 40代 京都府 会社員

一階の照明が少し暗いと思う。楽器等は面白いのがあ
り良かった。 男性 10代 大阪市 大学生

4 月 2 日と今回 2 回目です。今回はアルパの演奏を目
当てにきました。 男性 50代 京都府 教員

ビデオで各国の音楽や、大変貴重なシャーマニズムの
ビデオがみれるのは素晴らしい。コンピューター・ネ
ットに公開して、誰でもアクセスできるようにしてほ
しい。あれだけのものは、もったいないから。

男性 20代 埼玉県 大学生

楽器をもっとたくさんさわりたかった。 女性 20代 兵庫県 フリーター
サナブリア姉妹の演奏を聞きました。アルパは華やか
ないい音で、すばらしかった。 2 F でアルパにさわれ
てとてもうれしかったです。

女性 20代 吹田市 その他

前回の20周年記念イベント、常設展のツアー（研究者
によって説明していただける）に参加しました。常設 女性 20代 吹田市 その他
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展は子どもの頃から何度も見ているので、いまひとつ
おもしろみにかけると思っていましたが、一つの道具
の文様にも意味がある等と、説明していただけると視
点が変わり常設展もおもしろいと思えるようになりま
した。ぜひ定期的に案内ツアーをしていただきたく思
います。いつも楽しい特別展をありがとうございます。
これからも楽しみにしておりますので、がんばって下
さい。
缶が多すぎる。そこまでこだわる必要はない。こんな
に缶ばかりおくのならもっと展示品を多くした方がよ
い。手でふれることができる展示物は一カ所に集めた
方が良いのでは？「手をふれないで下さい」のプレー
トのある展示物も手でさわっている人が多いですよ。展
示物よりも色とりどりの缶の方が目につく。そういう
方にばかりお金がかかってい

女性 30代 豊中市 主婦

演奏中、階段がふさがっていて出られない。 　 10代 島本町 高校生
楽器の並べ方は良かった。 2 Fは特に、楽器屋さんみた
いで楽しかった。 1 F はもっともっと暗い感じでもい
い。ライブ感覚をもっとイメージしてほしかった。い
ろんな楽器があると思っていたけれど、よく置いてあ
るものでがっかり。アフリカのものとかあって欲しか
った。たたくもの、響くもの。［ドラム缶は］イメージ
がちょっと。コンサートの時のイスは個人的にすき。

［展示コーナーのスピーカーは］悪いというか、へんな
感じ。［展示の解説について］物足りない。［楽器の］素
材、材質をもっと知りたい。

　 20代 京都府 会社員

レポートにまとめにくい。 女性 10代 高槻市 高校生
とても今回の展示に興味があるので、又、次回も楽し
みにしてます。 女性 20代 兵庫県 主婦

質素で野性的な展示は好感のもてるものですが、とり
方によっては貧相で洗練されない未開のイメージにつ
ながりかねない面があります。意図の解説をわかりや
すいところに示してほしかった気がします。

男性 40代 吹田市 教員

又来ます（スチールドラムの演奏の日）。たのしみにし
ています。私は座れなかったけど、椅子が可愛くて良
い。

女性 20代 兵庫県 大学生

ドラム缶の数が多すぎると思う。コンサート用のいす
がもっと多い方がいい。 女性 20代 兵庫県 教員

東京でもやってください。 女性 20代 千葉県 会社員
手でふれる展示の区別がつきにくかった。 女性 20代 兵庫県 学生
コンサートの時、座る所が無くてしんどかった。 女性 20代 大阪市 その他
さわってもよい楽器とさわってはいけない楽器があっ
たが、見ている人はごっちゃになりマナーの悪さが目
についた。展示の工夫をすればよかったのでは？

　 40代 吹田市 その他

ペルーのファミリアロドリゲスがきてるので、という
ことでペルーの友人たちときました。今朝電話で「ロ
ドリゲスさんのミニコンサートはありますか」と確認
してきたのですが、実際はアルパでした。とても楽し
かったけれど、［友人の］彼らにとってはふるさとの音
楽でよかったのがとてもざんねんだったようです。チ
ラシ等がなかったのででんわがたよりでした。アルパ

女性 30代 吹田市 会社員
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とわかってきたら、もっと楽しめたと思います。〈この
方、私の所へいらっしゃいまして、再度、ロドリゲス
についてお聞きになりました。電話の応対が男性だっ
たといって本当に残念がっていらっしゃいました。
5 / 6 （土）［のファミリア・ロドリゲスのコンサート］
についてはご説明させていただきました。野口（案内
係）〉

「鳴らす……」コーナーは、展示と別の区画で行ってほ
しかった。うるさくてとても展示を観る事ができない。 男性 20代 兵庫県 会社員

手でふれたり鳴らせたりできたのがとても良かったで
す。また、このような展覧会をやって下さい。 　 20代 奈良県 大学生

バイオリンやもっと多くのギターをさわらせてほしか
った。 男性 20代 奈良県 大学生

資料として大版の1800円だけでなく、もう少し簡単な
楽器と説明（国、用途ぐらい）な安価な資料がほしい。
ラテンアメリカの内容は充実していて、いつ来ても時
間が足りない。

女性 30代 兵庫県 教員

展示品の横に小さく「手をふれないでください」とあ
ったが、みな、さわったり鳴らしたりしていた。ふれ
てほしくないのなら、もっと大きく明記すべきだし、ふ
れてよいのなら、何も書かなければよいと思う。

女性 20代 兵庫県 主婦

レストランの食事をもう少し安くしてくれるとうれし
いです。 男性 30代 寝屋川市 教員

音楽好きの娘を連れてくればよかったです。 女性 30代 寝屋川市 主婦
・設問 7 の"ドラム缶 "について　ラテンアメリカの多
様性について十分に表現できないのでは？（ひとつの
イメージでとらえられない）・設問16" 手で触れる"につ
いて　本当に触れて良いものとわるいものをもっとハ
ッキリメッセージとして表示した方がよいのでは？（見
学者にとまどいがあった）・かたいミュージアムのイメ
ージをくずすには、よい企画だと思う。今後も同様の
企画を望む。

男性 30代 東京都 会社員

ふれていい物といけない物の区別はもっとはっきりす
べき。「ふれないでください」の札は小さすぎ、目につ
かない。あれでは、全ての物を自由にさわってもいい
と思われても仕方ないと思う。もっとビデオを活用し、
マネキンだけでなく実際の演奏の様子をそれぞれのコ
ーナーで映像で見せてほしかった。

男性 20代 京都府 フリーター

（ 1 ）民博の企画はいつも生活感が乏しくて、インパク
トが弱い。実際の音楽現場はもっと熱気があるものだ。
やはり学者サンの企画だと思う。（ 2 ）「～族」という
表示をいたるところで見かけたが、「～族」や「部族」
が「未開人」というイメージを持たせたべっ称である
ことに、いいかげんに気づいて欲しい。旧ユーゴ紛争
は「民族対立」であり、「ボスニア人」と呼ばれるのに、
アフリカ等では「部族抗争」であり、「フツ族」などと
呼ばれているのは何故だと思いますか？［マネキンの］
デザインは良くない。［「鳴らすと、わかる」コーナー
は］とても良い。ただしもっと多くの楽器があればよ
いし、アドバイザーもおいてほしい。［展示場内でのコ
ンサートについて、］「研究発表」としても、「ショウ」
としても中途半端で、工夫が足りない。

男性 30代 吹田市 会社員
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レクチャーコンサートをもっと増やして。 女性 20代 京都府 会社員

リャマの人形がすごくよかった。 女性
10才未

満
大阪市 小中学生

以前、常設展でも感じたのですが、マネキンが黒く無
表情なため、独特の暗い印象をうけ、だいなし、とい
う感じがします。手なども指がなく、とにかくマネキ
ンが異様です。むずかしいかもしれませんが、マネキ
ンをリアルにすれば、イメージがガラリとかわると思
います。

女性 20代 堺市 大学生

トランペットとか吹く楽器もやってみたかった。 　 10代 三重県 高校生
・ドラム缶は視覚的に不安定。倒れないという安心感
に欠ける。溶接してある所を見せるなど。・ベニヤの床
は色がほしい。・ 2 F 手すり下の換気孔？ブタの鼻にみ
えてしかたがない。気になる。・演奏のない時間は、ラ
テンリズムの BGM を流しては？［ドラム缶について］
ラテン民族の（ナチュラル）素朴ないめーじと、ドラ
ム缶の化学物的イメージがマッチしない。

男性 50代 寝屋川 会社員

アンデスの特色あるイメージにとぼしい。現地にいる
様な雰囲気がほしい。BGM などで、ムードアップが必
要。ワンフレーズぐらいみんなで参加できる企画など
……。ドラム缶のかわりに石のイメージのもの、澄み
とおった空気を何かで表現できれば。生活感が表現で
きていない。マネキンの使い方に工夫！！

女性 50代 大阪市 その他

「鳴らすとわかる」試奏コーナーは実際自分でひくこと
ができるのでよかった。民族服で特に女の子の衣装が
かわいらしかった

女性 30代 堺市 会社員

よくわかんない。 男性 20代 大阪市 大学生
CD、本以外の安い土産物を！ 男性 10代 堺市 小中学生
とっても楽しかった。手でふれることができるがっき
をもっとふやしてほしい。 女性 10代 兵庫県 学生

レクチャーコンサート聞けなくて残念です。今日のア
ルパとギターの演奏とても美しい音色ですばらしいテ
クニックでたんのうしました。［アルパの演奏で］汽車
の音などが表現できるとは思ってもいなくて、とても
たのしいでした。

　 60代 大阪市 無職

すばらし！ 女性 20代 京都府 会社員
OK！！ 女性 20代 京都府 会社員
二人の声が非常にきれいにハモっていて、又自然な歌
い方で好感が持てた。歌の曲がもう少し多く聴きたか
った。

女性 50代 泉大津市 無職

1 階のドラム缶の色が原色ぽく派手と思ったが、マネ
キンの衣装とマッチしていて、違和感はさほどなかっ
た。多くの楽器を手に触れることができるのは良かっ
た。

女性 20代 岸和田市 公務員

ラテンアメリカのイメージとして、明るくて陽気！展
示場が少し暗い感じがする。 女性 40代 兵庫県 公務員

リオのカーニバルの衣装は実物大ですか。細身なので
びっくりしました。 女性 40代 兵庫県 会社員

来てよかったとは思います。長野県からはるばる。入
門編の中にも新しい発見もありました。あれだけ広く 男性 30代 長野県 その他
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多様な中南米の、音楽の世界を一つの建物に閉じこめ
るのは無理を承知のことと思います。でも、いろいろ
あって、ビデオとかはもっと見たらもっといろいろ知
ることができると思います。またいつか中南米旅行が
したい。伝統・ヨーロッパ・アフリカとありますが、そ
れぞれ多様にまざっていると思います。そのへんも説
明を。入ってすぐのサンポーニャ持ってる人、持って
る人から見て右が低音（長い方）が、伝統の持ち方で
す。あと、マリンバはグァテマラの国民的楽器という
けど、いつでもどこでも聞けるわけではありません。
各楽器のコーナーで試奏できるのはいいが、誰かモデ
ル演奏をしてくれる人が居れば Mais　bien． 男性 50代 兵庫県 会社員

楽器の弾き方について説明する人がいるともっと良い
と思う。 女性 30代 吹田市 主婦

これからももっとたのしい企画をどんどんやって下さ
い。ここに来るのをいつも楽しみにしています。より
充実した博物館になることを願っています。

男性 20代 大阪市 その他

もっとたくさんの楽器をさわれてひけるようにしてほ
しい。 　 20代 京都府 大学生

もっと期待して来た。 女性 20代 京都府 大学生
ドラムかんの展示はなかなかおもしろいと思う。ラテ
ン楽器を試奏できるのは特によいと思う。（特に打楽器
類だけでなく、アルパまで試奏できたのはよかったと
思う。）

女性 20代

「鳴らすとわかる！」コーナーは、今いちわからない。
人形がよくない。とてもチャチにみえる。展示の仕方
がよくない。楽器を調弦したり太鼓も皮がはれてない。
楽器がかわいそう。全部客が引けるようになっている
と良い。By 研究学生．［展示コーナーのテレビについ
て］数ふやして。［「鳴らすと、わかる」コーナーにつ
いて］たとえば、ギター類が固定されているのがよく
ない。弾けないではないか。

　 20代 京都府 大学生

触って良い所といけない所がはっきりせず触ってしま
った。分かり易く明記してほしい。 女性 40代 大阪市 公務員

ベニヤ板だけでは殺風景。遠目でもわかるメイクをし
た方が良い。 男性 30代 愛知県 会社員

展示方法に工夫がこらされており、大変興味深かった
です。 男性 20代 愛知県 会社員

展示方法がとっても印象に残った。実際に手に触れる
ことができたこと、コンサートが良かった。また、こ
の様な企画をして下さい。

女性 20代 豊能市 会社員

サナブリア姉妹の演奏中、僕の方を見てウインクして
くれたのがうれしかった。 男性 20代 摂津市 会社員

ふんいき的によかったです。 女性 10代 兵庫県 高校生
ドラム缶からイメージがわかない。 男性 40代 兵庫県 会社員
ラテンアメリカの人達をもっとよんできて、直接話し
たい。その方がよく分かる、と思う。他にもサンバや
ボサノヴァなどの音楽もやってほしい。

女性 10代 大阪市 高校生

楽器の実際の音は、専門家の手で各種聴けるようにす
る方が良いと思います。実際に手にふれてという体験
的なことも必要でしょうが、キチンとした奏法で楽器

男性 60代 京都府 その他
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は鳴らさないとその楽器の生きた音を知ることができ
ず、興味本位に終わってしまって残念です。

すごいキレイな音楽でした。もっと song が入ったり、
踊りがあったら楽しかったと思います。 　 20代 茨木市

その他／宣
教師

つり下げられているマネキンがきもち悪い。 女性 40代 奈良県 その他
Very　cute　＆　Very　Nice． 　 20代 大阪市 会社員
かわいい。 男性 20代 八尾市 公務員

アンケートの項目が一寸多すぎる。 男性
70才以

上
高槻市 無職

展示説明の字をもっと大きく読みやすくしてほしい。 女性 10代 吹田市 大学生
コンピューターでできるのでそれの音楽をもっとなが
くしてほしい。 女性 10代 兵庫県 小中学生

ラテンアメリカは昔から行きたかったので、ここに来
て行った気分になりました。 男性 30代 兵庫県 会社員

メキシコをとりあげてみると熱い国、太陽がギラギラ
と輝く。そんな中ではもっと明るい展示照明がよかっ
たのではないかと思う。［ドラム缶とベニヤ板の床は］
おもしろいおもむき。

　 50代 箕面市 公務員

ダンボールが気に入りました。ふつうの博物館のイメ
ージと違う、というところも気に入りました。これか
らも、こんな風にいろいろな新しいこころみをして下
さったらうれしいです。

女性 20代 兵庫県 その他

ダンボールを使っての展示が気に入りました。 女性 20代 滋賀県 その他
Muchas 　Gracias，　muito 　obrigado．　Thank 　you　
very 　much. You're 　welcome, Laten 　America 　and　
instrument，　 musee 　 Listen 　 carefully，　 don't　
mention　it, not　at　all, stamp　word　World　War　
2 !

男性 20代 無職

ドラム缶の色彩をその国にあわせたカラーにした方が
いいのでは？ 女性 10代 豊中市 大学生

現在の中南米の音楽も聴かせて欲しい。例えばメキシ
コの流行歌とか……。日本ではNHKの世界の音楽にみ
られるように伝統音楽や数十年前の音楽が多く、現在
の若い人々と音楽の話しは出来ず、むしろ老いた人と
のみ音楽の話しが出来るのがある意味では残念です。日
本の若い人も今では誰も " 君の名 " は聴かないように、
現地でもNHK でとり上げている音楽は聴いていないの
が、中南米のみならずイタリアでも同じ状況です。フ
ォルクローレの時代ではない。

男性 40代 箕面市 会社員

ラテンアメリカの自然さを出そうとしてパネルや案内
を再生紙のようなザラ紙にしたのか、それとも資源節
約のためかどちらかは知りませんが、おりからのエコ
ブームにちゃんと対応した感じがして、好ましく思い
ました。

　 30代 箕面市 大学生

コンサートは非常に良かったです。 男性 40代 大阪市 会社員
手でふれる展示物、鳴らす展示物、増やせないでしょ
うか。楽器は、音を出す物です。どうしても触って、手
触りを確かめてみたくなります。

女性 30代 兵庫県 教員

folk　music と popular　music をあまり区別していな
いところは好感を持ちました。親しまれている音楽を
聞きたい、と思いますから。

男性 30代 高槻市 会社員
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" サナブリア姉妹によるライブ・コンサート " 素晴らし
い音楽を聴く事が出来、ありがとうございました。ド
ラム缶の展示は会場の雰囲気にとけ込んでいて大変ユ
ニークでグッドアイデアだと感じました。

女性 60代 広島県 その他

せっかくのライブなのに PAを使うとよさが半減してし
まう。大音量である必要は少ないのだからPA 無しでし
てほしかった。あと床がベニアのペコペコは大変マズ
イと思う。広葉樹単板かサンステージ又はレンガ、石
材などもっと考えてほしかった。ベニア・コンクリー
トは安価だが音質的には最悪！！［展示コーナーのス
ピーカーについて］工夫は良いが、ひずみが多い。

男性 20代 吹田市 会社員

民博資料の情報等のケンサク・エツランなどパソコン
ネットを通じて出来ればいいと思います。 男性 30代 奈良県 会社員

サナブリア姉妹の演奏とっても良かった！夫は眠って
いましたが……今日は楽しかったです。［手でふれるこ
とのできる展示について］very　good でーす！！［展
示場内でのコンサートについて］とても良い。だって
これ聞きに来たんだよ。

女性 40代 茨木市 会社員

気軽に来れて演奏が聴けてとても良かった。 　 40代 茨木市 無職

5 / 6 場所がもうちょっと広ければ、きっと演奏もしやすか
ったのでは。 男性 30代 大阪市 公務員

楽器の名称等の表示は西語、ポ語も併記した方がよい
と思う。 　 20代 東京都 会社員

もっと楽器個々の名前を書いてほしい。 男性 20代 大阪市 公務員
ロドリゲスまたうち寄ってや。 男性 20代 北海道 大学生
音楽テープの販売があっても良いのではないか。ドラ
ム缶による演出が非常に良い。館外へ音楽を流す効果
が良かった。

男性 30代 東京都 会社員

ロドリゲスのアンコールが特に良かった。ランバダが
かっこよかった。「乾杯」は日本語が上手でびっくりし
ました！

女性 20代 吹田市 教員

ファミリア・ロドリゲスのコンサートすっごいよかっ
たです。皆がファミリーってところもあったかいし、娘
さんたちがキラキラしてたし、お父さんがしぶいし、文
句なしでした。ずっとファミリーで続けていってほし
いです。ありがとうございました。今日来てよかった
ぞぉ！

女性 10代 京都府 大学生

［とても満足、］でももっと楽器にさわりたあい！ 女性 20代 吹田市 公務員
又、ゆっくりと、勉強してからもういちど来たいと思
う。 　 20代 門真市 会社員

楽器は鳴らすものであるから、ただ展示して、見るだ
けではつまらないと思う。今回少しだけど「鳴らすと
わかる」コーナーを設けてあったのはとてもよかった
と思います。今後もこういう配慮をお願いします。

女性 50代 豊中市 主婦

開館時間がもう少し長いと社会人としては来やすいの
ですが。駐車場は大変混雑するので満車の表示をもっ
とはやく（遠い地点）から出してほしい。

　 20代 滋賀県 会社員

駐車場が大変（ 5 / 6 ）ゆっくり見られなかったけれど、
コンサートは素敵。もう一度ゆっくり展示を見るため
に来たい。

女性 50代 滋賀県 主婦
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もっと掘り下げた内容にしてほしかった。 男性 20代 茨木市 会社員
今回のプログラムをぜんぶこなすには10じ― 5 じはあ
まりにみじかすぎます。展示を見るひまがない。とく
にめったに来れない遠方の私としては 6 じくらいまで
開館してほしいといつも思う。［ドラム缶でラテンアメ
リカをイメージした展示は、］おもしろい。［「鳴らすと、
わかる」コーナーは、］もっとあったらなぁ。［展示場
内でのコンサートは、］とても良い。

女性 20代 長崎県 フリーター

［ドラム缶は］イメージがブラジルにかたよらないでし
ょうか。 女性 40代 大阪市 会社員

［ドラム缶のイメージは、］メキシコだけって感じ。［コ
ンサート用ステージは良いが］観客はきつい。 男性 20代 茨城県 会社員

ロドリゲスのコンサートがとてもよかった。 男性 20代 大阪市 公務員
去年から、ブラジル音楽（ラテン音楽）に興味を持ち、
CD を時々集めては何時間も聞いています。今回、民族
学博物館へひさしぶりに来て、生のラテンコンサート
を聞くことができて、とても満足です。

女性 20代 吹田市 フリーター

［展示コーナーのスピーカーは、］音の質が悪い。 　 20代 吹田市 無職
季刊民族学で予告記事を読んで首を長くしてどんなに
楽しみな楽器展なるかと、待っておりました。音楽で
最も大切なことの一つ、演奏される場所、空間に居る
ことで心の安らぎ、心の休憩所が得られること。ラテ
ンアメリカ音楽のアウトラインが今迄よりもはっきり
と見えてきたように思います。例えばアルパの演奏法
や調弦のこと、千葉先生のレクチャーによるチリーの
音楽などの楽しさ、多様な楽器その歴史、といったよ
うなこと。今後の民博への希望。今回の楽器展で親近
感を確かなものにすることが出来たように思います。定
期的に解説を伴う民族音楽レコード・コンサートのよ
うな企画をお考え頂ければありがたく思います。山本
先生の御健康を祈って。

男性 50代 吹田市 自営業

ラテンの巾広い楽器の展示がされてよかった。特に、手
でふれ音がきけるというのがよい。竹の楽器などは、作
れそうな感じを与え身近なものに感じた。素朴な音楽
が好きで今回来れてよかったと思います。練習風景も
よかったです。

女性 40代 高槻市 公務員

室内だとしかたがないが、空気中のほこりをなるべく
なくしてほしい。スチールパンの試奏は個人的に良か
った。演奏者がステージ後場内にいて入場者と同じ場
所にいるのは良かった。

男性 20代 大阪市 会社員

コンサートがあったり、実際に触れることのできる展
示は画期的で良かった。 男性 20代 埼玉県 会社員

楽器の演奏レクチャーのようなものが、もう少し何回
かあるとよいと思った。今回初めてきて、私はケーナ
を練習しているのですがケーナのレクチャーコンサー
トがないので、残念です。他は、なかなか触れる機会
のない楽器ばかりでよかったと思ってます。

女性 20代 茨木市 会社員

国別でアルゼンチン北部（フフイ州・サルタ州）の展
示がない！「花祭り」の原地ウァウァカの人の演奏を
収録したビデオが見たかった。ビデオコーナーでタン
ゴだけでなく．．．。

男性 30代 京都府 フリーター
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演奏がすごく良かった。パンフレットの中に地図もの
せてくれたら、もっと分かりやすかったと思います。 女性 20代 吹田市 会社員

コンサートの音楽がとてもリズミカルでよい。聞いて
いるだけでもよい。前回［レクチャー・コンサートで］
メキシコの音楽を聞いたが、現地の人たちではなかっ
たので、どこか違う感じがするので、現地の方にやっ
ていただきたい。

女性 10代 大阪市 大学生

万博公園入口でコンサートの時間案内があればよかっ
たのに。11：00からのが聞けなかったのが残念です。 女性 50代 吹田市 主婦

もっとコンサートを短時間間隔でやってほしい。キュ
ーバ、ブラジル等の音もきかせてほしい。 男性 30代 神奈川県 会社員

ドラム缶はアフロのイメージを感じる。 男性 40代 高槻市 公務員
もう少し何かの方法で、他にアピールしてみては？！ 　 20代 大東市 会社員
中国古代（秦・漢代）の遺跡についてやってほしい。 男性 20代 兵庫県 教員
ミニ・コンサートがとても良かった。 5 / 3 に来てよか
ったので 5 / 6 も又でかけて来てしまった。手でさわっ
て、楽器を鳴らすことやミニコンサートでラテンアメ
リカがもっと身近に感じるようになった。同じような
催しを又やってほしい。

女性 豊中市 主婦

演奏を多くしてほしいです。 男性 60代 吹田市 会社員
もっとさわれる楽器をふやしてほしい。音程などのく
わしい説明がなく、どう鳴らしていいのかわからなか
った（マリンバは特に）。でも素人にもわかりやすい説
明で、おもしろい企画と思った。コンサートがチラシ
では14：00～と書いてあったのに、14：30～というの
は、どういうことか？！案内不足である！！［ベニヤ
板の床について、］素朴である。［マネキンが、］西洋っ
ぽすぎた（特に顔）。［手でふれることのできる展示に
ついて、］どれがいいのかわからなかった。

女性 20代 京都府 会社員

図録→カラー写真が少ない。コンサートやイベントの
案内などは外にも目立つよう貼出しておいて欲しい。時
間を調整して入館できたのに．．．。コンサートのために
館内で 1 時間も 2 時間もつぶせない。常設とレストラ
ンともっと自由に行き来できるようにして欲しい。友
の会の年会費等、高すぎる。興味があっても入れない。
売店等で店員さんたちとナァナァになっているオヤジ
などを見ていると、暇なお金持ちしか入れない会かと
思ってしまう。設立した時から民博のファンだが、そ
の辺は残念です。

女性 30代 茨木市
会社員，主
婦

試奏コーナーの設置は良いが、種類と、数が少なすぎ
る。楽器が、高価な物と云うのは分かるが、全種 1 点
ずつでも、試してみたい。

男性 30代 茨木市 会社員

楽しむことができた。 男性 60代 豊中市 会社員
ミニ・コンサートにひかれて 2 回来ました。駐車場か
ら入口までがくたびれる。雨降りなら来たくない。元
気な人しか来れない。

女性 50代 茨木市 主婦

ドラム缶のイメージよりは、もう少し粗野な感じ（自
然をイメージさせるもの）の方がラテンぽい感じがす
ると思う。ただ色的にはとてもカラフルなので、ラテ
ンの感じがする。場内が、少しひんやりするので、ラ
テンののりといった具合でないのがちょっと残念。

女性 30代 河内長野 その他
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鳴らすとわかるが、全く不足で、宣伝コピーと違う。 　 40代 茨木市 会社員
音的にはとても明るいはずなのに淋しい感じがした。理
由は分からない。 女性 50代 大阪市 主婦

「鳴らすと、わかる」コーナーのまわりに「さわらない
で」と書かれた楽器も並んでいるのですが、ついつら
れてさわってしまいます。あっ、こんなところにと思
うところにまでオモチャというか人形がおいてあって

（いくつも重ねたドラム缶の上とか）楽しめました。

女性 30代 兵庫県 会社員

もっと楽器にふれたかった。もっとマンドリンの展示、
説明を。（某マンドリンクラブ所属） 　 20代 池田市 大学生

ファミリア・ロドリゲスの皆さんの演奏が聞けて、と
てもラッキーでした。又、世界各地の演奏を聞かせて
下さい。

女性 40代 茨木市 公務員

鳴らせる楽器がもう少し多い方が良いと思います。 男性 20代 石川県 公務員
日本人とのセッションなどもできればみてみたい。（コ
ンサートにおいて） 男性 20代 吹田市 会社員

展示商品が多過ぎる。説明文文字小さ過ぎる。展示商
品ただならべただけ。勝手に見ろという感じ。それな
らもっと解かりやすく解説すべき。キャプションも小
さ過ぎる。生演奏以外の時はもっと雰囲気作りの為に
も、リズム感のある音楽をバックに（館内）に大きな
音で流すべき。以上

女性 40代 豊中市 会社員

ドラム缶のディスプレイがとっても気に入りました。 男性 20代 池田市 大学生
鳴らすと、わかるコーナーをもっと充実させてくださ
い。よかったです。 男性 20代 大阪市 会社員

試奏コーナーの楽器は沢山あったらよいと思う。展示
照明はあたたかい感じで、それはよいとは思うが、コ
ーナーによってもうすこし雰囲気が変わると楽しい（ビ
デオシアターのように）。本日（ 5 / 6 ）はコンサート
三昧でよかった。家でも聴こう。

女性 20代 守口市 会社員

もう少し多彩な展示があると思っていましたが、貧弱。
『ラテンアメリカの音楽と楽器』を思いましたが、楽器
や音楽や打器の名称に原語（スペイン語など）を入れ
ておいて欲しかった。リストの部分では不充分。『ラテ
ンアメリカの音楽と楽器』の本は値段の割に中が貧弱。

男性 60代 奈良県 教員

「鳴らすとわかる」コーナーの楽器は限られていて展示
されているのを見ていて鳴らしてみたくてもさわれな
くて、どんな音がするのかわからなくて残念しでした。
サナブリア姉妹の演奏とてもすてきでした。［ドラム缶
でラテンアメリカをイメージした展示について、］ちょ
っとこりすぎかも……。

女性 20代 兵庫県 大学生

展示の関係もあるんでしょうが、もっと明るいイメー
ジ（青空ステージとか）が似合いそうなものではない
かと感じた。でも、手で触れることのできる楽器等は
良かった。

女性 20代 堺市 会社員

私は大阪外大でスペイン語を学んでいます。ラテンア
メリカの文化や歴史に興味があったからなんですが、近
くにこのような立派な博物館があり、特にラテンアメ
リカに関する資料が豊富にあり、大変うれしく思いま
す。これからも、いろいろ企画して下さることを期待
しています！頑張ってください！

女性 20代 豊中市 大学生
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コンサートなど会場に来てから知りました。もう少し
PRしたら良い。 男性 50代 兵庫県 会社員

笛も吹ければ良かったのに。 男性 20代 兵庫県 会社員
民博は生きている。他の施設（日本庭園、国際美術館、
民芸館）は死んでいる。せっかく万博公園だからぜひ
がんばって下さい。

男性 50代 箕面市 会社員

楽器の音が、もっと聴ければよい。音楽と社会の関係
について、わかるような展示ならなおよい。 　 30代 兵庫県 大学生

ただ＂観るだけ＂じゃない展示の工夫がされていて、と
ても楽しかったです。 女性 20代 兵庫県 会社員

展示場、演奏共にとても良かった。ラストの「コンド
ルは飛んでゆく～よ」を聞いていると本当に自分がペ
ルーの上空をゆうゆうと飛ぶコンドルになった気がし
た。涙が出そうになるくらい素敵な音ですね。機会が
あればもう一度来たいと思う。とても楽しい時間を過
ごさせて頂きました。ありがとう。

女性 20代 高槻市 会社員

空気が悪い。 　 20代 吹田市 大学生
もっとさわれるものを、ふやして下さい。 女性 20代 摂津市 その他
毎回いろいろい工夫がされ、面白い内容となっていま
す。もっと世界中のことを、それも生活に関わる身近
なものを取り上げて（世界のトイレ事情や歴史など）欲
しいです。

女性 20代 大阪市 公務員

1 F のトイレの表示をわかりやすく。まごつく。 　 60代 摂津市 無職
フォールクローレのライブに感激しました。素晴らし
い生の音とダンス、リズムを聞かせて見せて頂きあり
がとうございました。又、期待しております。

　 20代 箕面市 自営業

コンサートすばらしかったです。ありがとうございま
した。アルパをさわってみたかったのでうれしかった
です。

女性 30代 豊中市 その他

野外コーナーなどあれば天気の良い日などよいのでは。 女性 30代 京都府 フリーター
ラテンの雰囲気が味わえてよかった。今までの展示と
ちがい展示のテーマにあった展示方法だと思った。 男性 30代 広島県 会社員

サナブリア姉妹、ファミリア・ロドリゲスのコンサー
トが気に入りました。こんなのをいつもやっているの
だったら、もっとしょっ中民博に来るのに。と思って
いる。歩く距離が長い、冬の夜は暗い。これをなんと
かしてほしい。

男性 50代 茨木市 会社員

すごく面白かったです。東京でもこんなに楽しい展ら
ん会があってほしいなと思いました。私が大阪人なら
コンサートが変わる度に通いたいです。衣装と楽器を
合わせたところがすごく良かったです。そして、写真
もスケッチも OK というところに、ここの館のあたた
かさを感じました。

女性 20代 東京都
その他／イ
ラストレー
ター

ファミリアロドリゲスのコンサート感動しました。会
場全体楽しい雰囲気で今までの民族博物館と違うイメ
ージが親しみやすくてとても良かった。イラストわか
りやすくてとても良いアイデア。意欲的取り組みに感
動しました。

女性 50代 高槻市 主婦

民族学博物館というとかたくるしくて古いものばかり
展示してあるというイメージがありますが、ライブコ 女性 30代 高槻市 会社員
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ンサートをとり入れることで民族学を音楽を通して身
近に感じることができたように思います。ドラム缶や
ドラム缶型のいすなど演出もなされていてよいと思い
ます。いすがドラム缶なのでびっくりしました。

5 / 7 もっと説明してほしい。 女性 50代 豊中市 主婦
鳴らすとわかるコーナーは楽しいけれど、もう少し楽
器の量を増やして欲しい。 女性 20代 大阪市 会社員

もう一回きたいと思う。 男性 10代 三重県 高校生
わかりやすい、親しみやすいという点ではとてもうま
くいっていると思います。足元のベニヤはすこしふわ
ふわしていて安定がよくなさそうに見えました。触れ
るというのはよいと思います。とくに、演奏を聞いた
あとでアルパにさわれたのはうれしかったです。演奏
はとてもすごく良かった。時間があれば何回でも聞き
たかったです。

女性 20代 枚方市 大学生

音楽がすごく気持ち良かった。お姉さんの歌がすごく
上手だった。きれいな人だなぁ．．．と家族で話した。演
奏していた楽器にさわってみたかった。PAさん（S．R
さん）とっても上手だったと思う。勉強になった。学
校で（音楽史の授業で）ラテンをやっているのでこれ
も勉強になってよかった。音楽の展覧会には大賛成な
ので、またやってほしい。ロドリゲス一家に会いたか
った。残念。Thanx。

女性 20代 豊中市
学生，その
他／専門学
校（音響）

ブラボー 女性 10代 豊中市 会社員
何も知らず日本庭園 etc に来た人もいるはず。彼らの目
に付く様案内があればと思う。 男性 40代 池田市 会社員

売店でもっといろんな楽器をおいてほしかった。 女性 10代 和歌山県 高校生
ビデオシアターがとても面白かった。 女性 20代 京都府 大学生
コンサートがとても良かった。［ベニヤ板の床は、］歩
きやすい。［展示コーナーのテレビは、］リアルで良い。 男性 50代 高槻市 会社員

ラテンアメリカの地図をパンフレットに入れてくださ
ると、国や地域をより具体的イメージできたと思いま
す。ラテンアメリカにうとい者にとってはどこに位置
するのかわかりにくかったので。コンサート、すばら
しかったので、アンコール演奏をぜひ、お願いしたか
ったです。［展示場内のコンサートは、］とてもとても
よかった。

女性 30代 吹田市
その他／団
体職員

Latain　America の地図を入れてほしい（会場に）。解
説には、さらに小さい字でもよいのでこまかいせつめ
いをつけくわえておいて頂ければと思います。各セク
ション毎にその音楽をながしておいて頂きたかった。コ
ンサートすばらしかったですが、アンコールができる
ふんいきでなかったのが残念。

男性 20代 神奈川県
その他／医
師

ラテンアメリカの料理をもっといろいろ試食したい。
［展示コーナーのテレビが］小さい。 　 30代 京都府 会社員

人形が動くとおもしろい。 女性 30代 京都府 公務員
人形の 3 次元的配置をもっと多くしても良かったので
は？パソコンをつかった映像選択は大変良かった。 男性 20代 茨木市 大学生

いろんな楽器がとてもよくわかってよかった。 女性 10代 兵庫県 小中学生
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ファミリアロドリゲス、サナブリア姉妹ともに素晴ら
しい演奏で何度も来てしまいました。こういう展示だ
けでない観たり、聴いたり、触れたりできる企画をま
たおねがいします。アンケート大嫌いな私が思わず答
えたくなるくらいすばらしい企画でよろこんでいます。

　

これからも今回の様なミニコンサートを企画して下さ
い。 　 20代 池田市 会社員

よかったと思う。（おもしろかった。） 女性 10代 茨木市 小中学生
となりのレストランの食事を特展に合わせているのが
とてもよい。値段をもう少し安くしてほしい。 男性 20代 豊中市 大学生

コンサートはとてもすばらしかった。展示品について、
もっと詳しく解説してもらいたい。 女性 10代 池田市 大学生

鳴らすとわかるコーナーをもっと大きくするといいと
思います。簡単な楽譜のようなものやお手本デビオや
演奏法の貼り紙などがあると指導者がいなくてもミュ
ージシャン気分で楽しめておもしろいのでは？それに
してもコンサートがすごく良かったです。展らん会自
体もすごーく良かったです。

　 20代 大阪市 その他

楽器たのしくておもしろい。［展示の解説について、］み
にくい。 女性 20代 堺市 大学生

いろんな楽器を鳴らしたかった。 男性 20代 堺市 大学生
Quero 　parabenizar 　pelo 　evento! 　Gostaria 　de　
dar 　nma 　sugestao 　colocando 　pessoas 　latinas　
vestidos　a　carater　no　alendinents　aos　visitan-
tes．

男性 20代 兵庫県 大学生

楽器に直接触れることがてきたのでよかったです。楽
器の使い方を書いてあればもっとよかったと思います。 女性 10代 大阪市 大学生

もう少し各楽器についての成立背景などの " 文字情報 "
が多くてもよかったのではないでしょうか。 女性 20代 兵庫県 会社員

展示のデザインが素晴らしい。楽器と思われるものを
それこそ何でも展示している姿勢に感動した。実際に
手でふれて音を出せるコーナーもとても楽しめた。さ
すが民博！と思いました。あとレストランのメニュー
もこっていてすばらしいアイディアだと思います。

女性 20代 兵庫県 会社員

図録は少し一般の人にとっては硬い感じがするのでは
ないでしょうか。（世界）各地域の音楽（楽器）の展示
をシリーズ化されてはどうでしょうか。

男性 50代 八尾市 教員

試奏コーナーの楽器を増やして欲しい。 男性 20代 京都府 会社員
演奏会がよかった。ドラムかんのいすもよい。 女性 40代 吹田市 公務員

［手でふれることのできる展示について、］「さわるな」
が多いのでわからない。［「鳴らすと、わかる」コーナ
ーは、］チューニングがあっている？弾き方の解説が欲
しい。皆めちゃめちゃ弾いていて雑音！！

男性 30代 吹田市 会社員

展示ややたら長い自己満足（学者の）解説ばかりが目
につく展覧会場が多いこのごろの中、今回のものはと
ても自分も参加しているという気持ちになれて大変楽
しく理解しやすかった。音楽という利点をうまく利用
したところもあると思う。が．．．。人本来の触れてみて、
情報を得るという学習に近く概念で理解するのではな
く身近に理解することができ本当によい20周年展示だ
と思う。［ベニヤ板の床は、］Pタイルより足がつかれな

女性 20代 京都府
会社員，主
婦
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い。［展示コーナーのスピーカーは、］音もれがしてい
る気がする。
試奏コーナーの楽器が少ない。"鳴らすとわかる " と銘
うってあるからにはもっと多くの楽器を陳列すべき。あ
んなに少ないのなら"鳴らすとわかる"などと書かない
でほしい。オマケ程度の試奏コーナーにはがっかり。そ
れから演奏法や音階などもかんじんの試奏コーナーに
は殆どなく、本当にただ"鳴らす"だけ。楽器として鳴
らせる様な工夫をもっとしてほしい。ただ並べるだけ
で音楽好きの人が作った展示場という感じがしない。そ
れにあの内容に一人750円は高い。国立なのだからもっ
と料金をおさえるべき。これでは地元の友人に「良か
ったから行ってみて」とはとても言えない。むしろ「高
くておそまつなので行かん方がええ」と言いそうであ
る。［ドラム缶でラテンアメリカをイメージした展示］
は良いが、ドラムカンが目立ちすぎ。

女性 20代 吹田市 主婦

音楽を展示で見せるのは難しいと思いました。バンド
ネオンの実物が見れたのはよかった。ただ、音の出な
い楽器はあまり面白くない。ポスターを見て、行って
みたいと思いましたが、どれだけ紹介できているかと
考えると少し誇大広告のような．．．。もっと現代の南米
音楽にスポットをあてて、CDコーナーなど置いたらも
っと良かったのでは。帰りの足でレコード屋へ行きた
くなるような展示。例えば、バンドネオンの紹介に A．
ピアソラの CD をおくといった方法はどうでしょう？

男性 20代 兵庫県 公務員

明るく楽しい展示になっていると思います。コンサー
トは楽しく、心洗われる様な音楽でした。希望として
は短くても一曲日本の曲を演奏して欲しい。

女性 40代 吹田市
会社員，主
婦

サナブリア姉妹のコンサートがとてもよかった。 女性 10代 堺市 大学生
もっと売り物を増やしてほしかった。（ペルーのセータ
ーとか） 女性 30代 池田市 主婦

来月ジャマイカに行く機会があるのでいい勉強になり
ました。 女性 20代 兵庫県 会社員

一度にこんなたくさんの楽器などに出会えてすごいよ
かった。解説も短くシンプルでわかりやすい。自分で
触って音がわかるのもいい。一番満足したのはアルパ
とギターのサナブリア姉妹の演奏会。ステージから何
から開放的で、音楽を聴いていると極楽気分になった。
毎日でも聴きたいと思った。彼女たちには日本全国で
演奏して頂きたい。鳥取の田舎にも来て下さい。

女性 20代 鳥取県 フリーター

展示案内のお姉さんが親切に使い方を教えてくれたり
して、わかりやすかった。「鳴らすと、わかる」試奏コ
ーナーの太鼓の使い方がわからなくて（どこをたたく
のか）説明が欲しかった。ビデオの画面がもう少し大
きい方が見やすいと思いました。コンサートはとって
も GOOD で楽しかったです。私はチラシをブラジル料
理のお店で頂きましたが、もっとあちこちで宣伝があ
ると、行きやすいと思いました。今まで知らなくて残
念だったと思いました。ずい分、以前からこういうイ
ベントを開催しているんですよね。また、遊びに、心
のリフレッシュに来たいと思います。

女性 20代 大阪市 フリーター
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もう少し鳴らせる楽器がたくさんあるとおもしろいと
思う。 女性 10代 豊能町 高校生

ドラム缶がきれいすぎる。［コンサート用ステージにつ
いて、客座が］せまい。座れない。［「鳴らすと、わか
る」コーナーは、］少し照れる。

女性 20代 兵庫県 会社員

狭いことが残念。 女性 40代 兵庫県 主婦
「鳴らす、わかる」のコーナーが、自分で実際に試せた
ので、弾き方を（演奏方法）考えながら音を出せて楽
しかった。

女性 20代 豊中市 大学生

もっと明るいサンバなイメージを求めています。 女性 20代 吹田市 会社員
サナブリア姉妹が演奏してる時の笑顔がすばらしかっ
た。 女性 10代 川西市 小中学生

売店のものが高い。サナブリア姉妹のえんそうのとき
のひょうじょうが、とてもよかった。（こっちまでうれ
しくなる）

女性 10代 川西市 小中学生

楽器は鳴らせないと。見てもおもしろくないと思いま
す。 男性 20代 吹田市 会社員

サナブリア姉妹のコンサートが良かったです。アルパ
の音がとてもきれい。 女性 20代 茨木市 会社員

吹奏楽器の試奏がほしかった。会場の感じがとてもい
い！次も期待してます。 女性 10代 奈良県 高校生

アフリカ的世界のカラフルなドラムかんの色や配置が
わるい。 女性 10代 茨木市 小中学生

テランアメリカをドラムカンでイメージしたのが面白
いけれど意味がありますか。 女性 50代 愛媛県 自営業

もう少し試奏できる楽器を増やしてほしい。（特にケー
ナ、サンポーニャ） 男性 20代 大阪市

その他／専
門学校生

コンサートにすごく聞きいってしまった。よかった。 女性 10代 大阪府 大学生
multimedia　corner, video 等分かり易く、　data　base 
に access できた。 男性 20代 愛知県 会社員

総じて工夫が行き届いている。コンサートも大変結構。
もっと世界的にポピュラーなスタンダードナンバーも
やってくれ。小生自身の好みからいえば、音楽を通じ
て、ラテン系、南米系、エスニック系、原住インカ系、
etc の民族学的、歴史的沿源を系統的に分かり易く解説
するコーナーを設けてほしかった。彼らが非征服民族、
少数派、常に開発途上でありながら底抜けの明るさを
失わない人たちのエネルギーと明るさを社会学的、歴
史的、民俗的に音楽をフィーチュアーしつつ展示、解
説してほしかった。右の条に、単なる理屈に候的御聞
流し被下度願上候。

　 60代 吹田市 公務員

マネキンのもっている楽器に説明があればよかった。廃
材の行方が気にかかります。 女性 20代 茨木市 主婦

ラテンアメリカの音楽を国別等にわけて、聞いたり、検
索し、楽器の楽しさを知ることがてきました。特にラ
イブでパラグアイのアルパが聞け、楽しかったです。

［ビデオシアターについて、］古いビデオも多かった。

女性 30代 東京都 会社員

5 /25
初めて来て、感動しました。とてもこれほどおもしろ
い展示なのに東京方面では知られていないのが残念で
す。民博はリアルでわかりやすく、しかも見物人も参

女性 30代 神奈川県 教員
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加ときいてはいましたが、これまでの博物館の常識を
はるかに超えてて、東京でこういう所がないのがくや
しい。私は一応教職者なので、生徒あつめてきたいと
思います。展示も体系的なのにわかりやすくて、楽し
くて、食堂のメニューまで協力してて感動しました。コ
ンサートもよかったし、コンピュータの展示もよく、あ
れで CD-ROM がでたら、うちの VISION 用にも購入し
たいです。ありがとう！
もう少しいろんな楽器をならせたらよかった。 　 10代 京都府 大学生
楽しく過ごせました。 女性 50代 京都府 主婦
とても良かった。 女性 50代 兵庫県 自営業
遠い国からの歌い手さんがんばって下さい。ドラムか
んの設置は大成功でした。 　 50代 京都府 主婦

ラテンアメリカのイメージがよく出て、この設備はと
ても良かったです。 　 50代 京都府 主婦

サナブリア姉妹の演奏は、とても親しみがもててよか
った。みんな、手拍子すればもっともりあがるのにナ
～。

　 50代 吹田市 主婦

小長谷有紀先生によろしく伝えておいて下さい。こう
した催しは一応楽しみなのでこれからも様々な催しを
企画して下さい。

男性 20代 吹田市 大学生

演奏曲目を 1 ～ 2 曲スタンダードナンバー（ラテン）入
れると良いと思う。 女性 50代 兵庫県 主婦

MUY　BIEN． 男性 40代 京都府 公務員
ラテン音楽を久し振りに生で聞きました。時間帯が良
かったので、感激しています。 女性 50代 吹田市 主婦

地域ごとの生活の違いを展示に出してほしい。 男性 20代 神奈川県 大学生
二階展示に於ける実物の陳列と演奏可能な展示の存在
には感心した。笛の裏面まで見たいと思ったり、隅を
まで見渡したいと思ったので、もう少しそのような配
慮が欲しかった。

男性 20代 吹田市 大学生

平日でも 1 日 4 回の生演奏はご苦労様です。「鳴らすと
わかる」コーナーでは実際演奏の方法をもう少し説明
していただく工夫が欲しいと思います。パラグアイの
姉妹のコンサートはたいへん素晴らしく、ハープの美
しい音に魅せられました。

男性 20代 東京都 大学生

楽しかった。 女性 20代 東大阪市 会社員
Que　bien! 男性 10代 豊中市 大学生
親しみやすく、楽しかったです。コンサートも感動し
ました。他のコンサートもきいてみたかったなー。広々
として見易かったです。こんなにもいろんな楽器があ
るなんてびっくり。たくさんの資料を見せて頂きあり
がとうございました。［売店に］ポストカードとかあれ
ばよかったのですが。

女性 20代 箕面市 無職

とても見やすい展示でした。見るだけでなく実際に鳴
らすことができ楽しかったです。コンサートもとても
よかったです。

女性 20代 奈良県 会社員

有難う！ 男性 60代 箕面市 フリーター
コンサート＆展示についてとてもよかったです。いろ
んな国の特長をいかして展示されているのが印象深か 女性 20代 茨木市 主婦
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ったです。ステージもどこからでも見えるように工夫
されていて見やすくって Good でした！！750円のかち
はかなりありました！！
試奏の楽器がもっとたくさんあるとよかった。また、代
表的フォルクローレの採譜などという企画はむずかし
いでしょうか。

男性 30代 東京都 無職

ライブコンサートの開始時間がチケット等でもわから
なく、公演が終わったときに入館してしまった。時間
がわかっていれば。また、公演間の休み時間が長く感
じられた。

男性 30代 滋賀県 公務員

ラテンアメリカの楽器があると知ってケーナや他の楽
器が手に入るのではと思って来た。中の展示の様子、ダ
ンボールやドラム缶、ベニヤなどの展示が効果的だっ
たと思う。なんかおもしろいなあ、と思った。また他
の国々の音楽・楽器についてもこういったしたしみの
ある展示のやり方でぜひやってほしい。

女性 20代 京都府
その他／和
太鼓奏者

展示室はそれほど広くないのに大変見ごたえがありま
した。 2 F のカタログ的な展示が 1 F での実際の演奏風
景に進み、ビデオで音楽そのものが聞けるという構成
がすばらしい。博物館で音楽展を開催することのむず
かしさをすべてクリアしておられるように見受けまし
た。コンサートで聞いたアルパに触れて自分で音が出
せるというのはすてきな試みですね。（民族音楽を聴き
に行ったりした時にいつもさわってみたいと思ってい
たのです）。楽器が好きなので是非東南アジアやアフリ
カや中東の音楽と楽器展も開催してほしいと思います。

女性 30代 高槻市 会社員

［ドラム缶とラテンアメリカが］関係あり？ 男性 20代 福岡県 会社員
歴史的・経済的社会環境と音楽文化とのかかわりがも
うすこしはっきりとわかるような展示であればなお良
かった。

男性 20代 豊中市 大学生

5 /26

今日の一日をお与え下さって感謝しています。私共夫
婦は神戸の長田で被災。大阪へ避難してまいりました。
どんなにか、パラグアイの御姉妹の演奏になぐさめ励
まされ力付けられました。何卒神戸の罹災者が今日の
日を感謝していたかお伝え下さいますように。音楽は
一つ、パラグアイそしてラテンアメリカは近い国とな
りました。このような企画をして下さった皆様に感謝
します。ガレキの街からのがれ緑一杯の万博公園で、心
いやされ心労がいやされました。最後に震災に対して
頂きました御援助にも厚く御礼を申し上げプレゼント
して下さった知人にも感謝を。

女性 60代 大阪市 無職

神戸で震災にあい大阪に避難していますが知人から招
待券をもらい喜んで参りましたが、震災後初めて心温
まる又楽しい時が持てた事を感謝しています。今日の
事は何時までも思い出として心に残ると思います。有
難うございました。

男性
70才以

上
大阪市 無職

姉妹の演奏がとても良かった。手でふれることのでき
る楽器の数がもっと多い方がよかったです。 男性 20代 京都府 フリーター

今まで行ったことのある展覧会の中で、展示法など最
も rough な感じで疲れずによかったと思う。芸術とし
ての音楽というより、生活の中から生まれた人々の心

　 20代 東大阪市 大学生
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のリズムが壊されることなく会場の中にしっかり含ま
れていたと思う。
とても楽しい展示でよかった。心がリラックスできて、
充実した時間をすごすことができた。これからも、た
くさんの特別展を行って下さい。

女性 20代 泉佐野市 会社員

アルパコンサート。その香りと素朴なパッションを満
喫させていただき、楽しい思いをしました。アルパを
実際にみて、素敵な音色の楽器に耳がなじんでいまし
たが、懐かしさに出逢った想いです。よい演奏でした。

女性 60代 奈良県 フリーター

私は券をもらえなかったのら。 　 10代 奈良県 大学生
手でふれることができた点もよかったし、好きな音楽
を選んでビデオで鑑賞できる点もよかった。コーナー
ごとに音楽がきける点もよかった。楽しい展示会だっ
たと思う。

女性 20代 兵庫県 会社員

ラテンアメリカのイメージがなぜドラム缶になるのか
がわからない。入ってすぐに思ったが民族衣装がカラ
フルなのにドラム缶まで色とりどりでドラム缶の色が
邪魔しているような感じを受けた。

女性 30代 兵庫県
その他／大
学院

サナブリア姉妹の演奏に感動しました。普段あまりふ
れることの出来ない音楽に出会えてよかったです。 女性 20代 吹田市 大学生

ハープとギターのミニコンサートがよかった。 男性 40代 柏原市 公務員
入場料がたかい。ここに住みたい。金髪の女性に会っ
た。 女性 10代 東大阪市 高校生

説明文の文字をもっと大きくしてほしい。ドラム缶が
目立ちすぎ。 　

70才以
上

大阪府 主婦

コンサートが聞けてとても楽しかったです。壊れ易い
ので無理なのかもしれませんが、ギターとかも弾いて
みたかったです。

女性 20代 京都府

ドラム缶にはびっくりしました。個人的にはあまり好
きではありませんが、こうした試みをいろいろしてい
く事は必要だと思います。黒いマネキンはスマートす
ぎて各民族のイメージがうかばず、不似合だったと思
います。打楽器だけでなく、吹奏楽器をいろいろ試し
てみたかったと思います。

男性 40代 広島県 教員

ビデオを見させて戴く時立っては少し疲れます。椅子
があればよい。 　 60代 箕面市 無職

場内でのコンサート（サナブリア姉妹）、マイクを使わ
ない方がアコースティックの良さが出たのでは……。 男性 60代 島本町 無職

楽器に触れることができるというのがこの展覧会の一
番の魅力。とてもよかったです。後、コンサートとて
も感動しました。又聴きたいなー。

女性 20代 茨木市 その他

ちょっと入場料高い。［マネキンが］こわい。 女性 10代 大阪市 高校生
もっといろいろな楽器を売ってほしい。 男性 30代 東大阪市
できればフォルクローレが聴きたかった。 男性 20代 茨木市 会社員
展示してある楽器が実際にたたけたり、マルチメディ
アのコーナーで映像で見れたりして良かった。 女性 10代 京都府 大学生

もっといろんな楽器をガンガン鳴らしたかった。チュ
ーニングについても解説がほしかった。［マネキンを使
った展示の］企画は良いが、マネキン自体が良くない。

［コンサート用ステージの高さが］高い。［ビデオシア

男性 20代 東京都 会社員
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ターの速度が］遅い。［手で鳴れることの展示につい
て、］、もっと鳴らしやすくしてほしい。
娘が USA に住んでいます。 6 度ぐらい行きました。メ
キシコの街にも行きました。皆んなとても明るくて、歩
いていても「ハイ」と言葉をかわすのが身近に感じま
す。

女性 60代 大阪市 主婦

1 ．展示場内でコンサートをする必要があるか？全て
の人が「コンドルは飛んでゆ」く訳ではない！ 2 ．映
像資料はこれでよいのか？音が悪すぎる。「民族的」な
ものにこだわりすぎていてラテンアメリカの「現在」が
伝わってこない。 3 ．ドラム缶の意味は？使い方が最
悪だと思う。ドラム缶とラテンアメリカ？？所詮「学
者」たちの考える「軟らかさ」にすぎない。独りよが
りだと思う。 4 ．展示物が「・・のなかま」となって
おり、それぞれの呼称がわからない。

男性 20代 吹田市 大学生

入館して受付でドラムカンをみたとき、一瞬ドラム……
民族音楽への誘いを・・。・この展示にかかわられた
方々へのアイデア、努力に敬服。かの広いラテンアメ
リカの民族楽器をよくぞ収集、展示への工夫、解説も
わかりやすく、これからの展覧会はこうあるべきと好
印象でした。「親しまれる」ことが鑑賞者の心をよりひ
きつけると思います。「民族」のもつ独特の文化をより
ありのまま伝える展覧会をと期待します。ありがとう
ございました。

　 50代 徳島県 教員

コンサートがとてもよかった。願わくば、もう少し、実
際に鳴らせる楽器が多ければ……また、このような展
示（他の地域の民族楽器）をしてほしい。日本で、ラ
テン音楽にふれられるスペースのお知らせなどもあれ
ば、もっとうれしい。

女性 20代 兵庫県 会社員

演奏がとてもよかった。生の音楽がきかれることはと
てもよい。 女性 50代 兵庫県 主婦

コンサート楽しかった（アルパの音がよい）。鳴らすと、
わかるコーナーが良かった。常設展が非常に楽しい。も
っと早く来ればよかった。

女性 30代 羽曳野市 フリーター

おもしろかった。ラテンアメリカはとても興味がある
のにあまり展示などの機会が少ないように思えます。だ
から今回の展示はとてもいろんな意味でよかったです。

女性 10代 大阪市 大学生

手でふれられることができて写真撮影も可能な所はと
ても良いと思いました。展示コーナーのテレビの音が
もう少し大きくして欲しかったです。各所にちょっと
したメモのような説明があったらと思いました。テレ
ビの中の模様の意味がわからず少し不可解な所があり
ました。コンサートはとても良かったです。やっぱり
きちんと奏でている楽器を見れるのが一番良いと思い
ました。レクチャーコンサートが平日にうけられれば
と思いました。

女性 10代 兵庫県 大学生

一階の展示場が、展示品よりもドラム缶の方が目に入
ってきて見づらかった。ドラム缶を使用するというの
はおもしろい考えだと思うのだけれども、そこに展示
されているものがそれに負けてしまっている様に思え
て残念だった。マネキンを使って展示しているのもわ
かり易くて良かったのだが、あの黒いマネキンはどう
も……という気がした。全体的にはメリハリのきいた
展示で良かったと思う。

女性 20代 島本町 大学生
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展示の解説がよみやすくてよかった。いろんな楽器が
おいてあったけど、もっともっとどんな音がするのか
知りたかった。カーニャというふえはすごく長くてど
んな音がするのかな。展示会や博物館は説明が難しか
ったり、ダラダラと長くかいてあったりするけど、そ
んなことなくてわかりやすかったし、よくわかってお
もしろかった。

女性 10代 枚方市 大学生

楽しかったです。次はインディアン関係の展覧会をし
てくれれば絶対見に来るんやけど。 　 20代 京都府 フリーター

5 /27 遠い。踊りを見たかったです。たのしい。もっとパワ
フルさが欲しかった。 女性 20代 奈良県 フリーター

［展示コーナーのテレビやビデオシアターは］音が悪い。 男性 20代 箕面市 大学生

へぼい 女性
70才以

上
大阪市 公務員

［展示コーナーのスピーカーは］音が悪い。 男性 20代 広島県 大学生
ドラムカンで狭すぎる 女性 20代 京都府 無職
とても素敵なコンサートでした。 女性 10代 兵庫県 大学生

［ベニヤ板の床に］気付かなかった。展示コーナーのス
ピーカーは真下に立った時はとても良い。 女性 20代 東大阪市

　 会 社 員，
その他／ミ
ュージシャ
ン

［展示の解説は］バイリンガルにすべき。 男性 40代 高槻市 会社員
とても楽しかったです。音楽の紹介であり、衣装文化
の紹介であったように思います。多角的でよいですね。 　 20代 石川県 大学生

ラテン音楽が好きで、この特別展も 2 回目ですが、民
博でこのような展示がひらかれるのを楽しみにしてい
ます。今回もアルパの演奏が聞けたし、前にあったフ
ァミリア・ロドリゲスも良かったです。また、この様
なもよおしがあることを希望します。それと、数年前
にあったペルーの黄金展みたいなのがあったと思うの
ですが、どうしてももう一度見たいので出来ればまた
やって下さい。

女性 30代 大阪市 会社員

様々な演奏をたくさん聞ける事は、すごくよかったが、
週末にしかこれない時は、特に展示コーナーのスピー
カーやビデオの音がきこえにくかったり、なかなか自
分の見たいテレビの内容が他の人が見ていて見れなか
ったりしたのでその点が残念です。私は特にラテン文
化にとても興味があるので、今回の企画展では本当に
楽しませていただきました。これからももっとこのよ
うな展覧会を企画して下さい。

女性 20代 和歌山県 大学生

鳴らせるのがとても良かったが、もっと数を増やせた
ら良いのではないか。 男性 30代 豊中市 会社員

具体的な音がわかり、とてもよかった。 女性 30代 豊中市 主婦
コンサート大変すばらしかったです。このような地球
紀行をまたやってほしいと思います。コンサートは現
代音楽ばかりでなく基本的な民謡、アレンジしないも
のも少しほしいと思いました。

女性 50代 福井県 主婦

こういった音楽を生できけるのは貴重な経験でとても
よかった。 女性 20代 京都府 大学生
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私は今ダンスを趣味としています。殊に、ラテン系の
音楽で踊るのが好きで、この催しを待ちに待っていま
した。今迄も他の楽団の演奏も聞きましたが、一番良
かったと思います。殊にダンスも見る事が出来て最高
でした。楽器の知識も増え、実り有る催しに参加出来
てとても嬉しく思います。

女性 60代 箕面市 主婦

又こういう企画を是非お願いします。［「鳴らすと、わ
かる」コーナーを］もっとたくさん。 女性 40代 泉大津市 会社員

ボリビアの音楽、すばらしかったです。次はアフリカ
音楽を聴かせてほしいです。 女性 40代 滋賀県 会社員

興味のあるラテンアメリカなので楽器、衣装等よくわ
かってとてもよかった。 　 30代 箕面市 主婦

今日のコンサートの映像記録をぜひ公開・提供して下
さい。特に踊りの部分を参考にしたいです。 　 40代 滋賀県 教員

ラテン、民族音楽はいつ聞いても明るくて自然に体が
動いてしまう。生きている喜びでもある感謝の音楽で
もあると思う。生の演奏はとても楽しみでうれしいで
す。

女性 60代 吹田市 主婦

時間の都合でコンサートしか見・聴けませんでしたの
で……。すばらしい演奏・歌・踊りでした。一般公演
を希望します。CD など（LD かな）の発売も……。［ 7
曲目］チョリータ・パセーナのバックのたて笛 2 本の
ひびきが極上。

男性 40代 東大阪市 教員

今日の LUZ　DEL　ANDE のコンサートとっても良か
った。企画して頂いて MUCHAS　GRACIAS!［展示の
解説は］もっと詳しく。「手でふれる展示について、も
っとさわらせて。」

女性 40代 京都府 会社員

大変楽しい展示と演奏会でした。 　 20代 東京都 フリーター
これからのボリビアの音楽楽しみです（初めて）。 男性 60代 兵庫県 自営業
ボリビアのコンサートはとてもよかった。又この様な
企画をお願いします。ありがとうございました。 　 40代 箕面市 主婦

ラテンアメリカ等の民族音楽を又やって欲しいと思い
ます。 女性 50代 京都府 主婦

研究公演「ボリビアの音楽と踊り」の催しに参加でき、
とてもうれしく思いました。マイクの音量が大き過ぎ
もう少し配慮がほしいと思いました。

女性 50代 豊中市 主婦

研究公演に参加して大変良かった。アンデスの伝統が
現代の音楽にしっかりと根付いていることが実感でき
た。展示について「鳴らすと、わかる」試奏コーナー
や、ラ・ファミリア・ロドリゲス、サブリナ姉妹のコ
ンサートなど、本物に接することのできる工夫のこら
した趣向で良かった。ただ、「鳴らすと、わかる」試奏
コーナーの楽器の種類が多いと良かった。

男性 20代 豊中市 公務員

展示場内でのコンサートがとてもよかった。舞台とイ
スのレイアウトがほど良い距離で楽しめた。芝生の野
外劇場での演奏もあればなーと思いました。民博はじ
まって以来の盛り上り、たのしかったです。山本先生
ごくろーさま。やっぱ音楽はええなー。

女性 30代 茨木市 会社員

山本先生ごくろーさま。今までの展示とちがうかんじ
でとてもおもしろかったです。今後の課題。小さいボ
タンをたくさん飾りにぬいつけた上着。もっともっと

女性 30代 吹田市 会社員
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ギャザーの多いスカート。ひるがえったときにみえる
白いふりふりスカート（アンダースカート）これらを
つくってみんなでケーナの演奏会できそう……。企画
だおれが目にみえるようだ。［ドラム缶でラテンアメリ
カをイメージした展示について、］めちゃとても良い。
ペイント缶のいすも良い。［展示コーナーのスピーカー
について］気づかなかった。［コンサート用ステージに
ついて、］今までになかった構成で感激！［展示場内の
コンサートについて、］ちばいずみ先生、おたくぽくて
よいわ。
夜でなくお昼のコンサートなので、子供も大人も楽し
めて良かったと思います。又色々な催しに足を運びた
いと思います。新聞や地域紙などでの広報を望みます。
どうもありがとうございました。

女性 20代 池田市
その他／ピ
アニスト

次回はアフリカ音楽について同様な催しをぜひ企画し
て下さい。 男性 40代 滋賀県 大学生

講堂での研究公演は演奏者の力強さに圧倒されました。
明るい。日本の青年が遠くボリビアでがんばっている
ことに感激。今後も続けて欲しい。

男性 50代 福井県

演奏会にはとても満足しました。レクチャーコンサー
トは出来るだけ参加しましたが、研究公演を含めて大
変良かったと思います。

女性 60代 茨木市 主婦

今回の展示会は山本教授が集められたもので半数が私
物であるときいているが良く集められたと思う。GWに
ペルーに行ってきた。現地でフォルクローレを聞いた
りしたが、場内コンサートがアルパとギターだったの
で少しイメージが違ったが良かった。今度現地マヤの
展示会がありますが期待しています（余談ですが、今
度大貫東大教授に「マヤ」の話をしてもらうことにし
ています。東京でですが「マヤ」とか「アンデス」に
はいろいろ興味があり、勉強しています）。

男性 30代 東京都 会社員

気軽に立寄れる博物館はとてもよいと思います。今回
はそこかしこにビデオコーナーがあり、休めるのがよ
かったです。

女性 30代 兵庫県 会社員

LIVE が大変良かったです！［ドラム缶でラテンアメリ
カをイメージした展示について、］どうしてもN.Y.スト
リートのイメージが強いので。

女性 20代 京都府 自営業

サナブリア姉妹のコンサートはとてもよかったです。 女性 20代 京都府 フリーター
［手でふれることのできる展示について、］日本には手
にふれることのできるのが少ないから特によい。［展示
場内のコンサートについて］こういうのがあるのを待
っていました。ファミリア・ロドリゲス、サナブリア
姉妹、研究公演と三回も来ました。

　 50代 和泉市 教員

入った時何故ドラム缶がこんなに大量にあるのか不思
議に思いました。けど、回っているうちに意味がわか
りました。初めから何やらかんやらと説明するのでは
なく、体とか雰囲気で音楽（楽器）展示を感じていく
事に非常に好感がもてました。創設20周年の展示らし
く十分にラテンアメリカがイメージされていました。

　 20代 埼玉県 大学生

スチールドラムは本物の演奏をきいたことがあるので
さわれてとてもうれしかったです。もっと演奏をふや
してほしいです。

女性 20代 奈良県 教員
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良かった！！ 女性 40代 吹田市 主婦
ちょっと堅すぎる。手拍子を皆んなでとれる様な、明
るさが欲しい。又、その様な人が一人居て下さると観
客もとけ込んで行けるのではないでしょうか。踊りも
あってよいと思いました。おとなし過ぎる！！

女性 50代 吹田市 主婦

今回 2 度目の「ラテンアメリカの音楽と楽器」を見に
いきました。 1 度目は父と一緒に行きましたが今回 2
度目は気ままに 1 人で行きました。 1 度目はゆっくり
見ることができなかったし、本を買うことができなか
ったので、又きました。思うぞんぶん見ています。や
はり、ラテンの音楽もなかなかいいものです！！

　 20代 吹田市 フリーター

コンサートが知っている曲も演奏されよかった。 女性 20代 奈良県 大学生
楽器はさわって音だしてなんぼのもんやと思うので、今
回の展示＆演奏は良かった。ビデオ、CD で聴くより、
ナマはやっぱいい。［ドラム缶を］運ぶのがたいへんだ
ったろーねって姉が言っていました。

女性 20代 兵庫県 大学生

笛の音も分かればいいなと思いました。いろんな楽器
にさわれて、とても楽しい日でした。有意義でした。サ
ナブリアさんたちがとてもきれいな人たちだったので、
とてもびっくりしました。しかもとてもきれいな演奏
でとてもうれしかったです。［『牛乳列車』で演奏され
た］列車の音がすごい。びっくりしました。これから
もがんばって下さい。また来て下さい。

女性 20代 兵庫県 大学生

サナブリアさん方の音楽がとても楽しかったです。特
に『牛乳列車』の歌が好きです。レコードなどあると
よいです。

女性 20代 兵庫県 大学生

大変に楽しい展示でした。 女性 20代 京都府 会社員
BOLIVIA に住んでいたので、とてもなつかしかった

（ 1 ケ月前に帰って来たので）。 男性 20代 大阪市 フリーター

音がわからない楽器の音がわかるようにしてほしかっ
た。 男性 10代 茨木市 小中学生

もう少し歴史的なことも加えてほしい。 男性 30代 京都府 教員
昔、南米に行った思い出がよみがえり良かった。Gra-
cias． 男性 20代 大阪市 会社員

コンサート450名だけでなくもっと大勢入れてほしい。
抽選があったのは残念だ。 女性 30代 長野県 会社員

ラテンアメリカというので全般にわたってあると思い
期待したが、アンデス系ばかりなのでものたりなかっ
た。

女性 20代 吹田市 会社員

音楽の勉強をしている大学生ですが、日ごろふれるこ
との少ない民族音楽を身近で感じることができ楽しむ
ことができました。又サナブリア姉妹の演奏を聴き、本
当に楽しんで、笑顔があふれる姿をみて心から音楽を
愛しているなと感じました。

女性 10代 柏原市 大学生

もっとスピーカーの音を大きくしてもいいんじゃない？
手でふれられなくてもいいからこの楽器がどんな音を
出すのかわかるようにしてほしい。ビリンバウがきき
たかった。

女性 20代 大阪市 大学生

スピーカーを利用しない方がよい。 男性 60代 吹田市 会社員
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「展覧会」と云うイメージが見事に裏切られ（？）大変
たのしく見学出来ました。 男性 30代 守口市 会社員

よかった。でも、もっとたくさんの人にこういう展示
の存在がわかるように宣伝したらいいと思います。そ
の楽器に触われるところが"鳴らすと、わかる"のとお
りよかったです！

女性 20代 守口市 会社員

ラテンアメリカの歴史の流れをまず説明してもらいた
かった。ex）インカ帝国やスペイン時代とか時代関係
を表示してくれたらもっとわかりやすかったと思う。

女性 20代 吹田市 会社員

コンサートがとても気に入った。ラテンアメリカの歴
史を簡単に紹介してもらっていればもっと良かったと
思う。

女性 20代 吹田市 会社員

全体的によかったが、やはり演奏が一番よかったと思
います。 女性 20代 門真市 公務員

博物館というと（古いものを見れる、という良い点も
あるが）さわるな、とかいろいろ言われたりするのが
さみしかったりするので、やはり興味をもった物はさ
わってみたくなるという基本的な欲求をみたしてくれ
る展示の仕方は新鮮だし、大人でも楽しめると思う。ラ
テンアメリカは「危なそうだけど魅力的」という毒と
蜜の両方をかねそなえた感じで、異国情緒をそそられ
ます。楽しい展示でした。

　 20代 京都府 会社員

とても自由なふんい気で良いと思います。楽器の試演
がもっとできるとおもしろいと思う。 　 20代 大阪市 会社員

僕はのどが少し弱いので、ベニヤのにおいは少しつら
かったです（ねらいは良いと思います）。 男性 30代 守口市 教員

コンサートが大変良かったが、観客に簡単な楽器をわ
たして全員参加させても良かったのではないでしょう
か？ノリも欲しかったな。あと楽器をさわれてとても
良かった。

女性 20代 大阪市 大学生

実際に演奏してくれたのはとてもよかった。 女性 20代 和歌山県 大学生
大学のレポートにとても役に立ったのでよかったです。 女性 10代 奈良県 大学生
大学の音楽のレポートに役立たせていただきます。 　 10代 奈良県 大学生
ただ展示してあるだけでなく、さわったり鳴らしたり
できて展示物がとても身近に思えました。 女性 30代 京都府 会社員

スピーカーなしで聞きたい。 　 50代 堺市 会社員
ラテンアメリカと言う言葉にあわないセットが多いと
思う。楽しいコンサートはとても勉強になりました。演
奏して下さったお二人ありがとうございました。

　 10代 茨木市 学生

子供のうるさいのにはまいった。 　 50代 茨木市 主婦
率直な印象で失礼ですが、ドラムかんを背景に用いた
発想が理解できない。かんが金属性のために反響が多
くはないか。反響の少ない材質をバックに用い、それ
に現地（演奏現場）にふさわしい風景画か、そのデザ
イン化されたものを描き、臨場感をもりあげてほしか
った（テレビの音響にも影響があるだろう）。実演場の
バックがあまりにもお粗末である。会場中心の場所と
して、一層の配慮がほしかった。 2 階の楽器展示場は
良かったと思う。試奏コーナーは思い切った企画でよ
かったと思われる。階下［ 1 階］は暗すぎて解説が読
みづらい。失礼ながら実感です。

男性
70才以

上
京都府 無職
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アルパの演奏がとてもよかった。 女性
70才以

上
京都府 主婦

コンサートが良いときいてきました。子供（ 5 才、小
2 ）は楽器にさわれて満足そうでした。それとポラド
ーレスに興味をもちビデオもよくみていました。博物
館や美術館に行くと子供に触ったらダメばかり注意し
ないとダメなので親子ともストレスがたまるのですが、
今回は触って鳴らせて very　good でした。

女性 30代 吹田市 教員

ラテンアメリカらしくもっと陽気な部分を取り入れて
は如何。但し、夫々の展示、解説の邪魔をしない場所、
部分で。［ベニヤ板の床は］安価でもあるのでとても良
い。［展示コーナーのテレビは］面白い。［手でふれる
ことのできる展示について、］出来ればもっと多く。［「鳴
らすと、わかる」コーナーについて、］出来ればもっと
多く。出来れば指導、説明者の配慮も。

男性
70才以

上
茨木市 無職

世界の楽器に接して、とても勉強になりました。
男性，
女性

20代，
30代

池田市 会社員

何気なく入りました。思っていたよりも雰囲気がなご
やかで退屈しませんでした。 男性 20代 京都府 会社員

もっとガンガン音楽がかかっていてもいいと思う。床
が振動するくらい。食べ物とかがあっても、においも
感じて、余計にその国に行った感じがしていいと思う。

女性 20代 兵庫県 会社員

食べ物のイベントもしてほしい。ラテンアメリカ人の
陽気なところがわかった。ヨーロッパ人に征服され、屈
じょくをあじわいながらもヨーロッパの文化をとり入
れて自分の文化にしてしまうところの寛容なところが
あるなと思う。何でも楽器にして体全体も楽器にする
なーと思う。

女性 20代 兵庫県 フリーター

みんぱくゼミナールの回数がもう少し多いとうれしい。 女性 20代 京都府 会社員
インドネシアの楽器を展示して下さい。楽しみにして
います！ 男性 20代 茨木市 自営業

エクアドルのオタバロ族の服が事実と少し違う。ラテ
ン世界にふれられるこの企画はすごくうれしいし、今
後もいろいろ企画してほしい。Desde　un　Echatriano, 
A 　me 　gusta 　mucho 　las 　cancion 　de 　Latino　
americanos. Tal 　 vez 　 las 　 tienen 　 muchos　
posibilsqades　en　Japon. Gracias　a　todo　ustedes．

　 30代 京都府

もっとたくさん楽器をならしてみたかった。音がなる
しくみを解説してほしい。 女性 20代 奈良県 大学生

1 F のビデオは色々選べて楽しいが音量が小さく、音楽
が聞こえにくかった。全体的に「吹くもの」「たたくも
の」「弦もの」とまとめてあったので比較できて非常に
良かった。

女性 20代 大阪市 会社員

全部鳴らせるとうれしかった。説明が少なかった。（台
湾のとかじゅうたん展に比べて。）そのかわりにそれぞ
れの楽器の展示近くで演奏している Video がみれたら、
もっとああこんな場面でこんな風に使うのかーとイメ
ージがふくらんだのになー。なんでマネキンが黒いの？
なんで顔がないの？展示コーナーのスピーカーについ
て見ながらだと音がきこえづらい。人がいっぱいいる
と［スピーカーの］ま下に居れない。

女性 20代 兵庫県 会社員



174 175

こんどは大中国食物展なんかどうでしょう。さておき、
今回は色と形とその多様性はこれからの音楽のあり方
がみえてくるようでした。ダイナミックな流れ。ラテ
ンアメリカは文学もそうだけれど、音楽もひと口にま
とめられない雑然たるミリョクがある。

　 20代 京都府 会社員

面白く見させていただきました。ありがとうございま
した。 男性 20代 京都府 大学生

小学校の時から、いつか民博の職員になるのが夢で、と
り合えず今日、友の会に入りに来ました。ブラジルに
1 年住んでいたのですが、見知らぬ楽器も沢山あって、
ブラジルのものでも見たことないものもいくつかあっ
てとても面白かったです。南米（中米）の催しをもっ
として欲しいです。

女性 20代 大阪市 大学生

Estoy　contento. Me　interasa　mucho　el　folklore. 
Muchas　gracias. Adios． 男性 20代 京都府 会社員

ラテンアメリカの音楽―音の文化―の概観がうまく
伝えられている。スチールドラムには感心した。 　 40代 藤井寺市 教員

機械をダンボールでかくしているので、ふんいきが出
ていた。 男性 10代 藤井寺市 小中学生

展示コーナーの上から音が聞こえてくるのは慣れてい
ないせいか聞きづらい。画面の方から聞こえる方がよ
いのではないか。

　 20代 愛媛県 教員

白いハンカチをかかげた踊りの展示の前で涙ぐんでし
まいました。スティングの歌だったが共に踊るパート
ナーを失った女たちが抗議のために白いハンカチをか
かげて独りで踊る様をうたったものがありましたよね。
本当はひとりではなくふたりで躍るものだったんです
ね。彼女たちの夫や息子は二度と帰って来なかった
……。私達にとっては地球の反対側の、昔の出来事で
すが。

女性 30代 大阪府 会社員

品ぞろえは良いが、説明不足。テーマ別の比較展示が
ほしい。 男性 30代 大阪市 教員

めずらしい楽器が見るだけでなく、実際に手で触れ、音
を出すことができたのでとても楽しかったです。 女性 20代 京都府 会社員

全体的にかわいくてよかった。もう少し実際の音がき
ければもっとよかったと思う。 女性 10代 滋賀県 大学生

主人も私も楽器を弾くので楽しかった。 女性 40代 箕面市 主婦
楽器は他の楽器との有機的な組み合わせで理解される
べきもの。 2 F の楽器群ごとの展示は、数多く集めては
あるが、そのような有機的な理解には乏しいものであ
った。

男性 40代 奈良県 その他

楽器だけに限っているので展示も工夫が必要だし、や
やもすると希薄な展示になりやすいし、又、その様に
感じられる所もあった。少しまとまりがなかった気が
するが、これもラテンの持つ特有さなのだろうかと思
う。しかし、大変なこと（収集など）であったと思う。

女性 40代 香川県 その他

管楽器も吹きたいなと思いました。マウスピースは私
達の親しんでいるような西洋のそれとは違い、民族独
特の音色や味が表現できるようになっており、文化や
習慣の異なる人達がどのように生活に用い、楽しんだ
か分かるような気がします。さて楽器は今日も人間の

男性 20代 豊中市 公務員
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感情を歌うことができます。展示されてある楽器は身
近な材料を使ったものが多く、いかに音楽が生活に密
着したものであるかということがよく分かり勉強にな
りました。またこのような企画を期待します　Q 1 ．こ
のドラム缶どうするのですか？［展示の解説について
は、］もう少し詳しく（マニアの為に）。
楽器を自分で実際さわって鳴らすことができるという
のが非常によかった。楽器は言うまでもなく、音を出
して楽しむもの。実際に"音"を聞かなければ楽器のよ
さは伝わらないと思う。しかし、南米の人は本当に何
でも楽器にしてしまうものだと思った。豆を乾燥させ
ただけだとか、水道管でケーナを作るとか、こういう
楽器（パンデイロの図）なんかは家でも作れそう。そ
うやって楽器というものがいかに身近なところからで
きたものであるかということや、音楽が生活と密着し
てるということがよくわかった。今の日本の音楽教育
もこんな楽しい企画ですればもっと音楽（楽器）に親
しむことができると思う。

女性 20代 豊中市 公務員

変わった展示法だと思います。少し雑然としていて見
にくいという感はありましたが、それがラテンアメリ
カっぽさを出していたといえばそうなのですが。展示
コーナーのスピーカーは少し音がわれていた。展示の
解説は多少みにくかった。

男性 20代 京都府 大学生

楽器というのは自分で作るものなのではないか、と思
った。自分が好きな形、やりやすい大きさなど、身の
まわりにあるもので作りたいと思う。

女性 20代 奈良県 フリーター

展示の字が暗くて読みにくかった。 男性 10代 富山県 大学生
（どうしてドラムカンがラテンアメリカのイメージなの
でしょうか？）実際に楽器に触れられるのは非常に有
意義だと思います。

女性 20代 滋賀県 会社員

ラテンアメリカの演奏がとてもすばらしい。日本では
珍しい楽器のリズムにのってすてきな演奏によった 1
人です。有難うございました。もっときかせてほしい
が残念です（ 5 回きました）。

女性 60代 豊中市 主婦

もう少し全体的に明るくした方がいいと思う。ラテン
音楽に触れることができ勉強になり、とてもうれしく
思う。

女性 10代 京都府 大学生

マネキンがとても良かった。指の形がとてもきれいで
した。 1 つほしいくらいです。ベニヤ板の床には気が
つかなかった。

　 30代 吹田市 会社員

地図と併せて国名を確認したかった。発生年代といっ
た時代の流れを明示して欲しかった。楽器の展示と合
わせて演奏方法をビデオで流して欲しかった。もっと
現地音をききたかった。

男性 30代 奈良県 会社員

自由にさわり自分で音を出す楽しさはよくわかるしそ
ういうコーナーをもうけるのは大変いい。でもそれは
限られた一部だけで、「これだけだ」という表示がなか
ったのは失敗ではないか。他の展示楽器など子供がさ
わり、親もそれなりのマナーがわかっておらず見すご
し、いっしょになって、いたみのある展示楽器にふれ
ていた。生徒が休みで無料で展覧会に親しむ機会だか
らこそ、親も含めマナーを教えるべきである。大学の

女性 20代 寝屋川市 大学生
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学生も大ぜい来ていましたが、写真とったり展示楽器
をたたいたり、衣装などにさわったりしていた。つま
りは、美術館などの基本的なマナーがみんなわかって
いない、と考えて注意書きなどしなければならないの
ではないか。その点がディスプレイに気をとられて忘
れてしまった感がある。ちょっと期待が半減してしま
った。［ドラム缶でラテンアメリカをイメージした展示
は、］すごい面白いアイデア。［展示の解説について、］
地図つけて、どこらへんにすんでる民族とかってかく
とわかりやすかったかも。
ドラム缶のアイデアは良かったと思いますが「アフリ
カ的世界」のところに置かれたドラム缶の色がわるか
ったのではないでしょうか。もう少しアフリカをイメ
ージした色づかいの方が良かったと思います。中に展
示されていた衣しょうの色とはまた違った色の方が良
かったと思います。同じような色なので、何が言いた
いのか、少しわかりづらいです。コンサートの方はす
ばらしかった。アンコールをしてほしかった。

女性 20代 兵庫県 大学生

初めて実際に見ておどろいた。もっとたくさん触り演
奏してみたかった。 女性 10代 京都府 大学生

太鼓がたたきたかった。民族衣装がきてみたかった。 女性 10代 京都府 大学生
介護者より。エレベーターの場所が大変わかりにくい。

（知っていたのでよかったが、知らない人にはたぶんわ
からないでしょう）。今回は、けいびのおじさんがしん
せつだった。

女性 50代 吹田市 無職

ボリビアのフォルクローレを観に来ましたが、葉書が
必要だったようで、持っていなくて観ることができま
せんでした。ポスターでは、申し込みが必要とは書い
ていなかったと思うのですが……。それが少し残念で
した。

女性 20代 京都府 大学生

順路表示がもっと明確な方がよい。 2 F から見て、 1 F
に行けばよかったと思っている。土着の伝統的なステ
ージも観たかった。

女性 50代 豊中市 主婦

全ての楽器がどんな音がするのか知りたかった。直接
触るのは無理でも、ボタンを押せばその楽器の音がわ
かるというような設備があればもっとよかった。でも
いろんなことを知り、おもしろかった。

女性 20代 東大阪市 フリーター

楽器を手に触れて音を聞くことが出来とても感動して
います。普通の展示では楽器であっても"触れないで下
さい"と書いてあって本当のよさがわからずこんなもの
か、で終わってしまうのに本当にうれしかったです。

女性 20代 茨木市 主婦

解説もあった方がよかった。さわったり音を出したり
するコーナーがもっとほしい。 男性 40代 奈良県

　 公 務 員，　
教員

手で触れることができる企画は展示品が身近に感じら
れて大変良いと思います。 男性 30代 大阪市 会社員

思いがけずコンサートが聴けて良かった。 女性 40代 大阪市 主婦
［ドラム缶は］ペンキの臭いで鼻がむずむずした。［マ
ネキンは］黒いのがいけない。［ビデオシアターは］音
が小さい。聞こえない。［写真のパネルは］原地の人の
顔が見れてよい。

女性 20代 箕面市 大学生
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きつい言葉を書いてスミマセン。でも私はとてもラテ
ンの国に興味がありペルーやボリビアにも長く行って
いた事がありますが、その魅かれるものというのを今
回の展示にはあまり感じられませんでした。テーマも
おもしろいし、数々の新しい試みもとてもいいと思う
のです。ただ楽器をたくさん並べ、ビデオを流し、民
族服を飾るだけでは何か違う気がするのです。その国
の文化や独特の雰囲気（や色）を伝える為には、背景
となるものがあまり前面に出すぎないほうが私はいい
と思います。それでも民博はとても好きなので又、来
ます。［ドラム缶でラテンアメリカをイメージした展示
は、］アイデアはおもしろいが衣服の色彩やかさなどが
ドラム缶のペンキの色に邪魔されてされているのが惜
しい。マネキンの黒、身体のかたちなどがやけにめだ
って気になった。民博のいつもの常設展示では気にな
らなかったのに。壁展示（ 2 F）のベージュの壁紙の色
も全体的にモッタリしていて本当に残念。

女性 30代 奈良県 教員

なぜラテンアメリカで"ドラム缶 "なのか？（質問 7 に
ついて） 女性 40代 豊中市 主婦

亀の甲羅をまるごと使った弦楽器、打楽器。巨大な豆
さやのガラガラ。手造りそのままのギター、バイオリ
ン。珍しい物を見せていただいてありがとう。

女性 40代 大阪市 会社員

展示はとても充実していたと思う。ただ、ビデオによ
る音楽や歌の紹介でアルゼンチンがタンゴだけ（フォ
ルクローレも入れて欲しかった）だったり、ブラジル
もボサノヴァやショーロがなかったのが残念だったで
す。でも、普段見たり聞いたりできないような歌や踊
りが聞けて（見れて）よかったです。売店で売ってい
たものも、もう少しバラエティーにとんだ品ぞろえが
していて欲しかった（オリジナルのはがきセット、コ
イン etc．）。

男性 30代 愛知県 会社員

ラテンアメリカの雰囲気がでていていい。 女性 10代 岸和田市 大学生
Como 　yo 　vivia 　el 　Sudamerica, el 　 ritmo　
sudamericano 　me 　hizo 　baila 　mi 　sangre. La　
cancion 　que 　me 　gusto 　mas 　fue 　el 　"Amor　
Imposible"　de 　Paraguay. Me 　gusto 　el 　ritmo, la　
armonia 　 y 　 la 　 letra. Las 　 dos 　 hermanas　
Paraguayas 　son 　muy 　simpaticas. Nunca 　habra　
pensado 　viajar 　por 　Paraguay, pero 　como 　ellas　
son 　tan 　simpaticas, ahora 　quisiera 　viajar 　por　
alla. El 　"pequeno 　concierto" 　era 　buenisimo. 
Muchisimas　gracias!

女性 20代 京都府 大学生

Bueno!　I'd　like　to　see　your　guys　again． 女性 10代 茨木市 大学生
ギターの中が見ることができてよかった。コンサート
がとても良かった。 女性 20代 摂津市 会社員

コンサート最高です（今、演奏中。）展示は今までの民
博のイメージをもうちょっと明るくするものでよかっ
たです。これからも、明るい、わかりやすい、触れら
れる展示をお願いします。展示形態は見やすく、周り
やすかったです。ドラム缶は、入ってすぐの積み上げ
たものがインパクト強くて、効果あったんではないで
しょうか。

女性 10代 奈良県 大学生
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ファミリア・ロドリゲスは 2 回見に来ました。もっと
もっと 5 回以上見たかった。その時ちょうど仕事でイ
ヤなことがあって、切ない音色がすごーく心にしみて
来て、何故か泣けてきそうになりました。（巨大豆がほ
しい！）今日は、絵をかくためのモチーフを探しにや
ってきました。万博から25年。実験的にせよ、こうい
うコンサートをもりこんだ展示は非常にいいと思いま
す。民族学博物館にくると、いつも閉館までねばって
しまいます。個人的にはアフリカのファンなので、ア
フリカの民族音楽もききたいです。入口前に舞台を作
り、太陽の下でぜひ、さまざまな音楽をききたいもの
です。カフェ風なものも一度考えていただけないでし
ょうか？万博公園 Fanとしてお願い致します。色々な
公園にいきましたが、どこよりもこの地元の万博公園
が美しく、くつろげる場所です。

女性 20代 豊中市 フリーター

楽器だけを陳列しているのではなくマネキン人形が演
奏する態勢で楽器を持っているので、（おまけにマネキ
ンにちゃんと衣装が着せてある）どの楽器がどのよう
に使われているのかが、とても判りやすくてよかった
です。

女性 20代 高槻市 大学生

てんじされている物に年代がわかればもっとこうかあ
ったと思う。作者とかいつごろつくられたか調べるの
はむずかしい。だけどだれがつくってどういうこうぞ
うになっているか、ゆらいの事ももう少し教えてくれ
ればもっとおもしろかったと思う。ROMA 字でてんじ
品をしめせば自分の国の物がすぐわかる工夫も。

女性 30代 京都府
その他／パ
ート

見たこともない楽器の音色がどんなものかテープでで
も流したらより実感できると思いますけど……。 女性 50代 京都府 主婦

ビデオシアターやマルチメディアをやる場合ガキ対策
が絶対必要である。 1 ）操作をむずかしくする 2 ）操
作がつまらない機械にする 3 ）そもそもガキは入れな
い、などの方法が考えられる。［ビデオシアターについ
て］音楽を聴く気がないのに単にキカイをさわりたい
だけのガキどもが占領して不ゆかい。

男性 20代 奈良県 その他

11）さわって良い楽器と悪い楽器との区別が不明確。不
可の楽器についてはもっとわかるように明記したらど
うか（こわれるのではと心配した）。 2 ）前宣伝が大き
くて、期待が大きすぎたのか大満足というところまで
にはいかなかった。ビデオでもっと説明と実際の音楽
がききたかった。 3 ）お人形が楽器をもっているのは
楽しくわかり易かった。相対的に楽しく拝見させてい
ただきましてありがとうございました。 4 ）コロンビ
アの"イカ族笛と太鼓"は日本の神楽を思い起こさせら
れて妙な気持でした。 5 ）スチール・ドラムは単に面
積の区分だけで音の高低がきめられているのには驚き
です。 1 つの金属円の区分の仕方に気づいたのはすば
らしいこと。ドラムはうるさいものとけぎらいしてい
ましたが、改めて見直しました。感じたこと書きなぐ
りですみません。

女性 50代 埼玉県 その他

アルパとギターのコンサートがとてもよかった。 男性 20代 京都府 会社員
ラテンアメリカの音楽をもっと身近なものにして欲し
い。ラテンアメリカ文化の大好きな人間［より］。 女性 40代 愛知県 主婦
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せまいところにつめこみすぎた感じがした。ごちゃご
ちゃしてて何が展示で何が違うのかがよく分からなか
った。楽器に関する説明も、もっと詳しくしてほしか
った。

男性 20代 大阪市 会社員

あちこちで音がしていたり、人が展示を見るという 1
つの順路だけでなく自由に好きなところで見ることが
できるとても自由な雰囲気がとてもよかった。コンサ
ートも自然に参加することができ、とても楽しかった
と思う。

　 30代 枚方市 会社員

ギターとハープのハーモニーが素敵です。情熱的な音
と歌に心うかれます。拍手、拍手、拍手。 女性 40代 豊中市 主婦

5 /28

他の博物館ですと展示品はガラスのショーウインドー
の中に入っていて手でさわることができません。これ
に対して、展示物を直接手で触れて、さわれて楽器を
ならせる「ハンズオン（HANDS　ON）」形式の展示
方法はとても感動しました。これからも頑張って続け
ていき、発展させて下さい。ありがとうございました。　
P.S. 自然に館内で入って、体感できるのでうれしかっ
たです。（とても身近な感じがしました。）コンサート
演奏中の「ならすと、わかる」コーナーについて、演
奏時間前に「ならさない様にご協力下さい」と何度か
アナウンスしてはいかがでしょうか。また演奏中は、

「鳴らすな！！」のはり紙を置いておけば少しは良くな
ると思います。最後にこの博物館は「ハンズオン」方
式のとても身近な博物館ですから、学校（小・中・高
校）や教育機関、一般の人々にもっとPRをさかんにす
れば、もっと多くの人々が存在を知って、このすばら
しい博物館にきてくれると思います。［手でふれること
のできる展示について、］私は生れてこのかた、はじめ
て見ました。ふれてみました。［「鳴らすと、わかる」コ
ーナーについて、］私は初めて感動しました。鳴らしま
した。

　 20代 八尾市 大学生

ラテンアメリカならではの情熱が足りない。The　
concert　was　wonderful!　とても懐かしかった ! 女性 20代 兵庫県 フリーター

すごく工夫している。 女性 10代 兵庫県 高校生
ドラム缶がラテン・アメリカをイメージしたとは思え
ない。［ベニヤ板の床は］手抜きに見える。［マネキン
は］まっ黒なヤツより、やはり表情のある方がよいの
では？でも僕は何だかんだ言ったって EXPO は好きだ
ぜ、BABY！ガンバってちょうだいヨ！！

男性 20代 京都府 その他

自由でたのしい雰囲気はとても良いが、展示が雑然と
しすぎていて見にくい。図録がとてもよいだけに残念
な気がする。

女性 20代 京都府 フリーター

楽器を鳴らしたりできたのがとてもよかった。いろい
ろな国についてのことがわかり、勉強になった。また
こういう機会があればいいなと思います。

女性 10代 豊中市 高校生

伝統的世界のコーナーが興味をひきました。 女性 20代 吹田市 大学生
民博友の会の入会を考えている。会費が少し高いので
今、迷っている。 男性 40代 高槻市 会社員

なるべく多くの展示楽器について、その音が聴ける工
夫がほしいと思った。 男性 40代 吹田市 会社員
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雨の音の楽器が一番気に入った。中の仕組みもよくわ
かった。外国の楽器をさわったりして楽しめたのは、初
めてだった。とてもいんしょうてきであった。楽しか
ったです！

女性
10才未

満
池田市 小中学生

コンサートです。マイクの調子位はさっさとしてあげ
るべきです。姉妹に失礼と思う。ベストの環境で演奏
させてあげて欲しい。主催者の配慮不足。音楽は良か
った。

女性 40代 奈良県 主婦

展示の説明文の文字を大きくしていただけると読みや
すい。 男性 40代 奈良県 会社員

マネキンだけで表すと動作しているときの様子が想像
だけになってしまう。 　 20代 奈良県 大学生

たくさんの楽器の種類と、その楽器が実際に手でふれ
られるというのがとても良かった。展示も写真付でそ
の楽器を演奏している様子がよくわかった。演奏もす
ばらしかった。又やってきてほしいです。

女性 20代 兵庫県 会社員

久々に面白かった。演奏において、どんな理由がある
のかは分からないがスピーカーで拡声するのはいただ
けないと思う。音があらぬ方向から聞こえてくるのは
どうも具合がよろしくない。

男性 10代 吹田市 大学生

2 階の展示の説明をダンボール＋クラフト紙でしてい
るのがとてもよかった。楽器はやっぱり鳴らしてみて
良さがわかるものなので試奏コーナーを思い切って設
けているのがよかった。

女性 20代 豊中市 会社員

生の演奏会は非常にインパクトがありよかった。楽器
はできるだけ手にとって自分でさわってみないとわか
らないと思うので、そのような展示方法を増やしてい
ってほしい。

女性 20代 茨木市 会社員

またこういう企画をしてほしいです。できればその時
はエクアドルのグループ "SISAY" をよんでほしい。コ
ンサートは歌のある曲がよかった。

女性 20代 和歌山県 大学生

とてもステキなガッキがならんでいて、楽しいです。ナ
マエンソーもとてもよかったです。 男性 20代 門真市 公務員

特にない。コンサートの回数すくない。何回もしてほ
しい。 男性 20代 大東市 会社員

衣装がきれいでいいと思った。色々な楽器があって、外
国などにもいっぱいあるんだなあと思った。 女性 20代 高石市 会社員

弦楽器はやっぱり弦をゆるくしてあるので試奏はちょ
っと残念でした。もう少し、時代がはっきりわかって
それぞれの楽器の音がよくわかった方がよし。

男性 10代 奈良県 大学生

できればもっと試奏できる楽器があればよかったです。
例えばマラカスにしてもなんていっぱいあるんだろう
……と思いました。異空間をすごせてとてもよかった。
学生で超ビンボーなのでもーちょっと入場料を安くし
てほしいなー……。これからもおもしろい企画を期待
しています。

女性 10代 京都府 大学生

とても楽しい展覧会でした。実際にさわれたところが
よかったと思います。他の地域（ラテン・アメリカの）
の音楽もきいてみたいのでまた企画してください。

女性 20代 兵庫県 大学生

照明が少し暗かった。今、日本にいてラテンアメリカ
を知る機会がとても少ないので満足している。 女性 20代 吹田市 会社員
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音が雑多で少しやかましいかなと思いました。ラテン
音楽は大好きですので有難うございました。 女性 60代 茨木市 主婦

もう少し「鳴らすとわかる」コーナーでの楽器の配置
に工夫があればたくさんの人が手にふれることができ
たのではと思う。

男性 30代 兵庫県 会社員

音楽（えんそうかい）とてもよかったです。歌がとて
も上手だと思いました。ハープの手のうごきがすごか
ったです！！Thank　you　very　much!

　 10代 高槻市 小中学生

アルパの生演奏はめったに聞けないのでナマ演奏が聞
けて大変によかった。迫力があった。アルパは日本人
にとってなじみのない楽器であり、聞いてもらえる機
会が出来てよかったと思う（アルパ音楽の好きなもの
より）。

男性 50代 京都府 公務員

もっと楽器をさわらせてほしかった。おねーさんがき
れいでうれしかった。コンサートのみるとこがせまか
った。Thank　you　very　much！

女性 10代 高槻市 小中学生

もっと楽器をさわれると思った。 女性 20代 高槻市 その他
楽器をさわれるのがとてもうれしい！ 女性 20代 大阪市 フリーター

「さわらないで下さい」の表示をもっとはっきりしない
とわかりづらく、さわりそうになる。 女性 20代 岸和田市 公務員

触れることができるという展示方法は他の所ではあま
りみられないので、参加しているという気になります。
物にふれることの大切さを感じました。

女性 20代 大阪狭山市 公務員

サナブリア姉妹のパラグアイ音楽を鑑賞したが、想像
以上にすばらしいものであった。ラテン音楽特有の明
るさ、軽快感、リズミカルあふれる美しい音楽に知ら
ず知らずのうちに引き込まれ、気づいた時には終わっ
ていた。もう少し時間が長ければ、あと 2 、 3 曲聞き
たかった。また、民族音楽があれば、来たい。梅棹さ
んにもよろしく！

男性 20代 豊中市 大学生

いつも知的で愉快な催物を、見せて頂き有難とうござ
います。貴館のますますのご発展を心から祈念申し上
げます。

男性 50代 摂津市 教員

なにに出会えるかいつも楽しみにしています。世界は
広いと人の生きざまを想像しながら自分の生き方をふ
り返る良き機会になっています。文明の先端で暮して
いる私達と、のどかにおおらかに生をたたえている多
くの人々が地球上にはこんなに多くいるのですね。

女性 50代 摂津市 教員

ドラムカンとラテンの自然色とはミスマッチ。企画・
演出の工夫・意欲は強く感じられるが気負い過ぎ。も
っと自然体がよい。［そのほうが］一般の人々の共感が
得られよう。

男性 60代 吹田市 会社員

コンサートのアルパ（ハープ）の音色が素晴らしかっ
た。 男性 20代 兵庫県 会社員

会場全体をラテンアメリカの雰囲気（環境）にすれば
もっとリアルな体験ができる。 男性 20代 愛媛県 大学生

手でふれるものなどがおもしろかった。 女性 20代 兵庫県 大学生
戦後のジャズ＝青春時代の私にはラテンもダンスミュ
ージックもタンゴも懐かしいものです。現在のテレビ
の音楽にはあきたらず楽しんで参りました。姉妹のお
嬢さんのハープとギターで可愛かったし、品も良かっ

女性 60代 兵庫県 主婦
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たが、もう一つ、知っている曲があればよかった。で
も、良かったです。
他の地域の楽器展もやってほしい。（日本の楽器とか）。 女性 20代 吹田市 教員

［コンサート用のステージについて、］階段がつまって
移動しにくい。［ビデオシアターは］邪魔。［展示の解
説は］ちょっとくどい。

　 10代 吹田市 高校生

ドラム缶やダンボールを思わせる展示のバックなど、意
外で飾り気を感じさせずに、資料が目立っているのが
よかった。" さわらないで " とかいてあるのに大体の人
は触っていって、［展示資料がケースに入っておらず、］
まともに出ていたら触らないでという方が無理か、と
いう気もした。小さいドラム缶のイスは好きだった。マ
ネキンも本当にうまく作っているなと思った。

女性 10代 箕面市 大学生

美術館のようにかたくるしくなく、手にふれることも
できるし、写真撮影もできて、とても自由で、したし
みやすい感じがしました。

女性 10代 高槻市 大学生

展示ケースがダンボールでつくってあるのがおもしろ
かったです。 女性 20代 京都府 公務員

もっとさわりたい。楽器をもっといろいろ演奏してほ
しい。歌がすごくよかった。もうすこし動きがほしい。 女性 20代 滋賀県 会社員

又、いろいろな企画が見たいと思いました。楽しみに
しております。 女性 20代 茨木市 会社員

換気が悪いのか、暑くて気持ちが悪くなった。 　 60代 京都府 無職
カラフルなのが多くて目の保ようになった。 女性 10代 京都府 大学生
展示してある楽器を体験できるコーナーはよかったが、
もっと楽器の数が多かったらよかったと思う。 　 20代 奈良県 公務員

南米にアフリカの影響があることを初めて知った。 　 30代 京都府 フリーター
もっと楽器で遊びたいという気持ちは万民の思い。 男性 20代 兵庫県 大学生
コンサートについて、音の響きが豊かすぎて、演奏の
キレの良さやリズムの面白さがわかりづらかったよう
に思います。コンピューターを使ったビデオの利用に
ついては、面白く遊べました。ビデオの一本一本が短
く回転良く調べられました。反面、全体の雰囲気と細
かい意匠との両方が見れたり見れなかったりと、ビデ
オを撮る時の気苦労がしのばれました。

女性 20代 京都府 フリーター

もっと広いスペースがあればいいと思う。ゆっくり見
れるのではと思います。 女性 40代 豊中市 主婦

もっと広い場所での展示をしてほしい。少し場所が狭
いので、こみあってラテンアメリカのイメージがこわ
れる。

男性 40代 豊中市 会社員

何度も来ました。今日で終わり。ボリビア聞いて帰り
ます。楽器を買えてよかった。たくさん買った。レク
チャーコンサートも何度か来ました。ビリンバウなど
売ってほしかった。ブラジルまで買いに行くか。楽器
を作ろうと思って、いろんな種類のひょうたんを植え
ました。コンサートの間、うしろのおばちゃんたち、し
ゃべり通しでやかましかった。

女性 20代 和歌山県 教員

コンサートが良かった。実際に楽器を手にふれるのも
良かったです。展示の奥の方の照明が少し暗くて見え
にくかったのが残念です。

　 20代 茨木市 会社員
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展示楽器に関してもう少し解説があっても良いのでは。 女性 40代 豊中市 会社員
色んな色をつけたドラム缶をおいてディスプレイして
る部分はもう少し色をおさえぎみにするか、一色に統
一した方が服、楽器が見やすいと思う。

男性 20代 茨木市 会社員

マイクの音量調節が不慣れ。（声が良くはいっていない。
途中から楽器のボリュームが上がりすぎ）。 男性 50代 豊中市 会社員

ただの楽器の展示のみでなく、マネキンを使った展示
がわかりやすく、イメージが広がって良かったと思い
ます。ドラム缶を使ってラテンのイメージを出そうと
したのは成功していますが、逆に、缶ばかりが目立ち
すぎ、実際の展示の文字が読みにくかった面もありま
す。あと、2 F の展示の文字が大変小さく、かなり近寄
らないと読みづらかった。"楽器にさわらないで下さい
"の表示は、もう少し目立たせた方が良かったのではな
いでしょうか。［コンサート用のステージについて、］高
い所にあるので見やすい。

女性 30代 大阪市 会社員

展示を見ながらコンサート鑑賞ができるというのはと
てもいいと思います。ぜひまたこういう企画を。［コン
サート用のステージについて、］もっと大きくてもよい
と思います。［展示の解説について、］楽器の名前をも
っとくわしく。［手でふれることのできる展示につい
て、］みる人のマナーが悪い（ガキ）。

女性 20代 泉佐野市 フリーター

トラディショナルなものだけでなくもっと、今、街中
で（その国の）流行っているうたの中にも民博でしょ
う介する価値のあるものもあるはずと思う。ずいぶん
とむかしの民族観から現在の音楽がぬけおちているよ
うな気がします。衣装も、こういう展示ではきわもの
やまずしさしかみえないと思う。手しごとのよいもの
はよいものとして見せておおらかなところはのびやか
に 2 つにわけて見せる方法はなかったでしょうか。（サ
ンバチームのハートの衣装はお気に入りです）。フォー
ク（南米のもの）にはドラムカンはにあわないし（ブ
ラジル以外）カリブやブラジルのものにはベニヤはに
あわない。アルパの二姉妹には両方ともにあわない。な
んでもかんでも両方にあわせるくらいならいつもの（本
館）のようなニュートラムな展示の方がよかった

女性 20代 八尾市 その他

東京からわざわざ来て、本当に良かったです。ボリヴ
ィアの楽器にもいろいろあることがわかりました。又、
それ以外の国々にもいろいろな種類の楽器があること
にもおどろかされました。又、音楽と生活が一体化し
ていることを改めて感じました。この一年、ボリヴィ
アに行っていないので、久々にあちらの空気を感じる
ことができました。……タリハのカーニャはやっぱり
おおきいなぁ……山本先生……展覧会大成功！！おめ
でとうございます。

女性 30代 東京都 公務員

思ったより面白かったので良かったと思う。 女性 10代 茨木市 大学生
もっとたくさんの楽器を鳴らせる事ができたらもっと
良いと思います。（次回に期待！） 男性 30代 兵庫県 無職

現地の人を解説などのためつれてきてほしい。 男性 20代 枚方市 大学生
マネキンが恐かった。ドラム缶を積むだけでなく、上
からつるしてあったのはとても良かったと思います。触
れる事のできる楽器がもう少し多くてもよかったのか

女性 20代 京都府 教員
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な？と思いました。演奏、とても良かったです。P．A
さん、ちょっとね……それがなければもっと良かった
です。
楽器の展示が多かったが、それよりももっとたくさん
の民族衣装や祭りなどが知りたかった。 女性 20代 池田市 大学生

ただ楽器をおいてあるより、マネキンが実際にポーズ
をとって演奏できる状態で展示しているのがとてもわ
かりやすく親切だと思った。演奏会はとても良かった。
でももう少し別の楽器の（マリンバとか）生演奏も聞
いてみたかった。ドラム缶で統一しているので良かっ
た。

女性 20代 奈良県 大学生

ラテンアメリカの伝統音楽に加えて、植民地時代にで
きた音楽の様子などが展示してあるのにはとても興味
をそそられた。アフリカの民族が、つれてこられて辛
い思いをしていることなどは、今のラテン音楽を形成
する上ではずせないものもきちんと展示してあり満足
いくものだと思う。もちろんこれが全部とは言わない
だろうがラテンアメリカの音楽の一端を見るには充分
だと思う。

男性 20代 吹田市 大学生

従来企画展示には 1 回以上来たことはなかったが、今
回 2 回来ました。特に生演奏やさわれる展示はよいと
思います。今後も親しみやすい企画を続けられますよ
う期待しています。大変よい企画で満足しています。あ
りがとうございました。

男性 40代 茨木市 会社員

各国の音楽から見る民族学はとても入りやすく、直接
心に飛込んでくるすばらしさがある。もっと色々な国
の音楽を聞きたい。

女性 40代 茨木市 主婦

臭いが良くない。ベニヤ板？ドラム缶の塗料？ 男性 20代 吹田市 会社員
ベニヤ板のにおいが少し気になった。さわれる展示は
とてもよかった。楽しかった。 女性 20代 豊中市 会社員

ラテンアメリカの音楽というと「コンドルが飛んでい
く」というイメージが強いが、そればかりではないこ
とをもっと強調すべきと思います。

男性 40代 茨木市 会社員

マトラカがかわいらしくて気に入りました。コンサー
ト良かったです。民族音楽は好きなので来て良かった
と思いました。

女性 10代 奈良県 大学生

演奏の曲を増やして欲しい。 女性 20代 東大阪市 大学生
もっと手でふれることのできる展示、鳴らせる展示が
あってよいと思う。もっと楽器の解説（どう鳴らすの
か、どういうものからつくられているのか）があって
よいと思う。展示には工夫がみられるが文字がみにく
く展示が遠い。

女性 20代 大阪市 主婦

規模的にも丁度良く、ゆっくり見れる。具体的でよく
わかり楽しい。コンサートがとても良く、やはり本場
の音楽は本場の人でなければの思い。

男性 60代 兵庫県 会社員

各楽器の音色がわかるようなボタン式拡声機のような
ものがあれば良かった。楽器は身近なものなので、も
っと触れる機会をつくってほしい。

男性 20代 大阪市 会社員

小さなホールでの演奏、とても素晴らしくて、感動し
ました。また、楽しい展示会が企画されることを期待
しています。

女性 20代 茨木市 会社員
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各地方の楽器、おもしろかったです。形のわりには、お
もろい音が出たり、きれいな音が出たり、素晴らしか
ったです。次を期待しています。ありがとう。

男性 20代 茨木市 会社員

横笛の試奏をさせてほしかった（ 2 F）。 男性 10代 吹田市 高校生
ライブ・ステージ。 2 曲目の曲が気に入りました。 女性 30代 吹田市 フリーター
笛関係がもうひとつものたりない。デザインがもっと
多彩なはずだがそっけないデザインのものが多い。民
族性のみで使う人の個性が感じられるものが少ない。

男性 40代 豊中市 会社員

マネキンが衣装をまとって楽器を持っているのがとて
もよい。雰囲気が出ている。ドラム缶を使っている所
がなんでも楽器にしてしまうラテンアメリカっぽくて
感心してしまった。

女性 10代 奈良県 大学生

楽器についてもっと説明があってもよいと思う。 女性 40代 摂津市 その他
各展示楽器のかたわらでの演奏方法の説明をもっとわ
かりやすく解説してあると、もっとおもしろかったと
思う。鳴らすとおもしろい楽器が、たくさん展示され
てるだけだったのが残念です。

女性 20代 摂津市 公務員

試奏コーナーについて品目の数をもう少し［増や］し
てもらいたかった。展示にともされる解説文をもう少
し字を大きくしてもいい。

　 20代 和歌山県 会社員

期間をもう少し長くして下さい。 　 50代 徳島県 会社員
もうすこしみせるものをおおおくした方がもっとおも
しろくなると思います。 男性 10代 静岡県 小中学生

実際に楽器にふれられて楽しかった。マルチメディア
コーナーの席がもっとたくさんあると良いと思う。あ
るいは、座りこまないようにできる工夫がほしい。

女性 30代 兵庫県 大学生

色々な楽器にふれることができ、演奏もきけたので、よ
かった。 女性 10代 和泉市 大学生

もうちょっとかいせつのところを明るくするともっと
よくなると思う。 男性 10代 静岡県 小中学生

今回のような展覧会・コンサートをもっとやってほし
い。目でみるものより、さわったり聴いたりする催し
が良い。

男性 30代 吹田市 公務員

個人的にフォルクローレ（ボリビア・スタイル）を演
奏している者です。はじめての人にもわかりやすく、と
てもよく出来た企画だと思います。ただ、とくにボリ
ビアの弦楽器（チャランゴなど）についていえば、展
示されているもののほとんどがボリビアへの観光客向
けにつくられた粗悪品であると見てとれますし、その
他の楽器についても同じように考えられます。また、現
在のラテンアメリカの音楽（楽器）と地元の人たちと
の関わりについての表現が必ずしもきちんとなされて
はいなかったと思います。とはいえ、試行錯誤をくり
返しながらもこういった企画を重ねていくことが大切
なのだと思います。またこうした企画をみられること
を楽しみにしています。

男性 20代 千葉県 公務員

マルチメディアのコーナーに 2 台しかなかったので常
にこんでおり、試すことができず残念だった。しかし、

「鳴らすと……」のコーナーでは、スチールドラムを実
際にたたけておもしろく、難をいえば、吹く楽器をと
り入れてほしかったと思います。アルパのいい演奏が

女性 20代 和歌山県 教員
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きけて、ラテンアメリカの楽器を今までより身近にか
んじることができた。試しに買ってみたケーナ（調律
済みの）を早速練習してみようと思う。
昔の服装がよくわかった。よかった（ラテン、ガリフ
ナとか）。においくさい。ちっときつい。息ぐるしい。 女性 10代 静岡県 小中学生

みていてつかれたりしないからすごくいいと思った。少
し空気がわるいのがつらいです。まん中のステージが
はく力があった。

女性 10代 静岡県 小中学生

コンサートのお姉さん方がとても素敵でした。ありが
とう！ 女性 20代 茨木市 大学生

姉妹がとてもかわいく、すてきな音楽がきけてよかっ
た。 女性 40代 茨木市 会社員

あまりにも演奏がいいので、ついねむくなってしまっ
た。何曲やったのでしょう。たくさんの曲をするには、
1 つ 1 つマスターして、うまくいかなければならない
のです。すごいなあと思った。

女性 10代 静岡県 小中学生

ラテンアメリカらしくてとっても良かったです。楽器
がとてもすばらしくて× 2 倍だった。［写真のパネルに
ついて］人々の生活がよくわかるから、とても良い。

［展示場内のコンサートは］良いけどあつかった。

女性 10代 静岡県 小中学生

演奏がとてもよかった。 男性 20代 奈良県 大学生
楽器の種類が沢山あるのに驚きました。楽しく拝見さ
せて頂きました。展示場がもう少し広いともっとよか
ったと思います。歴史的な見方がもう少しあると良い
と思いました。以上。P.S.体験コーナー、とても親しみ
が持ててすばらしい企画だと思いました。

女性 50代 東京都 教員

ラテンはこれで 2 回目。とてもすばらしかったのが、ラ
イブコンサート。ケーナかアルパのいずれかの生［演
奏］をと思っていたので最高。目的から少々ずれるか
も知れませんが、もっとラテン的なものを売るコーナ
ーの充実（前回はもっとあった）を。ラテンはとても
広いので、シリーズで実施するならメキシコ、ペルー、
ボリビア……と焦点をあてたらいかが？もっとライブ
の充実を！

男性 40代 吹田市 会社員

実際に肌で感じられ、大変満足しています。 女性 20代 堺市 教員
『コンドルは飛んでいく』など知っている曲を、その国
の楽器で演奏してもらうのはとても楽しかった！ 　 20代 東大阪市 公務員

演奏がとても良かったです。CD やテープで聞くのと大
違いで、今度は打楽器が入ったのが聞きたいです。 女性 20代 寝屋川市 公務員

楽器の展覧会といえば、ともすればやかましい音が飛
びかう会場を想像しますが、今回の展示は「不必要な」
音がなく、じっくり落着いて見物できる。スピーカー
の指向性を下に向けて上から吊す方法は他の展覧会で
も参考になると思いました。沢山のコーナーが競合し
てやかましくなるのをうまく防いであります。楽器は
手で触れて、音を出してみないと理解しにくいものだ
けに、「手を触れるな」の表示のない展示は大変良く、

「固苦しさ」を追放してもいる。コンサートの PA の音
量も丁度よい。

男性 50代 枚方市 会社員

試奏できるというのが良かった。楽しかったです。手
でふれることのできる展示もよかったと思います。見 女性 10代 豊中市 高校生



188 189

ただけではよくわからないし興味もわかないと思うの
で……。学生でも楽しめました。
いつも平日にしか来たことがないので、かつて見たこ
とのない人の多さに吃驚した。南米独特のカラフルな
民族衣装と戸外の陽気も手伝って、賑やかですごくカ
ジュアルな感じのする催しだと思う。

女性 20代 大阪市 会社員

地域や年代による区分をはっきりした方がわかりやす
いのでは。 男性 20代 兵庫県 大学生

トイレがきれいだった。 女性 20代 豊中市 大学生
アジア（ベトナム、タイ、カンボジア、中国）や中近
東（エジプト、イラン、イラク、クウェート、レバノ
ン、モロッコ etc）がとても好きなので、アジア、アフ
リカの食についての展示をしてもらいたい。

男性 20代 兵庫県 会社員

楽器に限らず使ってこそ（使い方を究めてこそ）その
意義が判るものなのでしょう。他の方面でも、さわれ
る、さわって見せる展示を望む。

男性 50代 箕面市 会社員

「ラテンアメリカの音楽と楽器」に来させてもらったの
は今日で 3 回目です。私は大学で音楽を専攻しており、
楽器について勉強していこうと今、資料をあつめたり、
本を読んだりしている次第です。今回、この催しのお
かげで、たくさんのことを知ることができました。あ
りがとうございました。これから、ラテンアメリカだ
けにとどまらず、いろんな地域の音楽と楽器を紹介し
ていただけたらうれしく思います。

女性 20代 奈良県 大学生

［マネキンを使った］アイデアはよいが使用されている
マネキンがよくない。 男性 30代 京都府 会社員

実際に鳴らせたり、ライブが聴け、展示の内容をより
身近に感じることができ、よかった。 　 20代 高槻市 主婦

今まで見たことがない楽器ばかりで楽しかった。が"音
楽と楽器"となっているので音楽ももう少しわかるとい
いと思う。楽器ばかりのような気がする。

女性 20代 滋賀県 公務員

今までの展覧会はきっちりと整理、管理されていて、す
ぐたいくつする。しかし今回は入った時からおもしろ
かった。ドラム缶やベニヤ、段ボールなど、簡単なも
のだが、うまくイメージに合わせたと思う。ちょっと
ゴチャゴチャしているけど、イメージに合わせた展示
でよかった。写真撮影の OK とゆう柔軟性はうれしか
った。

男性 20代 京都府 会社員

文字の展示が白地にでなく、茶紙であり、見えにくい
こともあるが、やわらかく、とけこんだ感じ。ステー
ジの人形が作る影が不思議な効果をもっている。実演
は短い時間でよいから、何度もあった方が良い。

女性 50代 吹田市 主婦

ラテンアメリカのイメージがでてこない。もう少し明
るく、音楽も流して欲しいと思うが。コンサートは短
い時間でも良い。

　 50代 吹田市 会社員

アルパ演奏は非常によかった。次回こういった企画を
お願いします。アルパ演奏の CD も売店に置いてほし
かった。

男性 30代 京都府 自営業

ステージの上の吊している人形は上下に動いている方
がいいと思う。逆さ吊りと言うのは良くない。いじめ
の問題のことも考えて欲しい。

女性 30代 高槻市 会社員
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コンサートは大変良かったと思いますが、色んな楽器
による音楽がもう少し聞きたかった。たとえばレゲー
も。

女性 60代 茨木市
　 会 社 員，
フリーター

もうすこしラテンアメリカのイメージを出してほしか
った。民博を通じてもっと PR すべき。 　 40代 茨木市 会社員

ドラム缶の色あいがメキシコチックでよかった。でも
ベニヤの板は工事中みたいで中途はんぱな感じがした。
ステージ中央の人形のぶら下がったセットは good。演
奏のサナブリア姉妹の人はチャーミングでよかった！

女性 20代 吹田市 会社員

生演奏がとても良かった。思いがけなかったのでとて
も楽しく思いました。（講堂のコンサートは最高でし
た。）ラテンアメリカにはドラム缶のイメージより、自
然・緑・水空・海・太陽のイメージの方が欲しかった。

女性 60代 吹田市 主婦

今回の企画展に関しては、方々で、ポスター等見かけ、
広報に力を入れているなと思った。一方、周りの人間
にさそいをかけても、なかなか民博というと、いかな
い人が多い。今回のように、けっこう万人受けする企
画の時は、ポスター等にある程度内容もかいてみては。

男性 20代 兵庫県 会社員

ラテンアメリカの各地域での、展示された楽器を中心
とした文化、生活をもっとクローズアップして欲しい。 男性 30代 兵庫県 会社員

もっと直接、音を出せる楽器が多かったらよかった。ビ
デオ楽しかった。コンサートの二人の姉妹すごくかわ
いい。演奏もバツグン！！

女性 20代 京都府 大学生

［ビデオシアターについて］ 1 ヶでは不足。 女性 50代 豊中市 主婦
［マネキンについて］黒い色が見にくかった。 女性 20代 大阪市 公務員
［展示コーナーのスピーカーについて］良いが、音には
不満。 　 30代 奈良県 会社員

サルサやレゲエ等、現代音楽も加えてほしいです。 女性 30代 茨木市 主婦
東洋音楽もやってほしい。 女性 30代 門真市 主婦

［展示の解説について］良くないのは見にくいため。 男性 50代 京都府 教員
いつも楽しい展示を有難うございます。ここの展示に
は今までハズレがありませんでした。とても嬉しいこ
とです。あと欲を言えば、企画展に連動した催し（コ
ンサート、バザー、レストランの食事など）がもっと
充実してくれるとうれしい。インドのときなどはすご
くよかったです。

女性 30代 京都府 その他

もう少し、開館時間を延ばして、ゆっくり見させてく
ださい。 　 10代 兵庫県 大学生

とても良かったです。もう終わるのが惜しい。前半の
ファミリア・ロドリゲスと後半のパラグアイの姉妹の
アルパハープとギターのミニコンサートは（双方とも
2 回ずつくらいききにきました）極上でした。ラテン
の楽器を手でさわってならせるのもとても良かった。パ
ソコンのコーナーもGood。レクチャーコンサートもと
ても良い。今日はボリビアの音楽と踊りを見にきまし
たが、踊りがメチャすてきでした。すばらしい民族衣
装とかわいらしい踊り。男の方はステップに迫力があ
りました。惜しいのは音楽の方のまん中のドラムの方
がいろんな打楽器で特殊な音を出して下さるのが、ド
ラムのかげになっていてみえにくかった。でも、日本
の震災のことを歌った歌など感動しました。これから
もすてきな催しをして下さい。期待してます。

女性 30代 京都府 フリーター
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写真や解説はもっと大きく見やすい色で書いて欲しい。
とくにケーナは、吹口が大切なので、上の方のケーナ
は吹き口が見えない。上の方にある作品をもっと目の
高さにしてもらえるとすごくいい。中間色の電灯の色
に、楽器の色壁の色が似ていて、見にくいので、壁の
色と楽器の色は、差別化してもらいたかった。

男性 20代 大阪狭山市 大学生

説明がもっとほしかった。歴史、分布図。どのような
ところで演奏されるか、どのような構成の Bandaでつ
かわれるか。終了の音楽が Arpaでとてもよい。オリジ
ナル Cd or テープなどあったら三重丸でしょう。［展
示スピーカーについて］ま下にいかないと……。でも
音がまじらないのはよい。

女性 20代 京都府 大学生

生演奏、試奏コーナーが良かった。 男性 30代 大阪市 会社員
もっと「ならすと、わかる」の楽器が多ければよかっ
たかも……。まあ、よかったです。 男性 10代 箕面市 大学生

もっと多くの楽器の音色がきいてみたい。楽器の解説
をもう少しくわしくしてほしかった。ギターのような
やつで、げんのはり方が風変わりであったので、調律
がギターとどうちがうのか、とか。

男性 20代 兵庫県 大学生

これからもわかりやすい企画をお願いします。 男性 30代 茨木市 会社員
姉妹でのコンサートが生演奏で聴けてとてもよかった。
民博とゆうことで、もっと勉強っぽくて、かたいイメ
ージがあったけれど、中へ入ってみると予想をはるか
に上まって楽しいひとときを過ごすことができました。
ありがとう！又、こんな企画して下さい。演奏は本当、
感動しました。

女性 20代 茨木市 会社員

ふつうの展示会は見るだけで体感できないが、今回の
は、直接さわれるので、とても楽しかった。 男性 20代 兵庫県 大学生

全体的に 1 階は圧迫感を感じて、息苦しいように思う。
もう少し、空間を考えた方がいいように思う。 女性 20代 大阪市 大学生

ベニヤ板の床・ドラム缶・・ありあわせというかんじ
がして、ぬくもりがかんじられない。コンサートはと
てもきれいな歌声であっという間の30分でした。どう
もありがとう！！

女性 30代 茨木市 主婦

服がかわいく、今でも十分ふつうの生活できれる。予
想以上に展示・催しが心地よくすごせました。音楽も
きもちよかった。ディスプレイのしかたがたのしく、か
げの人がきにいりました。

女性 20代 茨木市 フリーター

今までに見たことのない楽器だらけで驚きました。人
間の知恵というのは、未知だと実感させられました。 　 20代 豊中市 公務員

マネキンが少し西洋風。もう少しその民族らしい体格
だったらと思った。 女性 40代 京都府 公務員

［展示の解説について］ながいすぎるです。 女性 40代 大阪府以外 主婦
1 ．展示品の一部ではあるが、手を触れて演奏出来る
ことは大変好ましい（混雑していなかったことが幸い
していたのかも知れないが）。展示品にもよるだろうが
手にとって鳴らすことが出来るということで若い人々
には興趣を深めていた様に見受けた。 2 ．いつの展覧
会でも思うことだが、図録に予め目を通し見ることが
好ましいが、図録を読んで再来場の外はないのだろう
か。

男性
70才以

上
高槻市 無職
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大変素晴らしい良い企画でした。 女性 50代 豊中市 主婦
［ドラム缶とベニヤ板の床について］これでよいが、ど
うしてドラム缶なのかどうしてベニヤ板なのかがわか
らない。

女性 60代 池田市 主婦

長い展示期間だと思ったが、終わってみるとアッとい
う間。もっと期間を延ばして欲しいくらいだった。民
博の特別展で何回も足を運んだのは今回が初めて。何
度来ても飽きることがなく、最高の展覧会になったと
思う。コンサートや自分で楽器に触れることが出来た
のがとても楽しかったし、是非またこのような企画を
考えて頂きたい。阪神大震災や、サリンと暗く不安な
時機だっただけに何よりの心のなぐさめになりました。
ありがとうございました。［展示コーナーのテレビにつ
いて］台数が少なく見ることができなかった。

女性 30代 吹田市 会社員

ドラム缶が色あざやかなのはとてもラテンアメリカら
しくてよい。もう少し落書きがしてあったりしたら（現
地っぽく）より雰囲気がでるのではないかと思う。茶
紙やダンボール等を使った展示も今回のイメージに合
っていてとてもよいと思う。展示、企画する方々が楽
しくやっておられる雰囲気が伝わってくる気がしてく
るのが、何よりもウキウキ、ルンルンの要素だと思い
ます。［展示コーナーのテレビについて］少し画面が小
さい。［コンサート用ステージについて］少しそぼくす
ぎる。

女性 30代 大阪市 その他

ラテンアメリカに関する展示お願いします。 男性 40代 高槻市 会社員
とても楽しい展覧会でした。盛り沢山で 1 、 2 回では
見きれず数回訪れました。おかげさまでじゅう分楽し
めました。

　
70才以

上
吹田市 その他

・S 姉妹の演奏はとても良かったが、曲目紹介はマイク
のセッティングと外国人のためとが相まって、ほとん
ど理解できませんでした。どなたか日本人の方が曲名
だけでも言い直していただければ良かった。・演奏中
2 Fにいたが、演奏終了まで（階段が人で埋まって）1 F
に降りられなかった。 1 列分の通路が確保されていれ
ばよかった。・ドラム缶のディスプレーは中米やカリブ
のイメージは感じるが、アンデスのイメージとは合わ
ないように感じた。さりとてラテンアメリカを象徴す
る別の物は思いうかばないのですが、阪神大震災の後
だけに、このディスプレーが降ってきたらとチョット
怖かった（これはつけ足し）・南米の楽器と衣装。よく
これだけ収集されましたね。楽しく拝見させて頂きま
した。有難うございました。

男性 40代 神奈川県
その他／私
大職員

多種の楽器をよくぞ集められてと感心した。展示場で
のコンサートが身近に親近感を持て、又、打楽器を隣
のお子さんと楽しませて頂いた。有料でもケーナ（リ
コーダーの様な）とか、他音階の楽器の指導もして欲
しかったです。何時か［ラテンアメリカを］訪ねて 1
曲捧げて来たいと思っています。

　 60代 高槻市 主婦

お金で買えない素晴らしい演奏でした。心が豊かにな
りました。 1 月以来の嫌なニュース、震災の気分がぬ
ぐわれました。本当に来て良かったと思います。

女性
70才以

上
吹田市 主婦
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ハガキに対して、ペア招待にしてくれれば友人といき
やすかったりしたのにと思います。（友人と 2 人ともひ
にちがバラバラになり、悲しい思いをしたので。）今回
がはじめてなので前回はどーだったのかわからないの
になまいきですが……。

女性 20代 大阪市 会社員

5 /29 とても小学生の私にわかりやすくせつめいしていたの
でよかったと思う。 女性 10代 茨木市 小中学生

コンサートがとてもよかった。大学の昼からの授業を
さぼってしまったけど、充分満足できた。解説の字が
もう少し大きい方が読み易い。時間がなくてビデオシ
アターをみることができなかった。ラテンアメリカだ
けでなく、インドの音楽と楽器という企画を是非お願
いします。

女性 20代 三重県 大学生

コンサートがとても良かった。ハープの音がとてもき
れいだった。" 熱帯雨林 " も良かったし、サナブリア姉
妹の演奏もきれいでした。

女性 10代 茨木市 高校生

［展示コーナーのテレビについて］もう少し台数を！
［ビデオシアターについて］もう少し台数を！ 男性 20代 奈良県 大学生

この場所に 2 回来て見て 2 回共に満足した。「国立民族
学博物館」という名前から、堅いイメージを抱いてい
たが、実際には非常に興味深い物が沢山置いてあり、も
っといろんな人に見物してもらえるといいのではない
だろうか。今回も前回も、十分な時間がなかったので、
次は 1 日かけてゆっくり見物したい。

男性 20代 大阪市 大学生

僕はオカリナを作っています。今回の展示はオカリナ
のアイデアを得るのにとても有意義でした。 男性 20代 箕面市 大学生

「鳴らすと、わかる」コーナーをもっと充実させて欲し
かった。（特に笛だけコーナーがないのは面白くない）
他に、楽器演奏の形態の移り変わりの展示や、試聴コ
ーナー（CD 屋にあるようなもの）があれば良かったと
思う。

男性 10代 京都府 大学生

・企画がわるい。やり方がわるい。・アルパミュージシ
ャンはとても良かった。・ 2 階はまだましだけれど 1 階
の展示はかなり悪い。もっと伝えるものを"核"に持っ
てほしい。（企画する側の意識に）お金のムダづかいは
やめるべきだ。「ラテンアメリカの音楽と楽器」……。・
でもコンサートは良かった。サナブリア姉妹の給料を
あげるべきだ。・もっとしっかり仕事しましょうよ。"SO　
WHAT"の企画ならやめた方がいい。なくても生きてい
けるんだから。でも！！と思うなら心を美しくして心
して仕事をして欲しい。［ドラム缶の展示について］ま
ったく良くない。閉鎖的だし何かかんちがいしている
としか思えない。資源節約すべし。［マネキンについて］
すべてのマネキンが黒というところが良くない。各国
の衣装の差が目立っていない。［展示コーナーのスピー
カーについて］上から聴こえてくるのはこわい。［展示
の解説について］見にくい。［「鳴らすと、わかる」コ
ーナーについて］もっとさわりたい。

女性 20代 堺市 無職

様々な地域のこのような展示を今後も続けてください。 男性 30代 兵庫県 会社員
ビデオにナレーションを入れてほしかった。説明がな
いとよくわからない。コンサート中に「鳴らすと……」
の楽器をさわっておこられたが、注意書をもう少し良
く見える所にはっておいてほしい。

　 20代 高槻市 大学生
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適材適所で割に良かったと思う。コンサートステージ
の工夫が良い。楽器を直接触れるのはいいが、今はコ
ンサート中でさわれないのが残念！！

女性 10代 京都府 大学生

手でさわったり、音が出せるというのはいいが、こん
なんがありますよ～という展示だけでルーツなど工夫
がほしかった。なぜドラム缶なのか、場所をとるだけ
でラテンアメリカのパワーというものを取りちがえて
いると思う。

男性 20代 大阪市 大学生

館に入りましたら、今からコンサートが始まるところ
です。ナントいい時に到着。演奏はサナブリア姉妹（パ
ラグアイ）アルパとギターでした。久し振りにナマの
音楽に接し、嬉しうございました（14：00から）主人
と二人で参りました。有難うございました。

　
70才以

上
大阪市 主婦

アンケートには「良い」項目ばかりに印をつけました
が、実際この料金でここまでやってしまうのは凄いと
思います。ビデオシアターなどは人に専有されてしま
って楽しむ機会を逃してしまいましたが……。コンサ
ートなどもあって、盛りだくさんで感激しました。も
っとゆっくり見たかったのですが……。また、こうい
うのやって下さい。

男性 20代 京都府 大学生

展示の仕方が悪い。ドラム缶やベニヤ等やりたい事は
わかるのだがもうすこしやりようがあるのではと思う。
今日（ 5 /29）のえんそうはすばらしかった。手でふれ
て鳴らせるものをもっともっとふやしてなんぼではな
いかと思うがどうでしょう。僕はトーキングドラムが
さわりたかった。

男性 20代 大阪市 自営業

サナブリア姉妹のコンサートにすごく感動しました。も
し、CD かカセットがでていたらその情報がほしいで
す。サナブリア姉妹に関する情報ならどんなことでも
知りたいです。" 月刊みんぱく " に分かっている情報を
のせて下さい。お願いします。

女性 10代 島本町 高校生

サナブリア姉妹の演奏、とても良かった。 女性 40代 大阪市 主婦
［展示コーナーのスピーカーについて］指向性は良いが、
音質は今一つ。 男性 60代 京都府 無職

もっと鳴らせるのが多くほしかった。 男性 20代 吹田市 大学生
生演奏に感動した。 男性 20代 茨木市 その他
生演奏（姉妹）には感動しました。マルチメディアも
とても楽しかったです。［展示の解説について］少し暗
くて見にくいところがあった。

男性 20代 島本町 学生

体験コーナーがあったのは、とても良かったと思いま
す。コンサートもすばらしくて、大満足でした。 女性 20代 兵庫県 大学生

ライブがとても良い。 男性 50代 東京都 会社員
自由に行き来できて、楽しかった。けれどわがままを
いえば、ビデオシアターがもっと臨場感をかもし出す
ものであればよかったと思います。

女性 30代 東大阪市 無職

楽器の変遷が判って面白かった。コンサートをきいて
いると中南米の村々の祭りが想像されて、マラカスを
ふったり貝殻を沢山つけたソックスをはいたりしてお
どりたくなった。ついでにおどりをみせて欲しいと思
った。

女性 60代 東大阪市 自営業
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民族衣装をつけて踊りがあればもっとよかったのにと
思う。簡単なフォークダンスなど我々も参加出来れば
尚うれしい。コンサート迫力に感激した。良い日によ
せて戴いてよかったと思う。

　
70才以

上
東大阪市 主婦

5 /29来館　アルパの演奏が素晴らしかった。Muchas　
Gracias！ドラム缶のイメージがピンと来ませんが（年
齢のせいか？）

男性 60代 茨木市 無職

いささか物足りない。もっとテーマにあわせた何かが
ほしかった。いつもはもっと展示物が多いので見終わ
ると疲れるが、今回は楽だった。がその分物足りない
気もする。この後、この大量のドラム缶はどうなるの
かと気になる。歌がすごくよかった。［ドラム缶でラテ
ンアメリカをイメージした展示について］ドラム缶と
何の関係があるの。［コンサート用のステージについて］
上の人がぐるぐる回るともっと良い。［ビデオシアター
について］混んでいた。［「鳴らすと、わかる」コーナ
ーについて］もっとあれば良い。

女性 20代 奈良県 無職

［ドラム缶の展示］、［ベニヤ板の床は］意欲は買うが中
途半端な感じ。　［展示コーナーのテレビ］、［展示コー
ナーのスピーカーは］色々な楽器の音を聞かせて欲し
かった。［手でふれることのできる展示］、［「鳴らすと、
わかる」コーナーは］ふれたり、音を出したりしてよ
いものとそうでないものとの区別をもっと判り易くし
て下さい。

男性 50代 摂津市 自営業

展示内容は、まあまあいいが、その割には入館料が高
いと思う。民博にはしょっちゅう来る。特展もよく来
る。そのたびに館内のイメージが異なっていておもし
ろし。ただ今回のドラム缶は高く積みすぎて暗いかん
じがする。［「鳴らすと、わかる」コーナーについて］も
っとたくさん自分で鳴らさせてほしい。［展示場内のコ
ンサートについて］パーカッションも入れてほしい。

女性 20代 箕面市 大学生

サナブリア姉妹の演奏がとてもよかった。 2 回も見ま
した。Muchas　gracias！ 女性 20代 吹田市 フリーター

妙にあかぬけていて「みんぱくどうした？！」と思っ
たけれど、感じが良くてみやすかったです。力が入っ
てますね、山本先生。ラテンアメリカ関係は大アンデ
ス文明展以来ですけど、何かすごく対称的という感じ
です。あの時は純粋に学術的で。フォルクローレのコ
ンサートはありましたが。（［レストランの］ゴハンが
実現出来てるし）もっとこんな「もよおし」をして欲
しいです。人形の後ろとか横とかみえて。普通みえな
い所までみえて。とても楽しかったです。またみんぱ
く通いをしてしまいそうです。（中学の時から通ってま
す。）

　 20代 八尾市 フリーター

手でふれる "弦楽器"の展示で、もう少し個々の展示物
をはなしておくとひきやすい（さわりやすい）のでは。

「これは・・という楽器です」なんてこと言ってもらえ
たらよかったなーと。何かすごく素朴にして先端。良
いんじゃないですかー。ところで、セミージャなるガ
ラガラ風のものはありゃ、マメ科の植物でしょ。ネ。

　 　　　 　　　

［ドラム缶の展示について、ラテンアメリカに］行った
ことがないのでわからない。 　 30代 京都府

その他／団
体職員
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今まで知らなかった歴史、黒人の人たちのことを知れ
てよかった。楽器もいろいろみれて良かった。コンサ
ートも生で演奏されていてよかった。また来たいと思
いました。今後の催し物も楽しみです。ありがとうご
ざいました。

女性 10代 寝屋川市 大学生

さわって材質と音色（チューニングはきちんとされて
いるわけではないですが）が確認できる展示はステキ
です。人形についてはできれば人の顔だちや表情も「ラ
テンアメリカ」を感じられるようにしていただけたら
よかったと思います。ドラム缶については「カリブの
スティールドラム」をイメージしたというお話でした
が、その意図はわかりますが、それはラテンアメリカ
の多様性の一面なので、個人的には「どちらでもない」
感想です。確かに「日常生活の中の何でも楽器にする」
というひとつの表現の在り方とは思いますが。もう期
間終了ということでとても名残惜しいです。できれば
あと 1 カ月くらいアンコール……という気持ちです。全
体によい企画だったと思います。

　 30代 兵庫県 公務員

今日は体調不良でしたが、コンサートなどもありおも
しろかったです。演奏を聴きながらおどるコーナーが
あったらおもしろかったんじゃないかなと、たわけた
ことを考えてしまいました。

　 20代 吹田市 大学生

［展示コーナーのテレビについて］音が欲しい。 　 40代 豊中市 主婦
・トラックボールは使いにくい。・手でさわれる展示の
方法はもう少し検討すべきだと思う。破損がこわい。・
鳴らせるコーナーについてはもう少しジャンルをふや
してほしいし、ただならすだけでなく、「演奏」ができ
るように対応してほしい。

男性 20代 静岡県 公務員

もっと手でふれて、鳴らせるとよかったです。 男性 20代 兵庫県 大学生
［コンサート用ステージについて］配線コードが見苦し
い。 女性 20代 奈良県 その他

コンサートの最後の曲がとてもよかった。又、聞きた
いと思います。 女性 40代 四条畷市 主婦

ラテン音楽を生で聞くことができてとてもよかった。珍
しい楽器を目にすることができありがたい。 男性 30代 堺市 その他

楽器解説の期間を長くしてほしかった。 女性 40代 京都府 教員
2 階部分も、もう少しカラフルにしても良かったかも。
参考資料の展示が良かった。 女性 20代 豊中市 大学生

これからもおもしろい博物館をつくっていって下さい。 　 20代 四条畷市 大学生
ステージ中央の"鳥人"がよい。説明のビデオもよくわ
かる。 男性 60代 岡山県 無職

てきどに音が館内に流れていて、よかったと思いまし
た。くつろげました。 女性 20代 豊中市 大学生

演奏がとても良かったです。もっと聞きたいので、今
度は曲数を増やして下さい。カセットテープの値段が
少し高いのが残念でした。

女性 10代 高槻市 大学生

テレビが音声が出てなくて残念でした。 女性
70才以

上
吹田市

開放的な感じで良かったです。ただ、パネルの文字が
少し小さすぎるように思います。 女性 20代 交野市 大学生
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アルマジロはハ虫類なのかホ乳類なのか知りたかった。
ふつうはさわれないいろいろな楽器をさわられてとて
もよかった。

女性 20代 大阪市 大学生

NHKの番組を見て、来ました。ドラム缶のセッティン
グがすてきですし、ふつう、楽器の展示はさわること
ができないので「さわる」ということはとても良いこ
とだと思います。やはり楽器というのはさわってみな
いとね。ハープを作っているので、いろいろな国のハ
ープに興味をもっています。いろんな種類のアルパが
展示されていて勉強になりました。

女性 30代 八尾市
その他／団
体職員

よかったすごく。また来ようと思う。次も、意表をつ
くような妙案を出して、驚かせて楽しませてください。
モノに触れてみることはすごく大切だと思う。柵もガ
ラスもなく、そのままの展示なので身近に感じられる。
こういうフトコロの深さに賛成します。気持ちの良い
観覧でした。［展示の解説について］地図がもっと欲し
い。地理的説明も。

女性 10代 京都府 大学生

日頃と全然ちがう世界を体験した気分です。ラテンア
メリカの陽気で明るい様子が表れていると思う。 女性 10代 京都府 大学生

5 /30 最高や！ 女性 20代 寝屋川市 フリーター
質問（21）項［この展覧会にあなたはどのくらい満足
しましたか］について　とても満足に丸を付けなかっ
たのは、私はタンゴファンなので「鳴らすこと」が出
来ないバンドネオンとコンセルティーナ各 1 台とはお
そまつだった。「アストリコ」のタンゴの日が 2 日間あ
ったそうだが、都合で来られず、ラストの今日、入園
参加した。サナブリア・エルマナスのハープとギター
の中で、タンゴメドレー 5 曲は僕にとって最高の贈り
物だった。

男性 60代 三重県 会社員

衣装を見るのも楽しかった。［ベニヤ板の床について］
板がもったいない気もした。フンイキはいいけど。［ビ
デオシアターについて］少し音が小さい。操作がわか
りにくい人もいるのでは？

女性 30代 池田市 その他

ドラム缶がジャマ！ 女性 40代 門真市 その他
試奏ができて、うれしかったです。 男性 40代 堺市 主婦
さわっていいのとダメなものが区別をはっきりと。 男性 40代 門真市 その他
今回のようなテーマ別展示をもっとやって下さい。全
体としては見る前に期待していたものよりはややもの
足りない気もしますが。

男性 40代 堺市
その他／画
家

サナブリア姉妹（アルパとギターの演奏）パラグアイ
のボーカルの入った曲が良かった。［ドラム缶でラテン
アメリカをイメージした展示について］面白い。［展示
コーナーのテレビについて］もっと小分けだともっと
いい。［展示コーナーのスピーカーについて］場所によ
って良し悪しあり。［ビデオシアターについて］イスが
もう 2 ～ 3 あると。［展示の解説について］位置がちょ
っと分かりにくい。［写真パネルについて］もっとあっ
ていい。

男性 50代 広島県 自営業

展示場内のコンサートをもっといろいろしてほしかっ
た。特に打楽器のアンサンブルを生でみたかった。そ
れが見られないからテレビ（ビデオ）で見れたのもよ
かった。

女性 10代 兵庫県 大学生
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もっとはやく来館して、もう一組の演奏家の演奏をき
けば良かったと思っています。アルパやギターなど、普
段きけるものより、ここでしかきけない演奏をききた
かったです。

女性 30代 堺市 その他

お豆の楽器すごい。さやえんどーでつくれるかなー。
［展示の解説は］見にくい。 女性 20代 高槻市 大学生

実際に演奏がきけたり、自分でさわってならすことが
できてたいへん楽しかった。 男性 20代 兵庫県 大学生

出かけてきてよかったと思った。コンサートも、音響
もよく、演奏もよかった。 　 40代 兵庫県

その他／パ
ート

サナブリア姉妹の演奏がとてもすばらしく聞き入り見
入ってしまいました。感激でした。 女性 40代 兵庫県 その他

コンサートの姉妹がとてもよかった。 女性 40代 兵庫県 主婦
コンサートがとても良かった。 女性 40代 兵庫県 主婦
実際に触れて音を自分で確かめられてとても楽しかっ
たです。子ども（小学生）も連れてきたらよかったと
思いました。

女性 40代 高槻市 公務員

とても満足、といかなかったのは、ものたりない感じ
がのこったから。（そのまんま？）小さいなら小さいな
りに、満足のいく展覧会はできると思います。まして
や、これだけ数があったのだから、もう少し説明など
の量をふやしてもよかった……？でもこれぐらいで厚
かましくなくてよかったなぁ、とも思ってるんですが

（何のこっちゃ！）ああ、でもとてもうれしいたのしい
展覧会でした。［マネキンの展示について］様子がよく
わかっていいけど、マネキンがちょっと気持悪い。（じ
ゃあどうしろというんだ、といわれてもこまるが。）［展
示の解説について］大げさでなくていい。［「鳴らすと、
わかる」コーナーについて］これでなくっちゃね！［展
示場内のコンサートについて］このたてものの中でこ
のコンサートはとてもいいと思う。

女性 20代 京都府 大学生

以前、赤道アフリカの仮面を見ましたが、内容が良く、
満足でした。今回の展示もそれ以上に良かったと思い
ます。民博の姿勢にはいつも感心させられます。今後
もぜひすばらしい展覧会を開催して欲しいと思います。
ありがとうございました。

男性 20代 大阪市 教員

私は近くに住んでいますので良く来るのですが、もっ
ともっとピーアールされて沢山の方々に見、聞いてい
ただきたいと思いました。ライブコンサートも大変楽
しませていただきました。ありがとうございました。

女性 50代 豊中市 主婦

コンサートがかなり印象に残りました。初めて、この
ような展示会に来たのですが、音楽という分野におい
て、ラテンアメリカ系だけでもこれほどの楽器がある
のですから、国文化の違いというものを感じつつも、世
界共通的なものも感じられました。根本的に世界中の
人々が感じる喜び、楽しさなどは変わらないのだと感
じました。

女性 10代 高槻市 大学生

ラテンアメリカの人々の音楽と密接した生活がとても
良くわかり、楽しめた。手でふれたり、楽器を鳴らし
たりできるので、とても展示物の事を身近に学べるこ
とができた。コンサートも生で聴けて、肌でラテンア
メリカを感じることができ、満足です。

女性 10代 高槻市 大学生
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Muchas　Gracias!　ブラボー。大満足です。またやっ
て下さい。 女性 10代 箕面市 大学生

いろんな楽器があっておもしろかった。最後の演奏も
よかった。 　 10代 京都府 大学生

サナブリア姉妹の演奏がきけてとても満足。 2 曲目の
コーヒールンバと最後のコンドルは飛んで行くは知っ
ていたのでよかった。歌声がきれいで（もちろん顔も）
2 人のハーモニーがよかった。南アメリカの音楽の多
様な面に驚いた。フエにしても太鼓にしてもいろいろ
な種類があることを知った。

　 10代 京都府 大学生

定例化してもらいたい。中南米に限らず民族音楽の特
集を続けて下さい。（アフリカ音楽をやってほしい）コ
ンサート会場は屋外でやった方が良い。（こんなに環境
が良いのだから。）

男性 30代 広島県 会社員

常にこの様なコンサートを開いてほしいのです。 男性 60代 東大阪市 自営業
展示物のわりにひっそりしている 女性 30代 茨木市 主婦
マネキンが真っ黒であることに何かきつすぎて違和感
をもちます。もう少し、茶褐色ぐらいの色にした方が
良かったのではと思います。ドラムカンの発想は面白
いと思うが、館に入ったとたんにペンキか何かのにお
いになやまされます。

女性 50代 京都府 主婦

時節がら、ドラム缶を使うのはオームの薬品を思い出
し良くない。ラテンアメリカのトリニダット島はイギ
リスがドラムを禁止した時ドラム缶を切ってドラムの
かわりに使った。（カリプソ）それ以外ドラムとラテン
アメリカが結びつくものは何もない。ドラム缶はむし
ろガソリン、石油を思い浮かべ現代科学が民族的な良
いモノをくいあらしていった悪を感じてしまう。ディ
スプレイは装置が前に出てはダメ。あくまでモノを見
せるためのもの。ドラム缶が強すぎる。ラテンアメリ
カの美しく強い太陽を思い出させる色彩と砂糖きびと
コーヒーとやしの木がほしい。又音楽もリズムの宝庫
だからギターとアルパよりパーカッションを主にした
音楽が聞きたかった。

男性 50代 京都府 その他

ライブコンサートが良かった。にこやかな演奏ですい
こまれるようだった。アルパという楽器にも触れてみ
たかった。

女性 40代 茨木市 主婦

リズム感のある楽器がせいぜんと並んでいてかたい 女性 30代 茨木市 主婦
コンサートでラテンアメリカの曲を聴けてとても良か
ったです。 女性 30代 茨木市 主婦

アルパとギターの演奏がとても良かった。歌も披露し
て下さったが、素晴らしかった。これからもこのよう
な企画をいろいろとしてほしい。

女性 30代 茨木市 主婦

ライブコンサートで初めてアルパを見、聞かせてもら
って、とってもよかった。凄く演奏が美しく、時間が
あっと言う間にすぎてしまった様に思う。

女性 30代 茨木市 主婦

ヨーロッパ系の楽器だと思っていたのが、原点はラテ
ンアメリカだったという事を知った。どこにでもある
品で楽器になるというのも発見できた。演奏は最後の
曲は知っていたが、もう少し知っている曲があった方
が良かったのでは……。アルパの楽器の音色はきれい
で良かった。想像していたより高音で、ラテンの雰囲
気を味わえました。どうもありがとうございました。

　 30代 茨木市 主婦
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係りの人のイメージがわるい。女性の方。 　 50代 兵庫県 主婦
親しみやすい展示でとてもよかった。演奏は良かった
がもう一曲ぐらい歌ってほしかった。最後は日本人向
けに El　condor　pasa だったが、パラグアイの曲でも
よかったのでは？

女性 30代 箕面市 その他

サナブリア姉妹の演奏、歌共にとても楽しかった。ラ
テンアメリカの世界にしばし、ひたれました。 女性 30代 茨木市 主婦

これだけの数の楽器あまり一度に見れることがないと
思い、その土地にふれられたようでコンサートは又よ
い。 2 度来ました。

女性 60代 茨木市

ラテンのあかぬけたふんいきがもう少ししてもよかっ
たのではないかと思います。写真パネルの数がもう少
しあるともっと分かりやすかったように思います。地
域的特徴の解説がもう少しほしかったと思ったのは私
だけかな。みんぱくにひさしぶりにおとずれて満喫し
ています。いつまでも私の大好きな空間であって下さ
い。応援しています。

女性 20代 滋賀県 フリーター

派手な色彩なので少し暗く感じるのが結果的に丁度よ
いかも。ステージ（コンサート）もう少したくさんの
楽器を使って演奏してほしい。

女性 60代 兵庫県 主婦

演奏がすばらしい。 女性 40代 枚方市 主婦
とてもいいえんそう有りがとうございました。 　 40代 枚方市 主婦
音楽感あふれ私達ももっと楽器にふれる事でもっと 1
日 1 日がたのしいのではないか。ストレスがなくなる
のにな。音楽音チにかなしみを。

女性 60代 豊中市 主婦

他の地域、オセアニア（南太平洋）アフリカ、等の地
域もやって下さい。レストランの料理ももう少し、数
をふやして内容にあわせてもらえたら。

　 30代 京都府 教員

企画スタッフの目的、モチーフ、意図とするところは
判らないことはないが、ドラム缶のレイアウトが倉庫
→うす暗いイメージ感が強いようである。全般に明る
さに欠ける。暗さと、明るさ（ラテン←→太陽）のコ
ントラストがあれば、もっとイメージアップがなされ
るのではないかと考える。今後の展覧会に一考を求め
ます。ライブコンサート、最終日とあって、とても良
かった。心に残ることです。

　 吹田市 その他

ステージ上の「ハンギング」を表したオブジェにはび
っくりしました。（少しグロいかも……。）楽器を持っ
たマネキンに顔（表情）が書いてないことで、見る側
の想像力がより自由にかきたてられたと思います。土
着の音楽にいろいろな要素が加わって、新しい音楽が
生まれるという常に変化に富んだ面白さがよくわかり
ました。

　 20代 枚方市 教員

ありがとう。 女性 10代 京都府 大学生
パラグアイの可愛いお二人のステキな音楽有がとうご
ざいました。永く心に残ることでしょう。 女性 50代 茨木市 主婦

コンサートがとても良かった。 　 10代 京都府 高校生
何度もきてますが、新しい試み、その意気がとても伝
わってくる特展でした。今後の展示も、その内容にあ
わせたおもしろい工夫をとり入れたものを期待します。
大変たのしめました。

女性 20代 茨木市 会社員
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すばらしい企画を有がとうございました。特に、ファ
ミリア・ロドリゲス、そしてサナブリア姉妹の演奏は
すばらしく感動的でした。出来ればもう少し安くして
ほしい。物価高の時ではありますが……。無理かなー。
それと一曲一曲の簡単な解説がほしかった。

　 60代 摂津市 その他

面白かった。 女性 20代 豊中市 その他

おもしろかったです。 女性 20代 高槻市
その他／音
楽系講師

ラテンアメリカの音楽のテンポのあるものをたくさん
コンサートでききたかった。展示のし方がとても良い。
となりの常設展はつまらない。頭痛がしたが、ここへ
来ると気分が良くなった。センスが良い。イベントは、
日本もこうあってほしい。

女性 40代 京都府 主婦

授業で来場したのだが、色々な事を勉強できたので本
当に来て良かったと思う。ビデオが大変良かったです。 女性 10代 京都府 大学生

遠い国というイメージで普段見聞きすることの少ない
ものを、一度に多く見ることができコンサートで聞く
ことができうれしく思います。次にはもう少し深いと
ころを探って行きたいと思います（機会があればです
が。）サナブリア姉妹の演奏とてもよかったです。

女性 40代 豊中市 主婦

演奏がとてもすばらしいでした。 　
70才以

上
茨木市 主婦

演奏者（ 2 人組姉妹）の演奏の態度が大変良く、多く
の客を感動させてくれました。大いにほめてあげて下
さい。また売店に、この人のレコードもテープも無か
ったのが残念だったので、いつかはゼヒ発売されるよ
うにして下さい。よろしくおねがいいたします。

男性 30代 箕面市 自営業

とてもきれいな音でした。知っていたのは「コーヒー
ルンバ」だけでしたが、他の音楽もとてもきれいでし
た。

女性 10代 京都府 大学生

楽器はやっぱり音を聞かせてほしいと思う。これはど
んな音がするんだろ？と思うものがいっぱいあった。ボ
タンを押すとその楽器の音が鳴るとかしたらいいと思
う。さわれるのと演奏できるのはとても良いと思う。そ
れが目当てで来たので。

女性 20代 兵庫県 会社員

随分古いものが集められていて参考になった。触れる
コーナー、鳴らせるコーナーがとても良かった。（楽器
なのでどんな音が出るのか興味があったので。）

女性 50代
兵庫県宝塚
市

主婦

コンサートは￥430では安すぎると思えるほど。CD を
出口のところにでも山積みしておけば飛ぶように売れ
やしまいか。マルチメディアのパソコンコーナーでは
周囲うるさいので、ヘッドホンがあればよい。また台
数が少なすぎる。ある程度の時間ひとり占めにするこ
とになるので。［「鳴らすと、わかる」コーナーについ
て］簡単なメロディーやリズムを提示しておいて、そ
れをひける、たたけるようにできればなおよいでしょ
うが。

男性 20代 滋賀県 大学生

この様なライブの催しものは大変良いと思います。音
楽は言葉は解らなくても心と心が通じ合う万国共通の
言葉であると私は思うのです。どんなに困難でも世界
の人々を理解し友達になれるのは国対国ではなくて個
人対個人の心の通じあいではないでしょうか。それが

女性 40代 吹田市 主婦
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一つ一つ大きくなって真の国際交流になると信じてい
ます。私は日本の書道・絵画・和紙人形を通じて日本
文化祭としてカンヌ映画祭の会場での展示そしてパー
ティーに出席し、カンヌ市長の出席のもと大勢の方々
とふれあいとてもうれしかったです。特に子供達が感
激し「きれいなプッペ（人形）、色がきれい」といって
いますと通訳の方の言葉に、又カンヌの人々の「あり
がとうすばらしい伝統を、作品を」との言葉に音楽と
その国の伝統は世界の人々との心の交流に特に素晴ら
しいと感じました。音楽で戦争をなくす事は出来ない
かもわかりませんが、でもこれからも世界の人々と仲
良くしていく事はつづけようと思っています。カンツ
ォーネ・シャンソン・ラテン等音楽をやっていますの
で、もしアーティストの方に和紙のしおりなどプレゼ
ントしますのでよんで下さい。［「鳴らすと、わかる」コ
ーナーの楽器についている、］ひもをもっと長くして下
さい。

とてもすばらしい。来てよかった。 男性
70才以

上
大阪市 その他

楽器、一つずつの音の再現も聴きたかった。「鳴らすと
分かる」コーナーはあくまで、鳴らすだけだったので。 女性 20代

三島郡島本
町

会社員

パネルとかといっしょに楽器がおいてあるのがわかり
やすくてよかったです。演奏もやっていてきれいな音
が鳴るんだなと思いました。地方によっていろんな音
をだす楽器がありこんなにも種類があるんだとびっく
りした。ただ木に穴をあけただけのように見えるのと
か音が出るのがすごいと思った。

女性 10代 高槻市 大学生

はじめてこういう展示を見て、世界（ラテンアメリカ）
の知らなかった民族の様子を知ることができたのでと
てもよかった。コンサート、ステキでした。

　 10代 奈良県 大学生

生演奏はとっても素敵でした！！「コンドルはとんで
いく」や「カルナバル」やジプシーキングス（ラテン
音楽ではない？かな）の曲なんかが郷愁をさそうとい
うか日本人の心性にうったえてくるのはナゼなのでし
ょうか。日本人に関係なくだれでもきくとホロッとす
るのでしょうか？ふしぎ……。［写真のパネルについて］
もっとたくさん見たい。

女性 30代 箕面市 公務員

とてもよかった。 　 10代 京都府 大学生
鳴らすと、わかるコーナーがたのしかった。 女性 10代 高槻市 大学生
演奏会がとても良かった。 　 10代 滋賀県 大学生
コンサート会場のイスはバケツ（？）を改造したもの
みたいで、見ためがすごくユニーク。しかもすわりや
すくて尻がいたくならないので good。あと、ベニヤの
床も木の香りがして気持ちいいなと思います。あと……
欲をいえばさわれる楽器の数をもう少しふやしてほし
いなぁと（同じ楽器でも 1 つだけじゃなく、 3 つくら
い用意してほしーなーとも思ってます）思います。PS．
場内係員のお姉さん方が皆様とっても親切だったのも
うれしかったです。写真とって下さってありがとうご
ざいました。

女性 20代 大東市 フリーター

音楽と楽器というテーマであったので、納得できるも
のではあるが、これらは祭りや儀式ときりはなすこと 男性 20代 和泉市

その他／大
学院
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のできないもの。ビデオシアターだけではなく展示の
方や、その解説でもう少しくわしく語ってほしかった。
強いていえば地球の音楽（CDブック）のバラ売りを増
やしてほしかったぐらいでしょうか……。 男性 20代 箕面市 フリーター

生演奏がとてもよかった。 女性 30代 吹田市 主婦
もっと楽器にさわらせて欲しい。おみやげに楽器をも
っと置いて欲しい。楽器を作っているところを見れる
とか、自分で作れるとかあれば楽しいんだけどね。

　 20代 京都府 大学生

もうすこし楽器であそばせてほしい。笛が吹きたい。奏
法を教えてほしい。ひける楽器のチューニング etc．を
しておいてほしい。すこしがくふもみたい。

女性 20代 京都府 大学生

きてよかった。 女性 20代 茨城県 会社員

楽器演奏の 2 人のおじょうさん、とてもチャーミング。
音楽が大変良い。ベネズエラが好きになった。 男性

70才以
上

茨木市 無職

体調をくずし、やっと最終日に来ることができてうれし
い。ファミリアロドリゲスの演奏を聞けず残念。キュー
バ音楽に興味があったため、今回の展示に出かけました。

女性 30代 兵庫県 主婦

展示会と云えばガラスごし柵ごしが常識であったが、正
に型破りでびっくり。同じ高さ床でじかに触れられ、試
奏まで出来ると云うのは驚きであり、館関係者の理解
と努力の結果かと思います。これからもこの様な展示
会を企画して下さい。期待しています。

　 60代 和歌山県 会社員

とても楽しく見させてもらった。 女性 10代 茨木市 大学生
学校の課題のためにきた。さわったりたたいたりでき
るので、うれしくなった。わくわくした。ドキドキし
た。えんそうもたのしかった。

女性 10代 茨木市 大学生

特に試奏コーナーがよい。出来れば、説明を。コンサ
ートもよい。楽器の説明がふいたり演奏が時々あると
よけいよい。ラテンアメリカの音楽が分かってよい。

（いろんな歴史も、いろんな人達のことも楽器もあるこ
とが分かってよい）マルチメディアコーナーはよい。

［ドラム缶でラテンアメリカのイメージは］よくでてい
る。［展示コーナーのテレビについて］少しわかりにく
い。椅子があると座ってしっかりみえるのに残念。［展
示の解説について］字が小さい。みえにくい。

　 60代 枚方市 主婦

時間があまりなかったので一つ一つじっくりと見られ
なかったが、楽器が沢山並べてあるという印象が強か
った。楽器は演奏する人々がいてそれぞれの「思い」
で、誰かに、何かを演奏するのではないかと考えてい
るので、楽器の背景にあるものをもっと知りたかった。
風景、宗教、生活など、なにか学校の音楽室が大きく
なったという感じがしました。" 磁場 " みたいなものに
触れたかった。

　 20代 池田市 大学生

9 /歴史を考えると明るいとは思わないけれど、保存と
発展には重みを感じた。 女性 40代 兵庫県 自営業

演奏会がよかった。 2 ：00からの。 　 10代 滋賀県 大学生
もっと手にふれて楽器を演奏してラテンアメリカの音
楽と一体になりたかった。 女性 10代 京都府 大学生

コンサートがすごく良かった。知っている曲も知らな
い曲も楽しめた。 女性 10代 滋賀県 大学生

演奏がとても上手だった。 女性 10代 滋賀県 大学生
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